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面

楽しかつだ思い出ありガとう

恩師、父母、在校生に見送られ校舎を巣立っだ明中卒業生

給・・・・・・⑨
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第 1 回村議会定例会は、 3 月 11 日から20日までの会期10

日間で開かれ、町制施行案をはじめ 5 歳児未満の医療費無
料化や平成10年度各種予算案など21案件（村長提出）につ
いて審議されだ結果、いずれも原案どあり可決承認されま
しだ。まだ、石村悪男議長、石崎榮ー副議長の辞任に伴い
議長選挙などの人事案件が審議され、議長に森尻茂さん、
副議長に原□昭ーさんが当選されましだ。その主な内容を
あ知らせします。

明
和
村
監
査
委
員
の
大
塚
雅
勇
さ
ん

が
四
月
＝
―
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

‘
費

盃
委
に

橋
本
亀
三
郎
さ
ん
選
任

監

員

明
和
村
を
明
和
町
に
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
町
制
施
行
検
討
委
員
会
の
答

申
を
受
け
、
平
成
十
年
十
月
一
日
か
ら

の
町
制
施
行
を
群
馬
県
知
事
に
申
請
す

る
こ
と
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

こ
。t
 これ

を
受
け
て
村
で
は
、
申
請
書
を

知
事
に
提
出
し
ま
す
。
今
後
の
予
定
と

し
て
は
、
県
議
会
の
議
決
を
経
て
知
事

が
決
定
し
自
治
大
臣
へ
届
け
出
、
告
示

さ
れ
て
明
和
町
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

1
0
月
1

日
明
和
町

町
制
施
行
議
案
を
可
決

明
和
村
公
平
委
員
会
委
員
の
蓮
見
正

公
平
委
員
会
委
員
に

久
保
庭
満
さ
ん
選
任

明
和
村
監
査
委
員
の
森
尻
茂
さ
ん
が

三
月
二
十
日
に
辞
任
し
ま
し
た
の
で
、

後
任
に
石
崎
榮
一
さ
ん

(
6
4
歳
・
矢
島
）

を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
一
‘
―
二
0
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
六
億
一
、
七
二

0
万
円
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
保
険
給
付
贅
の
追
加
に
伴

平
成
九
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

査

石
崎
榮

委
にさ
ん
選
任

児
童
福
祉
の
向
上
を
因
る
た
め
、
五

歳
未
溝
の
乳
幼
児
の
医
療
費
を
無
料
と

し
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
十
年

四
月
一
日
か
ら
で
す
。

福
祉
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

立川

監

員

』
'
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寅さん

橋本亀三郎さん

な
り
ま
す
の
で
、
後
任
に
橋
本
亀
三
郎

さ
ん

(
7
1歳・
斗
合
田
）
を
同
委
員
に

選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

吉
さ
ん
が
四
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
後
任
に
久
保

庭
満
さ
ん

(
6
5
歳
•
新
里
）
を
同
委
員

に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価

審
盃
委
員
会
委
員
に

立
川
賓
さ
ん
選
任

明
和
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
始
澤
仁
一
さ
ん
が
三
月
二
十
四

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
の

で
、
後
任
に
立
川
｛
貫
さ
ん

(
6
3歳・
梅

原
）
を
同
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

料
化
謬
＿
可
決

久保庭満さん

第

回
村
議

会

定
例

会

う
補
正
で
す
。

歳
入
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
国
庫
支
出
金
―
二

0
万
円
（
一
億

九
、
一
六
七
万
八
千
円
）

◇
繰
入
金
一
、

0
0
0

万
円
（
三
、

八
0
0

万
一
千
円
）

歳
出
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
保
険
給
付
費
一
、

0
七
0
万
円
（
四

億
五
、
六
三
八
万
五
千
円
）

◇
老
人
保
健
拠
出
金
五

0
万
円
（
一

億
三
、
六
六
三
万
四
千
円
）

組
織
団
体
で
あ
る
「
伊
勢
崎
佐
波
農

業
共
済
組
合
」
が
解
散
す
る
こ
と
に
伴

い
改
正
し
ま
し
た
。

群
馬
県
町
村
等
非
常
勤

職
員
公
務
災
害
補
償

組
合
規
約
の
一
部
改
正

組
織
団
体
で
あ
る
「
伊
勢
崎
佐
波
農

業
共
済
組
合
」
が
解
散
す
る
こ
と
に
伴

い
改
正
し
ま
し
た
。

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
一
部
改
正

平成10年 4 月 10 日（金） (2) 



国
の
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
入
所
措
置
と
い
う
行
政
処
分
で
あ

っ
た
も
の
を
保
育
の
実
施
と
い
う
保
護

者
の
希
望
に
添
う
よ
う
に
実
施
す
る
と

い
う
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。
な
お
、

施
行
は
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

保
育
所
入
所
措
置

条
例
の
部
改
正

身
体
障
害
者
お
よ
び
精
神
薄
弱
者
の

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
福
祉
作
業

所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。
場
所
は
休
園
中
の
東

幼
稚
園
を
利
用
し
、
管
理
運
営
は
社
会

福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
ま
す
。
な
お
、

施
行
は
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

福
祉
作
業
所
設
置
及
び

管
理
条
例
の
制
定

水
道
事
業
給
水

条
例
の
全
部
改
正

原口昭ーさん 森尻 茂さん

各
種

茂

の
人
事

一
部
の
常
任
委
員
会
等
の
構
成
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
人

事
の
み
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（

敬
称
略
）

◇
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
海
老
原
金
平

副
委
員
長
薗
部
明

委
員
原
口
昭
一

◇
議
会
運
営
委
員
会

副
委
員
長
岡
安
今
朝
雄

委
員
海
老
原
金
平

◇
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
議
会
議
員

議
員
森
尻

副
議
長
に
原
口
昭
一
さ
ん

議
長
に
森
尻
茂
さ
ん

下
水
道
整
備
事
業
の
推
進
に
寄
与
す

る
た
め
、
明
和
村
公
共
施
設
建
設
基
金

に
下
水
道
整
備
基
金
を
加
え
ま
し
た
。

村
税
条
例
の
一

国
が
打
ち
出
し
た
経
済
対
策
の
一
環

で
あ
る
特
別
減
税
に
関
す
る
規
定
の
整

備
と
、
特
定
中
小
企
業
の
税
制
上
の
優

遇
措
置
が
講
じ
ら
れ
規
定
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

特
定
中
小
企
業
の
税
制
上
の
優
遇
措

置
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、

規
定
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

水
道
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
本
村
の
水
道
事
業
給
水
条
例

も
全
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
、
指
定
水
道
工
事
店
制
度
の
規
制
緩

和
が
図
ら
れ
、
給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
指
定
要
件
や
給
水
装
置
の
構
造
お
よ

び
材
質
が
全
国
統
一
化
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
部
改
正

部
改
正

公
共
施
設
建
設
基
金

条
例
の
部
改
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
六
九
万
八
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
四
0
億
九
、
二
九
九
万
三
千
円
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、
館
林
交
通
安

全
協
会
庁
舎
建
設
助
成
金
、
国
民
年
金

印
紙
購
入
費
、
水
田
営
農
活
性
化
排
水

対
策
特
別
事
業
負
担
金
等
の
追
加
に
伴

う
補
正
で
す
。

歳
入
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
村
税
一
六
三
万
六
千
円
減
(
-
九

億
二
、
六
七
四
万
二
千
円
）

◇
利
子
割
交
付
金
五

0
0
万
円
減
（
一
、

五
0
0

万
円
）

◇
地
方
消
費
税
交
付
金
一
、

0
0
0

万
円
減
（
二
、
五
0
0

万
円
）

◇
自
動
車
取
得
税
交
付
金
五

0
0
万

円
減
（
六
、
六
0
0

万
円
）

◇
地
方
交
付
税
五
、

0
五
五
万
五
千

円

(
-
0億
三
、
六
二
三
万
四
千
円
）

◇
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
二
六

万
円
減
（
二
七
0
万
円
）

◇
分
担
金
及
び
負
担
金
三
一
九
万
七

千
円
減
（
三
、
五
七
一
万
六
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
八
―
二
万
五
千
円
減

（
九
、
七0
九
万
―
―
―
千
円
）

◇
県
支
出
金
一
、
六
五
五
万
六
千
円

減
（
一
億
二
、
一
六
三
万
六
千
円
）

◇
諸
収
入
三
八
一
万
七
千
円
（
二
億

三
、
七
九
五
万
三
千
円
）

◇
村
債
三
九

0
万
円
減
（
四
、
九
二

0
万
円
）

平
成
九
年
度

般
会
計
補
正
予
算

な
お
、
施
行
は
平
成
十
年
四
月
＿
日
か

ら
で
す
。

歳
出
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
総
務
費
四
九

0
万
三
千
円
（
九
億

七
、
五
六
二
万
九
千
円
）

◇
民
生
費
八
六
万
一
千
円
（
六
億
八
、

八
ニ
―
万
四
千
円
）

◇
衛
生
費
二
二
三
万
四
千
円
（
三
億

一
、
五
八
八
万
三
千
円
）

◇
農
林
水
産
業
費
四
八

0
万
円
(
-
―
―

億
一
、
五
六
六
万
三
千
円
）

◇
土
木
費
一
、
ニ
―

0
万
円
減
（
六

億
七
九
八
万
一
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
六
七
0
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

七
億
三
、
八
九
0
万
八
千
円
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
医
療
給
付
費
等
の
追
加

に
伴
う
補
正
で
す
。

歳
入
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
支
払
基
金
交
付
金
四
六
二
万
円
（
四

億
八
、
五
二
八
万
二
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
―
二
四
万
円
（
一
億

六
、
九
ニ
―
万
三
千
円
）

◇
県
支
出
金
三
一
万
円
（
四
、
一
九

0
万
八
千
円
）

◇
繰
入
金
五
三
万
円
（
三
、
八
一
七

万
一
千
円
）

歳
出
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
医
療
諸
費
六
七

0
万
円
（
七
億
六

0
0

万
五
千
円
）

平
成
九
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

(3) 平成10年 4 月 10 日（金）



63億3,975万円
46億1,000万円

消17十＿議会費 1.7%
I 

農林水産

民生費

当初予算
）内は前年度対比

三羊今
ii我云

土木費

教育費

民生費

総務費

（その他商工費労働費諸支出金〕
予備費

5,292万ワ千円 (3.6%)

ワ， 608万6千円（△0.9%)

2億 1 ,455万5千円 (3.9%)

2億3,5ワ4万4千円（△24.9%)

3億2，ワ03万4千円 (7.5%)

4億24ワ万9千円 (39.4%)

6億4, '764万2千円 (6.3%)

ワ億2,124万円 (26.7%)

ワ億6,650万ワ千円 (13.4%)

11 億6,578万6千円 (28.9%)

歳出 5
 

10 

平成 10年度の予算額は、一般会計

が4併意1, 000万円（前年対比15. 3 ％増）、

老人保健特別会計が7億3,920万円（同

5. 5％増）、国民健康保険特別会計が

6 億2,260万円（同2. 7％増）、水道事

業会計が 3億6,795万円（同13. 6 ％増）

で総額は、 63億3,975万円となり、前

年度と比べて 12.6％の増になりまし

だ。

会計別予算規模（率は前年比）

般 会 計 46億 1, 000万円 I 15. 3% 

] 老人保健
7億3,920万円 I 5. 5% 

国民健康保険 6億2,260万円 2 7% 

水道事業会計 3億6,795万円 13. 6% 

合 計 63億3,975万円 12. 6% 

財産と村債の現況
〔；）財産（平成10年3 月 10 日現在）
基金 33億6,571 万9千円

現金 7億362万3千円

土地 17万1,21 Om2 

建物 3万2,517m2 

3村債
平成 9 年度末村債残高見込額

26億4, 143万7千円

平成10年度末村債残高見込額

24億3,821 万6千円

（平成10年度中村債見込額 9,230万円

平成10年度中元金イコロ：頁万l千円）

億円

村債（地方債）とは
村債は、地方公共団体の財政収入の中で大

切な財漉であり、当該公共施設の事業効果が

後世の住民に及ぶ場合には、後年度にも繰り

廷べて支払うことが適当であると思われます。

また、村債を起こす場合には議会において

予算審議を受け、さらに無理な負担を将来に

残さないように適正限度を保持させるため、

知事の許可を必要としています。

なお、村債には国の補てんすべきものも多

く、元利償還金の一部が地方交付税として国

より算入されています。

平成10年 4 月 10 日（金） (4) 



村税の内訳
25億6,673万7千円

村 民 税 15億8,489万円
（内法人村民税 11億9,704万4干円）

固定資産税 8億6,245万6千円

軽自動車税 1,574万9干円

村だばこ税 5,806万4千円

特別土地保有税 4,557万8干円

村債 2.0%
地方消費税交付金 2.2%

県支出金 2.6%
国庫支出金 3.4%

村民一人当たり
村の人口 11, 587人

（平成 10年 3 月 1 巳現在）

納める税金（法人分含む）

総額 221,519円

村 民税 固定資産税

噂｀
口

成
0

度

平
1

年

その他 2.1%

繰入金 2.8%

繰越金
3.3% 

1自主財源69..1%l

1依存財源 30.9%|

予算総額
一 離 会計

軽自動車税 I 村たばこ税 I 特別jj也保有税

1, 359円 5, 011 円

三皐

ご

3,934円

使われる予算

総額 397,860円

~iiO:'五： I 口口〖 I ！互：5，ー：：日費

謬
農林水産業費 土木費 消防費
------------'------------'----------ｷ 
20,346円 55,894円 18, 517円

こパ瓢
教育費公債費その他
ー•----------- ------------ ------------

62,246円 34,735円 11, 134円
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①
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万
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譲
金
担
付
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5
0

方
付
分
交
全

4
3
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0

地
交
、
割
安
金

3
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0
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税
料
子
適
附
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1
3
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他
得
数
利
交
寄
億
億
億
億
億

の
取
手
、
、
、

2
1
1
1
1

そ
車
び
金
入
金

/\ 

1 億5,62ワ万 1 千円 (52.1%) 

2億4,154万ワ千円 (4.6%)

一般会計

ワ億9,000万円（△ 15.6%)
1 地

25億6,6ワ3万7千円 (50.2%) 村

の他

債

方
税付交

税

5
 

歳入

(5) 平成10年 4 月 10 日（金）



|¥ 

特別会計
9,99:999 叫む

吝
：＇斎

総 務 費 予
算
は

. 事業会計
•財政管理費 (e OA化推進事業等）

12,887 

•財産管理費（◎役場庁舎耐震診断

委託業務、©委員会室等増築工事

等） 67,056

・交通対策費 15,473 

・自治振興費 16,232 

・基金費（◎下水道整備等の公共施

設建設基金積立金等） 610,364 

•選挙費 9,443 

．賦課徴収費（◎土地・家屋現況図

経年異動修正等委託業務等） 44,391

・広報費（オフトーク通信関連事業、

広報紙発行等） 39,636 

・企画費（町 II俣事件小冊子発行、

0 町制施行業務、村納涼祭補助金

等） 13,553

・戸籍住民基本台帳費 29,234 

・統計調査費 8,074 

民 生 費
•国民年金費 212,735 

•国民健康保険特別会計繰出金

15,200 

・老人保健特別会計繰出金 39,049 

・老人福祉費(®高齢者介護サービ

ス体制整備支援事業、ホームヘル

プサービス委託事業、デイサービ

スセンター管理運営委託事業、特

別養護老人ホーム等入所委託事業

等） 140,119

・障害者福祉費（◎福祉作業所運営

委託事業、®障害者福祉計画作成

業務身体障害者措置事業、在宅重

度障害者等見舞い等） 27,091 

•福祉医療費（f/fJ 5 歳未満児医療費

の無料化等） 48,747 

・老人福祉センター費（⑰事務所増

築工事等） 56,521 

・児童福祉費 (O 出産祝金制度の創

設、児童手当、 0保育園改築工事

設計委託事業等） 146,196 

一
J
の
よ
う
な
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
印
は
新
規

単
位
／
千
円

主
な
施
策

に，

老
人
保
健

--, や~一

（歳入）

支払基金交付金

5億 782万9千円

国庫支出金

1億5,382万6千円

県支出金

3,845万6千円

繰入金3,904万9千円

その他 4万円

~芸．，，~~苓~

出）

/
|
¥
 

-̀

7億3,920万円

（歳

医療諸費

7億3,856万9千円

総務費 59万2千円

その他 3万9千円

国
民
健
康
保
険

6億2,260万円

（歳入）

国民健康保険税

2億4,871万2千円

国庫支出金

1億9,152万4千円

繰入金 6,520万円

療養給付費交付金

6,424万 1千円

繰越金4,443万3千円

その他 849万円

（歳出）

保険給付費

4億5,596万4千円

老人保健拠出金

1億3,770万6千円

保健事業費

682万円

共同事業拠出金

668万円

総務費 413万 1千円

その他1, 129万9千円

水

道

事

業

収益的収入

収益的支出

④業務の予定量

給水栓数

年間総給水量

一日平均給水量

2億4,566万5千円

2億3,916万円

（収益的収入）

営業収益

2億4,096万 1千円

営業外収益

470万4千円

（資本的収入）

出資金 5,000万円

（収益的支出）

営業費用

2億 849万7千円

営業外費用

2,866万3千円

予備費 200万円

（資本的支出）

建設改良費

1億2,272万2千円

企業債償還金

606万8千円

3,650栓

217万9千m3

5, 970rrf 

平成10年 4 月 10 日（金） (6) 



肖‘‘
‘
、

防 費 公＊ 債
・消防費（常備消防費・非常備消防

費・消防施設費負担金〔小型ポン

プから自動車ポンプに買換え等〕

災害対策費〔防災設備の充実・防

犯灯設置工事等〕） 214,555 

議 会 費

・議会費（定例議会および議会だよ

り発行等） • 76,086 

商 コ： 費

・商工振興費（村商工会助成金、商

業設備近代化資金預託金、労働環

境整備資金預託金等） 19,068 

・観光費（◎観光マップ作成等） 2,023

さ力 働 費
・労働諸費（勤労者生活資金預金等）

10,261 

・公債費

等）

（償還元金および支払利子

402,479 

衛 生

費

費
・邑楽館林医療事務組合負担金

27,796 

・邑楽館林医療事務組合出資金

14,607 

・予防費（各種検診等予防事業）

42,251 

・環境衛生費（合併処理浄化槽設置

費補助事業、水道事業会計繰出金

等） 63,531
•清掃費（可燃性廃棄物焼却処分事

業、®生ごみ処理機購入費助成事

業、し尿処理事業等） 117,715 

農林水産業費
・農業委員会費 9,194 

・農業振興費(@緊急生産調整推進

対策事業、ふれあい家庭菜園事業、

花いっぱい運動推進事業、農業近

代化資金利子補給等） 14,214 

・農地費（ふるさと農道緊急整備事

業、ふるさと総合整備事業、邑楽

用水路改修関連事業等） 177,936 

教

土：

云—
自：

・小学校費 (0 東小学校南校舎耐震

診断委託事業、◎西小学校南校舎

耐震補強工事、 0 インターネット

関連事業〔東小・西小等〕） 154,546

・中学校費（◎南校舎耐震診断委託

事業、英語指導助手の招致事業、

中学生海外派遣事業等） 58,964 

・幼稚園費（ O 幼稚園改築工事設計

委託事業等） 58,658 

・社会教育費（各種学級および生涯

学習推進事業、青少年育成対策事

業、公民館事業、ふるさと産業文

化館事業、図書館事業） 117,578 

・保健体育費（各種教室および講習

会の実施、体育施設整備事業、海

洋センター事業、学校給食センタ

ー事業） 207,542 

木

費

費
・道路維持費 86,044 

・道路橋りょう新設改良費（改良・

舗装工事等） 349,919 

・住宅管理費 8,649 

•土木災害復旧費 27,267 

•都市計画費 (O 下水道基本計画策

定委託事業、®土地区画整理事業

化検討調査委託事業等） 93, 711 

・公園費（各公園等維持整備事業等）

35,037 

平
成
十
年
度
予
算
編
成
方
針

国
の
経
済
動
向
は
、
い
ま
だ
力
強

い
景
気
回
復
の
軌
道
に
乗
っ
て
お
ら

ず
企
業
や
国
民
は
、
わ
が
国
経
済
の

先
行
き
に
対
す
る
信
頼
感
の
低
下
か

ら
、
景
気
は
停
滞
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
経
済
対
策
の
実
施
、

所
得
課
税
の
特
別
減
税
の
実
施
、
金

融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
策
の
具
体
化

な
ど
に
よ
り
経
済
の
先
行
き
に
対
す

る
信
頼
感
が
回
復
し
、
次
第
に
立
ち

直
っ
て
い
く
と
み
ら
れ
ま
す
。

本
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
村
民

の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
、

常
に
健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
行

政
水
準
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

時
代
に
即
し
た
事
業
お
よ
び
行
政
を

推
進
し
、
未
来
を
創
造
し
た
明
和
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
を

考
慮
の
う
え
、
二
十
一
世
紀
初
頭
の

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
念
頭
に
お
き
、
第

四
次
総
合
計
画
を
基
本
に
、
ま
た
、

村
行
政
改
革
大
綱
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

村
民
だ
れ
も
が
豊
か
さ
と
生
き
が
い

を
感
じ
、
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
目
指
し
、
計
画
的
・
合
理
的
で
効

率
的
な
行
政
運
営
を
推
進
し
つ
つ
、

国
・
県
の
方
針
お
よ
び
地
方
財
政
計

斎
藤

未
来
を
創
造
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

車
9 9 9 9 
ノし如ヽ

画
を
指
針
と
い
た
し
ま
し
た
。

主
な
施
策
と
し
て
は
、
町
制
施
行

の
推
進
、
高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
整
備
事
業
、
福
祉
作
業
所
運
営

事
業
、
出
産
祝
金
制
度
の
創
設
や
福

祉
医
療
の
支
給
範
囲
の
拡
大
、
保
育

園
・
幼
稚
園
の
統
合
施
設
整
備
の
推

進
、
下
水
道
基
本
計
画
策
定
事
業
、

西
小
南
校
舎
耐
震
補
強
事
業
等
の
ほ

か
、
村
道
整
備
等
の
都
市
基
盤
の
整

備
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
等
の
産
業

の
振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
、
健
康

•
福
祉
の
向
上
、
教
育
文
化
の
向
上

な
ど
に
一
層
の
充
実
が
図
れ
る
よ
う

十
分
配
慮
し
、
一
般
会
計
を
前
年
度

比
一
五
・
三
％
増
の
四
六
億
一
、

0

0
0

万
円
と
定
め
ま
し
た
。

ま
た
、
老
人
保
健
特
別
会
計
を
七

億
三
、
九
二

0
万
円
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
を
六
億
二
、
二
六

0
万

円
、
水
道
事
業
会
計
（
収
益
・
資
本

的
支
出
合
計
）
を
三
億
六
、
七
九
五

万
円
と
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ま
し
た
。

本
年
度
も
心
の
通
っ
た
行
政
実
現

に
、
総
力
を
挙
げ
て
執
行
に
当
た
る

考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

明
和
村
長

(7) 平成10年 4 月 10 日（金）



河野千紘さん

（表彰時西小 6 年）

勇
気
と
思
い
や
り
の
心
に
あ
ふ
れ
だ
少
年
少
女
を
表
彰
す
る
、

館
林
地
区
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
と
館
林
警
察
署
王
催
の
善
行

少
年
表
彰
式
が
3

月
4

日
、

1
3
1
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
行
わ
れ

ま
し
だ
。
今
つ
回
、
本
村
か
ら
小
学
生
2

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
だ

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

善
行
少
年
表
彰

村

斎藤

長

憲さん

受
賞
お
め
で
と

永
年
に
わ
だ
り
、
地
万
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
だ
t
J

だ
が
だ
が
、
こ
の
ほ
ど
全
国
町
村
会
長
な
ど
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
だ
。
そ
の
栄
誉
に
浴
し
だ
か
だ
が
だ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

全
国
町
村
会
長
表
彰

斎
藤
村
長
は
、
平
成
元
年
七
月
に
村

長
に
就
任
以
来
、
現
在
ま
で
の
永
年
に

わ
た
り
村
長
の
重
責
を
全
う
さ
れ
、
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
躍

友
達
が
困
っ
て
い
た
り
、
悩
ん
で
い

た
ら
、
温
か
い
言
葉
を
か
け
た
り
し
て
、

ク
ラ
ス
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
委
員
会
活
動
や
ク
ラ
ス
の
係

活
動
な
ど
で
も
、
自
主
的
に
仕
事
を
見

家
庭
で
は
家
事
の
手
伝
い
を
心
掛
け

蜜井芳恵さん

（表彰時東小 6 年）

石
崎
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
二
年
八
月

か
ら
現
在
ま
で
の
多
年
に
わ
た
り
、
村

つ
け
て
取
り
組
み
、
頼
ま
れ
た
仕
事
も

快
く
引
き
受
け
る
な
ど
、
他
の
子
ど
も

た
ち
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

自
分
の
仕
事
に
責
任
を
持
っ
て

村議会議員

石崎榮ーさん

群
馬
県
町
村
議
会

議
長
会
長
表
彰

う
ご
ざ
い
ま
す

関
根
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
二
年
八
月

か
ら
現
在
ま
で
の
多
年
に
わ
た
り
、
村

議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
発
展
に
尽

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

る
一
方
、
お
風
呂
洗
い
な
ど
自
分
の
仕

事
を
持
ち
、
毎
日
責
任
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
陰
日
向
の
な
い
人
柄
は
家
庭

生
活
は
無
論
の
こ
と
、
学
校
生
活
で
も

他
の
児
童
の
模
範
と
な
る
行
い
を
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
堅
実
に
取
り
組
ん
で

い
る
頑
張
り
や
で
、
心
の
機
微
を
細
や

か
に
感
じ
取
り
、
友
達
か
ら
の
信
望
も

厚
い
で
す
。

村議会議員

関根慎市さん

議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
発
展
に
尽

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

お出かけの前に

もう一度交通ルールの確認を．~I

0車に乗っだらジートベルトの着用を

〇禽齢者の立場になって

思いやりのある運転を

村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

三
月
二
十
四
日
、
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
（
本
部
長
築
比
地
榮
教
育
長
）
に
、

建
設
省
利
根
川
上
流
工
事
事
務
所
長
お

よ
び
利
根
川
上
流
河
川
利
用
者
協
議
会

長
か
ら
の
連
名
で
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

同
団
体
は
、
常
に
河
川
の
愛
護
に
深

い
理
解
を
も
た
れ
、
進
ん
で
河
川
敷
の

美
化
清
掃
を
行
い
、
河
川
環
境
の
整
備

と
愛
護
意
識
の
高
揚
に
多
大
の
貢
献
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

河
川
美
化
奉
仕

団
体
に
感
謝
状

平成10年 4 月 10 日（金） (8) 



最
近
、
中
学
生
な
ど
の
少
年
に
よ
る

刃
物
、
特
に
バ
タ
フ
ラ
イ
ナ
イ
フ
等
を

使
用
し
た
凶
悪
事
件
が
続
発
し
、
全
国

的
に
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
バ
タ
フ
ラ
イ

ナ
イ
フ
を
有
害
な
が
ん
具
類
に
指
定
し
、

青
少
年
へ
の
販
売
を
規
制
し
ま
し
た
。

正
当
な
理
由
も
な
く
刃
物
を
持
ち
歩
く

こ
と
は
形
態
等
に
よ
り
「
銃
砲
刀
剣
類

所
持
等
取
締
法
違
反
」
「
軽
犯
罪
法
違
反
」

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

少
年
の
刃
物
携
帯
は
非
常
に
危
険
で

す
。
保
護
者
は
、
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も

の
持
ち
物
な
ど
に
関
心
を
示
し
て
、
人

に
は
や
さ
し
く
、
物
を
大
切
に
す
る
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
生
命
の
大

切
さ
と
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
次
ぐ
こ
の
種
の
事
件
を
重

視
し
て
3

月
1
0
日
、
文
部
大
臣
か
ら
子

ど
も
た
ち
と
保
護
者
、
学
校
関
係
者
に

緊
急
ア
ピ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
へ

4

月
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

2
1
世
紀
を
目
前
に
し
た
今
日
、
パ
ソ

コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
本
格
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
が

到
来
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
村
で
も
4

月
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
、
村
民
の
皆
様
を
は
じ
め
全

国
に
向
け
て
情
報
の
発
信
を
始
め
ま
し

こ
。t
 この

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
よ
り
一

層
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、

行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
役
立
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
明
和
村
を
紹
介

最
近
、
君
た
ち
の
仲
問
に
よ
る
ナ
イ

文
部
大
臣
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル

少
年
の
刃
物
携
帯
は
危
険
I
I
.

命
の
大
切
さ
教
え
よ
う

平
成
1
0年
3

月

1
0日

文
部
大
臣
町
村
信
孝

フ
を
使
っ
た
事
件
が
続
い
て
い
る
。
人

を
傷
つ
け
る
こ
と
、
ま
し
て
命
を
奪
う

こ
と
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。

命
を
奪
わ
れ
た
人
た
ち
は
、
二
度
と

帰
っ
て
は
こ
な
い
。
亡
く
な
っ
た
人
た

ち
や
傷
つ
い
た
人
た
ち
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
や
家
族
の
悲
し
み
が
ど
ん
な

に
深
い
も
の
な
の
か
、
そ
れ
を
知
っ
て

一
よ
し
、
。

ー
ー

そ
こ
で
、
君
た
ち
に
訴
え
る
。
ナ
イ

フ
を
持
ち
歩
く
の
は
も
う
や
め
よ
う
。

学
校
に
持
っ
て
く
る
の
も
や
め
て
ほ
し

い
。
君
た
ち
が
明
る
＜
前
を
向
い
て
行

動
し
て
く
れ
る
こ
と
を
、
切
に
願
っ
て

゜

し
る悩

み
や
不
安
は
、
遠
慮
な
く
友
達
や

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
先
生
な
ど
大

人
た
ち
に
相
談
し
よ
う
。
私
た
ち
は
、

君
た
ち
の
言
葉
を
受
け
止
め
た
い
。

用
く
だ
さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
(
U
R
L
)

h
t
t
p
:
ミ
w
w
w
.
s
u
n

f
ie
l
d
.
o
r
.

j
p/
 

m
ei
w
a
 /
 

◇
掲
載
内
容

•
明
和
村
の
紹
介
（
特
産
物
な
ど
）

•
か
わ
ら
版
（
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
利

用
方
法
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

•
明
和
村
関
連
リ
ン
ク
集
（
県
と
近
隣

市
町
へ
の
リ
ン
ク
、
村
在
住
の
個
人

・
法
人
へ
の
リ
ン
ク
）

※
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
課
6
闘
3
1

l
l

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
そ
の
他
、
村
長
が
適
当
で
あ
る
と

認
め
た
父
ま
た
は
母

⑤
田
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
民

基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原

票
に
記
載
ま
た
は
登
録
後
1

年
に

満
た
な
い
か
た
が
図
に
規
定
す
る

要
件
を
溝
た
し
て
い
る
場
合
は
、

記
載
ま
た
は
登
録
後
1

年
を
経
過

し
た
日
を
も
っ
て
支
給
対
象
者
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、

Vｷ 

◇
受
給
の
申
請
f

対
象
児
童
の
出
産
の
日
か
ら
6
0
日

以
内
に
役
場
福
祉
課
（
老
人
福
祉
p

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
申
請
し
て
く
だ

5ヘ

さ
い

◇
祝
金
の
額

5i
 

対
象
児
童
1

人
に
つ
き
1
0
万
円
｀

◇
実
施
年
月
日

平
成
1
0年
4

月
1

日

※
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
（
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
6
闘
4
9
2
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ゞ
／
で5
S
.
"ょ
t
'
?
'
ア
？
ゞ

r
J
ー
し
も
ら
，
心
｀
よ
、
ぐr
'り
＾
ヤ
・
つ
ゞ
b
ょ
｀
•
S
T
ク
勾
ゞ
’
で
？

A
．9
‘
T
S
.急
よ
ん
な

5
 
ぐ
↑

•

4 

]
出
産
祝
金
，

`
i
 

`• { 

5
 

ぐ

i
第

3

子
に

j
i
 
、
"
↓

<{

一
村
で
は
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

” 

( 

｀
て
児
童
の
誕
生
を
祝
福
し
、
次
代
を

’
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
と
地
域
社

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
第

3

子

r

以
上
の
出
産
に
対
し
「
出
産
祝
金
」

｀
を
支
給
す
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

．
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
｛
◇
受
給
資
格

」
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て

＂
い
る
か
た

田
本
村
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外

r

国
人
登
録
原
票
に
記
載
ま
た
は
登

1

録
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
引
き
続

5
 5

き

1

年
以
上
村
内
に
住
所
を
有
す

4
 f
る
か
た
。
た
だ
し
、
本
村
に
お
い

• 

5

て
生
活
実
態
の
な
い
か
た
に
は
支

つ•
合
し
な
い

糸

~
・
⑰
新
た
に
第3
子
以
上
の
子
を
出
産

5

し
た
家
庭
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

『
当
す
る
か
た

5
m
現
に
2

人
以
上
の
子
を
養
育
お
よ

J
一
び
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母

t
]
い
現
に2
人
以
上
の
子
を
出
産
し
た

『
が
、
そ
の
後
亡
く
な
っ
た
子
が
い

｀
る
父
ま
た
は
母

• 

｝
り
現
に
2

人
以
上
の
子
を
有
し
、
そ

ジ
‘
の
生
計
を
維
持
し
、
養
育
お
よ
び

｛
監
護
し
て
い
る
が
、
当
該
子
と
別

) 

5

居
し
て
い
る
父
ま
た
は
母

? 
、
し
＜
い
，
t
.
‘
[
ふ

3
、

r
f
ヽ
で
ふ
、
々
い
＇
5
．
f
5
,
¢
'
4
·る
ヤ

v
.
,
9
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9
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「
一
生
、
健
康
で
暮
ら
し
だ
い
」

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
に
共
通
す
る

願
い
で
す
。
し
か
し
、
病
気
な
ど
が
原

因
で
寝
だ
き
り
に
な
っ
た
り
、
重
度
の

ち痴
唇
つ
症
に
な
っ
だ
り
し
て
、
人
に
介

護
し
て
も
ら
わ
な
い
と
ど
う
し
て
も
生

活
で
き
な
い
、
と
い
う
状
態
に
な
る
可

能
性
は
だ
れ
に
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
っ
た
場
合
、
多
く
の
人
が
自

分
の
家
庭
で
家
族
に
介
護
し
て
も
ら
い

だ
い
と
思
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
少
子
化
や
核
家
族
化
、
女

性
の
社
会
進
出
が
、
そ
れ
ぞ
れ
進
ん
だ

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
家
族
で
十
分
な
介

護
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
が

安
心
し
て
十
分
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
そ
の
負
担
を
社
会
全
体
で
支
え

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
介
護
保

険
制
度
」
が
平
成
1
2
年
4

月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
医
療
保
険
や
年
金
保

険
な
ど
と
同
様
に
、
私
だ
ち
の
共
同
連

帯
と
い

lつ
考
え
に
基
づ
き
、
社
会
保
険

方
式
に
よ
っ
て
、
介
護
を
必
要
と
す
る

人
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も

の
で
す
。

保
険
料
は
、
制
度
の
実
施
時
で
月
額

保
険
料
お
よ
び

対
象
者
は

？
・

介
護
保
険
を

利
用
で
き
る
人
は
？

m
日
目

こ
の
だ
め
、
村
で
は
合
後
、
サ
ー
ビ

ス
供
給
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
制
度
の
概
要

に
つ
い
て
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

村
長
か
ら
任
命
さ
れ
た
保
健
、
医
療
、

福
祉
に
関
す
る
学
識
経
験
を
持
つ
人
で

構
成
さ
れ
る
「
介
護
認
定
審
査
会
」
。
村

に
設
置
さ
れ
る
こ
の
審
査
会
に
、
寝
た

き
り
、
痴
ほ
う
、
虚
弱
な
ど
の
た
め
介

護
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
6
5
歳
以
上
の

人
が
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
4
0
歳
以

上
の
人
も
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当

す
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。

・
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

・
脳
血
管
障
害
な
ど
老
化
に
伴
う
病
気

に
よ
り
寝
た
き
り
、
痴
ほ
う
、
虚
弱

な
ど
に
な
っ
た
人

・
介
護
認
定
審
査
会
で
、
介
護
が
必
要

と
認
め
ら
れ
た
人

平
成

1
2年
4

月
か

問
い
合
わ
せ
役
場
福
祉
課
（
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
6
闘
4
9
2
6

ヘ

介護度の区分など

ら
ス
タ
ー
ト

2
,
5
0
0
円
程
度
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
（
所
得
に
よ
っ
て
金
額
は
異
な
り

ま
す
）

対
象
者
は
6
5
歳
以
上
の
人
と
、
4
0
1

6
4
歳
で
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

で
す
。

な
お
、
負
担
す
る
金
額
の
内
訳
は
次

の
と
お
り
で
す
。

.
6
5
歳
以
上
の
人
…
全
額
負
担

.
4
0
1
6
4
歳
で
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
…
半
額
負
担
（
企
業
・
国
な

ど
が
半
額
負
担
）

※

6
5歳
以
上
の
人
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら

天
引
き
と
な
り
、

4
0
1
6
4
歳
の
人
は
医
療
保
険

と
併
せ
て
徴
収
し
ま
す
。

保険で対応 保険の籠囲で
介護度

利用者の状態
できる限度

利月者が負担
の区分 額

（円／月額） する上限領

入浴や衣服の着脱

1 などに、週に数回 6 万程度
の介護が必要

衣服の着脱や部屋の掃 14~16万の

畠2 齢どに少な〈とも侮 範囲となる

廿 1 回の介詞が必要 見込み
で

食事や排せつぶi谷な 17~18万の 悶
3 どに少な〈とも侮日 範囲となる

で
1 回の介護が必要 見込み き

食事や排せつぶ浴な 21~27万の る

4 どに少な〈とも侮廿 範囲となる 墨2 回の介護が必要 見込み

食事や排せつぶ甑襄返 の

5 りなとに，少な〈とも侮廿 23万程度 1 

3~4 回の介襲が必要 割

自力で寝返りができな 23~29万の

6 いほどの状態で、少な 範囲となる
〈とも侮B 5 回以上の
介護が必要 見込み

利
用
者
負
担
額
は
？

主
に
家
庭
で
受
け
ら
れ
る
在
宅
サ
ー

ビ
ス
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
（
訪
問
介
護
）
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
介
護
）
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）
、
訪
問
入

浴
、
訪
問
看
護
な
ど
で
す
。

ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
で
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
な
ど

へ
入
所
で
き
る
ほ
か
、
長
期
の
療
養
が

必
要
な
人
は
、
体
制
が
整
っ
た
病
院
な

ど
に
入
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
は
、
サ

ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
全
体
の
1

割
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
家
庭
に
お
け
る
場
合
の
介
護

度
の
区
分
や
負
担
額
の
目
安
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
？

①
役
場
福
祉
課
へ
申
し
込
み
ま
す

②
役
場
の
職
員
が
家
庭
を
訪
問
し
、
事

情
を
お
聞
き
し
て
保
険
の
対
象
と
な

る
か
確
認
し
ま
す

③
利
用
を
希
望
す
る
人
の
か
か
り
つ
け

医
に
、
意
見
書
を
提
出
し
て
も
ら
い

ま
す

①
②
と
③
を
踏
ま
え
、
介
護
認
定
審
査

会
が
、
6
段
階
あ
る
介
護
度
の
う
ち
、

ど
の
段
階
に
な
る
か
を
決
め
ま
す
（
介

護
が
不
必
要
と
決
定
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）

⑤
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す

こ
の
制
度
が
実
施
さ
れ
る
と
、
本
人

の
意
向
や
心
身
の
状
況
を
踏
ま
え
、
介

護
度
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
支
援
専
門
員
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
に
は
？

平成10年 4 月 10 日（金） (10) 



4
 
目ガら胎まります
「古紙類」「カセットボンベ等」の分別収集

9
.
 

このところ、可燃ごみの中に雑誌等が多く見られ、ごみ増加の一因となっていることから、新

たに古紙類を分別収集品目に加え、ごみ減量化あよび資源化をさらに進めていくことになりまし

だ。まだ、可燃ごみ焼却時の爆発事故防止のため、簡易コンロ用カセットボンベ、スプレー缶、

使い捨てライターについても同時に収集を開始します。皆さんのご協力をあ願いします。

◎収集日時 毎月第 2 日曜日（金属類収集時）午前 9 時～正午（月により変更の場合もあります）

◎収集場所 各地区の危険物収集所

◎古紙類については、収集日が雨天の場合は翌月の収集日に出してください。

◎詳しくは環境保健課匹84-4686 までお問い合わせください。

収集する品目あよび出し万（こついてのあ願い

①
 

＊飲料用紙パック

彎1 洗う 2 こよ切リ開く 3 

I 
ご＼。こ

(7`口乾かす 4 30枚く5いをひもでしばる

②
 

女雑誌 ＊段ボール

〈紙パックの出し方〉

洗って、切り開き、乾かしてから、ひもで30枚

程度に束ねてください。

〈対象となる紙パック〉

500mQ以上の飲料用紙パック（牛乳、ジュースな

ど）です。

中が茶色や銀色の紙パックと生クリームやヨー

グルトの入っていた紙パックは、リサイクルでき

ませんので、出さないでください。

◇登録済の犬 3,300円

（注射料 2,750円
済票交付手数料 550円）

登録・注射料金
◇未登録の犬 6,300円

登録手数料 3,000円

［注射料 2,750円済票交付手数料 550円 l
犬の登録と狂犬病予防注射日程表

実施月日曜日 時 間 場 所

午前 9:00~10:00 斗合田集落センター

午前10:30~11.30 東部児童館

午後 1:00~2:00 江口集落センター

午後 2:30~3:30 田島出荷所

午前 9:00~10:00 館林市農協佐貫支所

午前10:30~11:30 大輪転作促進研修施設

午後 1:00~2:00 矢島公民館

午後 2:30~3:30 大佐貫農構改善センター

午前 9:00~10:00 梅原集落センター

午前10:30~11:30 中谷教学院

午後 1:00~2:00 明和村保健センター駐車場

午後 2:30~3:30 南大島農構改善センター

午前 9:30~11:30 

午後 1:00~3:00

4 月 15 日

4 月 16 日

4 月 17 日

4 月 19 日

水

木

金

日 明和村保健センター駐車場

＊新聞

9虐饂異物をとって、種類別に分けて、ひもでしばる

③
 

女簡易コンロ用 ＊スプレー缶

カセットボンベ

攣
芦
直

[

-

穴を胴けて、中のガスを抜く

犬
の
避
妊
・
断
種
手
術
に
補
助
金
を
交
付

て
ー
な

捨
夕
く
る

鱈
[
三
闘
剛
汀L

＊
ス
使

ガ
で
の
ま
中
る

犬
の
登
緑
と
狂
犬
病
予
防
注
射

平
成
1
0年
度
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
を
下
記
日
程
表
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
な
お
、
平
成

7

年
度
か
ら
登
録

は
生
涯
に
1

回
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

飼
い
主
の
望
ま
な
い
犬
の
繁
殖
に
よ

る
野
犬
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
犬

の
避
妊
・
断
種
手
術
に
対
し
て
村
が
補

助
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
の
は
、
登
録
・
注
射
を

受
け
て
い
る
こ
と
と
、
飼
い
主
が
明
和

村
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

未
登
録
の
犬
の
み
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

生
後
3

か
月
以
上
の
犬
は
、
必
ず
都
合

の
よ
い
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額
は
、
避
妊
手
術
が
1

万
円
、

断
種
手
術
が
5

千
円
で
す
。

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
い
か
た
は
、

手
術
の
前
に
印
鑑
を
持
参
し
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
保
健
課
6
闘

4
6
8
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ll 

hu‘ 
平成10年 4 月 10 日（金）



ぁらのゎ
郷土17]文化芸能を伝承
邑楽、館林の保存会が発表

~ 

日

▲甲和八木節保存会の皆さん

邑
楽
・
館
林
郷
土
芸
能
発

表
大
会
が
3

月
1
5
日
、
ふ
る

さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
、

郷
土
芸
能
保
存
団
体
が
地
域

独
特
の
芸
能
を
披
露
し
ま
し

こ
。t
 この

大
会
は
、
保
存
団
体

の
技
術
の
向
上
と
親
睦
を
深

め
、
郷
土
の
文
化
芸
能
を
保

存
・
伝
承
し
よ
う
と
会
場
持

ち
回
り
で
毎
年
開
か
れ
て
お

り
、

1
1団
体
が
和
太
鼓
、
八
木

節
、
獅
子
舞
な
ど
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
明
和
八
木
節

保
存
会
と
明
和
太
鼓
稲
妻
会
が

出
演
。
心
に
響
く
よ
う
な
迫
力

あ
る
舞
台
発
表
に
、
会
場
を
埋

め
た
約
4
0
0

人
か
ら
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 ▲甲和太鼓稲妻会の皆さん

モ·れモれ·(7]匿に向かコて
中学校卒業式

3

月
1
3
日
に
男
子
5
7
名
、
女
子
7
2
名
、

計
1
2
9
名
の
卒
業
生
が
在
校
生
や
保
護
者

な
ど
多
く
の
人
た
ち
に
見
送
ら
れ
、
立

派
に
中
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い
く
卒
業

生
に
、
学
校
長
か
ら
は
「
ベ
ス
ト
を
尽

く
せ
ば
認
め
ら
れ
る
」
、
教
育
長
か
ら
は

「
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
、
生

命
を
大
切
に
」
と
、
は
な
む
け
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
在
校
生
に
よ
る
『
卒
業
生
を

お
く
る
こ
と
ば
』
に
も
励
ま
さ
れ
、
卒

業
生
は
3

年
間
の
思
い
出
を
心
に
刻
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
い

て
い
き
ま
し
た
。

だぃ

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

お年國l」17Jf1=品に感II
とうもう文化フェスティバル

邑
楽
・
館
林
地
域
の
高
齢
者
の
交
流

や
生
き
が
い
の
増
進
を
図
る
目
的
で
、

と
う
も
う
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

3

月
1
3
日
か
ら
1
5
日
ま
で
の3
日
間
、
ふ

る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
公

民
館
活
動
な
ど
で
制
作
し
た
絵
画
・
書

道
・
手
工
芸
等
l
o
9

点
の
作
品
展
示

や
、
館
林
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
邑
楽
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に

よ
る
手
工
芸
品
や
農
産
物
等
の
展
示
即

売
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
か
た
は
、
「
年
齢
を
感
じ
さ
せ

な
い
り
っ
ぱ
な
作
品
に
驚
い
て
い
ま
す
」

と
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

平成10年 4 月 10 日（金） (12) 



学習17] 1w 果を披露

公民館まつり

公
民
館
の
利
用
団
体
が
1

年

間
の
学
習
成
果
を
披
露
す
る
「
公

民
館
ま
つ
り
」
が
、
2

月
2
8
日

か
ら
2

日
間
、
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

展
示
室
や
ロ
ビ
ー
等
に
は
、

公
民
館
の
各
種
学
級
関
係
•
利

用
団
体
の
作
品
、
子
ど
も
会
家

族
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
、
小
・

中
学
生
の
書
き
初
め
・
作
文
の

作
品
な
ど
5
0
団
体
、9
0
0

点

余
り
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

ま
た
、
講
堂
で
は
芸
能
発
表

会
が
開
か
れ
、
踊
り
や
カ
ラ
オ

見入ってい

ケ
な
ど
5
1
組
が
自
慢
の
芸

を
生
き
生
き
と
し
た
表
情

で
披
露
。
さ
ら
に
、
わ
た

あ
め
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、

模
擬
店
、
茶
会
の
ほ
か
、

社
会
体
育
館
で
軽
ス
ポ
ー

ツ
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

. 

ー・き螂｀乙
▲茶道クラブの皆さんによる茶会

観塞亡ー1孤亡沿コて．I
小原孝ピアノコンサート

感
動
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
長
野

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
運
営
を
支
え
ま
し
た
。

るす
本
村
の
江
森
佳
世
子
さ
ん
（
新
里
）

h
 
鵡
は
、
情
報
端
末
サ
ポ
ー
ト
班
の
一
人
と

ア
し
て

2

月
7

日
か
ら
9

日
間
、
白
馬
ジ

テ
ャ
ン
プ
競
技
場
で
活
躍
し
ま
し
た
。
学

ィン
習
塾
経
営
の
江
森
さ
ん
は
、
英
語
を
実

ラR

践
で
生
か
し
、
塾
の
子
ど
も
た
ち
に
役

で
立
っ
た
こ
と
を
教
え
た
い
と
、

5

年
前

＿
の
世
界
ス
プ
リ
ン
ト
（
伊
香
保
）
に
続

ムル
）
き

2

回
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
。

ク
も
ス
（
今
回
は
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

デ
ん
先
端
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
操
作
を
報
道

プ
さ
レ
忙
木
、
関
係
者
に
指
導
や
機
器
ト
ラ
ブ
ル
の
対

ヘ
江
応
な
ど
に
あ
た
り
「
楽
し
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

• 

3

月
1
8
日
、
小
原
孝
。
ヒ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト
ー
ピ
ア
ノ
よ
歌
え
明
和
村
ス
ペ

シ
ャ
ル
＼
が
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
演
奏
の
合

間
に
ト
ー
ク
も
交
え
て
行
わ
れ
、
映
画

の
思
い
出
シ
ー
ン
や
ふ
る
さ
と
メ
ド
レ

ー
、
浜
辺
の
歌
、
美
空
ひ
ば
り
メ
ド
レ

ー
な
ど
の
曲
が
演
奏
さ
れ
、
満
員
の
観

客
は
ピ
ア
ノ
の
音
色
に
酔
い
し
れ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
明
和
中
学
2

年
生
2

人
と
の

連
弾
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
と
会
場
が
一
体

と
な
り
、
手
拍
子
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

畏野五輪てボランティア
江森佳世子さん

(13) 平成10年 4 月 10 日（金）
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すすんで受けよう 健匪診童
レントゲン・基本健診・肺がん検診

大腸がん検診•前立腺検診日程表

実施日 曜日 時 間 会 場 該当地区

5 月 13 日 水
午前1000~11 30 

斗合田集落センター
斗合田

レー―-----------
午後 1 30~3 00 下江黒

5 月 15 日 金
午前1000~11 30 

東 蔀 児 里一 館
上江蕪I-—------------

午後 1 30~3 00 千津井

5 月 18 日 月
午前1000~11 30 田島集会所 田島
1--------------

午後 1 30~3 00 江口集落センター 江口

5 月 19 日 央
午前1000~11 30 

梅原集落センター
梅原（古森梅東）

「五夏―i―3-0ニ―5面 梅原（梅中梅西）

5 月 20 日 水
午前1000~11 30 川俣公民館 川俣
トー一―----------
午後 1 30~3 00 須賀公民館 須賀

5 月 21 日 木
午前1000~11 30 

大翰転作促進研修施設
大輪（上）

午後 1 30~3 00 大輪（下）

5 月 22 日 金
午前1000~11 30 

矢 鳥 ノム\ 民 館
入ヶ谷

トー午後 1 30~ 3 00 矢島

5 月 25 日 月
午前1000~11 30 大佐貫農構改善センター 大佐貫

• -------------

午後 1 30~3 00 南大島農構改善センター 南大島

午前1000~11 30 新里

ト午後 1 30~3 00 5 月 26 日 失 B月和村保健センター 中谷1-—------------
午後 500~7 00 8月和村全域

5 月 28 日 木 午後 500~7 00 明和村保健センター 8月和村全域

村
で
は
、
平
成
1
0
年
度
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

基
本
健
診
、
肺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん

検
診
、
前
立
腺
検
診
を
左
記
の
と
あ
り

行
い
ま
す
。
年
に
一
度
、
自
分
の
健
康

状
態
を
知
る
だ
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い
こ
と
は
、

村
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
あ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
の
万
法

肺
が
ん
検
診
（
無
料
）

指
定
容
器
に
3

日
分
の
早
朝
た
ん
を

と
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
会
場
に
持
参
＜

だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診

(
S
O
O

円
）

指
定
容
器
に
2

日
分
の
便
（
ご
く
少

量
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
つ
け
る
）
を
と
り
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
会
場
に
持
参
く
だ
さ
い
。

前
立
腺
検
診
（
無
料
）

基
本
健
診
に
あ
わ
せ
て
採
血
し
ま
す
。

※
基
本
健
診
、
前
立
腺
検
診
は
、
事
前

に
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会

場
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
肺
が
ん
・

大
腸
が
ん
検
診
希
望
者
に
は
、
後
日
検

査
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

予
防
接
種
は
健
康
な
人
が
元
気
な
時

に
接
種
を
受
け
、
そ
の
病
原
体
の
感
染

を
予
防
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
体
調
の

よ
い
時
に
受
け
る
の
が
原
則
で
す
。
日

ご
ろ
か
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
お
子

さ
ん
の
体
質
、
体
調
な
ど
健
康
状
態
に

よ
く
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

次
の
注
意
を
守
っ
て
、
安
全
に
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
受
け
る
予
定
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

通
知
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
読

ん
で
、
必
要
性
や
副
反
応
に
つ
い
て

よ
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

②
当
日
は
朝
か
ら
子
ど
も
の
状
態
を
よ

く
観
察
し
、
ふ
だ
ん
と
変
わ
っ
た
と

こ
ろ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

③
接
種
を
受
け
る
子
の
、
日
ご
ろ
の
状

態
を
よ
く
知
っ
て
い
る
保
護
者
が
会

場
へ
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

④
予
診
票
は
、
子
ど
も
を
診
て
接
種
を

し
て
く
だ
さ
る
お
医
者
さ
ん
へ
の
大

切
な
情
報
で
す
。
保
護
者
が
責
任
を

も
っ
て
記
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
接
種
後
の
注
意
事
項

①
接
種
後
生
ワ
ク
チ
ン
で
は
2
\
3

週

間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
で
は
2
4
時
間

は
副
反
応
の
出
現
に
注
意
し
て
様
子

を
み
ま
し
ょ
う
。

②
接
種
当
日
は
、
は
げ
し
い
運
動
は
さ

け
ま
し
ょ
う
。

9‘ 

` 

※
現
在
、
個
別
接
種
は
「
麻
し
ん
』
の

み
で
す
。
ほ
か
は
集
団
で
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
平
成
1
0
年
度
予
防
接
種
・

各
種
検
診
年
間
予
定
表
を
参
考
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
小
・
中
学
校
予
防
接
種
は
学
校
で
で

き
な
か
っ
た
場
合
、
予
備
日
に
保
健
セ

ン
タ
ー
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
予
備
日

に
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
個
人
で
受
け

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

〈村で実施している予防接種〉

4 週間以上あける

4 週間以上あける

1 週間以上あける

1 週間以上あける

予
防
接
種
の
効
果
と

安
全
性
の
た
め
に
、

最
低
次
の
期
間
は

あ
け
て
く
だ
さ
い
。

予
防
捲
腫
を

在
全
に
受
け
よ
―
つ9
.

平成10年 4 月 10 日（金） (14) 
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村の保健事業一覧表 〇印新規事業

事業名 対 象 者 時 期

母 親 学 級 妊婦希望者 7 11 3 月

2 歳児、 2 歳 6 か月児 6 , 12 3 月

母
むし歯予防孝ダ室 保育園児、幼稚園児

（各保育園、幼稚園を巡回）
1 月

〇歯みがき教室（たんぽぽ運動） 2 歳児～小学校 2 年生 8 月

子 乳 児 健 ==D^ ジグ 4 7 12か月児 毎月第 2 木曜日

1 歳 6 か月児健診 1 歳 6 か月～ 8 か月児 5 8 11 2 月

3 歳 児 健 ＝＝ロジ^グ 3 歳 2 か月～ 4 歳未満児 5 g 1 月
保 5 歳児健診（／j＼児生活習憬病健診） 5 歳～ 6 歳未満児 7 月

育 児 学 級 2 歳児 11 月頃～

健
小児生活習慣病予防教室 小児生活習慣病健診受診者、希望者 8 月

母と子の健康相談 妊産婦乳幼児保護者等 毎月第 1 失第 3 木曜日

®母親学級歯科セミナー 妊婦 7 11 3 月

レ ン 卜 ゲ ン 15歳以上

基 本 健 ＝=ロ＾·ジ--c 40歳以上、希望者

朋 が ん 検 診 40歳以上、希望者
同時実施

5 月
大腸がん検診 40歳以上、希望者

則̀’ 旦' 腺 検 ==D^ ジグ 55歳以上男性、希望者

成 腹部大動脈瘤、閉塞性動脈硬化症検診 60歳以上希望者 レントゲンと同峙実施

胃 が ん 検 診 40歳以上、希望者 8 月

帰 人 科 検 ＝=ロ＾·ジ..-c 30歳以上女性、希望者 同時実施

乳腺 甲状腺検診 30歳以上女性、希望者 7 月
人 S43 4~S44. 3月生まれ

S38 4~S 39 3月生まれ
骨粗しょう症検診 S33 4~S 34. 3月生まれ

（女性のみ）
S28. 4~S29 3月生まれ 10 月
S23 4~S 24 3月生まれ
S 18 4~S 19 3月生まれ

保
S 13 4~S 14. 3月生まれ

健 康 相 談 希望者 毎月第 1 失第 3 木曜日

〇巡回ハツラツ健康数室 希望者（各地区巡回） 11 月～12月

男の料理教室 男性希望者 2 回 (5 回シリーズ）

健 ダンベル体操教室 希望者 10月頃～＼ （ 5 亘シリーズ）

リ ) \ ビ リ 教室 ク 毎月 1 回

◎ヘルスアップ教室（運動 栄養指導） ク (40歳～60歳） 8 月頃～（ 5 回シリーズ）

健康スポーツ孝夕室 ク 7 月～11 月 (10回シリーズ）

画' 血 圧 教 室 ク 11 月頃～（ 4 回シリーズ）

骨粗しょう症予防孝夕室 ク 11 月頃～（ 4 回シリーズ）

※各事業の詳細につきましては、毎月の広報紙、オフトーク通信等でお知らせします。

(15) 平成10．年 4 月 10 日（金）

受付峙蘭等

該当者に通知

1 8寺～ 1 8寺30分

1 時～ 2 時

ク

ク

ク

該当者に適知

ク

9 時30分～108寺30分
（偶数月第 1 失のみ 1 時～ 2 時）

1 時～ 1 時30分

10時～ 3 8寺

※ 5月 26 日（火）

10時～3時、 5時～7時

5月 28 日（木）

5時～7時

※前立腺検診は血液検査のみ

※5/26 10時～3時、 5時～7時

5/28 5時～7時

6 峙30分～ 9 時

1 時～ 2 時

10峙～

9 時30分～10峙30分
（偶数月第 1 失のみ 1 峙～ 2 特）

申込者に通知

ク

ク

ク

ク

ク

ク



江
戸
時
代
以
前
の
利
根
川
の
流
れ
は

江
戸
湾
（
現
東
京
湾
）
に
注
い
で
い
ま

し
た
。
現
在
の
よ
う
に
太
平
洋
に
注
ぐ

流
れ
に
変
え
る
大
工
事
が
行
わ
れ
た
の

は
江
戸
時
代
の
初
期
で
、
こ
れ
を
「
利

根
川
の
東
遷
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
大
工
事
の
手
始
め
と
な
っ
た
の

は
今
か
ら
約
四
0
0
年
前
の
文
禄
―
二
年

お
し

二
五
九
四
）
、
当
時
の
忍
藩
主
松
平
忠

吉
が
自
領
の
洪
水
対
策
と
新
田
開
発
の

た
め
に
家
臣
の
小
笠
原
三
郎
左
衛
門
にぁし

命
じ
て
、
利
根
川
の
本
筋
で
あ
っ
た
「
会

の
川
」
を
締
め
切
っ
た
こ
と
で
す
。

「
邑
楽
郡
誌
」
、
「
明
和
村
誌
」
に
よ

む
こ
う

れ
ば
、
そ
の
こ
ろ
上
州
側
で
向
川
俣
と

呼
ん
で
い
た
付
近
か
ら
、
利
根
川
は
南

と
東
に
分
か
れ
て
流
れ
、
南
へ
の
流
れ

利
根
川
の
東
遷

めいわ再発貝
••• 

ふるさとだすねある記
No.32 

L— ／切神社川俣締切趾

（埼玉票羽生市）

は
本
流
と
さ
れ
た
「
会
の
川
」
で
、
東

へ
流
れ
る
現
在
の
流
路
は
当
時
の
派
川

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
村
大
字
川
俣
か
ら
昭
和
橋
を
渡
っ

て
す
ぐ
左
折
し
、
堤
防
上
の
道
を
東
へ

二
0
0
m

ほ
ど
行
く
と
、
右
手
堤
防
下

段
に
、
北
に
向
か
っ
て
「
メ
切
神
社
」
、

「
川
俣
締
切
趾
」
の
碑
が
並
ん
で
建
っ
て

い
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

「
メ
切
神
社
」
の
碑
は
高
さ
約
七
八

e
m
、
幅
八
―C
m、
厚
さ
―
-
c
m
ほ
ど
の

碑
石
で
、
表
面
に
は
「
メ
切
神
社
」
、
裏

面
に
は
「
明
治
廿
八
年
三
月
十
五
日
改

建
之
」
と
刻
ま
れ
て
あ
り
ま
す
。

「
川
俣
締
切
祉
」
の
碑
は
高
さ
ニ
―
―

四
e
m
、
幅
―
-
=
-
c
m
、
奥
行
一
―
―
-
c
m
ほ
ど

で
、
表
面
に
「
埼
玉
県
指
定
史
跡
川

俣
締
切
祉
」
、
右
側
面
に
「
昭
和
十
八
年

三
月
県
指
定
」
、
左
側
面
に
「
昭
和
―
―
-
+

三
年
三
月
建
之
羽
生
市
」
、
裏
面
に
は

「
往
古
の
利
根
川
は
こ
の
地
点
で
二
つ
に

別
れ
て
い
た
、
幹
川
は
南
に
流
れ
（
今

の
会
の
川
は
そ
の
遺
跡
で
あ
る
）
派
川

記
）

は
東
に
流
れ
て
い
た
文
禄
三
年
(
-
五

九
四
）
忍
城
主
松
平
忠
吉
は
小
笠
原
三

郎
左
衛
門
に
命
じ
て
幹
川
を
締
め
切
ら

せ
た
、
之
が
世
に
い
う
利
根
川
東
遷
の

第
一
期
工
事
で
あ
る
」
と
刻
ま
れ
て
あ

り
ま
す
。

こ
の
あ
と
江
戸
幕
府
に
よ
り
現
在
の

流
路
に
変
え
る
工
事
が
行
わ
れ
た
わ
け

た
と

で
、
そ
の
概
略
を
辿
っ
て
み
ま
す
と
、

元
和
七
年
（
一
六
―
二
）
に
大
高
島
（
板

し
ん
か
わ
ど
お
り

倉
町
）
か
ら
栗
橋
北
へ
新
川
通
を
開
削

し
、
さ
ら
に
関
宿
ま
で
赤
堀
川
を
開
削

し
て
常
陸
川
筋
に
結
び
、
承
応
三
年
（
一

六
五
四
）
に
は
赤
堀
川
の
川
幅
を
拡
げ
、

川
底
を
深
く
掘
り
下
げ
、
川
俣
の
会
の

川
締
切
か
ら
六

0
年
の
歳
月
を
経
て
、

利
根
川
を
銚
子
へ
流
す
こ
と
に
成
功
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
上
ご
く
自
然

に
銚
子
か
ら
太
平
洋
へ
と
注
ぐ
と
見
ら

れ
る
利
根
川
の
流
れ
に
も
、
こ
の
よ
う

な
歴
史
が
あ
っ
た
と
は
、
ま
こ
と
に
興

味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

ス
ポ
ー
ツ
で
明
る
＜
た
く
ま
し
く

明
和
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

明
和
西
ウ
ル
ト
ラ
ナ
イ
ン
ズ

明
和
東
J
B
C

（
野
球
）

明
和
F
C

（
サ
ッ
カ
ー
）

明
和
西
バ
レ
ー
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

明
和
剣
友
会
（
剣
道
）

明
和
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
4

月
か
ら
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
は
、
小
学
校
低
学
年
か
ら

6

年
生
ま
で
の
男
女
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
体
育
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
野
球
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

仲
間
を
募
集
し
ま
す

、流ー：［
ゴ）--ｷ ---
社会体育館

匹 (84)4626

海洋ビンター

8 (84) 5511 

入賞した皆さん

第
2
5
回
村
剣
道
大
会
が
3

月
8

日
、

社
会
体
育
館
で
開
か
れ
、
村
内
の
剣
士

の
ほ
か
近
隣
市
町
か
ら
も
合
わ
せ
て
2
2

団
体
、
約
3
0
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

小
・
中
・
高
校
生
お
よ
び
一
般
の
参
加

者
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

本
村
で
は
、
次
の
か
た
が
た
が
入
賞

し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

優
勝
▽
清
水
綾
（
小
学
生
高
学
年
男

子
の
部
）
▽
中
島
篤
史
（
高
校
・

一
般
男
子
の
部
二
段
以
下
）
▽
中

島
美
智
子
（
高
校
・
一
般
女
子
の
部
）

3
位
▽
篠
木
悠
多
（
小
学
生
高
学
年

男
子
の
部
）
▽
吉
田
秀
貴
（
同
）

▽
砂
賀
悠
莉
恵
（
中
学
生
女
子
の
部
）

▽
谷
津
勝
一
（
高
校
・
一
般
男
子
の

部
三
段
以
上
）

第
2
5
回
村
剣
道
大
会

徐9

果）

平成10年 4 月 10 日（金） (16) 



役
場
職
員
の
人
事
異
動

4

月
1

日
付
（
）
は
前
職

〔
新
採
用
〕

▽
明
中

田
崎
美
枝
子

（
敬
称
略
）

〔
転
出
〕

▽
館
林
養
護
池
尻
野
貞
恵
（
東
小
）

▽
板
倉
南
小
阿
部
恵
光
（
西
小
）
▽

勢
多
東
中
平
田
小
百
合
（
西
小
）
▽

館
林
商
工
高
笠
井
智
郁
（
明
中
）
▽

板
倉
北
小
杉
戸
敬
治
（
明
中
）

〔
転
入
〕

▽
西
小
後
藤
幸
子
（
館
林
九
小
）

▽
西
小
稲
瀬
啓
子
（
館
林
九
小
）
▽

西
小
黒
須
律
子
（
太
田
韮
小
）
▽
西

小
檀
原
淳
子
（
板
倉
北
小
）
▽
明
中

田
部
井
繁
巳
（
太
田
城
東
中
）

〔
転
補
〕
（
管
内
異
動
）

▽
東
小
教
頭
野
村
正
人
（
西
小
教

頭
）
▽
西
小
教
頭
侭
田
弘
之
（
東
小

教
頭
）
▽
西
小
市
川
映
子
（
明
中
）

（
敬
称
略
）

橋
本
貴
好
（
福

総
務
課

▽
財
政
交
通
係
長

祉
課
高
齢
福
祉
係
長
）

税
務
課

▽
税
務
課
長
薗
田
征
邦
（
住
民
課

長
）
▽
住
民
税
係
立
川
明
浩
（
教
育

教
職
員
の
人
事
異
動

4

月

1

日
付
（
）
は
前
職

委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
▽
固

定
資
産
税
係
鯉
沼
早
苗
（
出
納
係
）

企
画
課

▽
企
画
調
整
係
長
田
口
久
夫
（
経

済
課
農
政
係
長
）

住
民
課

▽
住
民
課
長
川
島
嘉
一
郎
（
税
務

課
長
）

福
祉
課

▽
高
齢
福
祉
係
長
篠
木
真
一
郎
（
総

務
課
財
政
交
通
係
長
）
▽
児
童
福
祉
係

長
福
島
義
雄
（
企
画
課
企
画
調
整
係

長
）
▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長

福
島
明
（
福
祉
課
児
童
福
祉
係
長
）
▽

高
齢
福
祉
係
蓮
見
幸
夫
（
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
）
▽
デ
イ

サ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
木
村
涼
子
（
福
祉

課
中
央
保
育
園
）
▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
諸
貫
一
美
（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
中
央
幼
稚
園
）
▽
中
央
保
育

園
田
端
佐
知
子
（
福
祉
課
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
▽
中
央
保
育
園
籾

山
富
美
江
（
福
祉
課
西
保
育
園
）
▽
西

保
育
園
坂
村
夏
代
（
福
祉
課
中
央
保

育
園
）
▽
高
齢
福
祉
係
尾
花
佐
知
彦

（
館
林
市
福
祉
部
高
齢
対
策
課
か
ら
派
遣
）

▽
高
齢
福
祉
係
村
田
安
正
（
税
務
課

住
民
税
係
）

経
済
課

▽
農
政
係
長
高
橋
伸
吉
（
建
設
課

工
務
係
長
）
▽
農
政
係
牛
久
保
正
和

（
館
林
邑
楽
農
業
共
済
組
合
へ
派
遣
職

員
）

建
設
課

▽
建
設
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
兼
管

理
係
長
矢
島
修
一
（
都
市
開
発
課
長

補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
）
▽
工
務
係
長

代
理
瀬
下
嘉
彦

1
1

昇
任
（
建
設
課
工

務
係
）

都
市
開
発
課

▽
都
市
開
発
課
長
常
見
佳
人
（
群

馬
県
土
木
部
館
林
土
木
事
務
所
か
ら
派

遣
）
▽
都
市
計
画
係
長
石
川
三
郎
（
都

市
開
発
課
開
発
係
長
）
▽
開
発
係
長

田
端
栄
（
建
設
課
管
理
係
長
）
▽
都

市
計
画
係
森
和
之
（
群
馬
県
都
市
計

画
課
へ
派
遣
職
員
）

出
納
係

▽
出
納
係
大
室
直
樹
（
税
務
課
固

定
資
産
税
係
）

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

▽
中
央
幼
稚
園
鈴
木
昌
美
（
福
祉

課
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

▽
社
会
教
育
係
島
田
操
（
総
務
課

庶
務
行
政
係
）

群
馬
県
土
木
部
下
水
道
課
へ
派
遣

▽
柿
沼
憲
行
（
都
市
開
発
課
都
市
計

画
係
）

群
馬
嗅
土
木
部
都
市
計
画
課
へ
派
遣

▽
篠
木
加
仁
（
建
設
課
工
務
係
）

館
林
市
福
祉
部
高
齢
対
策
課
へ
派
遣

▽
宮
田
高
志
（
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
）

館
林
邑
楽
農
業
共
済
組
合
へ
派
遣

▽
川
辺
登
（
経
済
課
農
政
係
）

新
採
用

▽
総
務
課
庶
務
行
政
係
野
本
裕
子

▽
建
設
課
管
理
係
篠
木
正
和
▽
建

設
課
工
務
係
庭
田
康
好
▽
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
清
水

靖
之

退
職

(
3月
3
1日
付
）

▽
金
谷
道
夫
（
都
市
開
発
課
長
）
1
1

群
馬
県
土
木
部
藤
岡
土
木
事
務
所
へ

▽
小
田
木
邦
夫
（
福
祉
課
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
所
長
）

コ 変更※に • 耳鼻科 科のみ • 祝は日館林邑楽地区 館林地区 千代田
板倉地区

明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

なにーI 
4 月 19 日

白沢医院川田（耳）医院 横田（善）医院海宝病院 井上医院 館林地区と 畠＾閾亡り 吟る胃1, 間9 一8(72)1600 8(72)3314 匹（72)4970 8(74)0811 匹（82)1131 同じです。

日 土井クリニック川村医院 大石医院永寿堂医院 増田医院 小西医院
4 月 26 日 まは匹

匹（72)8841 8 (72) 1 337 匹（74)2362 8(72)4469 匹（82)2255 B (86) 2261 す 孟 讐
堀越医院岡田医院

の 1 

4 月 29 日 贔認 直 4 
当 匹（73)4151 8(72)3163 ま凸

しで が
落合医院 今村クリニック 落合医院 慶友病院 館林地区と 館林地区と てで

悶5 月 3 日
匹（72)3160 8 (70) 2221 8(72)3160 匹（72)6000 同じです。 同じです。 かす゚

ら

番 喜 ま
田内医院 最上医院 す

5 月 4 日 し ゜匹（72)3855 匹（74)3763 て ^ 宜: 大塚医院 新橋病院

医
5 月 5 日 さ

且匹（72)0176 B (75) 3011 し‘

゜
5 月 10 日

根岸医院 川田医院 神尾医院 川島脳外科 わたらせクリニック 竹越医院 [ 匹（72)3262 匹（72)3724 8(75)1288 匹（75)5511 8(77)2727 匹（84)3137

(17) 平成10#4 月 10 日（金）
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0 チーム募
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県庁交通政策課
匹027(223)1111

5 人 1 組で期間中、無事故・無違

反の達成を目指すマナーアップドラ

イブ “200" コンテストを実施します。

◇実施期間 6 月 15 日（月）～ 12 月 31 日

（木）までの200 日間

◇参加資格

•県内に在住または勤務・通学して

いる人（高校生は通学許可証を受

けている人）

・自動車運転免許証（原付含む）を

有している人（ただし、ペーパー

ドライバーを除く）

◇参加費 1 チーム 1,000円

◇募集期間 4月 15 日（水）～ 5月 31 日（日）

◇申込用紙配布場所役場住民課窓

ロ、明和駐在所ほか

◇達成特別賞 無事故・無違反を達

成したチームには、抽選によりハ

ワイ旅行招待券や国内旅行券など

の特別賞を贈呈します。

地域植樹祭に参加
してみませんか
東部地域植樹祭実行委員会事務局

80277(52)7373 

第49回全国植樹祭が 5 月 10 日に群

馬県で開催されますが、その記念行

事として東部地域植樹祭実行委員会

による植樹祭が開催されます。

◇日時 4 月 25 日山午後 1 時

◇場所板倉ニュータウン近隣公園

内ウォーターステージ

◇雰集人員 600名（受付先着順）

◇参加方法 当日午後 1 時までに地

域植樹祭受付で受け付けをしてく

ださい。なお、雨天決行です。

◇その他 参加者には移植ごて、苗

木のプレゼントがあります。

村営住宅
：入居者募集

ll```面--ミこニ―
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 10戸

◇家賃 月額 8 千円および 1 万円

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

東毛漁業協同組合（伊勢崎市）
匹0270(26)1143

平成10年度入漁証行使料金および

河川または地区区分は、下記のとお

りです。

◇入漁証行使料金

0全漁券 4,300円…コロガシ、友釣、

ドブ釣、流し釣

0投網券 6,400円…投網

0学童券 （中学生300円、小学生以

下無料）…県下共通

◇河川または地区区分

〇利根川本支流（福島橋より下流五

料合流地点を経て埼王共第 9 号板倉

地先まで） 〇滝川（東毛漁協地区）

0広瀬川 〇粕川（伊勢崎佐波地区）

〇蛇川 0 石田川 0 早川（新田、

太田地区）

］役場住民課 匹（84)3111 こ
平成 9 年度の国民年金保険料は、

4 月 30 日までに納めてください。こ

の日を過ぎますと、保険料の取扱い

が社会保険事務所に変わるため、役
場が発行した納付書では納められな

くなります。

お手元の納付書等で納め忘れがな

いか確認しておきましょう。納付書

が紛失したときは、再発行しますの

で役場住民課保険年金係へご連絡＜

ださい。

〔訂正とおわび〕
3 月号で誤りがありましたので、

訂正しておわびいたします。

9 ページの 4 段目の附加保険料

「13,800円」は「13,700円」に訂正し、
5 段目の「前橋市中央局留」は削除

します。

目衛官（特別職9
目家公務員）募集眉 二二置
------こ~----:.~, ~・青年自衛隊群馬地方連絡部太田出張所

8(45)5563 

防衛庁では、次のとおり自衛官を

募集しています。

①一般・技術幹部候補生〔陸•海・

空（パイロット含む）〕

②中途採用〔 2 等陸•海・空士〕

◇応募資格 ①…22歳以上26歳未満

の者 ②…18歳以上27歳未満の者

◇受付期間 ①… 4 月 8 日（水）～ 5 月

15 日（金） ②…年間を通して実施

◇試験日 ①… 1 次試験 6 月 6 日（士）

②… 6 月上旬（予定）
◇入隊日 ①…平成11年 3 月下旬

②…平成10年 7 月（予定）

I労働保険の年度更新は

群馬労働基準局労災補償課

8027(231)4517 

労働保険の平成 9 年度確定保険料

と平成10年度概算保険料の申告、納

付手続きの時期となりました。具体

的な記載方法等の説明会を予定して

います。会場や日時の一覧表は、申

告用紙と一緒に送付しますので、必

ず出席してください。

※詳しくは、群馬労働基準局労災補

償課または最寄りの労働基準監督署

ヘ

l 県庁国際課 匹027(223)1111 -
青年海外協力隊では、隊員の募集

説明会を開催します。

◇日時 5 月 21 日（木） 午後 6 時30分～

8 時30分

◇会場太田商工会議所

◇対象 20歳から 39歳までの日本国

籍を持つ心身ともに健康な青年男

女

◇内容応募要領の説明や帰国隊員

の体験報告、協力隊事業の紹介映

画の上映等を行います。

※平成10年度春の隊員募集期間は、

4 月 15 日（水）～ 5 月 31 日（日）です。

一
日」記念

相談室を開設
｀心蕊一｀ミ心ー—．一や＇し―-――` -―¢m-←ゞベー～～｀ `‘—- 9ーで～ •—-J~ 

l 県緑化センター 穴 (88)7188
「みどりの日」を記念して庭木や

草花のつくり方、管理の仕方等につ

いて、緑の相談室を開設します。

◇日時 4 月 29 日（水） 午前10時～午

後 3 時

◇場所 県緑化センター（邑楽町）

※先着300名にコクチナシ、オカメ南

天など苗木をプレゼントします。

平成10年 4 月 10 日（金） (18) 



登記手数料が

改定されましだ
尽．

t の百展

村の無料法律相談

◇日時＝ 5 月 11 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受付＝ 5 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

乳 I日
Jし 健 吟

5、

◇日時＝ 5 月 14 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝9年5月、 10月、 10年 1 月生

健 康 相 ＝火畝

◇日時＝ 5 月 6 日（水）

午前9時30分～ 10時30分受付

◇場所＝保健センター

人権·行政・心配ごと相談

◇日時＝ 5 月 15 日（金）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 5 月 14 日（木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年 金 相 号咄火

◇日時＝ 5 月 21 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

今 月 の 納 税

◇軽自動車税、国民年金保険料、水

道料金

◇納期限＝ 4 月 30 日（木）

短期（半日）人間ドック

受診者募集

i }夏場伍民霞 Sー 匹（84).]111
村の国民健康保険では、“自分の健

康は自分で守るため’'病気の早期発

見、早期治療、そして健康増進を図

っていただくために、短期（半日）

人間ドック検診費の助成を行ってお
りますので、受診希望者は下記によ

りお申し込みください。

◇対象者 村の国民健康保険の被保

険者で、年齢35歳以上および国保

税を完納している世帯のかた

◇受付期間 4 月 15 日（水）～ 30 日（木）

◇定員 100人程度 希望者多数の

場合は、翌年になることもありま

す

◇申し込み 受診希望者は、電話で

役場住民課保険年金係に氏名と受

診希望医療機関および希望月日 (5

月下旬～）をお申し込みください

◇委託医療機関 館林厚生病院、新

橋病院、館林記念病院、浜野病院、

慶友検診センター

◇村助成金 20,000円（検診費用は、

医療機関によって異なります）

◇王な検盃項目 内科検診、尿検査、

生化学検査（コレステロール等）、

X線および超音波検査、血液学的

検査、便検査等

海洋体験学習

参加者募集

l 海洋センター

①海外体験クルーズ

◇期日 8 月 1 日出～ 12 日（水） （ 11泊

12 日）

◇渡航先 グアム・サイパン（客船

使用）

◇対象者 村内の中学 2 年生から高

校生の男女

◇募集人員 2 人（本村推薦人数）

◇参加費 148,000円（村で半額補助）

②国内体験海洋セミナー（夏季）
◇期日 8 月 2 日（日）～ 5 日（水） （ 3 泊

4 日）

◇研修先 沖縄（航空機使用）

◇対象者村内の小学 5 年生から中

学生の男女

◇募集人員 2 人（本村推薦人数）

◇参加費 58,000円（村で半額補助）

◎申し込み ①、②とも 4 月 18 日(±)

午後 5 時までに海洋センターへ

匹 (84)5511

前橋地方法務局館林出張所

匹（72)3139

平成10年 4 月 1 日から登記手数料

が次のように改定されました。

◇登記簿の謄本・抄本・登記事項証

明書 l 通800円→ 1, 000円

1 通の枚数が10枚を超える場合は、

超える枚数 5 枚ごとに200円加算

◇商号・未成年者・後見人・支配人

の登記簿の謄本・抄本 1 通400円

→500円

◇登記簿（商業法人を含む）の閲覧

1 登記用紙 400円→500円

◇登記事項要約書 1 登記記録400円

→500円 1 登記記録が 5 枚を超え

る場合は、超える枚数 5 枚ごとに

100円加算

◇地園まだは建物所在園の全部まだ

は一部の写し 1 筆（個） 400円→

500円

◇地図まだは建物所在図の閲覧

1 枚400円→500円

◇登記事項に変更がないこと等の証

明書 1 件400円→500円

◇印鑑証明書 l 件400円→500円

60 歳以上定年制が

義務化になりましだ

ーハローワーク館林（館林公共職業安
定所） 匹（75)8609

平成10年 4 月 1 日から、事業主は

定年の定めをする場合は、その定年

は60歳を下回ることができなくなり

ました。これは、すでに定年を定め

ている事業主についても同様です。

国税専門官募集

l 館林税務署
匹（72)4373

◇受験資格昭和46年 4 月 2 日～昭

和52年 4 月 1 日生まれの人

◇試験程度大学卒業程度

◇申込受付期間 5 月 6 日（水）～ 5 月

13 日（水）

◇試験日

0 第 1 次試験 6 月 20 日（土）および21

日（日） 0 第 2 次試験 8 月 24 日（月）

または25 日（火）

◇申込書の請求先 館林税務署総務

r

、

( 

課ヘ

(19) 平成10年 4 月 10 日（金）
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J
あ
さ
る
雇
ら
よ

命
ョ
降
り
く
れ
ば
何
処
ゆ
く
ら
t

篠
ネ
よ
し

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
も

1

る
格
三

本
泊
用
r

な
り
香
り
を
放
っ姑

沢
良
子

椅
た
マ
の
ブ
ロ
ッ
コ
1
1
1

を
上
げ

た
れ
は
友
は
赤
さ
芽
の
粒
柳
た
ぶ

野
村
初
技

凪
1
1兄
杢
き
マ
吾
の
下
杖
を
待
し
く

f
ll

母
思
い
出
づ
今
1
1
の
吠
會
に

立
川
ツ
ヤ
子

土
手
を
清

l
l
n
畑
を
良
ひ
屋
並
み

な
ら

ざ
え
均
ー
1

初
會
は
野
太
く
降
り

つ
ぐ
砂
賀
久
美
子

せ

枯
革
を
よ
り
わ

1
1
椅
み
た
る
芹
り

ゅ
う
げ

よ
も
ざ
夕
飴
の

5

せ
ん
を
ゆ
た
か
に

香
は
る
野
ワ
タ
カ

史
家
守
る
ひ

r

り
の
蒻
も
老
い
初

ま
よ

め
7

そ
は
打
つ
手
も

r

に
こ
母
に

似
7

束
ぬ
立
川
ふ
ざ

田
芝
支
部

文

•, ' 9, 

云

新学期
おおっ包分ねと `>

代
表
蓮
見
一
治

I
ン
シ
―L
J
l
ス

ソ
フ
ト
バ
し
1

ホ
ー
J
L

6
閻
4
0
3
9

私
た
ち
は
、
村
主
催
の
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
講
習
会
を
き
っ
か
け
に
、

好
き
な
仲
間
が
集
ま
り
、
毎
週
水
曜

日
の
7

時
か
ら
9

時
ま
で
の
2

時
間
、

み
ん
な
で
楽
し
く
練
習
を
し
て
い
ま

す
。仲

間
は
約

2
0名
お
り
ま
す
が
、
中

に
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
初
め
て
経

験
し
た
人
な
ど
も
お
り
、
技
は
と
も

か
く
「
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
毎

週
練
習
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
興
味
の

あ
る
か
た
、
運
動
に
興
味
の
あ
る
か

た
、
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
仲
間

に
な
り
ま
せ
ん
か
？
仲
間
に
な
り

た
い
か
た
は
、
左
記
の
と
こ
ろ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

蓮
見
一
治

心夕＾s•◇ぷ‘‘-s·→5べ必べゞ．ジi‘-•ベ？S→↓ジ玲s•も3べ心→●◇、ジ玲·•4心ぺ＊ジ玲ぷ心3ダ心→｀s·‘‘ー・,,._.べも．g•｀！心．｀イ沿→｀ “‘‘s·な一ぺいぺ→．“‘ー芯．｀→℃ぷ；；．

1: { : 村の人口と世帯 男 5,818人・女 5,783人 t 
15 

~ 4 月 1 日現在（対前月比） 〈 3 月中の動き〉 ; 
・｛世帯数 3,265戸（＋ 1) 出生 6 人・死亡 6 人 t 

; 

; 人口総数 11, 601 人（＋14) 転入 86人・転出 72人 ; 
ｧ ; 

1 3 月の救急車出動回数 i 
i急病 19件交通事故 2 件 その他 4件合計 25件｝
5 ; 
ふ、ゞべ｀5ツ心六心バヽ．y”5ゞ心．ジ•ぺ`•S◇ふすならな．5ヽ5ウ、←ゞ，A．シ芯．._,.,.心｀・←⇔うらな5：，，ふや心→心,«.-....~令←四、らな5べ心べ｀←9なら心．5ヽ·y,»S・A.5 ，，,.½で｀・←や

梁上恩須関新 ．小寺飯飯佐睾
瀬岡田永口井氏◇炉林内島渕藤崎氏

ーと義イ直 名あ将喜莉リ多た智も里リ捺与名庄ぅ
利み雄卜実実 ＜如来＜恵ぇ也ゃ咲さ未み 杖）

51 78 71 75 21 17 畠や麟門］明充規公覧宏言で
八治 賢 幸世み弓夫子一代美子英子之名た

久 明一帯〈．〉 性芯
栄夫 一 郎主唸°男男女男女女別らを

斗南梅江江下地薮新南斗中須千地薮
合大 江 大合津
田島原口口黒区：魯里島田谷賀井区喜
% % % % % % 開 % % %: % 惚 % 尉塁

※掲諏を希望されないかだは、届出の際に申し出てください。

平成10年 4 月 10 日（金） (20) 
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新
年
度
を
迎
え
て
職
場
や
学
校
で
は
、
皆
さ

ん
が
希
望
を
胸
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
さ
れ
た

か
と
思
い
ま
す
。
「
広
報
め
い
わ
」
で
は
、4
月

号
か
ら
全
ペ
ー
ジ
を
暖
色
の
2

色
刷
り
に
す
る

な
ど
、
紙
面
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
し
ま
し
た
。

平
成
1
0年
度
も
魅
力
あ
る
紙
面
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
®

6

日
か
ら
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
新
学
期
を
迎
え
、

特
に
子
ど
も
の
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
、
一
生
取
り
返
し
の

付
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
交
通
安
全
運
動

の
期
間
だ
け
で
な
く
、
十
分
気
を
付
け
て
交
通

安
全
に
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
ね
。
⑤

4

月
も
半
ば
、
桜
も
そ
ろ
そ
ろ
散
り
始
め
、

入
学
式
、
始
業
式
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
こ
の
間
、

中
学
校
の
卒
業
式
を
オ
フ
ト
ー
ク
で
取
材
し
ま

し
た
が
、
彼
ら
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
で

高
校
生
活
を
迎
え
て
い
る
頃
で
し
ょ
う
。
新
た

な
環
境
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
、
気
を
引
き
締
め

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
。
⑭
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No. 440 
〔 10 日（日）発行〕

入学おめてとう 交通守全に気を付けてね．I

交通安全教育講師団の腹話術を楽しそうに

聴き入る東小新 1 年生

今月の主な紙面

•平成 9 年度村の財政状況……②～③

・地域の役員紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・④～⑤

•生ごみ処理機器の購入者に
助成金を交付．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..⑧



成
度, 平
年 村
（億円）

゜
5
 

の財政状況
10 

村 税
19億2,674万2千円

19億5,260万5干円 (101. 3%) 

地万交付税
10億3,623万4干円

10億6,787万8千円（ 103. 1 %) 

繰 越 金
2億4,1]9万4干円
2億4, 1 gg万5干円 (100.0%)

諸 収 入
2億3,

2億 1,
5万3千円

113万9千円（91. 3%) 

I 地万譲与税 □
県支出金 い2,163万6千円

7,862万5千円 (64. 6%) 

ロニ丑

9,600万円
9,746万円 (101. 5%) 

5,420万円
500万円 (9. 2%) 

そ の 他
3億8,330
2億8,650

□
]
 [ 収入割合（

(96. 3%) 

ご:6~~言□
］：ご門。：ェロ
※その他…•国庫支出金、自動車

取得税交付金、使用料及び手数料、

分担金及び負担金、地方消費税交

付金、利子割交付金、財産収入、

交通安全対策特別交付金、寄附金

歳入］
）書

予算の概況
（平成10年 3 月 31 日現在）

こ
の
公
表
は
、
財
政
概
要
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
（
村
条
例
第
三

十
五
号
）
に
基
づ
き
、
村
の
財
政
状
況

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
、

几
又
舟

会

計

10 5
 

゜

（億円）

9億8,049万 1干円
8億2,734万6千円 (84. 4%) 

総 務 費

6億8,823万9干円

6億 1, 641 万7干円 (89. 6%) 民 生 費

5|意6,591 万3千円
4 意7,281 万4千円 (83. 5%) 

教 育 費

村
民
の
皆
さ
ん
に
あ
知
ら
せ
す
る
の
も

で
す
。
合
回
は
、
平
成
九
年
度
（
平
成

十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
の
予
算
執

行
状
況
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
あ
、
出
納
整
理
期
間
が
五
月
三
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
決

算
額
と
異
な
り
ま
す
。
決
算
額
は
、
広

報
め
い
わ
十
月
号
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
九
年
度
は
、
東
小
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

整
備
事
業
、
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
、

虞出支出割合（
(81. 5%) 

口口言塁ロ
ロニ戸言8~~言

-
|
|
|
レ書

‘
、
ー
／

6億 7r9万2干円
3億8, 3109万円 (63. 0%) 土 木 費

※その他……農林水産業費、議会

費、商工費、諸支出金、予備費

言［：言雷闊 (99. 6%) 
塁』：口塁冒円 (82. 3%) 
言，＇言言昇闘［，4. 5%) 
電言訓□66. 6%) 

公

I:t,.-

侮J

債

生

費

費

肖‘、
I 防 費

そ の 他

道
路
新
設
改
良
事
業
、
上
水
道
第
二
浄

水
場
改
修
事
業
な
ど
、
各
分
野
の
事
業

を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
だ
。

出
納
整
理
期
間
と
は

出
納
整
理
期
間
は
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
、
会
計
年
度
終
了
（
三
月

三
十
一
日
）
後
、
翌
年
度
の
四
月
一
日

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
か
月
間

を
い
い
ま
す
。

二
歳 入 歳 出

予算現額
収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

老人保健 7億3,890万8千円 6億7,070万5千円 90. 8% 6億5,714万9千円 88. 9% 

国民健康保険 6億1,720万円 5億7,637万3千円 93.4% 5億 1,159万7千円 82. 9% 

特
別
会
計

平成10年 5 月 10 日（日） (2) 



村有財産および村債の状況（平成10年 3 月 31 日現在ただし基)
金・現金は平成10年 4 月 13 日現在

50 100 150億円

財産

村債

基金

35億8,269万円

借入金残高見込

26億3,754万円

財 産

土地

17万1,210 ポ

（目盛配分は地価公示価格の 7 割で試算）

現金 5億9,533万円

村債

区 ノ刀\ 面 積 区 ノ刀\ 現在高

土 行政財産 16万8,509m 財政調整基金 9億7,149万円

地 普通財産 2, 701 m' 
基
減債基金 7億9,169万円

建 物 3万2,517m' ^ 豆と
ふるさとづくり基金 3億7,025万円

土地、建物面積とも水道会計取得分、 その他の目的基金 14億4,926万円

道路分は含まれません。 現 ^ 孟 5億9,533万円

※ただし、村債は昭和53年度から平成 9 年度借入分までの累計残高です。なお、平成 8 年度決算による本村の起債制限

比率は5.4％となっています。なお、この比率が20％を超えると借入れの制限を受ける場合があります。

住民の税等の負担状況

区 ノ刀\ 村民税 固定資産税 区 ノ刀\ 国民健康保険税

5億2,292万3千円
調定額 A 10億2,097万9千円

9億2,298万3千円 国民健康保険税 A 2億6,722万円

般 人 □ B 1万1,601人 被保険者数 B 3,805人

会 対人口割りB 8万8,008円 7万9,561 円 対加入者負担 A/B 7万299 円

戸 数 c 3,265戸 加入世帯数 c 1,601戸
計

対戸数割 A/c 31万2,704円 28万2,690円 対世幣数負担 A/c 16万6,908 円

※調整額の 2 段書上段は法人税

水道事業会計 （平成10年 3 月 31 日現在）

給水人口 11,529人給水栓数 3,605栓普及率 99. 38% 

区 ノ刀\ 予算額 収入支出済額
予算に対する

執行率

収入 2億2,900万 1千円 2億2,229万3千円 97.1 % 
収益的収支

支出 2億2,273万8千円 1億8,759万2千円 84.0% 

収入 5,000万円 5,000万円 100. 0% 
資本的収支

支出 1億204万8千円 9,320万2千円 91 3% 

建物

3万2,517m' 

（取得価格で試算）

区 ノ刀\ 借入金残高見込

教 育 債 15億4,124万円

土 木 債 5億 1, 151 万円

農林水産業債 2億9,716万円

そ の 他 2億8,763万円

合 計 26億3,754万円

（平成10年 3 月 31 日現在）

固定資産の状況

区 ノ刀\ 帳簿価格

土 地 5,627万3,163 円

建 物 2億47万3,828 円

構 築 物 8億8,264万5,649 円

機械および装置 3億327万686 円

車両および運搬貝 4万2,415 円

工具器貝および備岳 65万2,554 円

合 計 14億4,335万8,295 円
※資本的収支において不足する4,320万2千円は過年度損益勘定留保資金2,134

万4千円、建設改良積立金500万円、減債積立金646万6千円、過年度分消費 ｛昔A資コ交金C)が犬）兄

闘？：贔冒：巴9言言-~8千円およひ当年度分消費税資本的収支調整額411 I 企業債現在高| 7億602万454円 I

(3) 平成10年 5 月 10 日（日）
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皆さん で す . ー
斗
合
田
区

下
江
黒
区

上
江
黒
区

千
津
井
区

江
口
区

田
島
区

南
大
島
区

新
里
区

中
谷
区

梅
原
区

川
俣
区

須
賀
区

大
輪
区

入
ヶ
谷
区

矢
島
区

区

田金齋落塩立西関蓮高蜜小江二橋
口子藤合谷川郡 □ 見瀬井久森十本

正 保里
幸竹太明幾 喜 冨俊奎喜幸 正
太雄郎祐雄貰男久治雄二美三功男

雄

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ＾へ＾ ^ ^ ^ 新再新再再再再新新新再再再再新
—ヽヽヽーー、~——ヽヽヽヽー、―—/

長

地域のリーダー、行政とのパイプ役としてご活躍、

ご協力をいただく各行政区の区長さんをはじめ、各

種役員さんが決まりましだ。退任されだ役員さんに

は、永い間村行政のだめにご協力をいだだきまして、

大変ありがとうございましだ。まだ、新しく役員さ

んになられだ皆さんには、それぞれの分野でのご活

躍を期待します。改選が行われだ役員さんをご紹介

しますのでよろしくあ願いします。（敬称略）

斗
合
田

下
江
黒

上
江
黒

千
津
井

江
口
田
島

南
大
島

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

衛
生
部
長

斗
合
田
区

下
江
黒
区

上
江
黒
区

千
津
井
区

江

□
区

田
島
区

南
大
島
区

南
大
島
区

新
里
区

新
里
区

中
谷
区

中
谷
区

梅
原
区

川
俣
区

須
賀
区

大
輪
区

入
ヶ
谷
区

矢
島
区

大
佐
貫
区

蓮北新長石栗阿
見島井谷橋原部

川幸
周一直

清勇吉満郎清一

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）
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石石須川荒福風冨清高奥本蓮柿今松川小江
村川藤村川田間塚水瀬澤澤見沼成本崎林森

_.L. 

ノ‘
温順 篤一敏金好静‘・一恒義秋幸 太政友

賓也ー登範次夫市生夫三夫政ニー昇郎介治

区

長

大
佐
貰
区
折
原
常
ニ

▽
区
長
会
長
1
1
蜜
井
奎
二

▽
副
会
長
1
1
立
川
賓
・
落
合
明
祐

▽
会
計
1
1
小
久
保
喜
美
雄

（
新
）

矢
島
橋
本
隆
（
新
）

補
充
交
通
指
導
員

新
里
新
井
孝
（
再
）

中
谷
森
尻
仁
一
（
再
）

梅
原
立
木
茂
（
新
）

川
俣
落
合
四
郎
（
新
）

須
賀
神
谷
高
幸
（
再
）

大
輪
松
本
敏
雄
（
再
）

入
ヶ
谷
提
箸
助
美
（
再
）

矢
島
大
津
重
徳
（
新
）

大
佐
貫
篠
木
正
一
（
新
）

▽
衛
生
協
力
会
長
1
1
新
井
孝

▽
副
会
長
1
1
提
箸
勘
美
・
北
島
勇

大矢入大須川梅中新南田江千上下斗
佐ケ 大津江江合
貫島谷輪賀俣原谷里島島 □ 井黒黒田

佐
々
木
秀
雄

柴
崎
清

上
野
正
博

野
本
和
市

荒
井
美
一

奈
良
保
一

栗
原
保
朋

木
原
一
好

坂
上
喜
平
治

猪
越
博

川
島
秀
行

加
藤
一
好

田
口
末
男

金
子
征
雄

泉
田
十
一

篠
木
久
四
郎

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

衛
生
副
部
長

斗
合
田

下
江
黒

上
江
黒

千
津
井

江
口
田
島

南
大
島

南
大
島

新
里
中
谷
梅
原
川
俣
須
賀
大
輪

入
ヶ
谷

矢
島

大
佐
貰

知
識
経
験
者

知
識
経
験
者

知
識
経
験
者

知
識
経
験
者

田田江江千千上上下斗
津津江江江合

島島口 □ 井井黒黒黒田

松蜜瀬江折清金田田藤立清石島島奈柿薗森多砂
本井下原原水子ロロ野川水村田田良沼部原田賀

芳奎恒 常正利 和松仁好く親見嘉釣静 邦柾
雄二男勉二夫男勇晴代一生に司冗夫一雄宏雄夫

母
子
保
健
推
進
員

梁
瀬
美
知
子

中
村
檀
子

荒
川
弘
子

森
原
節
子

長
谷
川
春
江

奈
良
原
宜
子

岡
田
み
つ

新
井
勝
代

田
中
タ
カ
子

木
村
キ
イ

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

結
婚
相
談
員
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新し し＼ ノrし
ィ又 員の

斗
合
田

斗
合
田

下
江
黒

下
江
黒

上
江
黒

上
江
黒

上
江
黒

千
津
井

千
津
井

梁
瀕
忠
興

橋
本
和
夫

篠
原
政
吉

佐
藤
祐
司

薗
部
邦
彦

田
村
敏
夫

福
島
明

横
塚
春
雄

杉
山
啓
介

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

• ▽大大矢矢入大大大須川梅梅梅中中新新新南南南南
副石母佐佐ケ 大大大大
会村子貫貰島島谷輪輪輪賀俣原原原谷谷里里里島島島島
長ヤ保

II エ健
奈 推本小石金金池田松落藤和奥新栗石山小吉小近香小
良 進澤暮崎子子田口本合野田澤井原村田島田野藤山菅
原員 ミセテ
宜 連節富榮敏知 千道勝イ政良容敏ヤ信英‘ゾツ輝明イ
子 絡子子子子子幸代子子ツ江子子枝工江子枝子子子子
・協
落議＾ ^ ＾へ＾ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ＾ヘヘ＾ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 
合 会新新新新新新新新新新新新新再再再再再再再再再
勝長―――-- ------- - - - - - - - - - -
子 II

統
計
調
査
協
力
員

斗
合
田

下
江
黒

上
江
黒

千
津
井

江
口

岡深多青吉
田野田山田

幸一 尚一
三巳武夫之

／へ／へへ

帝斤帝斤業斤業斤帝斤
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• ▽大大矢矢入大大大須川梅梅梅中新新南南南南田田江江江江千
副統佐佐ケ 大大大大 津
会計貫貰島島谷輪輪輪賀俣原原原谷里里島島島島島島ロロロロ井

り塁
大協中篠泉大金田松田荒石恩吉福古明福小帆平小増奈中高木山野
津議山木田津子 □ 本 □ 木崎田永田島石澤池足石野田良島田村田本
清会 二 平
•長洋道誡 嘉雄幸三剛元 光恒岩次一 善秀知政義 壽有雅敏
帆 II 美夫一清昭一近雄一裁正一夫吉男郎清市夫宥則行章夫司万夫

[ ：白臼阿阿冒臼冒履匠阿白何亘言履臼亘言亘亘肩可冒冠昼祠邑

子
ど
も
会
育
成
会
長

田
島
日
比
野
久
（
新
）

南
大
島
東
充
（
再
）

新
里
真
田
蝉
男
（
再
）

中
谷
恩
田
慶
子
（
新
）

梅
原
吉
永
光
一
（
新
）

川
俣
荻
野
正
志
（
新
）

須
賀
松
本
利
一
（
新
）

大
輪
島
田
明
広
（
新
）

入
ヶ
谷
金
子
定
夫
（
新
）

矢
島
山
田
一
成
（
再
）

大
佐
貫
堀
江
喜
芳
（
新
）

▽
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
長1
1

山
田
一
成

▽
副
会
長
1
1

岡
田
幸
三
・
東

明西東教大矢入大須川梅中新南田江千上下斗
霊佐ケ 大 津江江合

中小小薦貰島谷輪賀俣原谷里島島口井黒黒田

久大細小篠清金松荒石恩荒堀武瀧奥峯原佐鈴
保エ谷松木水子本井原田添 □ 井口澤崎島々木
口原原好 木
喜寿順一信 楽王康 秀 英清貞正重勝
代晃夫子郎行清子枝男正幸優夫郎雄春夫誠夫
美

/ ^ ^ ^ ＾へ＾ ^ ^ ^ ^ / ^ ^ ^ ^ ^ ＾へへ
再新再新新新再新再新新再新再再新新再新再
‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ 

体
育
指
導
委
員

充

わい性カーネーション（生産日本一）

県
政
モ
ニ
タ
ー
へ

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
皆
さ
ん

の
意
見
や
要
望
な
ど
を
広
く
聴
く
た

め
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
平
成

1
0年
度
は
、
本
村
か
ら

次
の
2

人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

県
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
ヘ
お

気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（

敬
称
略
）

砂
賀
久
美
子
（
斗
合
田
）6
⑰
5
1
3
3

関
本
忠
（
南
大
島
）

6
闘
3
0
0
4

意

見
等
は

県
政

ヘ

の

▽
体
育
指
導
委
員
会
長
1
1

武
井
英
夫

▽
副
会
長
1
1

鈴
木
勝
夫
・
荒
井
王
枝
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斎藤村長から表彰される受賞者

人
/,,_ _ 

→ーご～
蓮
見
正
吉
さ
ん

（
南
大
島
）

!r::r.:==::::::::i:;::::::::芍！

り］
＇：プ受！l
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永
年
に
わ
だ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

あ
い
て
、
村
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
だ
か

だ
を
表
彰
す
る
「
平
成
十
年
度
村
政
功

労
者
表
彰
式
」
が
四
月
二
十
三
日
、
役

場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
だ
。

合
回
受
賞
さ
れ
た
か
た
が
だ
は
、
蓮

見
正
吉
さ
ん
、
横
塚
濡
一
さ
ん
、
松
本

芳
雄
さ
ん
、
鈴
木
好
男
さ
ん
の
四
人
で
、

村
政
発
展
と
村
民
福
祉
の
増
進
に
ご
尽

力
い
だ
だ
き
ま
し
だ
。
あ
め
で
と
う
ご

さ
い
ま
す
。

. 看
横
塚
禰

さ
ん（

千
津
井
）

0
公
平
委
員
会
委
員
1
1

昭
和
6
1年
5
月

＼
平
成
3
年
4
月

(
5年
）

0
公
平
委
員
会
委
員
長
1
1

平
成
3
年
5

月
＼
現
在

(
6年
1
1
か
月
）

〇
統
計
調
査
協
力
員
1
1

昭
和
3
0年
3
月

＼
昭
和
3
5年
3
月

(
5年
1

か
月
）

〇
消
防
団
第
7
分
団
長
、
消
防
団
副
団

長
、
消
防
団
団
長
1
1

昭
和
3
2年
2
月

＼
昭
和
3
9年
4
月

(
7年
）

0
千
津
井
区
長
1
1

昭
和
5
4年
4
月
＼
昭

和
5
6年
3
月

(
2年
）

0
公
平
委
員
会
委
員
1
1

平
成
元
年
5
月

＼
平
成
5
年
4

月

(
4年
）

0
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
1
1

平
成
4
年

4

月
＼
平
成
9
年
3
月

(
4年
1
1
か

月
）

0
公
務
災
害
補
償
認
定
委
員
会
委
員

I
I

昭
和
4
5
年
5
月
＼
昭
和4
6年
3
月
(
1
1

か
月
）

0
教
育
委
員
会
委
員
1
1

昭
和
4
8年
8
月

＼
昭
和
5
5年
9
月

(
7年
2
か
月
）

0
社
会
教
育
委
員
1
1

昭
和
6
1年
4
月
＼

平
成
2
年
3
月

(
4年
）

鈴
木
好
男
さ
ん

（
新
里
）

〇
統
計
調
査
協
力
員
1
1

昭
和
3
0年
4
月

ー
昭
和
3
6年
3
月

(
6年
）

〇
農
業
委
員
会
委
員
1
1

昭
和
6
0年
7
月

＼
昭
和
6
3年
7
月

(
4年
）

0
民
生
児
童
委
員
1
1

昭
和
6
1年
1
2
月
＼

平
成
元
年
1
1
月

(
4年
）

0
民
生
児
童
委
員
総
務
1
1

平
成
元
年
1
2

月
ー
現
在

(
8年
4
か
月
）

0
大
輪
区
長
1
1

平
成
8
年
4
月
＼
平
成

1
0
年
3
月
(
2年
）

平成10年皮

4
 

雹

彰

村

戴

功

労

松
本
芳
雄
さ
ん

（
大
輪
）

~
 駁
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虫歯菌量膜査の結果
テントカルトSM膜童

村では平成 9 年度より、館林邑楽歯科医師会協力のもと、 1 歳 6 か月児と 3 歳児あよび

その母親を対象に虫歯菌量検査「デントカルト SM検査」を実施し、このだびその結果が
出ましだのであ知らせします。

デントカルト SM検査結果

1 歳 6 か月児健康診査 3 歳児健康診査

クラス 児（％） 母親（％）

゜
15. 2 9. 3 

1 20 3 21 3 

2 38. 0 33. 3 

3 26 5 36 1 

早均クラス 1 76 1 96 

判定

クラス 0

クラス 1

クラス 2

クラス 3

クラス 児（％） 母親（％）

゜
10 2 5. 7 

1 23. 9 17 0 

2 34 1 44. 3 

3 31 8 33 0 

平均クラス 1 88 2. 05 

歯面には細菌がほとんどない状態

歯面の約 1 割に細圏がいる状態

歯面の半分に細菌がおり虫歯が発生しやすい状態

う蝕活動性が高く、非常に虫歯になリやすい状態

歯
の
原
因
菌
で
あ
る
ス
ト
レ
プ
ト
コ
ッ
カ
ス
・
ミ
ュ
ー
タ
ン

廿
デ
ハ
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
口
腔
内
に
は
生
息
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
大
人
が
哺
乳
ビ
ン
の
乳
首
を
な
め
た
も
の
で
与

え
た
り
、
離
乳
食
が
始
ま
る
と
ス
プ
ー
ン
や
は
し
を
共
有
す
る
こ

と
で
大
人
の
虫
歯
菌
が
感
染
し
て
し
ま
い
ま
す
。
虫
歯
は
人
か
ら

人
に
移
る
感
染
症
で
す
。

デ
ン
ト
カ
ル
ト

S
M
検
査
か
ら
、
母
と
子
で
は
非
常
に
似
か
よ

っ
て
い
る
結
果
が
出
て
い
ま
し
た
。

・
ク
ラ
ス

0

や
1

は
、
好
ま
し
い
値
で
す
。

・
ク
ラ
ス

2

は
、
日
常
の
口
腔
衛
生
に
注
意
が
必
要
で
す
。

・
ク
ラ
ス

3

は
虫
歯
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
今
日
か
ら
で
も
口

腔
衛
生
の
改
善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ク
ラ
ス

2

や
3

の
虫
歯
に
な
り
や
す
い
体
質
と
い
う
結
果
が
出

て
も
、
歯
み
が
き
を
ま
め
に
し
た
り
、
お
や
つ
や
ジ
ュ
ー
ス
の
回

数
を
減
ら
す
こ
と
で
自
分
で
自
分
の
歯
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
に
行
っ
た
生
活
習
慣
調
査
に
よ

り
ま
す
と
、
一
日
の
歯
み
が
き
回

同数
と
時
期
は
、
一
日
2

回
で
朝
食
後
と

寝
る
前
が
多
く
、
間
食
で
あ
る
お
や
っ

の
回
数
は
一
日
2

回
が
最
も
多
か
っ
た

で
す
。
今
回
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、
お
や

つ
の
内
容
で
は
果
物
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、

甘
い
菓
子
の
摂
取
頻
度
が
高
く
、
お
や

つ
の
後
に
歯
を
み
が
く
子
ど
も
は
3
.

2

％
と
少
な
い
の
で
、
口
腔
内
環
境
を

生活習慣調査結果

歯みがき時期

峙期 起きてすぐ 朝食後 昼食後 おやつ後 夕食後 寝る前

(%) 23. 0 71. 0 24. 0 3. 2 13.8 83. 9 

歯みがき時間薮

峙間数 1 分 3 分 5 分 10分以上

(%) 24. 8 65. 1 8. 7 1. 4 

考
え
る
と
、
お
や
つ
の
後
の
歯
み
が
き

や
、
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
の
励
行
と
だ
ら

だ
ら
食
い
を
止
め
る
こ
と
は
、
虫
歯
保

有
率
を
下
げ
る
た
め
に
も
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
8
0
.
2
0
運
動
を
推

進
し
ま
し
ょ
う
。

※

8
0
.
2
0
運
動
と
は
、

8
0歳
で
2
0本
の

歯
を
残
す
よ
う
に
す
る
運
動
の
こ
と
で

す
。

1 日の歯みがき回数 1 日の間食回数と時間

回数 (%) 

1 13. 3 

2 60. 6 

3 20. 6 

4以上 5 5 

回数 1 ~ 2 2
 
2~ 3 3

 
(%) 30. 5 52. 6 11. 6 5. 3 

決まった時暦l あ る な し

(%) 63. 8 36. 2 

(7) 平成10年 5 月 10 日（日）



村
お

か

知
ら
ら
の
せ

印
鑑
、
D
座
番
号
（
申

児
童
手
当
は
、
国
、
県
、
村
と
事
業
主

が
費
用
を
持
ち
合
い
、
児
童
を
養
育
す
る

人
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

家
庭
生
活
の
安
定
と
、
次
代
を
担
う
児
童

の
健
全
な
育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

◇
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

児
童
手
当
は
、
3

歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
で
、

3

歳
の
誕
生
月

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
自
分
の
子
で
な
く
て
も
そ
の

児
童
を
監
護
し
、
一
定
の
生
計
関
係
が

あ
れ
ば
受
給
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

上
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。（

保
健
セ
ン

増
え
続
け
る
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た

め
、
村
で
は
生
ご
み
処
理
槽
と

E
M
菌
利

用
の
生
ご
み
処
理
容
器
の
あ
っ
せ
ん
普
及

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら

「
生
ご
み
処
理
機
器
」
の
購
入
者
に
対
し
て

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
減
量
化
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

助
成
金
交
付
申
請
の
手
続
き

◇
助
成
金
額
購
入
費
用
の
％
以
内
で

2

万
円
を
上
限
と
し
ま
す

◇
申
請
場
所
環
境
保
健
課

タ
ー
内
）

◇
必
要
な
も
の

環
境
保
健
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
6
8
6

請
者
の
も
の
に
限
る
）
、
領
収
書
（
商
品

名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
）

◇
申
請
期
限
購
入
し
た
年
度
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い

◇
そ
の
他
一
般
家
庭
で
使
用
す
る
も
の

に
限
り
ま
す

生
ご
み
処
理
機

D
O季と
は

電
気
を
利
用
し
て
微
生
物
に
よ
る
発
酵

分
解
を
早
め
、
生
ご
み
が
有
機
肥
料
に
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
で
す
。

勝手口の軒下に設置

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
者
に
助
成
金
交
付

児

◇
支
給
額

0

第
1

子
・
第
2

子
…
月
額
5
,
0
0
0

円

0

第
3

子
以
降
…
1

人
月
額
1
0
,
0
0
0

円
な
お
、
2

月
、
6

月
、
1
0
月
に
そ
れ

ぞ
れ
前
月
ま
で
の
児
童
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

◇
申
請
方
法

印
鑑
と
振
込
先
を
明
示
の
う
え
、
役

場
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
い
ろ
い
ろ
な
届
け
出

養
育
す
る
児
童
が
増
え
た
場
合
（
出

生
等
）
、3
歳
未
満
の
児
童
が
少
な
く
な

っ
た
場
合
、
特
例
給
付
受
給
者
の
人
で

会
社
を
退
職
し
て
厚
生
年
金
等
の
資
格

童
手
当
の
申

主
目

＿
＿
―
-
ロ

福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

が
な
く
な
っ
た
と
き

◇
前
回
だ
め
で
も
合
回
該
当
に
な
る
か
も

今
ま
で
に
所
得
制
限
に
よ
り
非
該
当

に
な
っ
て
い
た
人
で
、
前
年
の
所
得
が

減
少
し
た
り
、
扶
養
親
族
の
増
加
等
に

よ
り
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

前
記
の
と
お
り
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、

5

月
中
に
申
請
手
続

き
を
す
る
と

6

月
分
よ
り
支
給
と
な
り

ま
す
。

は
お
忘

れ
な
く

人権擁護委員制度をご存じですか 住民課 内線337

相
談
所
開
設
の
日
時
・
場
所
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◇
日
時

6
月

1
5
日
同
午
前
1
0

時
1

午
後
3

時

◇
場
所
役
場
会
議
室

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

開相

火
火

＿
＿
―
-
ロ

几
又

ニ
＝
ロ

し所

ま
す

を

6

月
1

日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
2
4
年6
月
1

日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、

い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番

人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始

ま
り
で
す
。

群
馬
県
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

6

月
1

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と

し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人

権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

本
村
に
は
、
村
長
か
ら
推
せ
ん

さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

3

人
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま

す
。
（
敬
称
略
）

0

瀬
下
昭
一
（
新
里
6
闘
3
6
1
8
)

〇
柿
沼
昭
博
（
江
口
6
闘
2
1
8
1
)

0

関
根
二
朗
（
須
賀
6
闘
3
3
4
3
)

平成10年 5 月 10 日（日） (8) 



役場 8(84)3111 

4

月
か
ら
古
紙
類
（
新
聞
、
雑
誌
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
）
の
分
別
収
集
を

開
始
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
を
上
回
る

古
紙
類
が
分
別
排
出
さ
れ
、
資
源
化
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

収
集
日
の
翌
日
か
ら
回
収
作
業
を
し
ま

し
た
が
、
そ
の
際
に
改
善
を
要
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
こ
と
に
つ
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
カ
タ
ロ
グ
等
の
重
い
雑
誌
は
小
さ
く
束

ね
る
（
作
業
員
が
ト
ラ
ッ
ク
に
積
む
の

に
適
し
た
大
き
さ
）

◎
作
業
中
、
ひ
も
が
解
け
る
こ
と
が
あ
り

古
紙
類
の
持
ち
出
し
の
際
に

環
境
保
健
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
6
8
6

ま
し
た
の
で
、
十
文
字
に
き
つ
く
縛
る

‘
、こ

協
力
を

住
民
課

社
会
福
祉
法
人
明
和
村
社
会
福
祉
協
議

会
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で
は
、
7

月
1

日
よ
り
明
和
村
か
ら
の
受
託
事
業
と

し
て
、
福
祉
作
業
所
を
開
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

◇
職
種

①
…
専
任
指
導
員

国
民
年
金
と
い
う
と
老
後
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
く
、
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
若
い
人
に
も
決
し
て
無
縁
で

は
な
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
で

ケ
ガ
を
し
た
と
き
や
交
通
事
故
で
の
ケ
ガ

な
ど
、
体
に
障
害
が
残
っ
た
場
合
、
国
民

年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る

と
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
障
害
基
礎
年
金

②
…
臨
時
賃
金
職
員

◇
応
募
資
格

・
①
、
②
…
普
通
自
動
車
第
一
種
免
許

所
有
者

・
①
…
男
子
、
年
齢
5
5
歳
以
上

②
…
男
女
年
齢
問
わ
ず

◇
募
集
人
員

そ
れ
ぞ
れ
1

名
ず
つ

◇
申
し
込
み

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
日
本
に
住
む
2
0
歳

以
上
6
0
歳
未
満
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
そ
し
て
将
来

の
た
め
に
、
2
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら

す
ぐ
に
印
鑑
を
持
っ
て
役
場
住
民
課
の
窓

口
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
す
で
に
就
職
し
て
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

第
2

号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加

入
済
み
で
す
の
で
手
続
き
は
不
要
で
す
。

内
線
3
3
7

2
0歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
を

社
会
福
祉
協
議
会
（
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

社
会

福
祉
協
議
会

職
員
を
募
集
し
ま
す

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ

ヽ
~
〇

さ
し

◇
申
込
期
限

5

月

2
9日
固

6 月から国民年金、厚生年金などの

支払（振込）通知書の送付が年 1 回になります 住民課 内線337

喜
社
会
保
険
庁
か
ら
年
金
受
給

者
に
対
し
て
、
年
6

回
送
付
さ

れ
て
い
る
支
払
い
通
知
の
回
数

が
、
今
年
の
6

月
か
ら
年
1

回

に
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

年
金
の
支
払
い
は
、
毎
年
2

、

4
、

6
、

8

、
1
0
お
よ
び1
2月

の
偶
数
月
の
6

回
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
前
2

か
月
分
を
、
年

金
受
給
者
が
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関
ま
た
は
郵
便
局
を
通
じ
て

受
け
取
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
支
払
い
額
な
ど
が
書
か

れ
た
支
払
（
振
込
）
通
知
書
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
受
給
者
に
対

し
て
年
6

回
の
支
払
い
（
振
り

込
み
）
の
都
度
、
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

6

月
か
ら
は
、
支
払
（
振
込
）

通
知
書
の
送
付
が
年
1

回
に
な

る
こ
と
で
、
翌
年

4

月
の
定
期

支
払
い
分
ま
で
の
各
支
払
い
日

と
支
払
い
額
な
ど
は
、
6

月
に

ま
と
め
て
知
ら
さ
れ
ま
す
。

8

月
以
降
の
通
知
書
は
、
原
則
と

し
て
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
年
金
額
の
改
定
な
ど
が
あ

っ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
別

途
通
知
さ
れ
ま
す
。

(9) 平成10年 5 月 10 日（日）



ぁらのゎだ
県が村の概要を確認

町制施行現地調査

JJ 

ふるさとの広場で行われた現地調査

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
翻
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

明
和
村
町
制
施
行
に
伴
う
群
馬
県
の
現
地
調
査
が
4

月

1
7

日
、
役
場
お
よ
び
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
な
ど
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
村
は
1
0月
1

日
か
ら
町
制
施
行
を
目
指
し
て
お
り
、

3

月
の
村
議
会
定
例
会
で
群
馬
県
知
事
に
申
請
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
た
た
め
、
4

月

1
4日
に
村
を
町
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
県
条
例
で
定
め
る
、
町
と
し
て
の
要
件
を
ク

リ
ア
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
現
地
で
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
矢
端
地
方
課
長
ら
県
職
員

3

人
が
斎
藤
村
長
ら
村
職

員
5

人
か
ら
村

の
概
要
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明

を
受
け
て
い
ま

し
た
。

今
後
の
予
定

と
し
て
は
、
県

議
会
の
議
決
を

経
て
知
事
が
決

定
し
自
治
大
臣

ヘ
届
け
出
、
告

示
さ
れ
て
明
和

町
が
誕
生
す
る

こ
と
に
な
り
ま

す
。

福田夫妻が 1 2 位を獲得

入イムマラソン表彰

4

月

1
7日
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
者

が
自
己
申
告
で
1

年
間
泳
い
だ
距
離
を

競
う
、
第
3

回
ス
イ
ム
マ
ラ
ソ
ン
の
表

彰
式
が
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

9

年
度
は

5
3名
が
申
告
し
、
1
.
2

位
を
獲
得
し
た
、
梅
原
の
福
田
佐
一
郎

さ
ん
仰
と
菊
枝
さ
ん
閥
夫
妻
に
築
比
地

教
育
長
か
ら
認
定
証
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
福
田
さ
ん
は
「
健
康
管
理

に
は
も
ち
ろ
ん
、
村
外
の
人
と
友
だ
ち

に
な
れ
た
り
楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
、

こ
れ
か
ら
も
二
人
仲
よ
く
泳
ぎ
た
い
」

と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

泳
い
だ
距
離
は
、
佐
一
郎
さ
ん
が

3
9
9

k
m、
菊
枝
さ
ん
が
3
7
1
k
m

、

3

位
は
大
輪

の
川
村
ナ
ツ
子
さ
ん
闘
で

2
9
9
k
m

で
し
た
。

ぃ

新たな学校生活スタート

東小学校入学式

起立して元気よく返事する児童

,i . 
2 位を獲得した福田さん夫妻

東
・
西
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
入

学
式
が
4

月
8

日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
育

館
で
行
わ
れ
、
満
開
の
桜
の
下
、
新

1

年
生
2
7
9

人
が
新
た
な
学
校
生
活
の

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

東
小
で
は
、
岩
崎
校
長
が
「
我
慢
が

で
き
て
頑
張
れ
る
子
、
友
達
と
仲
良
く

し
て
優
し
い
子
、
先
生
や
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
る

子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

式
後
、
児
童
へ
の
交
通
講
話
で
は
交

通
安
全
教
育
講
師
団
に
よ
る
腹
話
術
な

ど
が
行
わ
れ
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
に
入
学
さ
れ
た

1

年

生
は
、
東
小
3
3人
、
西
小
8
9
人
、
明
中

1
5
7

人
で
し
た
。

平成10年 5 月 10 日（日） (10) 



河川敷清掃に 235 人

利根川上流クリーン作戦

利
根
川
河
川
敷
を
き
れ
い
に
し
よ
う

と
、
「
利
根
川
上
流
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

が
村
体
育
施
設
利
用
団
体
の
人
た
ち
に

よ
っ
て

4

月

2
6日
、
利
根
川
総
合
運
動

場
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

河
川
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
村

と
同
協
議
会
が
毎
年
行
っ
て
お
り
、
今

回
は
雨
が
降
り
続
く
中
、

3
6団
体
2
3

5

人
が
清
掃
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

河
川
敷
に
は
、
心
無
い
人
に
よ
り
捨

て
ら
れ
た
雑
誌
や
空
き
缶
、
空
き
瓶
な

ど
可
燃
、
不
燃
物
が
2

ト
ノ
ト
ラ
ッ
ク
約

2

台
分
も
集
ま
り
ま
し
た
。
河
川
を
大

切
に
守
る
た
め
に
も
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
環
境
美
化
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

雨の中行われた河川敷清掃

森林 緑に理解を

東・西小に緑の少年団

緑
の
少
年
団
団
旗
授
与
式
が
3

月

2
3日
、
群
馬
県
民
会
館
で
開
か
れ
、

本
村
の
東
小
学
校
お
よ
び
西
小
学
校

に
緑
の
少
年
団
旗
が
授
与
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

県
で
は
、
次
代
を
担
う
若
い
世
代

に
森
林
・
緑
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
今
回
新
た
に
緑
の

少
年
団
を
設
置
し
た
県
内
の
小
学
校

等
に
団
旗
を
授
与
し
た
も
の
で
す
。

全
児
童
を
対
象
に
緑
の
少
年
団
を

新
設
し
た
東
・
西
小
学
校
で
は
今
後
、

校
庭
の
樹
木
の
名
札
づ
け
や
学
校
農

園
づ
く
り
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど

緑
化
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

.. 
知事から緑の少年団旗を受ける西小児童

地域の防火体制を充実

1 分団 2 班の詰所移転

明
和
消
防
団
第
1

分
団
2

班
の
詰
所

移
転
に
伴
う
引
渡
式
が
4

月
5

日
、
斎

藤
村
長
、
今
成
消
防
団
副
団
長
ら
関
係

者
約
4
0人
が
参
列
し
て
、
江
口
地
内
の

新
築
詰
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

江
□
9
9
1

番
地
の
旧
詰
所
は
、
老

朽
化
と
手
狭
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
江

口
6
6
9

番
地
の
旧
集
会
所
跡
に
移
転

新
築
し
、
こ
の
ほ
ど
の
完
成
に
よ
り
村

か
ら
消
防
団
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

同
詰
所
は
木
造
2

階
建
ト
タ

ン
葺
、
延
べ
面
積
8
1
2
-
m
で
敷
地

内
に

4
0
3
m
の
防
火
水
槽
や
乾
燥

塔
が
備
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
契
機
に
、
地
域
の
一
層
の
防

火
防
災
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ

ま
す
。

第 1 分団 2 班詰所

頼りにされ愛される駐在所

所長に痴警部補

堀越道雄さん 郷 政美さん

群
馬
県
威
言
察
の3
月
の
人
事
異
動
に

よ
り
、
明
和
駐
在
所
長
の
須
田
和
行
威
言

部
補
が
高
崎
威
言
察
署
へ
転
任
し
、
後
任

に
郷
政
美
蓼
―
一
部
補
が
長
野
原
喫
言
察
署
か

ら
着
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
所
の
高
橋
洋
巡
査
長
が
伊

勢
崎
蓼
―
＝
察
署
へ
転
任
し
、
後
任
に
堀
越

道
雄
巡
査
長
が
館
林
威
―
-
―
―
＝
察
署
分
福
駐
在

所
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。

郷
所
長
は
「
明
和
村
か
ら
事
件
や
事

故
を
1

件
で
も
減
ら
す
よ
う
に
努
力
し
、

村
民
の
皆
様
か
ら
頼
り
に
さ
れ
、
愛
さ

れ
る
駐
在
所
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

(11) 平成10年 5 月 10 日（日）



本
村
の
体
育
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
か

た
が
た
が
、
こ
の
ほ
ど
村
体
育
協
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
者
は
5

人
で
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
で
活
躍
、
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
敬
称
略
）

◇
競
技
優
秀
者

0
松
本
将
利
（
須
賀
）

▽
第
2
6
回
群
馬
県
小
学
校
陸
上
教
室
記

録
会
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
優
勝

0
吉
田
育
代
（
梅
原
）

▽
平
成
9

年
度
群
馬
県
春
季
柔
道
大
会

表

土ク
早ノ

体
育
協
会
長

1流---@
ゴ）--- ---

社会体育館

8 (84) 4626 

海洋センター

匹 (84)5511

◇
日
時

6

月
7

日
同
午
前

9

時
＼

◇
会
場
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
村
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
•
海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

5

月
1
2
日
因
か
ら
2
4
日

⑪
（
月
曜
日
を
除
く
）
ま
で
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

水第

泳5
 

募
回記

録
大

集
会

5
6
キ
ロ
級
優
勝
▽1
9
9
7

年
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

女
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
6
8
キ
ロ
級
優
勝
ほ

ヵ0
瀬
下
恵
子
（
新
里
）

▽
平
成
9

年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
第

3

位

0
川
合
達
夫
（
南
大
島
）

▽
第
5
2回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

成
年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
．
9
0
キ
ロ
級
優

勝
▽
平
成

9

年
度
全
日
本
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

8
5

キ
ロ
級
優
勝
ほ
か

0
坂
上
桂
一
（
中
谷
）

▽
第
1
4
回
全
国
社
会
人
オ
ー
プ
ン
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
グ
レ
コ
ロ
ー
マ

ン
ス
タ
イ
ル
6
3
キ
ロ
級
準
優
勝

優
勝
小
田
木
さ
だ

準
優
勝
関
口
し
づ

3

位
田
村
ふ
み

（
敬
称
略
）

第
8

回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
交
流
大
会

◇
期
日

6

月
1
8

月

◇
場
所
社
会
体
育
館

◇
募
集
人
員

2
0人

◇
対
象
者
村
内
在
住
者

◇
参
加
費

4
5
0

円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み

5

月
1
5
日
固
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
日
時

分
＼

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

◇
講
師
体
育
指
導
員
等

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
募
集
人
員

2
0人

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

5

月
1
5
日
固
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

5

月

2
3日
田

午
前
9

時
3
0

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
講
習
会

昼
8

回

太
極
拳
教
室

奈良石付近より望む利根川

群
馬
県
で
は
、
身
近
な
場
所
の
中

か
ら
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識

し
て
も
ら
お
う
と
「
緑
の
大
地
群
馬

1
8
0

選
」
を
一
般
公
募
の
う
え
で

こ
の
ほ
ど
選
定
し
ま
し
た
。

「
群
馬1
8
0

選
」
は
、
昨
年
9

月
か
ら
1
2
月
ま
で
の
間
に
一
般
か
ら

募
集
し
て
未
来
に
残
し
、
伝
え
た
い

自
然
を
県
で
選
考
し
た
も
の
で
す
。

有
名
な
観
光
地
だ
け
で
な
く
今
ま
で

あ
ま
り
人
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

粟
嶋
神
社
の
雑
木
林

比
較
的
粒
木
林
の
少
な
い
枡
和
村

に
残
る
青
重
な
残
存
林
で
‘
来
＇
末
に

残
し
1

い
き
た
い
自
然
で
す
。

-
'
『
句

r

県
内
の
鎮
守
の
森
や
林
、
生
き
物
が

生
息
す
る
水
辺
な
ど
当
初
は
「
群
馬

百
選
」
と
し
て
選
定
の
予
定
で
し
た

が
、
予
想
を
超
え
る

I
Iと
っ
て
お
き

の
自
然
I
i
が
多
か
っ
た
た
め
1
8
0

か
所
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

あ
わ
し
ま

本
村
か
ら
は
、
「
粟
嶋
神
社
の
雑
木

林
」
（
川
俣
）
と
「
明
和
村
地
先
の
利

根
川
」
（
須
賀
）
の2
か
所
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

明
和
村
地
先
の
利
根
川

利
根
川
t
枡
和
村
t
竺
歴
史
的
な

肉
わ
り
を
使
世
に
伝
え

7

ぃ
<
t
ぃ

う
念
昧
か
ら
も
‘
百
進

r
l
7

進
定

す
る
に
ふ
キ
、
わ
し
い
自
然
で
す
。

県
が
本
村
の
2

か
所
選
定

緑
の
大
地
群
馬
1
8
0

選

平成10年 5 月 10 日（日） (12) 



利
根
川
の
東
遷
の
第
一
期
工
事
と
い

わ
れ
た
文
禄
三
年
(
-
五
九
四
）
川
俣

（
羽
生
市
）
の
会
の
川
の
締
切
り
よ
り
一

年
後
の
文
禄
四
年
に
は
、
利
根
川
の
左

岸
で
あ
る
上
州
側
で
は
、
大
規
模
な
築

堤
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
時
館
林
城
主
で
あ
っ
た
榊
原
康
政

が
奉
行
荒
瀬
彦
兵
衛
、
石
川
左
次
衛
門

の
両
名
に
命
じ
て
古
戸
（
太
田
市
）
か

ら
下
五
箇
（
板
倉
町
）
ま
で
、
延
長
八

里
十
七
町
に
わ
た
り
大
規
模
な
築
堤
工

事
を
行
い
、
同
じ
年
に
渡
良
瀬
川
に
も

築
堤
し
た
の
で
、
邑
楽
郡
の
全
域
が
輪

中
の
中
に
入
っ
た
形
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
堤
防
は
時
代
の
移
り

変
わ
り
の
中
で
、
幾
度
か
拡
張
、
修
復

築
堤
工
事

いわ再発貝
••• 

9針るさとだすねある記
No.33 

[ 利根のさざなみ ⑧ ] 

萬霊供養塔（千津井密乗院境内）

等
が
行
わ
れ
て
現
在
の
堤
防
に
な
っ
た

わ
け
で
す
が
、
そ
の
度
に
地
域
の
住
民

は
家
屋
の
移
転
等
の
問
題
に
直
面
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
が
た
の
個
々
の
家
の
歴
史
を

た
と辿

っ
て
み
る
と
、
自
分
の
家
は
昔
は
河

川
敷
に
あ
っ
た
と
か
、
堤
防
の
敷
地
に

な
っ
た
あ
た
り
に
あ
っ
た
た
め
現
在
地

へ
移
転
し
た
と
か
、
そ
の
時
代
も
含
め

て
語
り
つ
が
れ
て
い
る
家
も
多
く
あ
る

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

千
津
井
の
密
乗
院
の
境
内
に
あ
る
「
萬

霊
供
養
塔
」
（
昭
和
五
十
六
年
―
―
―
月
吉
日

建
立
開
眼
）
の
裏
面
に
は
、

「
萬
霊
供
養
塔
建
立
理
由

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
日
利
根
川
堤

防
工
事
の
為
千
津
井
下
組
地
先
河
原
よ

り
採
土
中
密
乗
院
旧
墓
地
よ
り
千
津
井

住
民
の
遺
骨
三

0
四
体
を
発
揺
そ
の
遺

骨
の
全
部
を
こ
の
供
養
塔
の
下
に
埋
葬

し
て
丁
重
に
供
養
し
こ
の
事
を
後
世
に

遺
す
た
め
密
乗
院
檀
徒
一
同
に
て
浄
財

を
募
り
此
処
に
萬
霊
供
養
塔
を
建
立
し

た
次
第
で
あ
り
ま
す
」
の
銘
文
が
見
ら

れ
ま
す
が
、
何
百
年
前
の
こ
と
か
、
そ

の
時
代
の
築
堤
工
事
と
そ
の
地
域
の
住

民
と
の
深
い
か
か
わ
り
が
今
さ
ら
の
よ

う
に
し
の
ば
れ
ま
す
。

な
お
、
い
つ
の
時
代
と
い
う
限
定
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
築
堤
工
事
に
は
地
元

以
外
の
各
地
か
ら
出
向
い
て
来
た
人
も

い
た
よ
う
で
、
そ
の
人
た
ち
の
中
に
は

工
事
終
了
後
も
自
分
の
故
郷
に
は
帰
ら

ず
、
こ
の
地
に
住
み
つ
い
た
人
も
い
た

よ
う
で
す
。
こ
れ
は
前
に
村
内
の
姓
氏

（
名
字
）
に
つ
い
て
調
査
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
自
分
の
家
の
先

祖
は
九
州
の
方
か
ら
利
根
川
の
堤
防
工

事
に
来
て
こ
こ
に
住
み
つ
い
た
と
の
こ

と
。
生
ま
れ
故
郷
の
村
の
地
名
を
自
分

の
家
の
名
字
と
し
た
と
言
い
伝
え
の
あ

る
家
も
あ
り
、
今
昔
を
問
わ
ず
利
根
川

の
築
堤
工
事
は
各
家
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

を
残
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

已
）
ニ
＝
ロ

] 館林邑楽地区 館林地区 千代田 赤夕※ i 科, 
板倉地区

明和地区
更の

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科 になにーみI は
る限

小西医院小倉医院 ゆたか医院小曽根医院 館林地区と 館林地区と !'J 
5 月 17 日

匹（86)2261 ff (72) 0606 匹（73)7308 8(72)7707 同じです。 同じです。 胄：一日 まは (匹72) 
真中医院大神医院 橋田クリニック慶！友病院 井上医院 館林地区と ］畠 3

5 月 24 日
匹（72)1630 8(62)2200 匹（72)0001 匹（72)6000 匹 (82)1131 同じです。 贔認 1 1 

当
時ま 凸4 

しで が
浜野病院 J I I 田（耳）医院 記念病院 礫川堂医院 増田医院 小西医院 てで

担門5 月 31 日
匹（88)5678 匹（72)3314 匹（72)3155 匹（74)0184 匹（82)2255 匹 (86)2261 

かす。

阿羞番
ま
す。

白沢医院 川村医院 横田（圭）医院 永寿堂医院 館林地区と 館林地区と て ^ 眉6 月 7 日
匹（72)1600 8(72)1337 匹（72)0255 匹（72)4469

< 
同じです。 同じです。 だ

医
さ

且し＼

゜土井クリニック 今村クリニック 吉田内科クリニック 海宝病院 わたらせクリニック 竹越医院
6 月 14 日

匹（72)8841 匹（70)2221 8(70)7117 匹（74)0811 匹（77)2727 匹 (84)3137 産門

(13) 平成10年 5 月 10 日（日）



自動車税は 6 月 1 日

までに納めましょう

l 館林財務事務所 匹（72)4461 • 

自動車をお持ちの皆さん、自動車

税は、毎年 4 月 1 日現在、陸運支局

に登録されている自動車の所有者に

納めていただ＜県税です。

お近くの金融機関、郵便局、財務

事務所の窓口で、 6 月 1 日旧）までに

納めてください。

なお、身体などに障害のあるかた

が所有している自動車については、

その障害の程度により、自動車税が

減免される場合がありますので、館

林財務事務所に相談のうえ、 5 月 25

日国）までに申請してください。

群馬県調理師

試験説明会

l 館林地域保健所
匹（72)3230

平成10年度調理師試験が 7 月下旬

に実施されます。受験を希望される

かたは、説明会に出席してください。

◇日時 5 月 21 日（木） 第 1 回目午前

10時第 2 回目午後 2 時（どちら

か一方に出席してください。代理

のかたも可）

◇会場館林地域保健所大会議室

◇対象調理業務に 2 年以上従事し

た人

◇内容 （ 1）願書用紙配布 (2)調理師

読本．試験問題集販売および講習

会の申し込み（合計11,000円程度）

(3)願書提出における諸注意および

質疑応答など

精神保健福祉相談

l 館林地域保健所 公（72)3230 こ
◇日時 5 月 19 日（火）・ 26 日（火） 午後

1 時30分～ 4 時（毎月第 1 、第 3 、

第 4 火曜日）

◇場所館林地域保健所検診室

◇対象者 一般住民、患者およびそ

の家族、関係者

◇実施内容個別相談

◇担当医師大塚医院長大塚俊雄

先生

◇申し込み電話予約制館林地域

保健所地域保健課ヘ

群馬県職員・県警

察官採用試験

群馬県人事委員会事務局

匹 027(223)1111

〔上級試験（事務、技術系）〕

◇資格 昭和44年 4 月 2 日から昭和

52年 4 月 1 日までに生まれた人

◇受付期間 5 月 18 日田）から 29 日（金）

◇願書配布場所館林財務事務所公

(72) 4461 ほか

（警察官 A、婦人警察官A試験〕

◇資格 昭和43年 4 月 2 日から昭和

52年 4 月 1 日までに生まれた人で

大学卒業者・見込み者

◇受付期間 5 月 11 日旧）から 6 月 12

日（金）

◇願書配布場所館林警察署ff(75) 

0110、明和駐在所8(84)2200ほか

※詳しくは、群馬県人事委員会事務

局へ

刀剣展

「東毛の古代から現代」

l 東毛歴史資料館 穴（52)2215 こ
◎企画展名 刀剣展「東毛の古代か
ら現代」

◇開催期限 6 月 14 日（日）

◇休館日 毎週月曜日、 5 月 28 日（木）

◇会場 東毛歴史資料館収蔵展示室

◇展示構成平安時代以前、室町時

代、江戸時代、本県の人間国宝で
ある大隅俊平氏の作品等の 4 コー

ナー

◇入館料大人200円、学生100 円、

児童•生徒50円

◎講演会 「郷土刀の魅力について」

◇日時 5 月 31 日（日） 午後 2 時

◇会場 東毛歴史資料館学習室

◇講師牛込喜ー氏（群馬県刀剣登

録審査員）

◇定員 80名

※電話でお申し込みください。

危険物取扱者試験

［明和分署
ff (84) 3131 

◎準備講習会

◇日時 5 月 29 日（金）午前 9 時

◇会場館林市郷谷公民館

◇受講料 6,800円

◎試験

◇日時 6 月 28 日（日）午前 9 時

◇会場太田市関東学園大学ほか

◇受験料甲種5,000円

乙種3,400円

丙種2,700円

◎受付期間 5 月 15 日（金）～ 5 月 25 日

旧）までに明和分署へ

まなびの祭典

'98 記念コンサート

県生涯学習センター

匹 027(224)5700

岸田今日子の朗読やお話、フラン

スの電子楽器オンド・マルトノ（原

田節）や弦楽四重奏、ピアノの演奏

を交えた楽しいコンサートが行われ

ます。

◇日時 6 月 6 日出、午後 1 時30分

◇場所館林市文化会館大ホール

※入場等詳しくは、群馬県生涯学習

センターへ

歌会始の

お題は「青」

平成11年の歌会始のお題およ

び詠進歌の詠進要領が決まりま

した。（宮内庁）

※詳しくは、役場企画課広報係

B (84) 3111へ

宝くじの収益金は、私たちの街の公共事業に役立てられています。

I~ニムジャンホl5ド0リ召ーxム4賞,000太
11等•億前後賞合5わせて,000召 古品°万昇謬言240本

発売期間 25月19El(火）～ヽ5nSEl(金）
（発売総額1,200億円 •40ュ—ットの場合）

273~函6111ド等宅苓等等等等リの―—―-—一―ー前-―-----ム-------後賞-------賞-------—--—--------------------64-1----S0—双13--00-～OX.―氾い土51洒}万万＾人万万万'ロ―臼J円円円~円円ド日-, ————-———-— --------------------~--------4-------匹4和-oo----"氾,4---_．... .2ヤへoo•.,911• .. ト2畑公ト．・．ヰ」沐汁・，け宇十+ ト
抽せん日：6月16 日（火）

ドリームジャンポ宝〈じは通信販売てもお戎めてきます。

どうそご利月下さい。 1 枚300円
お問い合わせ先〇置
tel.03-3598-3771 

発売全国都道府環及び12指定都市

平成10年 5 月 10 日（日） (14) 



輻

村の無料法律相談

◇日時＝ 6 月 10 日（水）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受付＝ 6 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

乳 1日
ノし 健 吟

iiジ

◇日時＝ 6 月 11 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝9年6月、 11 月、 10年2月生

健 康 相 ニ火詠

◇日時＝ 6 月 2 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

◇日時＝ 6 月 15 日旧）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 6 月 18 日（木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年 金 相 ＝火畝

◇日時＝ 6 月 18 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

今 月 の納税

◇固定資産税

◇納期限＝ 6 月 1 日旧）

◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 5 月 29 日（金）

村営住宅

入居者募集

l 役場建設課 匹（84)3111
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 9 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

のりめん

村道等法面への除草薬

散布はやめましょう

l 役場建設課 匹 (84)3111 こ
村では、道路、水路等の法面を保

護するために、法面の維持管理は除

草薬を散布せずに、草刈り等でお願

いします。

道路等法面図（例）

田

親子ふれあいウォーク

ラリー参加者雲集

東京電力（株）館林営業所
8(72)4340 

◇日時 5 月 24 日（日） 午前 9 時～午

後 2 時（小雨決行）

◇場所太田市金山町富士重工（株）

太田北工場グラウンド

◇内容 ゲームを楽しみながらのウ

ォークとウルトラクイズ

◇費用 無料（昼食は各自用意）

◇申し込み 電話で東京電力へ

明和分署職員人事異動
4 月 1 日付 （敬称略）

〔転出〕

C>小暮喜四郎（板倉分署へ）

C>柳沢功ー（館林消防署へ）

〔転入〕（）は前職

C>堀越彰（千代田分署）

C>荒井清隆（館林消防署）

聞こえますか？

子どもからの SOS

l 邑楽福祉事務所
匹（73)2141

子どもの虐待が増えています。親

の虐待によって尊い命が奪われる痛

ましい事件も起きています。次のよ

うなことに気づいたら虐待が疑われ

ます。ぜひ次の機関へ早めにご連絡

・ご相談ください。「虐待でなかった

らどうしよう」と不安を感じる必要

はありません。

．叩く音や叫び声が聞こえる

・不自然な傷が多い

・衣服や体がいつも極端に汚れてい

る

・小さな子どもを置いて頻繁に外出

している

児童相談所では、専門の職員が調

査指導を行い、必要な場合は子ども

を緊急に保護したり、施設入所させ

たりします。連絡をいただいたかた

の秘密は守ります。

◇連絡・相談先

・邑楽福祉事務所匹（73)2141

FAX (72) 6603 館林市仲町11-10

•太田児童相談所匹（31)3721

FAX (32) 3648 太田市西本町60-27

(15) 平成10年 5 月 10 日（日）

東洋大学で

学んでみませんか

l 板倉町教育委員会
匹（82)1111

東洋大学公開講座（県民文化大学

市町村連携講座）が開かれますので、

生涯学習を実践してみませんか。お

気軽にご参加ください。

◇テーマ 都市部における大気汚染

の植物への影響

◇講師 加藤美恵子（東洋大学生命

科学部教授）

◇日時 6 月 13 日山午前10時～正

午

◇会場 東洋大学板倉キャンパス

◇申込期間 5 月 11 日旧）～ 6 月 9 日

（火）

◇定員 200名

◇聴講料無料

◇申込万法往復ハガキに「学術講

演会」と記入のうえ、住所、氏名、

性別、年齢、職業、電話番号を明

記し、板倉町教育委員会(〒374-

0192板倉町板倉2067) へ

※詳しくは、板倉町教育委員会匹（82)

1111 にお問い合わせください。

家内労働旬間 5 月21 日～31 日「安心と信頼築こう 家内労働手帳」
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本
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こ
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先
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折
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布
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自
玉
番
組
を
曜
日
ご
と
に
テ
ー
マ
を

決
め
放
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
見
や
す
い
所

に
は
っ
て
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
広
報
同
様
、
取
材
に
伺
い
ま
す
。

そ
の
際
は
、
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
◎

皆
さ
ん
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
有
意

義
に
過
ご
せ
ま
し
た
か
。
長
期
休
暇
を
と
っ

た
後
は
、
誰
し
も
気
が
緩
み
ま
す
。
ま
た
、

6

月
に
な
る
と
梅
雨
の
時
期
に
な
り
、
路
面

も
視
界
も
悪
く
な
り
ま
す
。

運
転
を
す
る
時
は
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

締
め
、
気
も
ひ
き
締
め
て
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

ド
ラ
イ
ブ
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
⑭



: 
広報

1998 
（平成10年）

•発行／日月和村役場〒 370-0795 群馬票邑楽君胴月和村大字新里288番地・fl 02ワ6-84-3111 FAX0276-84-3114 

唄和村ホームページ http:/ /www.sunfield.or」p/meiwa/ •編集／企画課広報係 •印刷／東京広告（株）

No. 441 
〔 10 日（水）発行〕

表現豊かな手話てコミコニケーションを／

ボランティア活動や福祉への感らが高まってきて

いる中、手話教室が中央公民館で開かれましだ。

今月の主な紙面

•生涯学習アンケート調盃結果…②③

・行き止まり道路を拡幅整備………④

•投票がしやすくなりましだ………⑧



生涯学習 の拠点 ～生涯学習意識調盃より～

__,,,,,,,,, 

学習活動経験の有無

無回答 1.3%

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
必
要
に
応
じ
て
自
主
的
に
学
ぶ
「
生

涯
学
習
」
に
つ
い
て
、
村
民
の
皆
様
の
実
態
や
意
向
等
を
把
握
し
、
今
後
の
事

業
推
進
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
昨
年

7

月
か

ら

8

月
に
か
け
て
、
生
涯
学
習
意
識
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

対
象
は
、
村
内
に
在
住
す
る

2
0

歳
以
上
の
か
た
を
中
心
に
、
層
化
無
作
為

抽
出
法
に
よ
る
男
女
各
5
0
0

人
の
計
1
,
0
0
0

人
と
い
た
し
ま
し
た
。
回
答

者
は
、
男
性
1
5
8

人
、
女
性
2
2
6

人
、
無
回
答
4

人
の
計
3
8
8

人
で
、

回
収
率
は
3
8
.
8

％
で
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
集
計
、
分
析
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

に
つ
き
ま
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問 z

あ
な
だ
は
こ
の
1

年
間
の
う

ち
で
、
学
習
や
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
し
だ
こ
と
（
し
て
い

る
こ
と
）
が
あ
り
ま
す
か
。

①
あ
る

1
8
9

人

(
4
9
.
2
%
)

②
な
い

1
9
0

人

(
4
9
.
5
%
)

③
無
回
答

5

人

(
l
.
3
%
)

ない 活
動
経
験
が
「
あ
る
」
が
4
9
.
2
%

、

「
な
い
」
が4
9
.
5

％
で
は
ほ
均
衡
し

て
い
ま
す
。

「
学
習
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
解
釈
の
あ
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。

問
5

は
、
問
2

で
「
あ
る
」
と
お
答

え
に
な
っ
た

1
8
9

人
の
回
答
結
果
で

す
。
回
答
者
の
2

人
に
1

人
が
学
習
活

動
の
拠
点
を
「
明
和
村
」
と
し
、
「
周
辺

の
市
町
村
・
都
市
」
と
を
合
わ
せ
る
と

約
8
0

％
近
く
の
か
た
が
近
場
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

④
無
回
答

問 5
①
明
和
村

9
6

人

(
5
0
.
5
%
)

②
明
和
村
周
辺
の
市
町
村
・
都
市

4
8

人

(
2
5
.
3
%
)

③
「
①
、
②
」
以
外
の
市
町
村
・
都
市

3
0

人

(
1
5
.
8
%
)

1
5

人

(
8
.
4
%
)

地区別回収結果

あ
な
だ
が
そ
の
学
習
や
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
し
て
い

だ
場
所
は
ど
こ
で
し
た
か
。
次

の
中
か
ら
主
な
も
の
を
―
つ
選

ん
で
あ
答
え
く
だ
さ
い
。

学習活動で利用する場所
（生涯学習の経験者 189人）

② 
8月和村周辺の
市町村・都市
(25.3%) 

①、②以外の無回答
市町村・毬市
(1 5.8%) (8.4%) 

゜ 20 40 60 80 100 
% 

地区名 発送数 回収数 回収率

斗合田 33 12 36. 4% 

下江黒 28 , 32. l % 
上江黒 47 17 36. 2% 

千津井 57 18 31 6% 

江口 57 20 35.1 % 

田 島 51 18 35. 3% 

南大島 100 38 38. 0% 

新里 133 59 44.4% 

中谷 106 37 34. 9% 

梅原 84 23 27.4% 

川俣 35 10 28. 6% 

須賀 46 12 26.1 % 

大輪 81 33 40. 7% 

入ヶ谷 12 6 50. 0% 

矢島 62 17 27.4% 

大佐貰 68 24 35. 3% 

無回答 35 

計 1000 388 38. 8% 

平成10年 6 月 10 日（水） (2) 



生涯学習意識調査まとまる

/ 

..> U• 39J 

明和村孜百姐会

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

「
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
の

生
涯
学
習
推
進
の
た
め
に

必
要
な
基
礎
資
料
が
左
の

よ
う
な
冊
子
（
A
判
、
全

5
3

ペ
ー
ジ
）
に
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学習活動で利用した施設
閲5で雨和村と答えたかた96人）

ふるさと産業文化館
図書館

中央公民館

社会体育館
海洋センター
ふるさとの広場

運動場（テニスコート，利根川総合置動場等）
各地区集会所

その他
無回答

゜

, l 

l 

14 : 
l l 

l 

39 
198 l 

18 l 

22 l 
l 

14 : 
l 

8 I 

l l 

10 I 

8 
l l 

I 

1
7

人

(
1
8
%
)

⑤
ふ
る
さ
と
の
広
場

2
1

人

(
2
2
%
)

②
図
書
館

③
中
央
公
民
館

①
社
会
体
育
館

⑤
海
洋
セ
ン
タ
ー

問 s

問
5

で
①
を
あ
答
え
に
な
っ

だ
か
だ
で
、
あ
な
だ
が
よ
く
利

用
し
だ
（
し
て
い
る
）
施
設
は

何
で
す
t
Jo

（
複
数
回
答
）

①
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館9

人

(
9
%
)

1
3

人

(
1
4
%
)

3
7

人

(
3
9
%
)

1
7

人

(
1
8
%
)

10 20 30 40 50% 

⑦
運
動
場
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
）

1
3

人

(
1
4
%
)

⑧
各
地
区
集
会
所

7

人

(
8
%
)

⑤
そ
の
他

l
0

人

(
1
0
%
)

⑩
無
回
答

7

人

(
8
%
)

利
用
率
で
第
1

位
は
、
「
中
央
公
民
館
」

(
3
9
%
)と
な
っ
て
お
り
、
学
習
施
設

の
中
核
と
し
て
村
内
に
位
置
付
い
て
い

る
よ
う
で
す
。
今
後
の
利
用
率
向
上
に

向
け
、
事
業
内
容
・
方
法
の
改
善
が
求

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

①
ぜ
ひ

問 11

合
後
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
聞

き
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
新
だ
に

ま
だ
は
続
け
て
学
習
や
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
か
。
（
複
薮
回
答
）

（
続
け
て
）
し
た
い

1
1
9

人

(
3
1
.
0
%
)

②
都
合
が
つ
け
ば
し
た
い

1
8
1

人

(
4
7
.
2
%
)

③
必
要
性
を
感
じ
な
い

2
2

人

(
5
.
7
%
)

①
わ
か
ら
な
い
5
0

人

(
1
3
.
0
%
)

⑤
無
回
答

l
2

人
（

3
．
1
%
)

今
後
の
学
習
活
動
の
意
向
に
つ
い
て

は
、
「
ぜ
ひ
（
続
け
て
）
し
た
い
」
と
「
都

合
が
つ
け
ば
し
た
い
」
を
合
わ
せ
る
と

8
0

％
近
く
と
な
り
、
活
動
意
欲
の
高

い
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

学習や文化・スポーツ活動の意向
（固答者数384人）

■ ぜひ（続けて）しだい

都合がつけばしたい

無回答

3.1% 

全
体

必要性を感じない

わからない

47.2% I
%
 

5
 
n~ 3
%
 

• 

゜ 20 40 60 80 100% 

問 15

あ
な
だ
が
合
後
と
も
学
習
や

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
続
け

て
い
く
（
こ
れ
か
ら
す
る
）
と

し
だ
ら
、
そ
の
希
望
す
る
曜
日

と
時
間
は
い
つ
が
よ
い
で
す
か
。

（
複
薮
回
答
）

①
い
つ
で
も
よ
い35

人

(
1
1
.
6
%
)

②
平
日
（
月
＼
金
）
の
午
前

5
4

人

(
1
8
.
1
%
)

③
平
日
（
月
＼
金
）
の
午
後

5
7

人

(
1
9
.
0
%
)

①
平
日
（
月
＼
金
）
の
夜
間

9
3

人

(
3
1
.
0
%
)

言
曜
の
午
前

4
6

人

(
1
5
.
5
%
)

⑤
王
曜
の
午
後
8
2

人

(
2
7
.
4
%
)

⑦
王
曜
の
夜
間
6
3

人

(
2
1
.
0
%
)

⑧
日
曜
の
午
前
4
2

人

(
1
3
.
9
%
)

⑤
日
曜
の
午
後
3
6

人

(
1
1
.
9
%
)

胄
曜
の
夜
間

1
3

人

(
4
.
2
%
)

希
望
す
る
学
習
の
曜
日
・
時
間
帯
は
、

1

位
に
「
平
日
の
夜
間
」
で
3
1

％
を

占
め
、
回
答
者
の
約

3

人
に
1

人
が
希

望
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ばくの名前は

「マナビィ」だよ

ョロジクネ！

希望する学習活動の曜日・時閻帯
（活動意向をホした回答者数300人）

(3) 

いつでもよい
平日（月～金）の午前
平日（月～金）の午後
平日（月～金）の夜間

土曜日の午前
土曜日の午後
土曜日の夜閤
日曜日の午前

日曜日の午後
日曜日の夜閤

+ 

゜平成 10年 6 月 10 日（水）

しい風、生
涯
呂
子

コ刃
巳ヨ

10 20 30 40% 



村
お

か

知
ら
ら
の
せ

ノ
ヽ
ー

r
ー
― 」

要望されるかたは区長さんへ

断 面 図 （単位： m)

0.60 
(9  

幅員 4.60

4.00 

道 路

側溝

村
道
の
拡
幅
改
良
整
備
も
、
村
民
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
順
調

に
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
村
で
は
、
本
年

度
よ
り
五
行
き
止
ま
り
道
路
」
に
つ
い
て

の
拡
幅
整
備
を
推
進
し
て
い
く
計
画
で
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
「
行
き
止
ま
り
道
路
」

の
拡
幅
整
備
を
要
望
さ
れ
る
関
係
地
権
者

の
か
た
は
、
各
地
区
の
区
長
さ
ん
ま
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
行
き
止
ま
り
道
路
」
の
最
少
幅

員
は
、
4
.
6
m

（
片
側
側
溝
を
含
む
）

以
上
で
す
。

建
設
課

内
線
3
5
5

福
祉
作
業
所
の
入
所
者
を
募
集

村
で
は
、
福
祉
作
業
所
を
村
杜
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
、
す
で
に
休
園
し
て
い
る
東
幼
稚

園
を
利
用
し
て

7

月
1

日
か
ら
開
設
し
ま
す
の

で
、
入
所
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
入
所
対
象
者
企
業
へ
の
就
職
が
困
難
な
者

等
で
、
本
村
に
住
所
が
あ
る
満
1
5
歳
以
上
の

障
害
者
の
か
た

◇
申
し
込
み

6

月
1
8
日
困
ま
で
に
役
場
福
祉

課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
お
申
し
込

役
場
で
は
、
平
成
1
1
年
度
採
用
の
職
員
募
集

を
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
採
用
人
員
若
干
名

◇
職
種
一
般
行
政
職
お
よ
び
土
木
技
術
職

◇
一
次
試
験
県
町
村
会
が
行
う
統
一
試
験

◇
試
験
日

9

月
2
0
日
同

◇
試
験
場
所
県
立
前
橋
女
子
高
等
学
校
（
前

橋
市
紅
雲
町
2
_
1
9
|
1
)

さ
ら
に

1
0
月1

日
に
町
制
施
行
を
目
指
し
て
い
る
本

村
で
は
、
す
で
に
明
和
村
を
明
和
町
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
群
馬
県
知
事
に
申
請
し
て
お
り
、

5

月
2
7
日
開
会
の
県
議
会
定
例
会
で
審
議
さ
れ
、

6

月
1
0
日
に
議
決
さ
れ
る
日
程
と
な
っ
て
い
ま

す
。議

決
後
は
知
事
が
決
定
、
告
示
し
、

企
画
課

自
治
大
臣
へ
届
け
出
、
官
報
告
示
さ
れ
て
明
和

町
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。内

線
3
4
0

町
制
施
行
は
県
議
会
で
6

月

1
0日
議
決

総
務
課

み
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。

◇
開
設
場
所
明
和
村
大
字
千
津
井

2
9
1

番

地
（
東
小
学
校
校
庭
北
側
）

※
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
役
場
総
務
課

6
闘
3
1
1
1

※
詳
し
い
こ
と
は
、
広
報
め
い
わ

7

月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

内
線
3
3
2

平
成
1
年
度
採
用
の
村
職
員
を
募
集

福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

平成10年 6 月 10 日（水） (4) 
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住
民
税
の
特
別
減
税
が

村
で
は
、
車
い
す
を
必
要
と
す
る
障
害

者
お
よ
び
高
齢
者
等
の
福
祉
の
向
上
を
図

る
た
め
、
福
柾
車
両
（
シ
ー
ト
昇
降
装
置

付
き
自
動
車
）
の
貸
出
事
業
を
7

月
か
ら

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
車
両
は
「
め
い
わ
福
祉
号
」
と
称

し
、
対
象
者
の
通
院
や
買
物
な
ど
日
常
生

活
の
利
便
性
を
図
る
と
と
も
に
、
行
事
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
す
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
貸
し
出
し

を
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

該
当
さ
れ
る
か
た
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

村
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
か
た

m
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、
車
い
す

で
日
常
行
動
を
行
う
か
た

1
0
年
度
分
の
個
人
住
民
税
（
村
・
県
民

税
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
特
別
減

税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
特
別
減
税
は
個
人
住
民
税
の
所
得
割

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
（
均
等
割
だ
け

の
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

◇
特
別
減
税
の
額
は
次
の
金
額
の
合
計

額
で
す
。
た
だ
し
、
1
0
年
度
分
の
所
得

割
額
を
限
度
と
し
ま
す
。

•
本
人
…
l
7
,
0
0
0

円

．
控
除
対
象
配
偶
者
…
8
,
5
0
0

円

図
高
齢
の
た
め
、
車
い
す
で
日
常
行
動
を

行
う
か
た

⑤
傷
病
等
で
一
時
的
に
車
い
す
で
日
常
行

動
を
行
う
か
た

（
な
お
、
対
象
者
と
行
動
を
共
に
す
る
場

合
で
あ
れ
ば
、
家
族
等
も
め
い
わ
福
祉

号
に
同
乗
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

◇
借
用
手
続
き

借
用
し
よ
う
と
す
る
日
の

1

週
間
前
ま

で
に
役
場
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）
へ
、
印
鑑
持
参
の
う
え
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◇
費
用

借
用
の
費
用
は
無
料
で
す
が
、
燃
料
費

は
借
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
借
用
回
数
あ
よ
び
期
間

月
2

回
以
内
と
し
、

1

回
に
つ
き

3

日

以
内
と
し
ま
す
。

・
扶
養
蜆
族
（
1

人
に
つ
き
）
…
8

，

5

0
0

円

◇
実
施
方
法
は

①
給
与
所
得
者
（
天
引
き
）
に
つ
い
て
は
、

本
年
6

月
分
の
個
人
住
民
税
を
徴
収
し

な
い
で
、
特
別
減
税
額
を
控
除
し
た
後

の
額
を
本
年
7

月
か
ら
来
年
5

月
ま
で

の
1
1か
月
間
で
徴
収
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
勤
務
先
へ
の
通
知
書
送
付
が
1

か

月
遅
れ
6

月
と
な
り
ま
す
。

②
給
与
所
得
者
（
天
引
き
）
以
外
の
人
に

税
務
課

実
施
さ
れ
ま
す

つ
い
て
は
、
本
年
6

月
分
（
第
1

期
）

の
納
付
時
に
特
別
減
税
額
を
控
除
し
ま

す
。
な
お
、
第

1

期
で
控
除
し
き
れ
な

い
分
は
、
次
の
納
期
以
降
に
控
除
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
線
3
4
4

シート昇降装置で乗り降り簡単

福
祉
課
（
老
人
福
祉
ビ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

シ
ー
ト
昇
降
装
置
付
き
自
動
車
を
貸
し
出
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、

セ
ン
タ
ー
内
）

、
。
し

役
場
福
祉
課
（
老
人
福
祉

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

キャンプの参加者を募集します

村
教
育
委
員
会
で
は
、
キ
ャ
ン

プ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
期
日

7

月
2
9
日
因
、
3
0
日
困

1

泊
2

日

◇
場
所
小
平
の
里
（
大
間
々
町
）

◇
対
象
小
学
校

4
.
5
.
6

年

生
◇
定
員
2
5
人
（
個
人
応
募
に
限

り
ま
す
）

◇
受
付

6

月
1
9
日
固
か
ら
教
育

委
員
会
事
務
局
（
中
央
公
民
館

内
）
で
随
時
受
け
付
け
し
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
初
参

加
者
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
＜

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◇
内
容
野
外
炊
飯
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な

ど
◇
参
加
費

5
,
0
0
0

円

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事
務

局
生
涯
学
習
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局

6
闘
4
4
9
1

(5) 平成10年 6 月 10 日（水）



村からのお知らせ

国
民
年
金
は
、
2
0
歳
か
ら
6
0
歳
ま
で
保

険
料
を
納
め
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
4
0
年

の
間
に
は
病
気
や
失
業
な
ど
で
ど
う
し
て

も
納
め
ら
れ
な
い
時
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
時
の
た
め
に
、
国
民
年
金

に
は
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
所

得
や
資
産
の
状
況
な
ど
を
み
て
判
断
さ
れ

ま
す
。

学
生
の
場
合
は
？

学
生
の
場
合
、
一
般
的
に
収
入
が
無
い

か
、
少
な
い
場
合
が
多
い
た
め
、
親
の
収

入
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
あ
ま
り
親
に
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
学
生
の
免
除
は
緩
や
か
な
基
準

に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

親
の
収
入
額
、
親
と
同
居
か
別
居
か
学
校

が
国
公
立
か
私
立
か
な
ど
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
ま
す
。

※
免
除
期
間
の
追
納
に
つ
い
て

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
将

来
年
金
を
受
け
る
と
き
納
付
し
た
場
合
の

3

分
の
1

で
計
算
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

を
後
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
「
追
納
」
を

住
民
課

内
線
3
3
7

喜
お
勧
め
し
ま
す
。

追
納
は
1
0
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
保
険
料
は
経
過
し
た
年

数
に
よ
っ
て
加
算
さ
れ
た
額
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

農休日は 7 月

◎水稲作業

作業名 作 業 内 示合 作業料金

耕 起 1 番うない 4,500 

ケ 2 番うない 3,500 

代 か き 6,000 

耕起～代かき 耕起～代かきまで一貫で委託した場合 13,000 

代かきのみ 委託した場合 6,000 

コ月 苗（種苗） 苗箱20枚標準、一切受託者もち 14,000 

ク 苗箱20枚標準種子、苗箱は委託者もち 10,000 

田植（機械植） 補植なし（端まわり 欠株の補植を除く） 6,000 

育苗～田植 育苗～田植一切 19,000 

コンバイン刈取り 刈取り、委託者宅迄運搬（結束は2,000円高） 16,000 

コンバイン一貫作業
刈取り、乾燥調整、委託者宅迄届ける

27,000 
廻り刈りを含む一切（結束は2,000円高）

乾燥籾摺り調整 1 俵当たり（生籾の場合） 1,500 

籾摺り調整 1 俵当たり（生籾の場合） 600 

◎麦

4
 平成10年度明和村農作業標準料金表

作 業

作業名 作 業 内 容 作業料金

耕 起 7,000 

施肥播種 ドリル播（耕起・肥料・種子代は別） 4,500 

声ィ臭 土 2,800 

刈 取 り 15,000 

セ ツ 卜刈取りから乾燥、調整 26,000 

〇農繁期労賃

日（土） . 3 
日（金） . 

5 日（日）です

(10アール当たり）

(10アール当たり）

1 日当たり・・・・・・・・・・・・・・・男 8,000円

女 7,000円
〇農繁期以外労賃 1 日当たり・・・・・・・・・・・・・・・・.. 6,000円
（注）上記の料金は標準額ですから、ほ場条件・地域間でそれぞれ格差が

ある事と思いますので、参考として利用してください。

農業委員会（役場内） 内線351

8 月 2 日（日）納涼祭 高校開放講座（コンヒコー成の基叩操作）

企
画
課

村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

6
闘
4
4
9
1

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
操
作
を

学
び
、
ワ
ー
プ
ロ
に
よ
る
簡
単
な

文
書
作
成
と
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
表

計
算
の
方
法
を
獲
得
し
よ
う
。

◇
期
間
9
月
1
4
日
回
か
ら
1
0
月

1
9
日
同
ま
で
の
1
5
回
毎
週
月

•
水
・
金
曜
日
（
午
後
7

時
1

9

時
）

◇
場
所
県
立
館
林
商
工
高
校

◇
定
員
3
0
人
（
先
着
順
）

◇
資
料
代
金

8
7
0

円
（
受
講

料
は
無
料
）

◇
申
込
期
間

7

月
6

日
同
1
1
0

日
固

◇
申
し
込
み
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

今
年
も
8

月
2

日
同
、
午
後
3

時
か
ら
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
第

7

回
明
和
村
納
涼
祭
を
行
い
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
催

し
物
を
多
数
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
、
ご

家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
く
だ
さ

、
。
し※

詳
し
い
こ
と
は
、
広
報
め
い
わ

7

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

内
線
3
4
0

平成10年 6 月 10 日（水） (6) 



役場

故
・
恩
田
義
雄
さ
ん
（
梅
原
・
享
年
7
1歳
）

に
、
こ
の
た
び
勲
六
等
単
光
旭
日
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

恩
田
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年
八
月
村
議
会

議
員
に
当
選
以
来
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
ま
で

故・恩田義雄さん

連
続
四
期
、
十
六
年
も
の
永
き
に
わ
た
り
活
躍

さ
れ
、
そ
の
間
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、
経
済
常
任
委
員

会
委
員
な
ど
を
歴
任
し
た
の
を
は
じ
め
、
村
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
、
村
有
線
放
送

運
営
委
員
会
委
員
、
村
交
通
指
導
員
、
村
工
場

誘
致
対
策
委
員
、
村
監
査
委
員
、
村
民
生
委
員

推
薦
会
委
員
、
梅
原
区
長
等
幅
広
い
要
職
を
全

う
し
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

さ
ら
に
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
か
ら
平
成
九

年
三
月
ま
で
の
十
二
年
間
、
村
体
育
協
会
長
と

し
て
村
民
の
体
位
の
向
上
と
健
全
な
体
育
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

勲
六

等
単
光
旭
日
章

故. 
恩
田
義
雄
さ
ん
に

匹 (84)3111

ス
ロ
ー
ガ
ン

あ
な
た
が
主
役
！
交
通
安
全

期
間7
月
1
0
日
固
ー
1
6
日
困

運
動
の
重
点

・
若
者
の
交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
着
用
の
徹
底

•
う
っ
か
り
、
ぼ
ん
や
り
運
転
の
防
止

三言言
[

岱
マ
和
‘

地下水の保全に努めましょう
地盤沈下対策事業

レ

デ
ィ

夏
の
県
民

交
ス
交

通
安
全
運
動

通
安
全
週
間

地
盤
沈
下
は
、
過
剰
な
地
下
水
揚
水

に
よ
り
地
下
水
の
大
幅
な
低
下
が
発
生

し
、
そ
の
た
め
圧
縮
し
や
す
い
粘
土
層

な
ど
が
収
縮
し
て
発
生
し
ま
す
。
こ
れ

を
防
ぐ
に
は
、
過
剰
な
地
下
水
揚
水
を

行
わ
ず
、
地
下
水
位
を
適
正
な
水
準
で

保
つ
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
村
で
は
、
役
場
、
学
校
な
ど

の
公
共
施
設
に
節
水
こ
ま
を
取
り
付
け

節
水
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
一
般
家
庭

の
水
道
蛇
口
に
も
、
希
望
者
に
対
し
節

水
こ
ま
を
無
料
で
取
り
付
け
、
節
水
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
雨
水
を
流
さ
ず
に
浸
透
桝
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
下
水
の
か

ん
養
を
図
る
た
め
雨
水
浸
透
桝
の
設
置

者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
私
た
ち

の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
地
下
水
を
守
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
水
道
蛇
口
節
水
こ
ま
取
付
け
事
業

取
り
付
け
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

役
場
環
境
保
健
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

ヽ
.

0
 

し
＞

◇
雨
水
浸
透
桝
設
置
費
補
助
事
業

〔
設
置
基
準
〕

・
対
象
住
宅
自
己
の
住
居
に
供
す
る

一
戸
建
て
住
宅
（
建
売
、
分
譲
住
宅

除
く
）

・
設
置
基
数

1

世
帯
4

基
ま
で

・
設
置
位
置
地
下
浸
透
に
効
果
的
で
、

か
つ
、
家
屋
、
設
置
境
界
お
よ
び
擁

壁
等
へ
の
影
響
を
配
慮
し
た
場
所

•
そ
の
他
雑
排
水
浸
透
桝
と
の
併
用

は
除
く

〔
補
助
金
交
付
申
請
の
手
続
き
〕

・
補
助
金
額

1

基
2

万
円

(
1世
帯

4

基
ま
で
）

雨水浸透桝 水遵の蛇口に取リ付けた

節水こま

環
境
保
健
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
6
8
6

環
境
保
健
課
（
保
健
セ

．
申
請
場
所

ン
タ
ー
内
）

・
必
要
な
も
の
印
鑑
、
口
座
番
号
（
申

請
者
の
も
の
に
限
る
）
、
領
収
書
（
明

細
書
）

．
申
請
期
限
工
事
完
了
の
年
度
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い

•
そ
の
他
工
事
状
況
の
検
査
を
行
い

ま
す
。

節
水
こ
ま
と
は

普
通
こ
ま
と
と
同
様
に
用
い
ら
れ
ま

す
が
、
特
に
こ
ま
の
形
状
を
変
え
て
節

水
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

雨
水
浸
透
桝
と
は

雨
水
浸
透
桝
（
直
径
約
3
5
c
m
)
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
穴
が
た
く
さ
ん
空

い
て
い
ま
す
。
雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ

せ
や
す
く
し
て
あ
り
ま
す
。

(7) 平成10年 6 月 10 日（水）



投票しやすく

みんなで参加

なりました

明るい選挙

0

今
ま
で
は
、
一
人
で
投
票
所
に
入
る

こ
と
が
原
則
で
し
た

‘
0

0

こ
れ
か
ら
は
、
小
さ
な
お
子
様
と
一

緒
に
投
票
所
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で
付

添
い
や
看
護
が
必
要
な
か
た
も
、
付

添
人
、
看
護
人
の
か
た
と
一
緒
に
投

票
所
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
さ
な
お
子
様
な
ど
と

一
緒
に
入
場
で
き
ま
す

0

今
ま
で
は
、
お
店
や
職
場
が
投
票
区

の
区
域
外
な
ら
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
し
た
。

0

こ
れ
か
ら
は
、
お
店
や
職
場
が
投
票

区
の
区
域
内
で
も
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

0

ま
た
、
投
票
日
に
親
族
の
冠
婚
葬
祭

が
あ
る
か
た
も
、
投
票
区
域
を
問
わ

ず
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

0

今
ま
で
は
午
後
5

時
ま
で
だ
っ
た
不

在
者
投
票
の
時
間
が
、
午
後
8

時
ま

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

0

自
営
業
の
か
た
な
ど
は
仕
事
を
済
ま

せ
て
か
ら
、
ま
た
会
杜
へ
通
勤
し
て

い
る
か
た
な
ど
は
、
帰
宅
の
途
中
に

不
在
者
投
票
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

不
在
者
投
票

時
間
も
午
後

8

ま
で
に
な
り
ま
し
た

時の

0

今
ま
で
は
午
後
6

時
ま
で
だ
っ
た
投

票
時
間
が
午
後
8

時
ま
で
延
長
さ
れ

ま
し
た
。

〇
夕
方
ま
で
仕
事
が
あ
る
か
た
も
投
票

で
き
ま
す
。

0

家
族
や
友
人
と
昼
間
レ
ジ
ャ
ー
に
出

か
け
る
予
定
が
あ
っ
て
も
、
計
画
を

変
更
し
な
く
て
済
み
ま
す
。

自
営
業
の
か
た
な
ど
や

冠
婚
葬
祭
な
ど
の

予
定
が
あ

る

か

た

投
票
時
間
が
午
後

8

時

ま
で
に
な
り
ま
し
た

、
9
、

1

、
9
、
9
、

1

、
9
、
9
、
9
.

i

•
9
`
9
.
9
.
9
.
9
.
9
、
9
.
9
、
9
、
9
、
9
、
9
`
I
、

1

、
9

ヽ
·
’

一
次
の
よ
う
な
か
た
も
一

―
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
一

9
.
9
.
9
•
9
、

0

今
ま
で
は
、
引
っ
越
し
先
が
都
道
府

県
議
会
議
員
の
選
挙
区
の
区
域
外
な

ら
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
し
た
。

0

こ
れ
か
ら
は
、
引
っ
越
し
先
が
他
の

市
町
村
な
ら
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

に

住て

ん他越
で

し引

つ

な
ど
を

の
市
町
村

い
る
か
た

し

最
近
の
各
種
選
挙
に
あ
け
る
投
票
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
有
権
者
の
ガ
だ
が
だ
が
、
よ
り
投
票

し
や
す
い
礫
境
を
整
え
る
だ
め
、
投
票
時
間
が
午
後

8

時
ま
で
延

長
さ
れ
、
不
在
者
投
票
で
き
る
事
由
も
緩
和
さ
れ
る
な
ど
公
職
選

挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
だ
。

そ
こ
で
、
7

月
2
5日
に
任
期
満
了
と
な
る
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
が
近
く
予
定
さ
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
改
正
の
内
容
に
ご
理
解

い
だ
だ
き
、
ぜ
ひ
貴
重
な
一
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
あ
り
で
す
。

レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
の

私
用
で
投
票
日
に

投
票
区
内
に
い
な
い
か
た

0

今
ま
で
は
、
や
む
を
得
な
い
用
務
で

市
町
村
の
区
域
外
に
い
る
場
合
だ
け

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
し
た
。

0

こ
れ
か
ら
は
、
何
ら
か
の
用
務
で
投

票
区
の
区
域
外
に
い
る
場
合
は
、
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

0

今
ま
で
は
、
投
票
当
日
に
投
票
に
行

け
な
い
理
由
を
、
宣
誓
書
に
事
細
か

に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

0

こ
れ
か
ら
は
、
宣
誓
書
に
列
挙
さ
れ

て
い
る
不
在
者
投
票
の
事
由
の
中
か

ら
、
自
分
が
該
当
す
る
も
の
を
選
択

す
る
だ
け
で
済
み
ま
す
。

〇
印
鑑
を
持
っ
て
い
く
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。

0

今
ま
で
不
在
者
投
票
所
に
は
、
候
補

者
の
氏
名
な
ど
は
掲
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
必
要
に
応
じ
て
候
補
者
リ
ス
ト

の
コ
ピ
ー
や
新
聞
の
切
り
抜
き
な
ど

を
お
見
せ
す
る
だ
け
で
し
た
。

0

こ
れ
か
ら
は
不
在
者
投
票
所
に
も
、

候
補
者
の
氏
名
や
党
派
、
名
簿
届
出

政
党
の
名
称
や
略
称
を
、
公
示
（
告

示
）
日
の
翌
日
か
ら
掲
示
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
正
内
容
は
、
平
成

1
0年

6

月
1

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
明
和
村
選
挙
管
理
委
員

会
6
闘
3
1
1
1

内
線
3
3
2

へ
お
囲

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
所
で
も

氏
名
や
政
党
名
な
ど
を

掲
示
し
ま
す

に手不

な続在

り
ま

し簡票

た

き者

が投

単の

このくにの あしたをつくる あなたの一票 平成10年 6 月 10 日（水） (8) 
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健康診査は結果も大事です

結果説明会の日程表

実施日 受付時間 会 場 実施巳 受付時間 会 場

6/19（金） 9ｷ40~10 00 斗合田集落センター 6/26（金） 9 40~10 00 須賀公民館

9.40~10 00 東部児童館 9 40~10 00 大輪転作促進研修罷設
6/22（月） 6/29（月）
13 10~13 30 田島集会所 13 10~13 30 矢島公民館

9 40~10 00 江口集落センター 7/ 1 （水） 9 40~10 00 大佐貫農構改善セ‘ノダー
6/24（水）
13 10~13 30 梅原集落センター 7/ 3（金） 9.40~10 00 南大島農構孜善セソダー

6/25（木） 9.40~10 00 川俣公民館 7/ 6（月） 9ｷ40~10 00 保健センター

5

月
に
行
わ
れ
ま
し
だ
基
本
健
康
診

盃
の
結
果
説
明
会
が
左
記
の
日
程
で
開

か
れ
ま
す
。
健
康
診
盃
は
受
け
る
だ
け

で
な
く
、
結
果
を
見
て
自
分
の
健
康
状

態
を
把
握
し
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
改
善

に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
健
康
診
盃

を
受
け
だ
会
場
に
あ
い
で
く
だ
さ
い
。

※
選
択
検
査
（
心
電
図
、
賑
底
、
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
紐
‘
貧
血
検
査
）
を
受
け
た

か
た
は
、
7

月
1
4日
、

1
5日
に
結
果
説

咀
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン

タ
ー
ヘ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

放
病
置
気
す
が
る
生
と
じ J

T
 

ん
く
な
る

脳

脳出血、

眼底目出血 (U）蒻心臓
狭心症、
心筋梗塞
など

腎臓

腎不全

自
分
の
日
ご
ろ
の
血
圧
値
、
ご
存

じ
で
す
か
。
人
に
よ
っ
て
は
血
圧
が

高
く
て
も
自
覚
症
状
が
全
く
な
く
、

経
過
し
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
し

か
し
、
血
圧
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、

生
活
習
慣
病
を
発
症
さ
せ
た
り
、
進

行
さ
せ
て
し
ま
う
―
つ
の
要
因
に
な

り
ま
す
。

血
圧
は
、
食
事
や
運
動
、
精
神
面

な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

1

回

の
血
圧
測
定
の
結
果
で
高
血
圧
と
は

診
断
で
き
ま
せ
ん
。
定
期
的
に
測
定

し
、
そ
の
結
果
、
血
圧
が
高
い
状
態

が
続
く
よ
う
な
ら
、
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
、
生
活
改
善
を
試
み
な
が
ら
一
度

受
診
を
し
て
医
師
の
指
示
を
仰
ぐ
こ

と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
い
く
ら
自
覚

症
状
が
な
く
て
も
、
高
血
圧
の
状
態

が
長
く
続
く
と
、
心
臓
や
血
管
に
負

担
が
か
か
り
、
脳
、
心
臓
、
腎
臓
、

目
な
ど
に
障
害
が
起
こ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
の
引
き
金
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

•3••g••g••

00
••

00••g••

00
••

00
••

3
••g••g••g••

00
••g••g••g••g••g••

00
••g••g••g••g••g•

03
••

00
••g• 

症
状
が
良
く
な
っ
て
き
た
り
、
血
圧

が
下
が
っ
て
き
た
り
す
る
と
、
処
方
さ

れ
て
い
る
薬
を
勝
手
に
中
止
し
た
り
、

自
分
の
判
断
で
薬
の
量
を
減
ら
し
て
し

ま
う
人
が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
、

治
療
以
前
の
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
か
え
っ
て
状
態
を
悪
化
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
師

の
診
察
を
迷
わ
す
原
因
に
な
り
、
悪
化

し
た
時
の
対
処
が
き
ち
ん
と
で
き
な
く

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
処
方
さ
れ
て
い
る

薬
は
必
ず
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
服
用

し
ま
し
ょ
う
。
何
か
疑
問
に
思
う
こ
と

平成 9 年度

基本健診における血圧測定結果

は
、
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

こ
ん
な
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
…

最高血圧160
治療中

mmHg以上
治療歴の

血圧 もしくは最 301 人 ある人

測定者
低血圧 90 (19 1 %) 又忠巨0今ク

mmHg以上
治療歴

173人

1,575人
のない人

(57. 5%) 

160mmHg末
満かつ 90 1,274人
mmHg未満 (80 9%) 

上
記
の
結
果
を
み
る
と
、
血
圧
測
定

を
し
た
人
の
約
5

人
に
1

人
が
血
圧
が

高
い
状
態
に
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
の
人
は
、

血
圧
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
測
定
し

た
段
階
で
は
、
血
圧
に
関
し
て
の
受
診

や
治
療
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

1

回
の
測
定
結
果

で
は
診
断
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

3
0
1

人
全
員
が
高
血
圧
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

た
だ
一
番
心
配
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
後

一
度
も
測
定
す
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ

て
い
る
の
で
は
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

血
圧
は
、
高
か
っ
た
、
適
切
だ
っ
た

な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
ぜ
ひ
定
期
的
な

測
定
を
お
勧
め
し
ま
す
。

心
配
な
の
は
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
る

こ

と

(9) 平成10年 6 月 10 日（水）



ぁらのゎ
下水道施設を村関係者が視察

新治村終末処理場

▲終末処理場を視察する村関係者

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
饂
3
1
1
1

公
共
下
水
道
事
業
を
推
進
し
て
い
る
村
で
は

5

月

1
2

日
、
村
長
、
地
元
議
員
、
地
元
関
係
者
な
ど
2
5
人
が
利

根
郡
新
治
村
の
終
末
処
理
場
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

村
で
は
第
四
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
下
水
道

の
都
市
計
画
決
定
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
今
回
先
進
地

で
あ
る
、
新
治
村
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
湯

宿
処
理
場
を
視
察
し
た
も
の
で
す
。

下
水
道
事

業
は
、
よ
り

快
適
な
居
住

環
境
や
公
共

用
水
域
の
水

質
保
全
を
図

る
た
め
必
要

な
も
の
で
、

住
民
の
か
た

が
た
の
理
解

と
合
意
の
も

と
に
推
進
し

て
い
き
ま
す

の
で
ご
協
力

く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し

ま
す
。

障害者への理解を
中央公民館手話教室

中
央
公
民
館
の
定
期
講
座
で
あ
る
手

話
教
室
が
5

月
9

日
か
ら
毎
週
土
曜
日

に
同
館
で
5

回
開
か
れ
、
1
8
人
の
参
加

者
は
手
話
の
基
本
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

同
教
室
は
、
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心
を
深
め
る
こ
と
が

目
的
で
、
講
師
に
館
林
市
聴
覚
障
害
者

福
祉
協
会
手
話
部
長
の
吉
原
孝
治
さ
ん
、

通
訳
に
館
林
手
話
サ
ー
ク
ル
あ
す
な
ろ

会
の
落
合
宏
美
さ
ん
を
迎
え
、
今
回
初

め
て
開
か
れ
ま
し
た
。

第
2

回
目
の
教
室
で
は
、
手
話
で
自

己
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員

が
1

人
ず
つ
名
前
、
住
所
、
家
族
、
年

齢
な
ど
を
身
体
全
体
で
表
現
し
、
障
害

者
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

だぃ

▲手話を熱心に学んでいる受講生

花づくりでふれあいを
花いっぱい運動

▲花の苗を楢えつける地域の人たち（新里）

村
教
育
委
員
会
で
は
5

月

1
0日
、

村
花
升
組
合
の
協
力
を
得
て
用
意
し

た
花
の
苗
約
1
,
6
0
0

鉢
を
各
地
区

の
子
ど
も
会
育
成
会
を
通
じ
て
配
布

し
ま
し
た
。

村
で
推
進
し
て
い
る
「
花
い
つ
ば

い
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
花
づ
く

り
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

や
思
い
や
り
の
心
を
育
む
た
め
に
実

施
し
た
も
の
で
す
。
苗
は
ト
レ
ニ
ア
、

ガ
ザ
ニ
ア
、
ベ
コ
ニ
ア
、
コ
リ
ウ
ス

の
4

種
類
で
子
ど
も
の
人
数
分
を
配

布
。
各
地
区
ご
と
に
、
プ
ラ
ン
タ
ー

に
植
え
た
り
、
集
落
セ
ン
タ
ー
や
遊

び
場
の
敷
地
な
ど
に
植
え
て
、
み
ん

な
で
花
を
育
て
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

平成10年 6 月 10 日（水） (10) 



本村から 36 人が植樹
第 49 回全国植樹祭

i
 

►

植
樹
を
す
る
本
村
の
一
般
公
募
者

.
7、

\ 

``' 
<....配布さ

..V¥ \し／

3“ ▲全国植樹祭式典

第
4
9
回
全
国
植
樹
祭
が
5
月
1
0

日
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
お
迎

え
し
、
県
立
森
林
公
園
「
2
1
世
紀

の
森
」
（
沼
田
市
・
川
場
村
）
で
、

約
1
万
7
,
5
0
0
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
植
樹
祭
は
、
「
森
林
と
水
と

人
間
の
未
来
」
を
考
え
る
場
と
し

て
開
か
れ
た
も
の
で
、
参
加
者
は

ス
ギ
、
ビ
ノ
キ
な
ど
3
6
種
類
の
苗

木
を
植
樹
し
、
森
林
を
大
切
に
す

る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
斎
藤
村
長
や
森

尻
村
議
会
議
長
、
公
募
に
よ
る
一

般
参
加
者
な
ど
3
6
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

ま
た
、
会
場
内
で
使
用
の
県
産

の
杉
を
用
い
た
椅
子
や
飾
花
プ
ラ

ン
タ
ー
は
、
本
村
で
も
公
共
施
設

で
の
使
用
を
希
望
し
た
と
こ
ろ
一

部
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

上山市とサッカーで交流
少年サッカー交流大会

明
和
F
C

（
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
・
父
母
会
長
鯉
沼
か
お
る
さ
ん
）

で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
5
月
3

日
か
ら
5
日
ま
で
山
形
県
上
山
市
か

ら
4
チ
ー
ム
を
迎
え
、
館
林
・
上
山

交
流
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
上
山
市
の
選
手
が
、
そ
れ
ぞ

れ
地
元
選
手
の
自
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
て
、
蜆
ぱ
く
を
深
め
る
大
会

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
「
西
一
S
C

」
「
本
庄
F

C
」
の
選
手
総
勢
認
名
を
受
入
れ
、

試
合
の
合
間
、
夜
の
ひ
と
と
き
と
2

泊
3
日
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

大
会
は
1
0
チ
ー
ム
で
競
わ
れ
、
明

和
F
C

は
6

勝
0
敗
で
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。

◄

優
勝
し
た

明
和
F
C

とt占干詑誓卜ぶ，し9

▲試合前、本庄 FC との記念撮影

38人が自慢ののどを披露
老人福祉センターカラオケ大会

第 3 位

松本義ーさん

• 

準優勝

神谷富次さん

優勝

折原勢津さん

5
月
1
1
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
カ

ラ
オ
ケ
大
会
が
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
約
2
2
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

3
8
人
の
出
演
者
は
、
自
慢
の
の
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。
な
お
、
上
位
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
優
勝
…
折
原
勢
津
（
大
佐
貫
）

◎
準
優
勝
：
神
谷
富
次
（
梅
原
）

◎
第
3

位
…
松
本
義
一
（
大
輪
）

◎
優
秀
賞
…
田
口
辰
（
上
江
黒
）
▽
阿

部
ヨ
シ
子
（
大
輪
）
▽
今
成
幸
一
（
江

口
）

◎
特
別
賞
…
多
田
好
民
（
上
江
黒
）
▽

渋
澤
ろ
く
（
須
賀
）
▽
石
村
一
雄
（
大

佐
貫
）
▽
関
口
君
子
（
江
D
)
▽
柿
沼

広
一
（
大
輪
）
▽
遠
藤
正
美
（
梅
原
）

(11) 平成10年 6 月 10 日困



◇
期
日

7

月
1
9

月
夜
間

8

回

◇
会
場
ゴ
ル
フ
練
習
場
（
館
林
市
）

◇
対
象
村
内
在
住
・
在
勤
者

ゴ
ル
フ
教
室

◇
期
日

7

月
2
6
日
同

◇
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
村
内
在
住
、
在
勤
者
で
蝙
成

す
る
チ
ー
ム

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

7

月
1
2
日
同
ま
で
、
社

会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

第
4
0回
村
民
野
球
大
会

募

集

不流 ---9
: --- ---

社会体育館

8 (84) 4626 

海洋センター

匹 (84)5511

◇
期
日

7

月

•
8

月

◇
会
場
武
道
館

◇
対
象
小
・
中
学
生
、

◇
募
集
人
数
2
0
人

◇
参
加
費

4
5
0

円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
6
月
1
7
日
因
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

◇
期
日

7

月
＼
1
1
月
計
1
0
回

◇
会
場
社
会
体
育
館
ほ
か

◇
対
象
6
0
歳
以
上
の
健
康
な
男
女

◇
募
集
人
数
3
0
人

◇
参
加
費

4
5
0

円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
6
月
1
7
日
因
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
杜
会
体
育
館
、
ま
た

は
環
境
保
健
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

中
高
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

◇
期
日

7

月
＼
且
月
計

8

回

◇
会
場
社
会
体
育
館
ほ
か

◇
対
象
4
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
健
康

な
男
女

◇
募
集
人
数
3
0
人

◇
参
加
費

4
5
0

円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
6
月
1
7
日
困
か
ら
、
参

剣

道

一
般
男
女

計
8

回

教

室

◇
募
集
人
薮
2
0
人

◇
参
加
費

1
,
2
9
0

円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み

6

月
1
7
日
因
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

小学生水泳教室

一
/
 

泳

◇
期
日

7

月
2
1
日
因
・
2
2
日
因
・
2
4

日
固
・
2
9
日
困
•
3
0
日
因
•
3
1
日
固

◇
時
間
午
後

2

時
1
3

時

◇
会
場
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
小
学
生

◇
募
集
人
数
3
0
人
（
先
着
順
）

◇
募
集
期
間
6

月

2
1
日
同
1
7月
5

ヽ

日
日9
9

 

◇
参
加
費
入
会
金

5
0
0

円

会
費

1
,
5
0
0

円

◇
申
し
込
み
海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
参
加

費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

.

.
 

`
.
‘
l

い
ー
＇
へ
‘
i
l

、
,
tÙ 短夏

期休

水み

教学

室生

◇
期
日

7

月
．

8

月
計

5

回

◇
会
場
社
会
体
育
館
ほ
か

◇
対
象
親
子
（
小
学
生
）

◇
募
集
人
数
2
0
人
(
1
0
組
）

◇
参
加
費

4
5
0

円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み

6

月
1
7
日
困
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
杜
会
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

スフ

ポア

ミ

リツ
講
習
会

加
費
を
涼
え
て
社
会
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

優
勝
中
谷

準
優
勝
須
賀

3

位
梅
原

B

4
位
下
江
黒

第
回
協
会
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

, 
3 3 準優

優
位 1立勝勝

千
津
井
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

日
東
製
器
ソ
フ
ト
部

M
S
C
フ
レ
ン
ド

川
俣
愛
好
会
]
 

第

2
1
回
村
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

結

果

優勝した「千津井‘ノフトクラブ」

空．／

生涯スポー‘‘

村では村民の健康および体力の維持

増進のため、自主学習・自主スポーツ

を推進しています。各種行事に皆さん

の積極的な参加をお待ちしています。

3 準優
優

位勝勝

江
口
老
人
ク
ラ
ブ

千
津
井
老
人
ク
ラ
ブ

中
谷
永
和
会

優勝した「江口老人クラブ」

第
1
7
回
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

「外国人労働者の適正な雇用・労働条件の確保と不法就労の防止に理解と協力を」 平成10年 6 月 10 日（水） (12) 



そ
の
昔
陸
上
の
交
通
機
関
と
い
え
ば

カ
ご

馬
や
駕
籠
、
荷
物
の
運
搬
も
荷
車
程
度

の
時
代
、
河
川
、
湖
沼
等
に
よ
る
水
運

（
水
路
に
よ
り
舟
で
人
や
物
資
を
運
ぶ
）

は
大
き
な
働
き
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

試
み
に
馬
一
頭
の
運
搬
能
力
は
米
二
俵

＂
ち
だ

つ
ま
り
一
駄
と
い
わ
れ
、
船
の
場
合
に

は
そ
の
大
き
さ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
何

十
俵
、
何
百
俵
と
積
む
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
大
き
な
河
川
や
湖
沼
の
あ
る
地

域
で
は
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。

利
根
川
は
江
戸
の
初
期
の
大
改
修
工

事
に
よ
り
、
そ
の
流
路
が
太
平
洋
に
直

結
し
た
こ
と
か
ら
水
路
が
開
け
、
江
戸

へ
の
交
通
路
と
し
て
特
に
幕
府
の
貢
租

力
し

水
運
（
河
岸
概
略

めいわ再発貝
••• 

ふるさとだすねある記
No.34 

[ 利根のさざなみ ④ : 
米
、
諸
藩
の
藩
米
、
旗
本
の
知
行
米
等

の
江
戸
へ
の
回
送
、
ま
た
江
戸
か
ら
の

諸
物
資
の
運
搬
等
そ
の
水
運
に
大
き
な

発
展
が
み
ら
れ
、
沿
岸
に
多
く
の
河
岸

場
（
船
の
発
着
、
物
資
の
積
み
卸
し
の

場
所
）
が
で
き
ま
し
た
。

昔
、
本
村
内
に
あ
っ
た
河
岸
の
概
略

は
次
の
と
お
り
で
す
。

川
俣
河
岸
川
俣
村
字
川
岸
に
あ

り
、
創
設
は
対
岸
武
州
新
郷
川
俣
関
所

の
置
か
れ
た
の
が
慶
長
年
間
(
-
五
九

六
ー
一
六
一
五
）
と
い
わ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
こ
ろ
と
思
わ
れ
ま
す
。
川
俣

河
岸
の
名
は
元
禄
以
降
の
文
書
に
も
記

録
が
あ
り
、
船
問
屋
に
つ
い
て
は
市
左

衛
門
、
又
右
衛
門
の
名
が
残
さ
れ
、
こ

の
辺
り
の
河
岸
と
し
て
は
主
要
な
位
置

に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
明
治
の

こ
ろ
の
船
問
屋
と
推
定
さ
れ
る
も
の
に

高
沢
•
松
本
・
藤
野
回
送
店
の
名
が
あ

川俣河岸絵馬

記
）

り
ま
す
。

江
口
河
岸
江
口
村
字
堤
外
に
あ

り
、
創
設
は
江
戸
時
代
と
推
定
さ
れ
、

明
治
末
の
船
荷
の
ほ
と
ん
ど
が
「
わ
た

ぱ
ら
わ
た

だ
る
」
（
魚
類
の
腸
を
入
れ
た
樽
で
、

こ
れ
は
農
耕
用
の
肥
料
と
し
て
用
い
ら

れ
た
）
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
こ
の
河

岸
で
船
問
屋
の
役
割
を
し
た
の
は
柿
沼

仙
右
衛
門
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。千津

井
河
岸
千
津
井
村
字
八
軒

（
通
称
下
川
岸
）
と
同
村
字
上
の
坪

（
通
称
上
川
岸
）
の
二
か
所
に
分
か

れ
て
お
り
、
創
設
は
宝
永
三
年
（
一
七

0
八
）
以
前
と
推
定
さ
れ
、
船
積
問
屋

（
野
本
喜
左
衛
門
）
が
下
川
岸
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
上
川
岸
の
河
岸
は
そ
の
後

に
つ
く
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

斗
合
田
河
岸
斗
合
田
村
字
川
岸
に

あ
り
、
創
設
は
明
治
初
年
と
さ
れ
、
船

積
問
屋
は
旧
名
主
の
新
井
清
兵
衛

ヵ
い
そ
う

で
、
地
元
で
は
「
新
井
回
漕
店
」

と
呼
ん
で
い
た
と
の
こ
と
。
明
治

末
年
に
は
斗
合
田
の
小
暮
家
が
権

利
を
借
り
て
回
漕
業
を
行
い
、
そ

の
後
大
正
の
初
め
ま
で
同
じ
斗
合

田
の
田
村
家
が
回
漕
業
を
行
っ
た

そ
う
で
す
。

以
上
、
昔
本
村
内
に
あ
っ
た
河
．

岸
に
つ
い
て
の
あ
ら
ま
し
で
す

が
、
か
つ
て
水
運
の
盛
ん
で
あ
っ

た
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
た
と
思
わ
れ
る
河
岸
も
、

ま
た
往
時
の
人
も
今
は
す
で
に
な

く
、
唯
一
変
わ
ら
な
い
の
は
利
根

の
流
れ
か
と
感
慨
ひ
と
し
お
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。（

早
川
久
美

/ 

` 
ヽ

館林邑楽地区 館林地区 千代田 変更※に • 耳鼻科 科人の • 祝は日板倉地区
明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

なにみI 
落合医院川田医院 星野こどもクリニック 慶友病院 館林地区と 館林地区と [ 『晶限一 ,— 

6 月 21 日
匹（72)3160 8(72)3724 匹（70)7200 8(72)6000 同じです。同じです。

日
ま冗

根岸医院小倉医院 上野医院岡田医院 井上医院 館林地区と す` (72) 6 月 28 日 の 3
匹（72)3262 8(72)0606 8(72)3330 匹（72)3163 匹 (82)1131 同じです。 認ヽ 1 1 

当
時 4

ま‘―°‘ 

小西医院 大神医院 後藤（内）医院 礫川堂医院 館林地区と 小西医院
しで が
てで

悶7 月 5 日
匹（86)2261 匹（62)2200 8(72)0134 8(74)0184 匹（86)2261

かす
同じです。

冨ら ゜
番 ま

す
真中医院 川田（耳）医院 森下医院 永寿堂医院 館林地区と 館林地区と し

゜7 月 12 日 て ^ 眉匹（72)1630 匹（72)3314 匹（73)7776 匹（72)4469 同じです。 同じです。 ；こ
医

さ

孔し＼

浜野病院 川村医院 菅沼医院 海宝病院 わたらせクリニック 竹越医院 ゜
7 月 19 日

匹 (88)5678 匹（72)1337 匹（72)9090 匹（74)0811 匹（77)2727 8(84)3137 員
\ 

(13) 平成10年 6 月 10 日（水） 6 月は「外国人労働者問題啓発月間」です



村営住宅

入居者募集

l 役場建設課 冗 (84) 3111 ご
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 9 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

'98 くんま大学・短大・高専・

専修生の就職面接会開催

l ／＼ローワーク館林 m(75)8609 
平成11年 3 月の新規学校卒業者の

採用を予定している事業主および新

規学校卒業予定の学生を対象とする

就職面接会を、次のとおり開催いた

します。

◇日時 6 月 24 日（水）、午後 0 時30分～

4 時

◇会場 県立太田産業技術専門校

（太田市新野町157-1)

◇その他 参加予定の事業主は、事

前にハローワーク館林へ求人申し

込みが必要です

東毛わんばく教室
参加者募集

県立東毛少年自然の家
匹 0277(78)5666

◇期日 8 月 1 日(±)~ 3 日（月） 2 泊

3 日

◇会場 県立東毛少年自然の家とそ

の周辺

◇対象 小学校、特殊教育諸学校（小

学部）の 3~6 年生で、参加者同

士協力し、何にでもチャレンジす

る気持ちのある人

◇内容 野外炊事、登山、動植物研

究、ネイチャーゲーム、キャンプ

ファイヤー等

◇参加費 1 人 5,500円（食費、保

険料、教材費等）

◇募集人員 120名（希望者多数の場

合、抽選で決定）

◇申し込み はがきかファックスで、

氏名、住所、電話番号、学校名、

学年、性別、保護者名を 6 月 30 日

（火）までに県立東毛少年自然の家へ

FAX 0277 (78) 7322 

日本語教室の

ボランティア講師募集

館林市国際交流協会（市役所内企画

課）匹（72)4111

館林市国際交流協会では、在住外

国人のかたがたが安心して生活でき

るように次のとおり日本語教室を開

催しております。

そこで、在住外国人のかたがたに

日本語を教えていただけるボランテ

ィアを募集しております。（経験等は

問いません）

◇敦室内容

0 月曜日クラス 館林市文化会館

0 火曜日クラス 明和村中央公民館

0 木曜日クラス 館林市西公民館

（時間はいずれも午後 7 時30分から

9 時までです）

◇申し込み 館林市国際交流協会へ

税務職員

（税務大学校生）募集

「館林税務署 匹（72)4373 こ
平成10年度国家公務員採用 rn 種試

験（税務）を次のとおり実施します。

◇受験資格昭和53年 4 月 2 日～昭

和56年 4 月 1 日生まれの人

◇申し込み 館林税務署にある申込

用紙に記入し、 6 月 24 日（水）から 7

月 1 日（水）までに人事院関東事務局

〒 100-0004東京都千代田区大手町

1-3-3へ郵送してください

※詳しくは、館林税務署総務課ヘ

税の意見・要望は

国税モニターへ

［館林税務署
8(72)4373 

税については、多くのかたがたが、

さまざまな意見や要望をお持ちのこ

とと思います。

税務署では、皆さんと税務署のパ

イプ役として、国民のかたがたの中

から国税モニターを委嘱しています

ので、皆さんのご意見を国税モニタ

ーにお寄せください。お聞かせいた

だいたご意見は、税務行政に生かし

たいと思っております。

館林税務署のモニター 8 人のうち、

本村からは大佐貫 6 8 7 番地の荒井

マサさん（匹（84)3223) が委嘱され

ています。

安全確保と公害防止のだめに「しないさせないクルマの不正改造」

児童巡回相談

l 太田児童相談所 匹（31)3721 -
児童相談所は、子供たちの健やか

な成長と幸せを図るため、児童福祉

法に基づいて設けられた専門の相談

機関です。

◇日時 7 月 23 日（木）、午前 10時～午

後 3 時

◇場所 明和村保健センター

◇内容 言葉・性格行動・心身的発

達の問題など

※相談は無料で、秘密は固く守られ

ます。相談を希望されるかたは、 7

月 10 日（金）までに役場福祉課（老人福

祉センター内） 8(84)4926へお申し

込みください。

水源林ウォーク

参加者募集

県庁森林保全課

匹 027(223)1111

水を育む森林の大切さを広く県民

に理解してもらうため、県内の主要

な水漉森林を歩き、その役割を学び

ます。

◇日時 8 月 2 日（日）、午前 8 時から

（雨天決行）前橋市内大渡町庁舎暫

定職員駐車場へ集合し、開催地へ

の往復はバスを使用します。

◇コース 0 一般A 、 0 親子A

利根郡片品村花咲地内、塗川源流

0 一般B 、 0 親子B

沼田市王原地内、王原湿原

◇参加費 1 人500円（ただし、一般

A、親子A コースはサマーリフト

利用料金が別途必要）

◇定員各コース40人（参加申込者

多数の場合は抽選）

◇対象者 一般A·B コースは県内

在住の 15歳以上のかた 親子A·

B コースは県内在住の親 l 名に子

2 名まで（小学校 3 年生～中学生）

◇申し込み はがきに参加希望のコ

ース名、参加希望者の住所、氏名、

年齢を記入のうえ、〒 371-8570

前橋市大手町1-1-1群馬県庁森林保

全課水源林ウォーク係へ

0 一般A·B コースは、はがき l

枚に希望者 2 名まで記入できます

〇親子A·B コースは、親と子の

氏名、子の学年を必ず記入してく

ださい

◇申込期限 6 月 27 日田（消印有効）

平成10年 6 月 10 日（水） (14) 
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村の無料法律相談

◇日時＝ 7 月 13 日田）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受付＝ 7 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

乳 1日
Jし 健 三

5ヽ

◇日時＝ 7 月 9 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝9年7月、 12月、 10年3月生

健 康 相 吾火
ロ火

◇日時＝ 7 月 7 日（火）・ 16 日（木）

午前9時30分～10時30分受付

◇場所＝保健センター

人権·行政・心配ごと相談

◇日時＝ 7 月 15 日（水）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 7 月 16 日（木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年 金 相

◇日時＝ 7 月 16 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

今 月

吾火
ロ火

の納税

◇村県民税、国民健康保険税、利根

加用水賦課金、国民年金保険料、

水道料金

◇納期限＝ 6 月 30 日（火）

東毛林間・臨海学校

をご利用ください

東毛広域市町村圏振興整備組合

（太田市役所内） 匹（47)1850

東毛広域市町村圏振興整備組合で

は、林間学校（赤城山）と臨海学校

（新潟県出雲崎町）の施設を一般に貸

し出します。

◇利用期間

•林間学校＝ 7 月 25 日（土）～ 8 月 9 日

（日）、 8 月 15 日（土）～ 23 日（日）

・臨海学校＝ 8 月 14 日（金）～ 23 日（日）

◇利用できる人＝東毛広域圏内（館

林・邑楽地区等）に居住の人

◇利用料金 (1 泊） ＝小・中学生300

円、高校生500円、大学生・一般

1,000円

◇食事料金 (1 良）

•林間学校＝朝食430円、昼食500円、

夕食620円

・臨海学校＝朝食470円、昼食510円、

夕食640円

◇申し込み

・林間学校＝ 6 月 25 日（木）午前 9 時か

ら電話にて組合事務局で受け付け

します

・臨海学校＝はがきに利用したい期

間 (2 泊 3 日以内）を第 1 から第

3 希望と住所、氏名、宿泊人数、

電話番号を記入し、 7 月 6 日（月）ま

でに東毛広域市町村圏振興整備組

合事務局(〒 373-8718 太田市浜

町 2 -35) へお送りください（は

がき 1 枚につき l 室）

老人大学学生募集
大利根学園

l 邑楽福祉事務所
匹（73)2141

県では、家庭内の介護等に役立つ

講座を中心に生涯学習活動の一助と

して老人大学を開催します。

◇日程 9 月から週1回、約 3 か月間

◇場所館林合同庁舎大会議室

◇内容介護講座、一般教養、健康

教育、趣味、園外学習等

◇対象 県内在住の満60歳以上で通

学可能なかた

◇募集人員 30人

◇費用 無料（実習に要する経費ほ

か必要経費は本人負担）

◇申し込み 役場福祉課窓口にある

申込用紙に記入し、 6 月 22 日（月）か

ら 7 月 21 日（火）までに同窓口へ提出

してください

(15) 平成10年 6 月 10 日（水）

館林地区消防組合

消防職員募集

館林地区消防組合消防本部

8 (72) 3171 

館林地区消防組合では、平成11年

度採用の消防職員を募集します。

◇募集人員若干名

◇応募資格 消防組合管内に住んで

いる大学卒業（卒業見込みを含む）

のかたで、昭和47年 4 月 2 日から

昭和52年 4 月 1 日までに生まれた

日本国籍を有するかた

ただし、管外に住んでいても、

家族が管内に住んでいれば応募で

きます。

なお、短大・高校卒の募集は、

広報めいわ 8 月号でお知らせしま

す。

◇応募期間 6 月 15 日（月）～ 7 月 10 日

（金） （土・日曜日を除く）

◇提出書類履歴書、学業成績証明

書、人物証明書

◇申し込み館林地区消防組合消防

本部総務課庶務係へ

N H K が群馬県版
20 世紀の映像を募集

NHK前橋放送局

匹 027(251)1715

NHKでは、 20世紀の歴史に残る

貴重な映像を文化遺産として21世紀

に引き継ごうと、「各県版・ 20世紀の

映像」―の記録事業を始めました。

お手元にある 20世紀前半（明治30

年代～昭和20年代）の古い写真、フ

ィルムの情報や、歴史を語る生き証

人、各種資料、物品、消え行く歴史

的舞台などの情報を NHK前橋放送

局にお寄せください。

貴重な資料として保存するととも

に、「群馬県版・映像の20世紀」の番

組を制作し、平成11年 2 月には関東

地方に、平成12年 2 月には全国放送

を予定しています。

◇募集期限平成11年 3 月

◇連絡方法

・電話の場合は、土、日、祝日を除

く、午前10時から午後 7 時までに

お願いします。匹027(251)1715

FAx:027(253)6795 

・郵便の場合は、必ず電話番号もお

書きください。〒371-8555 前橋

市元総社町189 NHK前橋放送局

制作班「映像の20世紀」係

不正改造車を排除する運動 6 月 1 日～30 日 関東運輸局

/\ 
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村の人口と世帯
6 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,319戸(+ 9) 

人口総数 11, 661 人（＋18)

5 月の救急車出動回薮

病 10件 交通事故 3 件

男 5,869人・女 5,792人

〈 5 月中の動き〉

出生 8 人・死亡 8 人

転入 36人・転出 18人

その他 1 件 合 計 14件

森武野村始鯉吉佐
尻田中田澤沼田藤氏有

権
者
が
で
き
る
だ
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し
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特
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険
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十
分
気
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©

皆
さ
ん
、
基
本
健
康
診
木
且
は
受
け
ま
し
た
か
？

基
本
健
康
診
査
は
健
康
状
態
を
把
握
す
る
た
め

の
大
切
な
検
査
で
す
。
も
ち
ろ
ん
結
果
も
大
切
。

結
果
説
明
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
健
康
面
の
チ

ェ
ッ
ク
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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鯨新大責吉栗深柴
井井津木田原沢田氏

潤足

占且占よ塁清仁督名 99噂□馨］雷尉置濯：名農
86 61 80 91 83 82 82 59 贔や疇万正由恵ノ裕文隆享正雅吉晴克自で

友紀ブ
唐謙 貴松世み詞美章子ーエ美世一子幸代光代明名だ

：一孝賞洋子雪 女女男女女男女女冒
南中江大梅川田大地薮中江矢大大南新江地薮
大 佐大
島谷口輪原俣島輪区喜谷 □ 島輪貫島里口区畠
砂妬％ % ％昂％ ％開ー砂％ % % % ％ゾ％註―

※掲載を希望されないかだは、届出の際に申し出てください。

平成10年 6 月 10 日（水） (16) 
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ホワ、だくさん読んでね．I

明中 2 年生が村立図書館で自分の進路に生ガすため、

貴重な体験を行いましだ。

今月の主な紙面

•町制施行案票議会で可決…………③

・住民からの提訴（相大ごみ処分）

に対しての説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・④ ⑤ 

•成人式を 1 月 15日に実施…………⑥



-6 月定例村議会から一

第 2 回村議会定例会は、 6 月24日（会期 1 日）開かれ、

町制施行に伴う各種事業等の一般会計補正予算や住所の

大字の字句削除、土地開発公社予算の報告など13案件（村

長提出 11件・議員提出 2 件）について審議が行われだ結

果、いすれも原案どあり可決承認されましだ。その主な

内容をあ知らせします。

村
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
保
育
園

お
よ
び
幼
稚
園
建
設
用
地
等
の
公
有
地

取
得
事
業
の
費
用
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

▽
事
業
収
益
（
公
有
地
取
得
事
業
収
益

等
）
九
、
三
六
九
万
六
千
円

▽
事
業
外
収
益
（
受
取
利
息
等
）

一
三
三
万
七
千
円

◇
支
出

▽
事
業
原
価
（
公
有
地
取
得
事
業
原
価
）

九
、
0
八
七
万
円

▽
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

―
一
九
七
万
二
千
円

〔
資
本
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

▽
資
本
的
収
入
（
借
入
金
）

◇
支
出

一
千
円

平
成
十
年
度

村
土
地
開
発
公
社
予
算

平
成
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

平
成
九
年
度
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書

大
字
の
字
句
を
削
除

村
か
ら
の
委
託
に
基
づ
き
、
公
有
地

取
得
事
業
と
し
て
保
育
園
お
よ
び
幼
稚

園
建
設
用
地
取
得
に
係
る
用
地
の
調
査

や
公
有
地
の
管
理
を
実
施
し
ま
し
た
。

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

▽
事
業
収
益
（
附
帯
等
事
業
収
益
）

―
―
―
万
三
、00
0

円

▽
事
業
外
収
益
（
受
取
利
息
等
）

―
二
四
万
三
、
六
八
0
円

◇
支
出

▽
事
業
原
価

0
円

▽
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

二
五
一
万
七
、
三
六
―
―
―
円

▽
事
業
外
費
用

0
円

〔
資
本
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

▽
借
入
金

0
円

◇
支
出

▽
資
本
的
支
出
（
公
有
地
取
得
事
業
費
）

五
八
六
万
九
、
五
0
0
円

平
成
九
年
度
村
土
地
開
発

一
公
社
事
業
・
決
算
報
告

▽
資
本
的
支
出
（
公
有
地
取
得
事
業
費

等
）
八
、
五

0
0
万
一
千
円

（
資
本
的
収
入
の
額
が
資
本
的
支
出
額
に

対
し
不
足
す
る
額
八
、
五
0
0
万
円
は
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て

ん
し
ま
す
）

四
号
）
第
二
条
の
繰
越
明
許
費
に
計
上

の
土
木
費
の
繰
り
越
し
で
、
準
用
河
川

梅
島
川
災
害
復
旧
工
事
費
と
し
て
二
九

六
万
円
を
平
成
十
年
度
に
繰
り
越
し
ま

し
た
。こ

の
融
資
制
度
は
、
群
馬
県
と
の
協

調
融
資
制
度
で
、
小
口
資
金
の
融
資
限

度
額
を
一
千
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
は
平
成
十
年
四
月
一
日
か

ら
で
す
。

最
近
に
お
け
る
国
民
生
活
水
準
の
動

向
、
低
所
得
者
の
税
負
担
の
配
慮
、
あ

る
い
は
当
面
の
金
融
、
経
済
情
勢
を
踏

ま
え
つ
つ
、
経
済
社
会
の
構
造
的
変
化

お
よ
び
諸
改
革
に
対
応
し
た
土
地
税
制

の
適
切
な
措
置
等
を
講
じ
ま
し
た
。
な

お
、
施
行
は
平
成
十
年
四
月
一
日
で
一

部
は
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
の
対
象
と

な
る
所
得
の
基
準
を
一
一
四
万
五
千
円
に

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

村
税
条
例
の
一
部
改
正

小
口
資
金
融
資
促
進

条
例
の
部
改
正

町
制
施
行
に
伴
い

第

回
村
議

会

定
例

会

平成10年 7 月 10 日（金） (2) 



字
の
名
称

十
月
一
日
、
明
和
村
を
明
和
町
と
す
る
処
分
に
つ

い
て
の
議
案
に
関
し
て
は
、
六
月
十
日
に
開
か
れ
た

県
議
会
五
月
定
例
会
で
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
議
案
は
、
県
議
会
開
会
日
の
五
月
二
十
七
日

に
上
程
さ
れ
、
そ
の
後
、
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で

審
査
、
さ
ら
に
最
終
日
の
本
会
議
で
審
議
の
う
え
採

決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。

村
で
は
、
県
議
会
で
こ
の
議
案
が
採
決
さ
れ
る
記

念
す
べ
き
日
に
、
そ
の
瞬
間
を
見
定
め
よ
う
と
斎
藤

村
長
、
森
尻
村
議
会
議
長
、
蜜
井
区
長
会
長
ら
関
係

者
二
十
七
人
が
県
議
会
を
訪
れ
傍
聴
し
ま
し
た
。

今
後
は
知
事
が
決
定
、
告
示
し
、
さ
ら
に
自
治
大

臣
へ
届
け
出
、
官
報
告
示
さ
れ
て
十
月
一
日
に
明
和

町
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▲県議会を傍聴する村関係者

村
関
係
者

2
7人
が
傍
聴

町
制
施
行
案
県
議
会
で
可
決

の
変
更

過
日
の
町
制
施
行
検
討
委
員
会
で
答

申
さ
れ
た
「
字
の
名
称
の
変
更
」
で
あ

り
、
平
成
十
年
十
月
一
日
か
ら
「
大
字
」

の
み
を
削
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
変
更
後
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

県
知
事
へ
届
出
し
、
県
の
告
示
を
経
て

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の

基
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
村
の
条
例
中
、
選
挙
の
投
開
票

に
関
す
る
部
分
の
報
酬
を
改
正
し
ま
し

た
。
な
お
、
適
用
は
平
成
十
年
六
月
一

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

群
馬
県
特
定
疾
患
医
療
給
付
実
施
要

綱
の
改
正
に
伴
い
、
特
定
疾
患
医
療
給

付
を
受
け
て
い
る
患
者
に
費
用
の
一
部

負
担
が
導
入
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
患
者

一
部
負
担
金
を
福
祉
医
療
費
給
付
の
対

象
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
適
用
は
平
成

福
祉
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

引
き
上
げ
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
十
月
一
日
の
町
制
施
行
に
合
わ
せ
て
実
日
か
ら
で
す
。

成
十
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

明
和
西
小
学
校
南
校
舎
耐
震
補
強
工

事
の
た
め
、
建
設
業
者
七
社
に
よ
る
指

名
競
争
入
札
の
結
果
、
最
低
入
札
価
格

七
、
0
五
六
万
円
（
消
費
税
含
む
）
で

荒
井
建
設
株
式
会
社
（
明
和
村
大
字
大

佐
貫
）
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
、
七
0
七
万
二
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
四
六
億
三
、
七

0
七
万
ニ

千
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
町
制
施
行
に
伴
う
式

典
等
各
種
行
事
に
係
る
経
費
、
介
護
保

険
制
度
の
開
始
の
た
め
の
計
画
策
定
経

費
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備
修
理

費
等
の
追
加
に
伴
う
補
正
で
す
。

歳
入
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
村
税
二
、
六
―
―
二
万
九
千
円
（
ニ

五
億
九
、
二
九
六
万
六
千
円
）

◇
分
担
金
及
び
負
担
金
四
五
万
六
千

円
（
三
、
八
八
一
万
円
）

◇
国
庫
支
出
金
二
五
万
八
千
円
（
一

億
五
、
六
五
二
万
九
千
円
）

◇
県
支
出
金
―
二
万
九
千
円
（
一
億

一
、
九
二
五
万
一
千
円
）

歳
出
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
総
務
費
二
、
二
五

0
万
三
千
円
（
一

一
億
八
、
八
二
八
万
九
千
円
）

平
成
十
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

工
事
請
負
契
約
の
締
結

十
年
五
月
＿
日
か
ら
で
す
。

◇
民
生
費
ニ
ニ
六
万
九
千
円
（
七
億

六
、
八
七
七
万
六
千
円
）

◇
衛
生
費
一
四
五
万
円
（
三
億
二
、

八
四
八
万
四
千
円
）

◇
教
育
費
八
五
万
円
（
七
億
二
、
ニ

0
九
万
円
）

イ
ン
ド
及
び
パ
キ
ス
タ
ン
の
両
国
に

よ
る
今
回
の
地
下
核
実
験
に
抗
議
す
る

と
と
も
に
、
核
保
有
国
を
含
む
す
べ
て

の
国
が
将
来
に
わ
た
り
核
実
験
を
行
わ

ず
、
核
兵
器
廃
絶
の
実
現
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
さ
ら
に
積
極
的
に
努
力
す
る
こ

と
を
政
府
に
要
望
し
ま
す
。
（
抜
粋
）

自
主
流
通
米
の
値
幅

制
限
の
廃
止
を
や
め

麦
の
政
府
買
い
入
れ
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書

米
価
下
落
の
歯
止
め
を
な
く
す
、
自

主
流
通
米
入
札
の
値
幅
制
限
廃
止
計
画

を
や
め
る
こ
と
。
麦
の
民
間
流
通
移
行

を
や
め
、
政
府
の
買
い
入
れ
を
継
続
し
、

価
格
を
保
障
す
る
こ
と
。
根
本
的
な
米

「
過
剰
」
対
策
と
し
て
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク

セ
ス
米
輸
入
を
中
止
す
る
か
、
海
外
援

助
に
回
す
こ
と
。
史
上
最
大
の
強
制
減

反
を
や
め
、
米
価
の
下
支
え
制
度
を
作

る
こ
と
な
ど
を
政
府
に
強
く
要
望
し
ま

す
。
（
抜
粋
）

核
実
験
の
中
止
と

核
兵
器
廃
絶
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書

(3) 平成10年 7 月 10 日（金）



住民からの提訴

（粗大こみ処分）に対しての説明

村は違法なこ とはしておりません

9 9^’- -. 

再生処理可能品目の積込作業 (H 8. 3. 24実施時）

「
明
和
村
が
集
め
た
粗
大
ご
み
を
適

切
な
処
理
を
せ
ず
に
、
村
の
給
食
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
内
に
埋
め
た
、
こ
れ
を
搬

出
し
、
元
の
と
お
り
に
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
よ
う
な
内
容
の
民
事
訴
訟
を
明

和
村
民
（
石
川
俊
夫
外
二
名
）
の
か
た

が
前
橋
地
方
裁
判
所
に
起
こ
し
ま
し
た
。

（
受
付
六
月
二
十
三
日
）

提
訴
の
内
容

村
の
監
査
委
員
に
も
、
同
様
な
監
査

請
求
が
あ
り
ま
し
た
が
、
却
下
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
五

月
二
十
五
日
に
明
和
村
監
査
委
員
あ
て

に
同
様
な
請
求
（
明
和
村
職
員
措
置
請

求
）
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ

村
監
査
委
員
へ
の

監
査
請
求
で
は
却
下

村
の
行
っ
た
埋
立
処
理
は

違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん

き
ま
し
て
は
、
監
査
委
員
（
二
名
）
の

審
査
に
基
づ
き
「
法
（
自
治
法
二
四
二

条
二
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
請
求
の
当

該
行
為
の
あ
っ
た
日
（
平
成
九
年
二
月

二
日
）
ま
た
は
、
終
わ
っ
た
日
か
ら
一

年
経
過
し
て
お
り
、
請
求
は
で
き
な
い
」

と
い
う
理
由
で
却
下
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
度
は
裁
判
所
に
提
訴

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

村
と
し
て
の
対
応

今
度
の
提
訴
に
対
し
て
の
村
の
考
え

方
で
あ
り
ま
す
が
、
裁
判
所
へ
の
正
式

な
訴
訟
で
あ
り
ま
す
の
で
村
長
を
は
じ

め
関
係
者
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
適
切

な
対
応
を
し
て
、
住
民
の
皆
様
に
必
要

以
上
の
心
配
を
お
掛
け
し
な
い
よ
う
に

努
力
を
い
た
し
ま
す
。

今
度
の
村
民
か
ら
の
提
訴
は
、
粗
大

ご
み
処
理
に
関
係
す
る
法
律
（
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
）
の

「
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
国
庫
補
助
事
業

に
係
る
最
終
処
分
場
の
構
造
等
に
関
す

る
技
術
上
の
基
準
の
強
化
に
つ
い
て
」

と
い
う
平
成
七
年
十
二
月
二
十
二
日
付

で
各
都
道
府
県
の
担
当
部
長
に
出
さ
れ

た
厚
生
省
の
課
長
通
知
を
根
拠
に
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
通
知
は
標
題
に
も
あ
り
ま
す
よ

う
に
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
対
象
と
な

っ
て
い
る
処
理
施
設
の
構
造
お
よ
び
技

術
上
の
基
準
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
規
模
は
、
そ
の
面
積
が
一
千
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
う
大
き
な
も
の
を

対
象
に
説
明
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

通
知
の
内
容
は
、
従
来
の
基
準
を
よ

り
一
層
の
安
全
性
お
よ
び
信
頼
性
を
確

保
す
る
た
め
、
平
成
九
年
度
以
降
新
し

く
処
分
場
を
整
備
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
よ
り
厳
し
い
も
の
に
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
通
知
の
中
に
、

か
っ
こ
書
き
で
平
成
八
年
度
事
業
の
う

ち
実
施
可
能
な
も
の
を
含
む
と
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
一
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

の
規
模
の
も
の
も
今
後
は
対
象
に
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ

の
点
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
村
と
し
て
は
、
住
民

の
強
い
要
求
に
よ
り
、
最
終
処
分
場
が

無
い
中
で
村
の
粗
大
ご
み
処
理
の
実
態

で
説
明
し
て
い
る
と
お
り
、
村
有
地
を

利
用
し
な
が
ら
規
模
も
五
十
平
方
メ
ー

ト
ル
（
基
準
の
二
十
分
の
一
）
と
い
う

小
規
模
面
積
に
よ
り
埋
立
処
理
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
九
年
度
か

ら
は
埋
立
処
理
が
不
可
能
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
全
面
的
に
業
者
委
託
を
し
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

埋
立
処
理
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
遮

水
シ
ー
ト
を
敷
設
し
な
か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
一
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

で
以
前
か
ら
規
制
除
外
で
あ
っ
た
こ
と

と
、
小
規
模
で
付
近
に
及
ぼ
す
影
響
は

極
め
て
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
、
法
律
に
違

反
し
た
行
為
で
は
な
い
と
し
て
お
り
ま

す
。

平成10年 7 月 10 日（金） (4) 



村
の
粗
大
ご
み
の
収
集
事
業
は
、
村

民
の
強
い
要
望
等
が
あ
り
平
成
元
年
か

ら
三
品
目
（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯

機
）
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
今
日
ま
で
に
年
一
回
ま
た
は
二

回
の
回
数
、
品
目
は
、
平
成
二
年
度
の

七
品
目
か
ら
現
在
は
四
十
三
品
目
と
増

や
し
て
収
集
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

集
ま
っ
た
粗
大
ご
み
は
、
先
ず
―
―
―
分

類
い
た
し
ま
す
。
分
類
は
、
①
…
再
生

処
理
が
可
能
な
も
の
（
冷
蔵
庫
、
洗
濯

機
、
ス
チ
ー
ル
机
等
）
②
…
再
生
処

理
が
困
難
な
も
の
（
テ
レ
ビ
）
③
…

そ
の
他
の
品
目
に
選
別
し
て
、
①
お
よ

び
②
は
業
者
に
委
託
し
、
③
の
そ
の
他

の
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
平
成
八
年
度

ま
で
は
村
有
地
に
埋
立
処
理
を
い
た
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
九
年
度
か
ら

は
収
集
し
た
す
べ
て
の
品
目
を
業
者
に

委
託
し
処
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
明
和
村
の
粗
大
ご
み
処
理
の
実

態
の
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
今
度

提
訴
さ
れ
て
お
り
ま
す
も
の
は
、
平
成

八
年
度
（
平
成
九
年
二
月
二
日
実
施
）

の
も
の
で
、
つ
ま
り
明
和
村
の
埋
立
処

理
と
し
て
は
最
後
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

村
民
か
ら
提
訴
さ
れ
た

粗
大
ご
み
処
理
は

埋
立
処
理
の
最
後
の
も
の

明
和
村
の
粗
大
ご
み

処
理
の
実
態

村民の皆様にお知らせしたチラシの内容

お知らせ

一般家庭の粗大ゴ 収集について
粗大ゴミの収集を下記のとおり実施します。日時、場所等を確詔のうえ、決まりを守って持ち出して

下さい。みなさんのご協力をお願いします。

‘‘‘ 

記
実施期日（日程厳守）

平成 9 年 2 月 2 日（日） 午前 9 : 0 0 ～午後 3 : 0 0 
対象地域明和村全域

2. 取扱い品目

A収集場所：スチール机スチール椅子冷蔵庫洗濯機 クーラー ストーブ
B 収集場所：テレビ電気釜ポット 扇風機ステレオ浴槽コタッ座椅子掃除機

流し台時計 ラジオカセット ガスレンジ台換気扇餅つき機パソコン

洗面台便器水槽火鉢植木鉢加湿器 ドライヤー体重計ワープロ

ベビーカー プランター 電話機 ビデオ ホットプレート 電気カーペット

ソファー マッサージ器類 オルガン 照明器具類 ジューサー

＊金属と木、金属とプラスチックで作られている物は解体し分別して搬入してください。また、乾電

池、石油類は取り除いてください。

今
度
、
問
題
に
な
っ
た
粗
大
ご
み
収

平
成
九
年
二
月
二
日
に

行
っ
た
粗
大
ご
み

処
理
の
実
態

3
 

4
 

搬入方法
持ち出す方は、各個人で搬入してください。

尚、搬入時には下側の搬入カードヘ記入のうえ係員に提出してください。

レ
し
才校学、ー＿ー西口禾号明

信

⇒入

q
Q

□
 

”
:
「
一

搬

搬入場所

AｷB 

明 和 西 小 学 校

号
号

言

冨
o

o
i
＿
万

麟
二
”
Q
j
可

けラド

伝言板
家電製品の販売・修理を行う事

業者のみなさんは事業主の責任で

正しく処理をすることになってい

ますが、今回、事業活動に伴って
生じた冷蔵庫、洗濯機、テレビの

処理についても実施します。
事業主の方は事前に処理申請書

を提出して承認を受け、処理後負
担金を納入してください。

集
事
業
の
内
容
を
説
明
い
た
し
ま
す
と
、

村
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
た
チ
ラ
シ

（
左
記
）
の
と
お
り
、
収
集
場
所
は
村
有

地
（
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
）
で
、

収
集
品
目
は
四
十
二
品
目
で
す
。
当
日

は
、
衛
生
部
長
さ
ん
等
に
お
手
伝
い
を

い
た
だ
き
な
が
ら
選
別
(
-
―
―
分
類
）
を

係員の指示に従って、所定の場所におろしてください。

尚、その他不明な点がありましたら環境保健課までご連絡ください。匹(84-4686)

平成 9 年 1 月 明和村（環境保健課）
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（切り取り線）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

平成 9 年 2 月 2 日（日）実施分

合
ま
で

粗大ゴミ搬入カード 住 所明和村大字 氏 名

A スチール机 台 スチール椅子 台冷蔵庫 台洗濯機 台 クーラー 台ストープ 台

テレピ 台電気釜 台ポット 台扇風機 台ステレオ 土ロ ：1公ロ. 槽 台

コタッ 台座椅子 台掃除機 台流し台 台時 計 台 ラジオカセット 台

ガスレンジ台 台換気閉 台餅つき機 台パソコン 台洗面台 台便 器 台

B 
水 槽 台火 鉢 台植木鉢 台加湿器 台 ドライヤー 台体重計 台

ワープロ 台 ベピーカー 台 プランター 台電話機 台ビデオ 台 ホットプレート 台

電気カーペット 台 ‘ノファー 台 マ舛ージ岩員 台オルガン 台 照明器具類 台 ジューサー • ロ

行
い
、
再
生
処
理
が
可
能
な
も
の
、
お

よ
び
再
生
処
理
が
困
難
な
も
の
は
業
者

委
託
、
そ
の
他
の
品
目
に
つ
い
て
は
埋

立
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

（
平
成
元
年5
九
年
度
）
こ

業
者
に
処
理
を
委
託
し
た
件
数

村
の
粗
大
ご
み
を
収
集
し
だ
も
の
の
う

ち
、
業
者
に
処
理
を
委
託
し
だ
件
薮
は

●
再
生
処
理
が
可
能
な
も
の
冷
蔵
庫

一
、
ニ
ハ
五
台
、
洗
濯
機
一
、
七
三
〇

台
、
ス
チ
ー
ル
机
．
椅
子
六
ニ
ー
台

●
再
生
処
理
が
困
難
な
も
の
テ
レ
ビ

二
、
九
五
五
台
で
す
。

(5) 平成10年 7 月 10 日（金）
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慎重に審議された成人式検討委員会

成人式を 9 月23 日（秋分の日）に行っている本村では

6 月 18日、成人式検討委員会をふるさと産業文化館で開

催し、 10月 1 日の町制施行を機に本年度から式を 1 月 15

日（成人の日）に行い、服装は自由とすることを決めま

しだ。

面
＂
｀
土
正U
知
習

本
村
の
成
人
式
は
、
昭
和

3
0年
の
3

村
合
併
時
か
ら
3
2年
度
ま
で
3

回
ほ
ど

1

月
1
5
日
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
服
装
の
簡
素
化
（
派
手
な
服
装

で
身
を
飾
る
よ
り
も
、
簡
素
な
服
装
で

心
を
飾
る
成
人
式
）
、
立
派
に
成
人
で
き

た
こ
と
を
家
族
、
祖
先
に
感
謝
し
よ
う

と
の
趣
旨
を
目
的
と
し
た
新
生
活
の
一

環
と
し
て
、
婦
人
会
•
青
年
団
の
か
た

が
た
か
ら
提
言
が
あ
り
、
昭
和
3
3年
度

か
ら
9

月
認
日
（
秋
分
の
日
）
に
変
更

し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
に

4
0年
も
の
月
日
が
経
過
し
、

経
済
事
情
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

成
人
の
日
に
聞
催
へ
の
見
直
し
議
論
が

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
都
度
、
状

況
把
握
の
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

4

回
実
施
し
た
ほ
か
、
村
議
会
で
も
過
去

に
4

回
ほ
ど
、
挙
行
日
の
見
直
し
に
つ

い
て
質
問
が
出
さ
れ
議
論
し
て
き
ま
し

こ
。t
 

村
で
は
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、

村
長
や
議
会
議
員
、
区
長
、
教
育
委
員
、

平
成
7

年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
の
成
人

者
な
ど
5
3人
で
構
成
す
る
「
成
人
式
検

討
委
員
会
」
を
6

月

1
8日
に
開
催
し
ま

成人式の挙行日アンケート結果

比
＂

E
F
u
F
n
rその他 156人 (2.9%)

（平成8年11 月実施）

無回答 202人 (3.8%)

対象者 20歳以上8,669人 回答者 5,305人 回答率 61.2% 

し
た
。
挙
行
日
の
時
期
や
服
装
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
濶
場
一
致
を

も
っ
て
式
は
1

月
1
5
日
「
成
人
の
日
」

に

4
0年
ぶ
り
に
戻
し
、
服
装
は
自
由
と

に

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
該
当
者
に
は
成
人
式
挙
行
日

の
変
更
を
は
じ
め
成
人
式
に
関
す
る
こ

と
を
文
書
で
通
知
し
、
趣
旨
の
ご
理
解

と
ご
出
席
に
つ
い
て
を
呼
び
掛
け
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

県
内
7
0市
町
村
の
う
ち
、
平
成

9

年

度
現
在
1
0町
村
が
1

月
1
5
日
以
外
に
成

人
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、

み
ず
か
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青
年

を
祝
い
は
げ
ま
す
日

成
人
の
日
制
定
の
由
来

青
年
が
1

人
前
の
成
人
と
し
て
、

国
家
杜
会
の
建
設
に
重
責
を
果
た
す

自
覚
を
新
た
に
し
、
国
民
も
ま
た
こ

ぞ
っ
て
青
年
に
期
待
し
、
そ
の
成
長

発
展
を
祝
福
す
る
趣
旨
で
設
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。

な
お
、
1

月
1
5
日
に
決
め
ら
れ
た

の
は
、
古
く
は
正
月
に
元
服
が
行
わ

れ
た
こ
と
、
ま
た

1

月
1
5
日
ま
で
は

松
の
内
で
め
で
た
い
と
い
う
こ
と
か

ら
で
す
。
青
年
の
成
人
を
祝
う
に
は
、

生
成
発
展
の
新
年
が
最
も
ふ
さ
わ
し

い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

成
人
の
日

1

月
1
5日

群
馬
県
下
の
挙
行
日
状
況

平成10年 7 月 10 日（金） (6) 



障害者の

社会参加をH
 

指して

福祉作業所が7 月

東幼稚園を改修して開所した福祉作業所

ー日オープン

開
所
兼
入
所
式
で

入
所
者
を
激
励

障
害
者
福
祉
の
向
上
を
図
る
施
設
、
明
和
村
福
祉
作
業
所

が
7

月
1

日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
だ
。
障
害
者
の
社
会
参
加
や

職
業
訓
練
な
ど
自
立
へ
の
援
助
を
図
り
、
地
域
と
障
害
者
と

の
交
流
の
場
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、

村
社
会
福
祉
協
謙
会
に
管
理
・
運
営
を
委
託
し
、
す
で
に
休

園
し
て
い
る
東
幼
稚
園
を
改
修
し
て
開
設
し
だ
も
の
で
す
。

そ
の
概
要
は
次
の
と
あ
り
で
す
。

◇
目
的

障
害
が
あ
る
た
め
に
就
職
す
る
こ
と

が
難
し
か
っ
た
り
、
円
滑
な
社
会
参

加
が
困
難
な
人
た
ち
の
た
め
の
通
所

訓
練
施
設
で
す
。

◇
利
用
対
象
者

企
業
へ
の
就
職
が
困
難
な
か
た
な
ど

で
、
本
村
に
住
所
が
あ
る
満
1
5
歳
以

上
の
障
害
者
の
か
た

◇
利
用
時
間

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

◇
作
業
内
容

花
づ
く
り
な
ど
軽
作
業

◇
問
い
合
わ
せ

入
所
を
希
望
さ
れ
る
か
た
や
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
か
た
は
、
役
場

福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

明
和
村
福
祉
作
業
所
の
開
所
兼
入
所

式
が
7

月
1

日
、
村
内
の
関
係
者
約
2
0

人
を
迎
え
、
同
作
業
所
で
行
わ
れ
ま
し

こ
。t
 

式
に
は
、
斎
藤
村
長
、
森
尻
村
議
会

議
長
、
入
所
者
な
ど
が
出
席
し
開
所
を

祝
い
ま
し
た
。
斎
藤
村
長
は
「
一
日
も

早
く
社
会
に
出
て
自
立
で
き
る
よ
う
に
、

こ
の
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
い

ろ
い
ろ
な
仕
事
を
通
じ
て
楽
し
く
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
入

所
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

入
所
定
員

敷
地
面
積

建
物
面
積

施
設
内
容

所名

在

地称

明
和
村
福
祉
作
業
所

明
和
村
大
字
千
津
井
2

9
1

番
地

1
0人

2
,
4
4
6

可

2
9
8

可

日
常
的
な
生
活
訓
練
指

導
や
職
業
訓
練
指
導
の

た
め
の
作
業
室
、
作
業

準
備
室
兼
休
憩
室
、
事

務
室
兼
保
健
室
等

施
設
の
概
要

開
所
兼
入
所
式

作
業
室

平 面 図

便所 用具室 湯沸室 I 保健室

作業準備室兼休憩室

廊下

作 業 室

玄関

テラス ポーチ

(7) 平成10年 7 月 10 日（金）



文化移動芸術祭

寄席
10月 10 日（土）

芸能公頴
明和村ふるさと産業文化館

奇
術

松
旭
斎
小
天
華

ボ
ー
イ
ズ
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

東
京
ボ
ー
イ
ズ

出
識
者

開
場
午
後

6

時

開
演
午
後

6

時
3
0分

入
場
料

自
由
席
S
2
,
0
0
0

円

（
当
日
券
2
,
2
0
0

円
）

自
由
席
A
1
,
5
0
0

円

（
当
日
券
1
,
7
0
0

円
）

発
売
日

7

月
1
9日
同
午
前

8

時
3
0分
か
ら
ふ
る
さ
と
産

落
語

桂
米
丸
、
三
遊
亭
小
遊
三

柳
亭
痴
楽
、
春
風
亭
鯉
昇

三遊亭小遊三 桂米丸

業
文
化
館
窓
口
で
販
売
し
ま

す
。
（
だ
だ
し
、
村
外
在
住

の
か
だ
は

7

月
2
6日
同
ガ

ら
の
販
売
と
さ
せ
て
い
だ

だ
き
ま
す
）

王
催
文
化
庁
、
群
馬
嗅
数
育
委
員

会
、
甲
和
村
教
育
委
員
会

あ
問
い
合
わ
せ
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
6
闘
5
5
5
5

由紀さおり

～歌

1 1 月 1 1 日（水） 場
演

開
開

明和村ふるさと産業文化館

入場料

発売日

自由席 s

自由席A

・在田祥子童謡コンサート

ラだ D目
午後 6 時30分
午後 7 時

vol. 3~ 

4,000円（当日券4,200 円）

3,500円（当日券3,700 円）

8 月 9 日（日）午前 8 時30分からふるさと産

業文化館窓口で販売します。（だだし、村

外在住のかたは 8 月 16 日（日）からの販売と

させていただきます）
王催明和村教育委員会

あ問い合わせ ふるさと産業文化館匹（84)5555

平成 10年 7 月 10 日（金） (8) 



.. l
じ
＇
ー

8
月
2

日
日
の
午
後
3

時
か
ら
9

時

3
0分
ご
ろ
ま
で
、
第
7

回
納
涼
祭
が
ふ

る
さ
と
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
合
回

は
新
た
に
ジ
ョ
ー
タ
イ
ム
を
設
け
、
祗

切
リ
な
ど
の
芸
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
今
回
は
1
0月
1

日
の
町
制
施
行
に

向
け
て
住
掛
花
火
も
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
雨
の
場
合
は

9

日
日
に

順
延
さ
れ
ま
す
。

主
な
催

0

拗

吹
奏
楽
演
奏
甲
和
中
学
校
吹
奏
楽
那

あ
み
こ
し
出
陣

甲
青
会
・
大
佐
賃
・
子
育
連
等

花
笠
音
頭
交
適
安
全
協
会
婦
人
部

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
大
会

き
や
は
し
ご

木
遣
リ
・
梯
子
乗
り鳶

職
組
合
・
若
鳶
会

民
踊
村
文
化
協
会
加
入
団
体
等

八
木
節
甲
和
八
木
節
保
存
会

歌
と
踊
り
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

ぁ
t
J
め
・
ひ
ょ
っ
と
こ
親
和
会

社
明
音
頭
更
生
保
護
帰
人
会

ジ
ョ
ー
タ
イ
ム
（
初
）

林
家
二
楽
、
神
田
北
陽

さ
さ
ら
江

□
さ
さ
ら
保
存
会

和
太
鼓
甲
和
太
鼓
稲
妻
会

花
火
打
ち
上
げ
・
仕
掛
花
火

※
当
日
参
加
し
た
人
を
対
象
に
、
豪
華

賞
D
O
O
が
当
た
る
「
お
楽
し
み
控
選
会
」

が
、
午
後
6

時
4
5分
か
ら
と
午
後
8

時

5
5分
か
ら
の
2

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
抽
選
券
は
午
後
6

時
3
0
分
ま
で
に

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

あ車は相乗りで

当
日
は
、
た
く
さ
ん

の
人
出
が
予
想
さ
れ
、

駐
車
場
も
不
足
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
お
車
を

利
用
さ
れ
る
か
た
は
、

な
る
べ
く
相
乗
り
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
は
交
通

規
制
も
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

納涼祭駐車場

←—方通行

1111 駐車禁止

N

L

 

-TC 
気も干ヒ

フワフワパンダ

今
年
の
納
涼
祭
で
は
、
昨

年
人
気
の
あ
っ
た

5
ァ
タ
ッ

ク
ゲ
ー
ム
や
恒
例
の
金
魚
す

く
い
に
加
え
て
、
新
し
く
「
フ

ワ
フ
ワ
パ
ン
ダ
」
が
設
け
ら

れ
ま
す
。
こ
の
「
フ
ワ
フ
ワ

パ
ン
ダ
」
は
空
気
で
で
き
て

い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
中
へ

入
っ
て
、
飛
ん
だ
り
跳
ね
た

り
で
き
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
す
。
納
涼
祭
は
大
人
も
子

ど
も
も
楽
し
め
る
お
祭
り
。

子
ど
も
た
ち
も
大
人
に
負
け

ず
に
納
涼
祭
を
楽
し
み
ま
し

ょ
ふ
つ
。

「
見
る
」
だ
け
で
な
く
、
参
加
し
て

祭
り
を
肌
で
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
祭
り
半
て
ん
や
み
こ
し
足
袋
は

実
行
委
員
会
で
お
貸
し
し
ま
す
。

参
加
し
た
い
か
た
は
、
役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

、
商
工
会
6
闘
3
1
3

0

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

役
員
さ
ん
が
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
訪

問
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
う
ち
わ
、
豆
し

ほ
り
を
配
布
し
ま
す
。
ご
賛
同
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

協
賛
金
は
何
D
で
も
結
構
で
す
。

▽
一
般
住
民
一
口

2
0
0

円

▽
法
人
事
業
所
一
口

1
,
0
0
0

円

納
涼
祭
ご
協
賛
の

願

お

し‘

つ 子環まれ ~ 

お
み
こ
し
の
担
ぎ
手

集
中

募

(9) 平成10年 7 月 10 日（金）



村
お

か

知
ら
ら
の
せ

平成 1 1年度採用

村 職 員を 募 集

村
で
は
、
平
成
1
1
年4
月
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験
を
、

次
の
と
あ
り
行
い
ま
す
。
村
政
に
情
熱
の
あ
る
皆
さ
ん
、
あ

な
だ
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
ち
つ
く
り
に
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ご
応
募
あ
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
職
種
・
採
用
予
定
人
員

◇
一
般
行
政
職

◇
土
木
技
術
職

◎
受
験
資
格

◇
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員

法
の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
者

◇
一
般
行
政
職
…
昭
和
4
9
年
4

月
2

日
か
ら
昭
和
5
6
年4
月
1

日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

◇
土
木
技
術
職
…
昭
和
3
4
年
4

月
2

日
か
ら
昭
和
5
6
年
4
月
1

日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
で
、
土
木
科
系
の

高
等
学
校
以
上
の
卒
業
ま
た
は
見

込
み
の
者

◎
受
験
手
続
き
あ
よ
び
受
付
期
間

◇
申
込
用
紙
の
請
求
お
よ
び
申
込
先

申
込
用
紙
は
、
役
場
総
務
課
で
7

月
2
1
日
因
か
ら
交
付
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間
…
7

月
3
1
日
固
か
ら8

月
認
日
因
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

時
間
は
、
午
前
8

時
3
0
分
か
ら
午

後
5

時
1
5
分
（
土
・
日
曜
日
は
除

く
）
ま
で
、
郵
送
の
場
合
は
、
事

煎
に
電
話
連
絡
と
受
付
期
間
中
の

消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。

◎
試
験

◇
第
1

次
試
験

（
初
級
試
験
）
…
公

若
干
名

若
干
名

受
け
付
け
は

7

月
3
1日
面
5
8

月
1
3日
困

総
務
課

務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
教
養
、
知

識
お
よ
び
能
力
に
つ
い
て
の
択
一
式

の
筆
記
試
験
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

を
群
馬
県
町
村
会
に
委
託
し
て
行
い

ま
す
。

◇
第
2
次
試
験
…
□
述
試
験
、
作
文
試

験
、
身
体
検
査

◎
試
験
日
あ
よ
び
場
所

◇
第
1

次
試
験
…
9
月
2
0
日
同
、
県
立

前
橋
女
子
商
等
学
校
ま
た
は
群
馬
県

市
町
村
会
館
等
（
前
橋
市
）

◇
第
2

次
試
験
…
1
0
月
下
旬
予
定
、
役

場
会
議
室
（
第
1

次
合
格
者
に
つ
い

て
の
み
行
い
ま
す
）

◎
合
格
者
の
発
表

◇
第
1

次
試
験
…
1
0
月
中
旬
予
定

◇
第
2

次
試
験
…
1
1
月
中
旬
予
定

内
線
3
3
2

特定疾患治療研究事業対象疾患

疾 J串じ」、 名 20 パーキンソン病

1 ベーチェット病 21 アミロイドーシス

2 多発性硬化症 22 後縦靱帯骨化症

3 重症筋無力症 23 ハンチントン舞踏病

4 全身性エリテマトーデス 24 ウイリス動脈輪閉塞症

5 スモン 25 ウェゲナー向芽腫症

6 再生不良性貧血 26 特発性拡張型（うっ血型）心筋症

7 サルコイドーシス 27 シャイ・ドレーガー症候群

8 筋萎縮性側索硬化症 28 表皮水疱症

9. 1 強皮症 29 膿疱性乾癬

9.2 皮膚筋炎、多発性筋炎 30 広範脊柱管狭窄症

10 特発性血小板減少性紫斑病 31 原発性胆汁性肝硬変

11 結節性動脈周囲炎 32 重症急性膵炎

12 潰瘍性大腸炎 33 特発性大腿骨頭壊死症

13 大動脈炎症候群 34 混合性結合組織病

14 ビュルガー病 35 原発性免疫不全症候群

15 天疱癒 36 特発性間質性肺炎

16 脊髄小脳変性症 37 網膜色素変性症

17 クローン病 38 クロイツフェルト・ヤコブ病

18 難治性の肝炎のうち劇症肝炎 39 原発性肺高血圧症

19 悪性関節リウマチ 40 神経線維腫症

村
で
は
、
毎
年
8

月
と
認
月
に
原
因

が
不
明
で
治
療
法
も
確
立
し
て
い
な
い

う
え
、
長
期
の
療
養
を
必
要
と
す
る
難

病
（
左
表
参
照
）
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

患
者
ま
た
は
家
族
に
対
し
、
そ
の
精
神

的
負
担
の
軽
減
と
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
定
疾
患
と
同
様
に
長
期
の

療
養
が
必
要
と
さ
れ
る
小
児
慢
性
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
、
人
工
肛
門
装
着
患

者
、
人
工
透
析
療
法
対
象
者
に
つ
き
ま

福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

し
て
も
見
舞
金
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
お

よ
び
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

7

月
認
日

困
ま
で
に
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
さ
れ
る
か
た
は
申
請
を

特
定
疾
患. 
人
工
透
析
等
に

夏の青少年健全育成運動 7 月 15 日（水）～ 8 月 31 日（月） 平成 10年 7 月 10 日（金） (10) 



役場 匹 (84)3111

子どもの教育を考える

しつけの主役は家庭です

子
ど
も
だ
ち
の
豊
か
な
心
は
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
育
て
て

い
く
も
の
。
そ
の
だ
め
に
最
も
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る
の

が
家
庭
で
す
。
家
庭
で
は
子
ど
も
だ
ち
に
何
を
す
べ
き
か
ー
。

文
部
省
の
中
央
教
育
審
議
会
の
中
間
報
告
で
は
、
家
庭
に
対

し
て
次
の
よ
う
な
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

家
庭
の
在
り
万
を

見
直
そ
う

思
い
や
リ
の
あ
る
甲
る
い
円
満
な
家

庭
を

夫
婦
間
で
一
致
協
力
し
て
子
育
て
を

会
話
を
増
や
し
、
家
族
の
き
ず
な
を

深
め
る

過
干
渉
を
や
め
る

父
親
の
影
響
力
を
大
切
に

ひ
と
リ
親
家
庭
も
、
自
信
を
も
っ
て

子
育
て
を

家
庭
で
守
る
べ
き

ル
ー
ル
を
つ
く
ろ
う

幼
児
期
か
ら
小
さ
く
と
も
家
事
を
担

わ
せ
る
（
責
任
感
や
自
立
心
を
育
て

る
）

朝
の
「
お
は
よ
う
」
か
ら
始
め
て
、

あ
い
さ
つ
は
き
ち
ん
と
す
る
（
礼
儀

を
身
に
つ
け
る
）

モ
ノ
を
買
い
与
え
過
ぎ
な
い
（
我
慢

を
覚
え
さ
せ
る
）

家
庭
内
の
年
中
行
事
や
催
事
を
見
直

す子
ど
も
部
屋
を
閉
ざ
さ
な
い
（
家
族

の
会
話
を
大
事
に
す
る
）

テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ
ゲ
—
ム
を
す
る
時

間
を
決
め
る
（
時
間
の
ル
ー
ル
を
決

め
る
）

暴
力
や
性
に
関
す
る
テ
レ
ビ
・
ビ
デ

オ
の
視
聴
に
親
が
介
入
閑
与
を
す

る悪
い
こ
と
は
悪
い
と

し
っ
か
り
し
つ
け
よ
う

や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
や
間
違
っ

た
行
い
は
し
っ
か
リ
正
す

叱
る
と
き
は
、
気
分
や
感
情
に
流
さ

れ
ず
一
貫
性
を
も
つ
よ
う
に

自
分
の
行
い
に
は
責
任
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
気
つ
か
せ
る

家
事
分
担
や
地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

小
学
生
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
や
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
等
を
対
象
に
教

育
相
談
事
業
を
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
内
容
い
じ
め
、
登
校
拒
否

等
に
か
か
わ
る
悩
み

◇
相
談
方
法

0
電
話
相
談

6
ク
か
い0
1
2
0
1
8
4
5
6
6
5

月
1

金
曜
日
、
午
前
8

時
3
0分
1

午
後
5

時
（
時
間
外
は
留
守
番
電

話
が
受
付
）

相
談
員
村
教
育
委
員
会
武
井

淳
指
導
主
事

〇
来
所
（
面
接
）
相
談

日
時
毎
月
第
2
•
第

4

水
曜
日

午
後
1

時
1
3

時

場
所
中
央
公
民
館

相
談
員
砂
賀
柾
夫
相
談
員

申
し
込
み
事
前
に
専
用
電
話
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◇
費
用
い
ず
れ
の
相
談
も
無
料

※
相
談
は
学
校
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
実
施
し
、
家
庭
訪
問
相
談
も
随

時
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
群
馬
県
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
い
じ
め
電
話
相
談

6
3

0
1
2
0
|
8
8
9
7
5
6
 

ダ
イ
ヤ
ル

館
林
市
子
ど
も
相
談
室

6
閥
4
1
5

2

に
お
い
て
も
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
課

6
闘
4
4
9
1

早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ

ろ
っ

青
少
年
の
悩
み
や
心
配
ご
と
は

教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課

6
闘
4
4
9
1

ィ
ア
活
動
な
ど
異
年
齢
集
団
で
の
活

動
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
自
立
心
や

責
任
感
を
も
た
せ
る
よ
う
な
し
つ
け

を思
春
期
の
子
ど
も
か
ら
逃
げ
ず
、
正

面
か
ら
向
か
い
合
う

思
い
や
り
の
あ
る

子
と
も
を
育
て
よ
う

祖
父
母
を
大
切
に
す
る
親
の
姿
を
見

（
抜
粋
）

せ
る

手
助
け
の
必
要
な
人
を
思
い
や
る

差
別
や
偏
見
を
許
さ
な
い

生
き
物
と
の
触
れ
合
い
を
適
し
て
、

命
の
大
切
さ
を
数
え
る

幼
児
に
は
親
が
本
を
読
ん
で
聞
か
せ

る

(11) 平成10年 7 月 10 日（金） “瞳の輝き、もっと／もっと．I" 心豊ガでだくましい青少年に
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法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る
＜
す

る
運
動
」
が
7

月
1

日
か
ら
1

か
月
間

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

特
に
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
親
の

養
育
機
能
の
低
下
、
大
人
社
会
の
規
範

意
識
の
低
下
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
現
状

に
あ
っ
て
は
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
、

地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
こ
う
し
た

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

危
険
物
（
ガ
ラ
ス
類
）

村
で
は
、
危
険
物
収
集
事
業
と
し
て

不
燃
物
（
資
源
ご
み
）
の
分
別
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
特
に
ガ

ラ
ス
類
の
収
集
時
の
決
ま
り
が
守
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
地
区
の
衛
生
役
員
さ

ん
が
大
変
な
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
ガ

ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
色
分
け
が
完
全
で

な
い
と
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
え
な

い
た
め
、
特
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
ガ
ラ
ス
の
色
分
け
を
正
し
く

（
特
に
無
色
ガ
ラ
ス
に
気
を
付
け
て
）

一
見
無
色
に
見
え
て
も
、
ビ
ン
底
の

そ
こ
で
、
今
年
は
運
動
の
重
点
目
標

を
「
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、

犯
罪
・
非
行
を
防
止
し
、
罪
を
犯
し
た

人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
を
支

え
る
」
、
統
一
標
語
を
「
ふ
れ
あ
い
と
対

話
が
築
く
明
る
い
杜
会
」
と
し
、
こ

の
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

厚
い
部
分
を
見
る
と
色
が
着
い
て
い

る
の
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
板
ガ

ラ
ス
は
す
べ
て
有
色
と
な
り
ま
す
。

◇
汚
れ
の
ひ
と
い
も
の
は
洗
っ
て
出
す

か
り
つ
く
だ

海
苔
の
佃
煮
や
ジ
ャ
ム
の
ビ
ン
等
で
、

中
身
が
付
着
し
た
ま
ま
出
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の

は
必
ず
洗
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

、
。

し
＞

◇
収
集
時
間
外
に
出
さ
な
い

危
険
物
は
、
収
集
日
の
午
前
9

時
か

ら
正
午
ま
で
の
間
に
各
収
集
所
へ
出

す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
地
区
の
衛

環
境
保
健
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
6
8
6

生
役
員
さ
ん
が
立
会
指
導
を
し
て
い

ま
す
。
ガ
ラ
ス
の
色
分
け
を
確
認
し
、

ふ
た

ド
ラ
ム
缶
に
蓋
を
し
て
終
了
し
ま
す

が
、
そ
の
後
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

色
分
け
が
不
完
全
で
翌
日
か
ら
の
回

収
作
業
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

の
持
ち
出
し
に
ご
協
力
を

福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

7

月
は

I
I

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
I
i
強
調
月
間

ご存じですか 児童扶養手当 . 特別児童扶養手当
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

児
童
扶
養
手
当
（
母
子
家
庭
等
）

1
8
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3

月
3
1
日
ま
で
に
あ
る
児
童
（
障
害
の
あ

る
場
合
は
2
0
歳
未
満
の
児
童
）
で
、
次

の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
者

を
監
護
し
て
い
る
母
子
家
庭
な
ど
の
母

親
ま
た
は
母
親
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
か
た

・
父
母
が
離
婚
・
父
が
死
亡
・
父

が
重
度
の
障
害
者
（
国
民
年
金
1

級
程

度
）
・
父
の
生
死
が
不
明
・
父
か
ら

1

年
以
上
遺
棄
・
未
婚
の
子

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
障
害
の
あ
る
児

童
）精

神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
2
0

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
母
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
か

た◇
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
場
〈
―o

・
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る

と
き

・
児
童
（
児
童
扶
養
手
当
は
母
、
養
育
者

を
含
む
）
が
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る

と
き

※
児
童
扶
養
手
当
は
、
昭
和
6
0
年8
月
1

日
以
降
に
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
か
た
で
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る

日
か
ら
5

年
を
経
過
し
た
と
き
は
請
求

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
父
母
な
ど
の
所
得

が
一
定
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
手
当
の

支
給
が
停
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平成10年 7 月 10 日（金） (12) 
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若さを保つ体操にあなたも挑戦

あ
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
次
の
と
あ

り
で
す
。

◇
対
象
3
0
歳
か
ら
6
0
歳
ま
で
の
明
和

村
在
住
の
家
庭
婦
人

◇
定
員
3
0
名
（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
だ
は
、

8
月

7

日
⑤
の
午
後
5

時
ま
で
に
保
健
セ
ン

タ
ー
ヘ
あ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

村
で
は
、
日
ご
ろ
運
動
す
る
機
会
の

少
な
い
家
庭
婦
人
を
対
象
に
、
楽
し
み

な
が
ら
健
康
つ
く
り
を
し
よ
う
と
、
次

の
と
あ
り
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
あ
、
第

1

回
か
ら
4

回
ま
で
の
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

教
室
で
は
、
村
食
生
活
改
善
推
進
員
の

協
力
に
よ
り
、
「
ほ
っ
と
一
息
タ
イ
ム
」

と
し
て
ヘ
ル
ジ
ー
な
あ
や
つ
も
こ
用
意

い
だ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

ヘルスアップ教室の日程表

回数 日時 時 間 会 場 テーマ

1 8/19（水） 午後 1 特30分～ 3 時 社会体育館 自分のからだを知ろう

2 9/16（水） 午後 1 峙30分～ 3 時 社会体育館 背骨の柔軟は若さの秘訣

3 10/21 （水） 午後 1 峙30分～ 3 特 社会体育館 腰痛予防のためのストレッチ

4 11 / 18（水） 午後 1 特30分～ 3 B寺 社会体育館 レクリエーションダンスも取リ入れて

5 12/16（水） 午後 1 時30分～3時30分 海洋センター 水中ビクスに挑戦

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
が

開
か
れ
ま
す

食中毒予防の三原則

□ 食中毒の原因菌をつけない I 
●洗う ●包む

` • 硲芯ら厄 食中毒の原因菌を増やさない I 
●早めに食べる ●温度管理

.... 、こ.,'ク覆 ：9シ［］］

三

Pｷ 食中毒の原因菌を殺す I 
●加熱 ●殺菌

'る｀｀※0土き気やあう吐、腹痛、下痢、唇のしび

れなと食中毒と思われる症状が現れだら、

直ちに医師に診てもらいましょう。

食
中
毒
は
飲
食
店
で
の
食
事
や
給
食

だ
け
が
発
生
源
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？実

は
、
台
所
や
食
卓
な
ど
私
た
ち
の

日
常
生
活
で
も
発
生
し
て
い
る
の
で
す
。

た
だ
家
庭
で
は
一
度
に
発
症
す
る
人
数

が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
食
中
毒
と

は
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
症
状
が
進
ん

で
い
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

食
中
毒
は
十
分
に
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
の
衛
生
管
理
を
も

う
一
度
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食

毒

「
二
次
汚
染
」

食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
は
熱
に

弱
く
、
十
分
に
加
熟
す
れ
ば
細
菌
は
死

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
細
菌
に

汚
染
さ
れ
た
手
や
ま
な
板
、
包
丁
な
ど

か
ら
生
野
菜
に
移
っ
た
り
、
加
熟
調
理

の
済
ん
だ
食
品
を
盛
り
付
け
る
時
に
細

菌
が
付
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
「
二
次
汚
染
」
と
呼
ん
で

お
り
、
食
中
毒
の
原
因
の
う
ち
か
な
り

の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

二
次
汚
染
の
防
止
に
は
手
洗
い
や
調

理
器
具
の
殺
菌
だ
け
で
な
く
、
下
痢
を

し
て
い
る
人
は
風
呂
で
は
な
く
シ
ャ
ワ

ー
だ
け
に
す
る
か
、
も
し
く
は
一
番
最

後
に
入
浴
す
る
よ
う
に
し
、
吐
い
た
物

や
便
で
汚
れ
た
衣
服
な
ど
は
煮
沸
す
る

か
ま
た
は
薬
剤
で
消
毒
し
、
他
の
衣
服

と
は
別
に
洗
濯
し
て
日
光
で
乾
か
し
ま

し
ょ
う
。

に
注
意

(13) 平成10年 7 月 10 日（金）
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身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

6

月
2
9
日
、
館
林
市
内
で
邑
楽
郡
・
館
林
市
の
首
長
、

議
長
、
地
元
県
議
ら
が
集
ま
り
、
本
年
度
第
1

回
の
邑
楽

館
林
地
域
施
策
推
進
懇
話
会
（
会
長
久
保
田
富
一
郎
県

議
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
下
勝
県
議
の
も
と
に
「
魅
力

あ
る
ふ
る
里
づ
く
り
と
広
域
的
連
携
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
中
島
勝
敬
館
林
市
長
、
針
ヶ
谷
照
夫
板
倉
町

長
、
斎
藤
憲
明
和
村

長
、
襟
川
幸
雄
千
代

田
町
長
、
高
野
和
男

大
泉
町
長
、
横
山
恵

一
邑
楽
町
長
ら
が
、

各
自
治
体
の
か
か
え

る
政
策
、
課
題
な
ど

舌
を
訴
え
、
活
発
な
意

会一
＿
―
1
0懇

見
交
換
が
行
わ
れ
ま

た
し
た
。

れわ
広
域
連
携
に
つ
い

行
て
、
斎
藤
村
長
は
「
病

が換
院
な
ど
公
共
施
設
を

巡
回
す
る
広
域
バ
ス

交見意
は
可
能
か
」
な
ど
要

望
意
見
を
出
し
ま
し

な発活
た
。

緑を大切にして未来へ
シダレザクラを記念植樹

|り

図書館の前で行われた記念楢樹

群
馬
県
で
開
催
さ
れ
た
第
4
9
回
全
国

植
樹
祭
を
記
念
し
て
、
本
村
で
は
6
月

2
4
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
（
図
書

館
）
前
庭
で
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
、
斎
藤
村
長
ら
村
4

役
お

よ
び
森
尻
議
会
議
長
ら
議
会
議
員
な
ど

1
5
人
が
、5
人
ず
つ
に
分
か
れ
、
高
さ

約
4
.
5

い
い
の
仙
台
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
ー

本
を
植
え
ま
し
た
。

斎
藤
村
長
は
植
樹
を
前
に
「
全
国
植

樹
祭
を
契
機
に
緑
を
大
切
に
す
る
気
運

が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
苗
木
が
、
将

来
に
向
け
て
す
ば
ら
し
い
木
に
育
つ
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

し＼

あめでとう愛里ちゃん
第 3 子出産祝金

平
成
1
0
年4
月
か
ら
第
3

子
以
上
の
出

産
に
対
し
、
出
産
祝
金
1
0
万
円
が
村
か
ら

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初

の
申
請
者
と
な
っ
た
深
沢
雅
代
さ
ん
（
新

里
）
に
6

月
1
5
日
、
斎
藤
村
長
か
ら
「
お

誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
出
産

祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
時
代
を
担
う
児
童
の
健

全
な
育
成
と
地
域
杜
会
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

5

月
1

日
に
女
の
子
の
愛
里
ち
ゃ
ん
を

出
産
し
た
母
親
の
雅
代
さ
ん
は
、
「3
人
目

な
の
で
余
裕
を
持
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
育

児
を
し
て
い
ま
す
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

斉藤村長から出産祝金が贈られた深沢さん

平成10年 7 月 10 日（金） (14) 



体験を生かして将来を考える
中学生の職場体験学習

司
書
か
ら
指
導
を
受
け
る
中
学
生

よ
う
に
と
、
平
成

6

年
度
か
ら
5

年

間
、
毎
年
6

月
に
同
中
学
校
で
企
画

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
新
た
に
、
職
場
体
験
の
場
と

し
て
加
え
ら
れ
た
村
立
図
書
館
で
は
、

男
女
4

人
の
生
徒
が
開
館
準
備
や
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
た
貸
し
出
し
返
却
の

業
務
、
図
書
の
整
理
な
ど
を
体
験
し
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
保
健
婦
志
望
の

2

人
の
生
徒
が
健
康
相
談
や
予
防
接

種
を
手
伝
い
ま
し
た
。

体
験
し
た
生
徒
た
ち
は
「
ま
す
ま

す
司
書
に
な
り
た
く
な
っ
た
、
村
の

施
設
で
働
い
て
み
た
い
」
と
、
仕
事

に
対
し
て
大
い
に
興
味
を
示
し
て
い

ま
し
た
。

村内の幹線遵路なとを清掃

県建設業協会館林支部

村内で行われた清掃作業

6
月
1
8
日
、
明
和
中
学

校
で
は
村
内
3
6
か
所
の
事

業
所
の
協
力
に
よ
り
、
1

7
7

人
の
生
徒
が
今
年
も

職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。こ

れ
は
、
高
校
受
験
を

1

年
後
に
控
え
た
中
学
2

年
生
の
立
場
で
、
役
場
や

小
学
校
な
ど
の
公
共
施
設

の
ほ
か
、
民
間
の
事
業
所

も
含
め
、
村
内
の
あ
ら
ゆ

る
場
所
で
の
実
体
験
を
将

来
の
進
路
等
に
生
か
せ
る

群
馬
県
建
設
業
協
会
館
林
支
部
（
支
部

長
・
荒
井
清
さ
ん
）
で
は
5

月
2
9
日
、
約

1
5
0

人
が
参
加
し
て
第
1
2
回
道
路
ク
リ

ー
ン
作
戦
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
作
戦
は
、
建
設
会
社
が
建
設
に
携

わ
っ
た
道
路
の
環
境
美
化
を
目
指
し
、
豊

か
な
郷
土
づ
く
り
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
目

的
。
社
員
や
県
・
市
町
村
職
員
ら
が
、
同

支
部
内
の
幹
線
道
路
の
1
5
7

キ
ロ
の
区
間

で
清
掃
作
業
を
行
っ
た
結
果
、
可
燃
ご
み
、

不
燃
ご
み
な
ど
4
,
6
6
5

キ
ロ
の
ご
み
を

収
集
し
ま
し
た
。

本
村
に
お
い
て
も
、
国
道
、
村
道
合
わ

せ
て
2

路
線
で
実
施
さ
れ
、
空
缶
、
空
瓶

な
ど
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

予防接種のため消毒の手伝いをする中学生

創部 18年目にして初出場
明和 FC ベスト 4

少
年
サ
ッ
カ
ー
の
最
裔
峰
を
目
指
す

全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
群
馬
県
大

会
東
毛
大
会
（
館
林
・
太
田
・
桐
生
地

区
）
で
本
村
の
明
和
F
C

が
第
2

位
の

成
績
で
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

県
大
会
は
6
月
1
4
日
か
ら
3

日
間
藤

岡
市
で
開
か
れ
、
初
戦
高
崎

F
C

イ
ー

グ
ル
（
西
毛
1

位
）
を
延
長
0
|
0

p

K

戦
の
末
5
|
4

で
く
だ
し
、
準
々
決

勝
へ
進
み
、
S
c

小
野
（
南
毛
l

位
）

に
3
_
1
で
勝
ち
、
準
決
勝
で
は
F
C

邑
楽
に
2
|
0

、
続
く
3

位
決
定
戦
で

は
前
橋
F
C

に
惜
し
く
も
1
|
0

で
敗

れ
ま
し
た
。
県
下

1
7
5

チ
ー
ム
参
加

し
た
こ
の
大
会
で
の
ベ
ス
ト

4

を
讃
え

た
い
成
績
で
し
た
。

閉東大会への出場が決まった甲和 FC
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◇
期
日

8

月
認
日
仰

◇
会
場
明
和
中
学
校
校
庭

第
9

回
村
民
マ
ラ
ソ
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

7

月

2
0日
の

国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
を
記
念
し
て

前
日
の
1
9日
同
に
無
料
開
放
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
頁
夏
の
1

日
を
水
と

親
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

7

月

1
9日
⑭
無
料
開
放

海
洋
セ
ン
タ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

村
の
部

3

位

B
 

◇
対
象
小
学
生
以
上
の
村
内
在
住
・

在
勤
者
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

7

月

3
1日
園
ま
で
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

市
町
村
別
対
抗
の
総
合
成
績
は
村
の

部
で
1
0位
、
種
目
別
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
入
賞
種
目
・
敬
称
略
）

▽
監
督
久
保
口
敏
夫
▽
選
手

江
原
祥
美
、
金
田
聖
子
、
森
原
昌
代
、

森
尻
有
美
子
、
篠
木
謙
佑
、
田
口
真
弘
、

森
田
純
一
、
福
田
和
寿
、
細
谷
寿
夫
、

堀
□
優

▽
監
督
清
水
治
雄
▽
選
手
新

井
ト
シ
子
、
小
田
木
さ
だ
、
渋
沢
ろ
く
、

荒
木
義
泉
、
野
本
秋
子
、
斎
藤
千
子

（
入
賞
者
・
敬
称
略
）

2
O
O
M
1

位
窟
塚
か
ず
子

l

少
0

3

手

2

4
0
0
M
2

位
富
塚
か
ず
子

7
2秒
4
9

3
,
0
O
O
M
W
2位
堀

D

優

1
7分
1
6秒
0
2

3
,
0
O
O
M
W
1位
堀
口
順
子

2
1分
4
9秒
5
2

小
平
弘

大
会
新
4
m
5
8

小
平
弘
8
m
3
9
 

始
澤
重
信3
5
m
5
0
 

始
澤
重
信2

6
m認

第
5

回
B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
水
泳

記
録
大
会
が
6

月
7

日
、
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
、
1
1
2

人
が
参
加
し
て
、

同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

競
技
種
目
は
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、

平
泳
ぎ
、
自
由
形
、
個
人
メ
ド
レ
ー
、

リ
レ
ー
の

6

種
目
。
参
加
選
手
は
、
自

分
の
タ
イ
ム
を
1

秒
で
も
縮
め
る
た
め

挑
戦
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
オ
ー
プ
ン

4

年
目
を

迎
え
、
現
在
ま
で
に
3
2

万
人
が
利
用

自
分
の
記
録
に
挑
戦

水
泳
記
録
大
会

優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

準
優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

第

2
9
回
春
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

募

集

千
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

村
の
部

A

1

位

◇
男
子
の
部

優
勝
久
永
晴
紀

準
優
勝
石
村
正

3

位
台
佳
弘

◇
女
子
の
部

優
勝
台
路
子

準
優
勝
石
村
加
津
美

3

位
持
田
秀
子

（
敬
称
略
）

会

1流- f;j) 

ゴ---

村
の
部
総
合

1
0位

第
1
5回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

結

果

---
社会体育館

8 (84) 4626 

海洋センター

8(84)5511 

6
5歳
代

6
0歳
代

4
5歳
代

4
0歳
代

や
り
投

円
盤
投

一
段
跳

走
幡
跳

1

位
1

位

第
1
回
明
和
オ
ー
プ
ン

テ
ス
大

2

位
1

位

乏―
'·い

日ごろの練習成果を発揮する参加者

第
1
5回
県
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
大

会

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
健
康
づ
く
り
や

交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昇
ヨ
4
 

和気あいあいと行われた大会

6

月

2
4日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
、

本
村
と
千
葉
県
八
日
市
場
市
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
会
員
に
よ
る
交
流
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

1
0年
前
の
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
縁
で
毎
年
2

回
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
交
流
大
会
を
続
け

て
い
ま
す
。

本
村
の
会
員
1
0
5

人
お
よ
び
八
日

市
場
市
の
会
員
1
5

人
は
、
8

ホ
ー
ル

4

ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
な
が
ら
、
和
気
あ

い
あ
い
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

八
日
市
場
市
と
交
流
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
員

優
勝
新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

準
優
勝
千
津
井
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

第

2
2
回
パ
パ
さ
ん

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

平成10年 7 月 10 日（金） (16) 



江
戸
時
代
か
ら
明
治
へ
と
盛
ん
で
あ

っ
た
利
根
の
水
運
も
、
明
治
中
・
後
期

へ
と
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、
鉄

道
の
発
達
普
及
に
伴
い
一
般
貨
物
が
鉄

道
輸
送
へ
と
移
り
、
こ
の
地
方
で
も
東

武
鉄
道
の
利
根
川
鉄
橋
の
架
設
開
通
（
明

治
四
十
年
八
月
）
、
さ
ら
に
明
治
四
十
三

年
の
洪
水
の
被
害
も
影
響
し
て
急
速
に

た
と

衰
退
の
一
途
を
辿
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
水
運
の
こ
ぼ
れ

話
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
以
前
「
明

和
村
誌
」
編
さ
ん
に
際
し
実
施
さ
れ
た

民
俗
調
査
の
話
題
等
も
お
り
ま
ぜ
て
ふ

れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
水
運
で
こ
の
辺
り
の
河
岸
で
扱

わ
れ
た
船
荷
に
は
時
代
に
よ
り
多
少
の

水
運
②

めいわ再発貝
••• 

ふるさとだすねある記
No.35 

こ
ほ
れ
話 [ 利根のさざなみ ⑤ ] 

で
す
が
、
蒸
気
船
は
「
通
運
丸
」
と
い

う
汽
船
で
大
正
時
代
に
は
よ
く
見
ら
れ

た
そ
う
で
川
蒸
気
と
も
呼
ば
れ
、
水
車

を
回
し
て
動
き
「
ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ
」
と

大
き
な
音
が
し
た
の
で
、
利
根
川
の
近

く
に
い
た
人
に
は
こ
の
船
が
通
る
の
が

わ
か
っ
た
そ
う
で
す
。

帆
か
け
船
に
は
水
運
用
の
船
（
高
瀬

船
）
と
砂
利
取
り
船
が
あ
り
、
前
者
は

船
体
も
大
き
く
、
船
の
上
で
生
活
も
で

き
た
と
の
こ
と
。
昔
は
土
手
の
高
さ
が

低
か
っ
た
の
で
、
帆
か
け
船
が
通
る
時

土
手
越
し
に
帆
の
上
の
部
分
が
見
え
た

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
小
学
生
の
こ
ろ

の
利
根
川
で
の
写
生
と
い
え
ば
、
帆
か

け
船
が
描
か
れ
る
の
は
当
然
と
い
う
ぐ

ら
い
よ
く
見
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

は
確
か
昭
和
十
五
年
か

十
六
年
の
こ
ろ
、
春
先

の
あ
る
日
の
午
後
、
利

根
川
べ
り
に
い
た
時
に

川
下
か
ら
大
き
な
帆
か

け
船
が
さ
か
の
ぼ
っ
て

き
て
、
そ
の
船
の
へ
さ

き
近
く
に
人
影
が
あ
り
、

炊
事
の
支
度
で
も
し
て

う
ち
わ

い
た
の
か
団
一
扇
で
七
輪

の
火
を
起
こ
し
て
い
た

風
景
が
今
な
お
鮮
明
に

思
い
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
今
は
も
う

帆
か
け
船
も
「
わ
た
だ

る
」
も
皆
さ
ん
の
身
近

な
話
題
と
し
て
は
、
は

る
か
な
過
去
へ
と
忘
れ

去
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
早
川
久
美
記
）

蒸気船「通運丸」

相
違
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
江
戸
方

面
へ
の
積
荷
と
し
て
は
、
米
、
麦
、
大

豆
、
（
瓦
）
、
木
材
薪
炭
等
の
地
方
の
産

物
、
江
戸
か
ら
来
る
も
の
は
、
日
用
品

の
一
切
、
茶
、
塩
、
海
産
物
、
肥
料
と

し
て
の
「
わ
た
だ
る
」
等
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
こ
で
「
わ
た
だ
る
」
に
つ

い
て
年
輩
の
か
た
は
記
憶
が
あ
る
と
思

ぱ
ら
わ
た

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
魚
の
腸
な
ど
不
用

の
部
分
を
四
斗
樽
に
詰
め
た
も
の
で
、

し
も
ご
ぇ

こ
の
地
方
の
農
家
で
は
下
肥
（
人
糞
尿
）

に
ま
ぜ
て
、
桑
や
梨
等
の
肥
料
と
し
て

盛
ん
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。
し
か

し
強
い
悪
臭
の
た
め
東
武
鉄
道
開
通
後

も
船
で
運
ば
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

始
ま
る
こ
ろ
ま
で
続
い
た
よ
う
で
し
た
。

船
に
つ
い
て
は
帆
か
け
船
、
蒸
気
船

/~ 

` 
ヽ

館林邑楽地区 館林地区 千代田 変更※に 耳◎鼻科科人の • 祝は日板倉地区
明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

なにみI 清河堂医院海宝病院
る限一

7 月 20 日
匹 (72)3070 B (7 4) 0811 rJ 

日 7 月 26 日
白沢医院合村クリニック 安楽岡医院慶友病院 館林地区と 館林地区と 脅孟目 — 
匹（72)1600 匹 (70)2221 8 (72) 0572 8 (72) 6000 同じです。 同じです。 まは (匹72) 

8 月 2 日
土井クリニック川田医院 横田（善）医院最上医院 井上医院 館林地区と ti 3 
匹（72) 8841 匹 (72)3724 匹（72)4970 8 (7 4) 3763 匹 (82) 1131 同じです。 贔認 1 1 

当
時 4

落合医院小倉医院 横田（善）医院新橋病院 増田医院 小西医院 ま°
8 月 9 日

匹（72)3160 匹（72)0606 ff (72) 4970 匹 (75)3011 匹 (82)2255 匹 (86)2261 
しで \ が

てで 闊
浜野病院

かす

8 月 13 日 ら゜

番 匹 (88)5678 塁犀
浜野病院 しす。

8 月 14 日
匹 (88)5678 : 困科

医 8 月 15 日
浜野病院 摩・
匹(88)5678 し 。＼ 外科、

8 月 16 日
根岸医院 大神医院 横田（善）医院 川島脳外科 館林地区と 館林地区と 喜ff (72) 3262 8 (62) 2200 ft (72) 4970 匹（75)5511 同じです。 同じです。

\ 
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やまとり号 1 日見学

参加者募集

l 館林財務事務所
匹（72)4461

館林財務事務所では、県政に対す

る理解を深めていただくため、「やま

どり号 1 日見学」（県有施設）の参加

者を募集します。

◇期日 8 月 21 日（金）

◇見学場所 県立自然史博物館（富

岡市）、日本絹の里（群馬町）

◇対象 邑楽郡および館林市内在住

のかた

◇定員 100人（定員を超えた場合は、

抽選）

◇参加費 無料（集合場所までの交

通費および昼食は参加者負担）

◇申し込み往復はがきに、住所·

氏名・年齢・職業・電話番号・過

去の参加の有無を明記し、 7 月 25

日（土） （消印有効）までに〒374-0029

館林市仲町11番 10号館林財務事

務所地域振興室へ（はがき 1 枚に

つき 1 名または 1 家族）

「ミャンマー・ベトナム民族
音楽舞踊の世界」公演

（財）群馬県国際交流協会

匹 027(243)7271

◇日時 8 月 11 日（火） 午後 6 時30分

開演（午後 6 時開場）

◇会場 桐生市市民文化会館シルク

ホール

◇入場料全席自由

前売券一般2,000円 中学生以下

1,000円

当日券一般2,500円 中学生以下

1,500円

◇内容 ベトナム民族音楽・伝統舞

踊、ミャンマー民族音楽・舞踊

◇入場券の取扱い 館林市国際交流

協会匹（72)4111 または各地区プレ

イガイド等へ

村営住宅

入居者募集

l 役場建設課 公（84)3111 こ
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 7 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

放送大学学生募集

放送大学群馬学習センター

匹 027(230)1085

テレビ・ラジオを通じて自宅で学

習できる放送大学では、平成10年度

第 2 学期（10月授業開始）入学の学

生を募集しています。

◇募集学生 全科履修生・選科履修

生・科目履修生

◇出願期限 8 月 15 日（土）

◇募集要I頁の請求（無料）等放送

大学群馬学習センター〒371-0032

前橋市若宮町1-13-2ヘ

群馬県職員採用

中級•初級試験

群馬県人事委員会事務局

匹 027(223)1111

◇職種事務系・技術系職種

◇資格

・中級 昭和46年 4 月 2 日から昭和

54年 4 月 1 日までに生まれた人

•初級 昭和52年 4 月 2 日から昭和

56年 4 月 1 日までに生まれた人

◇申込期間 8 月 3 日（月）～ 28 日（金）

◇第 1 次試験日 9 月 27 日（日）

◇願書配布場所館林財務事務所匹

(72)4461 ほか

宝くじの収益金は、私たちの街の公共事業に役立てられています。

前後万各4.500万円

発売期間 7’月 21日（火）～-8月7日（金）
岬•40ユニットの場合）

出三正：謬霜：：：：：：虐箆 抽せん日：8 月 18 日（火）
塁竺団更門戸：］誡盟塁：：：：ここり唸塁 サマージャンポ宝くじは通信飯亮でもお求めできます。
3等―- ------100万円—-- ---2.000本
4等――- -------5万P3 ----- 80.000本 どうそごf lj月下さい．
5等―---- -----i万P3-----400.000本 1 枚300円

巴＿：｀：ー／宣三塁詞詈 召〗｀｀囮易］日日
トルコキキョウ

介護保険法の

講演会開催

l 邑楽福祉事務所
匹（73)2141

邑楽福祉事務所では、福祉団体と

の共催により次のとおり講演会を開

催します。

◇日時 7 月 23 日（木） 午後 1 時30分

~ 4 時
◇場所 千代田町民プラザ

◇講師上智大学助教授栃本一三

郎氏

◇演題 介護保険制度と地域福祉活

動

◇申し込み 電話で邑楽福祉事務所へ

群馬県警察官 B ・婦人

警察官 B 等採用試験

1 館林警察署

◇資格

8(75)0110 

・警察官 B 大学卒を除く昭和43年

4 月 2 日から昭和56年 4 月 1 日ま

でに生まれた男子

・婦人警察官 B 大学卒を除く昭和

43年 4 月 2 日から昭和56年 4 月 1

日までに生まれた女子

・婦人補導員 昭和46年 4 月 2 日か

ら昭和54年 4 月 1 日までに生まれ

た女子

◇申込期間 7 月 21 日（火）～ 8 月 21 日（金）

◇第 1 次試験日 9 月 20 日（日）

◇願書配布場所 館林警察署、明和

駐在所匹（84)2200ほか

8 月は電気使用

安全月間です

東京電力（株）館林営業所

8(72)4340 

◇電気使用安全対策

0 電気が時々消えたりしませんか

〇洗濯機を触ったときに「ピリッ」

と感じたことはありませんか

0 電気の安全調査を受けていますか

◇省エネルギー対策

0室内の冷房設定温度は控えめに

〇窓側や昼休みの消灯励行を

0街路灯の昼間点灯の撲滅を

※電気設備の安全確保、電気の正し

い使いかたについてのお問い合わせ

は、関東電気保安協会匹（46)8333 、

東京電力（株）館林営業所へご連絡くだ

さい。

平成10年 7 月 10 日（金） (18) 



くらし
の
輌報

村の無料法律相談

◇日時＝ 8 月 10 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受付＝ 8 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

乳 I曰
.Jし 健 吟

5ク

◇日時＝ 8 月 12 日（水）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝9年8月、 10年 1 月、 4月生

健 康 相 二火
畝

◇日時＝ 8 月 4 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

人権・行政·心配ごと相談

8 月はお休みさせていただきます。

交通事故相談

◇日時＝ 8 月 13 日（木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

精神衛生相談

年 金 相

◇日時＝ 8 月 20 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

今 月

ニ火臥

の納税

◇固定資産税、国民年金保険料、水

道料金

◇納期限＝ 7 月 31 日（金）

検察審査会 50 周年

l 太田検察審査会事務局
匹 (45)7751

今年は検察審査会制度ができて50

周年に当たります。交通事故や詐欺

など、犯罪の被害にあって警察や検

察庁に訴えたけれども、検察官が被

疑者（犯人と思われる人）を起訴し

てくれない。このような場合に、そ

の不起訴処分のよしあしを国民の中

からくじで選ばれた 11人の検察審査

員が審査するのが検察審査会です。

詳しくは、太田検察審在会事務局へ

(19) 平成10年 7 月 10 日（金）

役場環境保健課（保健センター内）
匹 (84)4686

ボケの予防など、心の健康に関す

ることなら何でも結構です。お気軽

にご相談ください。

◇日時 8 月 20 日（木）午後 2 時～ 4 時

◇場所保健センター

◇相談医 館林厚生病院精神神経科

医長 狩野正之医師

◇申し込み 8 月 5 日（水）までに環境

保健課ヘ

親子食品

隊員

1 館林地域保健所

探検隊

募集

匹（72)3230

保健所では、食品衛生について理

解を深めるため、実際に食品の化学

検査や細菌検査そして食品製造施設

の監視等を行う「親子食品探検隊員」

を募集します。関心のあるかたは、

ご応募ください。

◇日時 8 月 6 日（木） • 7 日（金） 午前

10時～午後 3 時（ただし、 7 日は

午前11時から）延 2 日間

◇場所館林地域保健所および監視

施設

◇対象者 村内在住の小学校高学年

生または中学生およびその父兄

◇内容 簡単な理化学検査、細菌検

査、大規模食品製造施設監視

◇募集人員村内で 1 組（応募者多
数の場合は、抽選となります）

◇応募万法 7 月 21 日（火）までに館林

地域保健所衛生課へ電話でお申し

込みください

国民年金保険料は

必ず納めましょう

l 役場住民課 匹（84)3111
国民年金の被保険者のうち「第 1

号被保険者（農業や自営業者、学生

等）」は、保険料を役場または金融機

関に自分で納めに行かなくてはなり

ません。

そのため、うっかり忘れたりして

そのままにしておくと、年金額が減

額されたり、全く受けられなくなっ

てしまう場合もあります。

納め忘れがなくなるように毎月、

口座から引き落とされる「口座振替」

のご利用をお勧めします。

※詳しくは、役場住民課ヘ

東広圏施設めくり

参加者募集

東毛広域市町村圏振興整備組合

匹 (47)1850

東毛広域（明和村など邑楽郡、館

林市、太田市、尾島町、新田町）で

は、「東広圏施設めぐり」と称して、

組合施設の見学や宿泊を行い、施設

と周辺地域の状況や組合業務への理

解を深めていただくため、観光めぐ

りを次のとおり開催します。

◇期日 8 月 25 日（火）～ 26 日（水） 1 泊

2 日

◇行程第 1 日 (25 日）館林市発…

林間学校見学（赤城山）…臨海学

校（新潟県出雲崎町）宿泊 第 2

日 (26 日）臨海学校…出雲崎町周

辺見学…館林市着

◇集合時間午前 6 時45分（帰着時

間は午後 6 時予定）

◇集合場所館林市役所正面玄関前

◇対象者 小学生以上の圏域在住者

（小中学生は、保護者同伴）

◇募集人数 80名（館林市、太田市

発各 1 台40名）ただし、応募者が

募集組数を超えた場合は袖選

◇参加費 5,000円（宿泊代、 1 日目

昼食・タ食代、 2 日目朝食・昼食

代、見学料、傷害保険料相当分）

◇申し込み はがきに希望者全員の

住所、氏名、年齢、電話番号を記

入し、〒 373-8718 太田市浜町2

-35太田市役所内 東毛広域市町

村圏振興整備組合へ（人数は、は

がき 1 枚につき 5 名以内）

◇申込期限 7 月 25 日（土）当日消印有

効

7 月は「労働者派遣事業適正運営推進月間」です

ぐ
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我
が
「
明
和
西
ウ
ル
ト
ラ
ナ
イ
ン
ズ
」

も
、
昨
年
の
9

月
に
結
成
さ
れ
、

1
0か

月
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
私
と
監

督
の
片
柳
、
そ
し
て
部
員

4

人
で
活
動

開
始
。
1

人
2

人
と
部
員
も
増
え
、
今

で
は
2
5人
と
人
数
的
に
は
チ
ー
ム
の
形

が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
成
間
も
な
い
ク
ラ
ブ
で

す
。
そ
し
て
、
部
員
の

9

割
が
ボ
ー
ル

も
握
っ
た
こ
と
が
な
い
子
ど
も
た
ち
ば

か
り
で
し
た
が
、
最
近
で
は
監
督
、
コ
ー

チ
の
熱
意
あ
る
指
導
の
も
と
、
大
会
、

練
習
試
合
な
ど
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
野
球
の
点
数
と
い

う
よ
り
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
み
た
い

な
点
差
が
あ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
も
父
兄
の
皆
様
の
協
力

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
、
ス
タ
ッ
フ
で

力
を
合
わ
せ
、
規
律
あ
る
明
る
い
チ
ー

ム
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ウ
ル
ト
ラ
ナ
イ
ン
ズ
で
、
と
も

だ
ち
の

I
l

わ
I
lを
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

1

人
で
も
多
く
の
野
球
の
好
き
な

子
、
待
っ
て
ま
す
。
同
時
に
、
ス
タ
ッ

フ
の
一
員
に
な
っ
て
く
れ
る
か
た
、
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

村の人口と世帯
7 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,326戸(+ 7) 

人口総数 11, 664人(+ 3) 

急
6 月の救急車出動回数

病 20件 交通事故 3 件 その他 5 件

代
表
松
本
利

合

闘
圃

ゥ
J
l
ト
―
フ
ナ
イ
ン
ズ

男 5,869人・女 5,795人

〈 6 月中の動き〉

出生 6 人・死亡 5 人

転入 23人・転出 21 人

計 28件

編

集

後

祝；

奈島寺秋坂 佐薗蓮奥新
良田内野本氏，つと::..藤田見澤井氏
さま

は高だこ公名あり瑞ぢ美み寿計員欠名庄ぅ
な男子っ子 ＜も厨喜き音応台じ め

73 80 81 89 44 :や寿亮明繁公忠贄―仁明言で
義吉勝秀晴世み江子代宏紀男子雄名だ

I±』

正雄彦雄義三—，ン女女女男男冒~:-,-
川中新矢梅地薮大大新江江地薮

佐
俣谷里島原区喜輪貫里口口区喜
% % % % % 甘喜 '--" % ｾ 少： % % 闘 — 

※掲載を希望されないかだは、届出の際に申し出てください。
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も
う
す
ぐ
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
貴
重

な
体
験
が
で
き
る
楽
し
い
夏
休
み
。
子
ど
も

た
ち
の
「
心
の
教
育
」
の
重
要
さ
が
叫
ば
れ

て
い
る
今
、
最
も
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る

の
が
家
庭
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
時
期
に
身
近

な
話
題
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
の
対
話
を
進

め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
®

早
い
も
の
で
も
う

7

月
、
今
年
も
半
分
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
各
地
区
か
ら
は
夏
祭

り
の
便
り
が
届
き
始
め
る
こ
ろ
、
そ
し
て
、

今
月
の
紙
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
村
民

挙
げ
て
の
納
涼
祭
が
8
月
2
日
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
楽
し
い
催
し
物
が
盛
り
沢
山
、

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
◎

今
年
度
か
ら
、
成
人
式
が
1

月
1
5
日
に
行

わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
服
装
も
自

由
に
な
り
、
晴
着
姿
の
人
も
多
く
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
ま
で
な
ぜ
簡
素
な
服
装
で
成

人
式
を
行
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
も
念
頭

に
入
れ
て
、
身
だ
け
で
な
く
「
心
も
飾
る
」

こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ね
。

⑱
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衛生部長会議であいさつする斎藤村長

衛
生
部
長
会
議
で

経
過
を
説
明 匡

七
．
冒

I
□

目

E
9】

関
係
者

村
で
は
、
六
月
末
に
住
民
（
三
名
）

か
ら
提
訴
さ
れ
た
問
題
（
粗
大
ご
み
処

分
）
に
つ
い
て
、
七
月
十
六
日
、
中
央

公
民
館
で
衛
生
部
長
会
議
を
開
き
、
経

過
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

収
集
関
係
者
会
議
で

事
実
を
確
認

至
云
配
日
口
社
亘
＇

会
議
で
は
、
斎
藤
村
長
よ
り
『
村
の

粗
大
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
村
民

の
強
い
要
望
に
よ
り
平
成
元
年
か
ら
開

始
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
収
集
に

当
た
っ
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
貴

重
な
税
金
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

収
集
し
た
粗
大
ご
み
を
衛
生
部
長
さ
ん

等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
①
再

生
処
理
可
能
な
も
の
、
②
再
生
処
理
困

難
な
も
の
、
③
そ
の
他
の
も
の
に
三
分

別
し
、
①
と
②
は
業
者
に
処
理
依
頼
し
、

③
の
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
埋
め

立
て
処
理
を
し
ま
し
た
。

今
度
の
提
訴
で
は
テ
レ
ビ
、
ス
ト
ー

ブ
等
を
埋
め
立
て
た
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
誤
り
で
埋
め
立
て
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
関
係
す
る
法
律
改
正
の
適

用
は
、
平
成
九
年
度
か
ら
で
あ
り
、
村

は
、
平
成
九
年
度
か
ら
は
埋
め
立
て
は

せ
ず
、
す
べ
て
の
粗
大
ご
み
を
業
者
に

処
理
依
頼
し
て
お
り
、
法
律
違
反
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
村
民
の
皆
様
に
ご
心
配
を
か

け
な
い
よ
う
に
村
と
し
て
は
、
正
々
堂
々

と
対
応
し
て
い
き
た
い
』
と
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。
·

ま
た
、
会
議
の
中
で
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
埋
め
立
て
処
理
（
平
成
九
年
ニ

月
二
日
）
に
つ
い
て
、
分
別
等
に
立
ち

合
っ
て
い
た
衛
生
部
長
さ
ん
（
二
名
）

か
ら
「
ス
ト
ー
ブ
内
の
油
は
持
参
者
に

聞
く
と
同
時
に
確
認
し
て
分
別
し
、
ま

た
テ
レ
ビ
、
ス
ト
ー
ブ
等
は
埋
め
て
い

な
い
」
と
い
う
発
言
が
あ
り
、
持
参
し

た
リ
ベ
ラ
ル
め
い
わ
2
1
発
行
の
「
村
民

意
見
広
報
（
平
成
十
年
六
月
三
十
日
発

行
）
」
を
見
せ
な
が
ら
「
こ
の
内
容
は
正

し
く
な
い
」
と
い
う
意
見
が
迩
べ
ら
れ

ま
し
た
。

「
い
ず
れ
に
し
て
も
、
環
境
問
題
は

今
後
ま
す
ま
す
重
要
視
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
が
、
正
し
く
な
い
情
報
等
で
必

要
以
上
に
村
民
に
危
機
感
を
与
え
る
こ

と
は
よ
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
会
議

は
終
了
し
ま
し
た
。

〈
事
｛
圭
ど
．
う
）
の
あ
括
を
／

村
で
は
、
七
月
十
六
日
の
衛
生
部
長

会
議
に
引
き
続
い
て
、
住
民
か
ら
提
訴

さ
れ
て
い
ま
す
粗
大
ご
み
処
分
に
つ
い

て
、
当
日
（
平
成
九
年
二
月
二
日
）
収

集
業
務
に
携
わ
っ
た
関
係
者
（
衛
生
部

長
十
名
、
運
搬
業
者
二
名
、
オ
ペ
レ
ー

タ
一
名
）
会
議
を
七
月
二
十
二
日
役
場

で
開
催
し
、
平
成
九
年
二
月
二
日
の
収

集
処
分
に
つ
い
て
の
事
実
確
認
を
行
い

ま
し
た
。

最
初
に
斎
藤
村
長
よ
り
『
村
と
し
て

は
、
村
民
の
強
い
要
望
に
よ
り
粗
大
ご

み
の
収
集
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
が
残

念
な
事
に
一
部
住
民
か
ら
提
訴
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
当
日
現
場
に
お

い
て
実
際
に
収
集
処
分
業
務
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
か
た
が
た
で
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
が
た
か
ら
当
日
の
収
集

の

処
分
に
つ
い
て
見
た
と
お
り
の
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま

す
。
隠
し
事
や
作
り
事
は
、
い
つ
か
は

バ
レ
て
し
ま
い
ま
す
。
事
実
の
と
お
り

を
お
話
し
願
い
た
い
』
と
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
後
、
出
席
者
全
員
か
ら
の
発
言

を
求
め
ま
し
た
。

一
，
t
坦
唸
．

9

、
K
\
/

参
加
者
全
員
の
発
言
を
ま
と
め
る
と

●
訴
状
に
あ
る
よ
う
な
、
テ
レ
ビ
、
ス

ト
ー
ブ
は
埋
め
て
い
ま
せ
ん
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
車
に
積
ん
で
運
び
ま
し

た
が
、
し
み
た
程
度
で
残
油
は
ほ
と
ん

ど
入
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。

●
訴
状
に
添
付
し
た
事
実
証
明
書
に
あ

る
「
粗
大
ご
み
（
テ
レ
ビ
、
ス
テ
レ
オ
、

ス
ト
ー
ブ
等
）
を
原
型
の
ま
ま
圧
縮
し

て
埋
め
立
て
処
分
し
た
。
そ
し
て
こ
れ

を
多
く
の
住
民
が
見
て
い
た
」
と
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
事
実
と
は
違
い
ま
す
。

●
野
焼
き
を
し
た
の
は
事
実
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
村
民
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
粗
大
ご
み
の
中
に
取
り
扱
い
品
目
外

が
あ
り
、
多
く
は
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
処
分
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
が
一
部
（
①

ベ
ッ
ト
の
マ
ッ
ト
レ
ス
や
応
接
セ
ッ
ト

②
木
製
勉
強
机
③
タ
イ
ヤ
）
あ
り
、
こ

れ
を
や
む
な
く
別
の
箇
所
に
穴
（
二
い
い

X

二
訂
位
）
を
掘
り
焼
却
処
分
を
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
収
集
し
た
中

の
ほ
ん
の
一
部
の
み
で
あ
り
ま
す
。

●
ど
う
し
て
も
訴
状
ど
お
り
を
主
張
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
掘
り
返
し
て
事
実
確

認
す
れ
ば
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、

訴
状
の
内
容
に
つ
い
て
理
解
が
で
き
な

い
と
い
う
雰
囲
気
で
あ
り
ま
し
た
。

平成10年 8 月 10 日但） (2) 



きびきびと訓練の成果を披露

消防団ポンプ操法競技大会

第 2 分団第 1 班の団員による選手宣誓

第
一
分
団
第
二
班

第
三
分
団
第
二
班

第
二
分
団
第
二
班

小
型
ポ
ン
プ
の
部

◎
団
体

▽
優
勝

▽
準
優
勝

▽
三
位

◎
個
人

▽
優
秀
賞

・
指
揮
者

・
一
番
員

こ
一
番
員

・
三
番
員

•
四
番
員

◎
団
体

▽
優
勝

▽
準
優
勝

▽
三
位

◎
個
人

▽
優
秀
賞

・
指
揮
者

・
一
番
員

・
ニ
番
員

・
三
番
員

石
崎
忠
美

野
本
一
浩

松
本
久

帆
足
洋
一

森
尻
博

峯
崎
宏
之

野
中
忠
之

清
水
武

田
中
克
明

（
川
俣
）

（
大
輪
）

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
千
津
井
）

（
中
谷
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部

;
"
 

小
型
ポ
ン
プ
の
部

匂
し

-
I

第
1
8
回
明
和
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
が
7

月
5

日
、
社
会
体
育
館
西

側
駐
車
場
で
関
係
者
約
2
0
0

人
が
参

加
し
て
開
か
れ
、
消
防
団
員
は
日
ご
ろ

鍛
え
た
ポ
ン
プ
操
法
の
腕
を
競
い
ま
し

こ
。t
 同大

会
に
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

と
今
回
で
最
後
の
出
場
と
な
る
小
型
ポ

ン
プ
の
部
に
各
分
団
か
ら
合
わ
せ
て

6

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

競
技
は
、
団
員
の
士
気
高
揚
と
消
火

技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
、

ポ
ン
プ
か
ら
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
放
水

す
る
ま
で
の
タ
イ
ム
や
行
動
・
動
作
な

ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
館
林
地
区
消
防
組
合

職
員
が
審
査
。
出
場
者
は
指
揮
者
の
指

示
に
よ
り
、
き
び
き
び
し
た
行
動
で
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
し
た
2

チ
ー
ム
（
団
体
）

は
7

月
2
6
日
に
館
林
市
三
の
丸
南
面
駐

車
場
で
行
わ
れ
た
組
合
大
会
に
出
場
し
、

健
闘
し
た
結
果
、
第
1
分
団
第
2

班
の

第
二
分
団
第
一
班

第
三
分
団
第
一
班

第
一
分
団
第
一
班

個
人
優
秀
賞

受
賞
者

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

一
i
一
＿
＿
＿

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

小型ポンプの部で競う団員

峯
崎
宏
之
さ
ん
と
清
水
武
さ
ん
が
個
人

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
明
和
消
防
団
の
大
会
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

優
勝
し
た
団
体

(3) 平成10年 8 月 10 日（月）



介護保険は老後の安心を

みんなて支える仕纏みです
平成12年 4 月 1 日から

老
後
の
安
心
を
皆
さ
ん
で
支
え
る
だ
め
平
成
1
2
年
4

月
か

ら
「
介
護
保
険
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
介
護
保
険
制
度
に

よ
り
、
よ
り
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
が
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
ま
だ
、
皆
さ
ん
は
自
分
の
生
活
に
あ
っ
だ
サ
ー
ビ

ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
制

度
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
地
域
の
人
々
に
最
も
身
近
な
市
町
村

が
、
介
護
保
険
事
業
の
運
営
を
行
い

ま
す

●
国
や
県
等
が
財
政
面
・
事
務
面
か
ら

市
町
村
を
支
援
し
ま
す

②
皮
保
険
者

◇
介
護
保
険
に
加
入
す
る
人
、
保
険
給

付
を
受
け
ら
れ
る
人
は

●
第
1

号
被
保
険
者

6
5
歳
以
上
で
住
所
を
有
す
る
か
た

で
す

●
第
2

号
被
保
険
者

4
0
歳
1
6
4
歳
の
か
た
で
、
住
所
を

有
し
、
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

①
保
険
者

か
た
で
す
。
た
だ
し
、
脳
卒
中
や
初

ち
ほ
う

老
期
痴
呆
等
の
老
化
に
伴
っ
て
要
介

護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
受
け
ら
れ

ま
す

③
保
険
給
付
の
対
象
者

（
②
の
か
た
が
現
実
に
介
護
を
受
け

ら
れ
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
状
態
の

時
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
か
を

示
し
た
も
の
で
す
）

●
要
介
護
高
齢
者

身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害
が

あ
る
た
め
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事

等
の
日
常
生
活
に
お
け
る
全
部
ま
た

は
一
部
に
つ
い
て
、
一
定
期
間
に
わ

た
り
継
続
し
て
常
時
介
護
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
か
た
で
す
。
併
せ
て
介

護
認
定
審
査
会
で
認
め
ら
れ
た
場
合

に
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す

●
要
支
援
高
齢
者

身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害
が

あ
る
た
め
、
一
定
期
間
継
続
し
て
日

常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
と

見
込
ま
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な
か

た
で
す
。
や
は
り
、
介
護
認
定
審
査

会
で
認
め
ら
れ
た
場
合
に
受
け
ら
れ

ま
す

第 1 号被保険者 第 2 号被保険者

対象者 65歳以上の人
40歳以上65歳未満の医療保険

に加入している人

●寝たきり・痴呆などで入浴、

給付の

排せつ、食事などの日常の
初老期痴呆、脳血管障害など、

生活動作について常に介護

対象者 が必要な人
老化に伴う病気によって介護

●家事や身じた＜等の日常生
等が必要となった人

活に支援が必要な人

所得段階に応じて市町村ごと

保険料
に設定（平成12年度全国平均 加入している医療保険の算定

1 人当たり月額 2,500円程度 方法に基づいて設定

〈平成 7 年度価格〉）

保険料の

●年金額が一定額以上の人は、

年金から天引き

支払方法 ●それ以外の人は市町村に個
医療保険料と一括して支払い

別に支払い

◇
保
険
料
の
徴
収
方
法
は
被
保
険
者
ご

と
に
次
の
よ
う
な
区
分
と
な
り
ま
す

●
第
1

号
被
保
険
者
(
6
5
歳
以
上
）

介
護
保
険
に
係
る
新
た
な
「
介
護

保
険
料
」
が
生
ま
れ
、
老
齢
・
退
職

年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別
徴
収
が
困

一
難
な
か
た
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
が

個
別
に
徴
収
し
ま
す

④
保
険
料
の
徴
収
と
保
険
料
額

●
第
2

号
被
保
険
者
(
4
0
歳
＼
6
4
歳
）

介
護
保
険
を
賄
う
た
め
医
療
保
険

各
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、

保
険
料
が
現
在
の
医
療
保
険
料
に
上

乗
せ
さ
れ
て
徴
収
さ
れ
ま
す

◇
第
1

号
被
保
険
者
の
保
険
料
額
は
、

極
＜
粗
い
、
全
国
平
均
の
試
算
額
で

1

か
月
2
,
5
0
0

円
程
度
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
市
町
村
ご

と
の
保
険
給
付
総
額
、
保
険
料
算
出

方
法
等
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

平成10年 8 月 10 日（月） (4) 



介護保険サービス

在宅サービス

●訪問介護

●訪問入浴

●訪問看護

（ホームヘルプ）

●訪問リハビリテーション

●日帰りリハビリテーション

●居宅療養管理指導

（医師・歯科医師による訪問診療など）

（デイケア）

要介護者 ●日帰り介護（デイサービス）

●短期入所生活介護（ショートステイ）

●短期入所療養介護（ショートステイ）

●痴呆対応型共同生活介護

（痴呆性老人のグループホーム）

●有料老人ホーム等における介護

●福祉用具の貸与・購入費の支給

●住宅改修費の支給（手すり、段差の解消など）

施設サービス

●介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

●介護老人保健施設

（老人保健施設）

●介護療養型医療施設

．療養型病床群

・老人性痴呆疾患療養病棟

・介護力強化病院（施行後 3 年間）

要支援者 ●同上（痴呆性老人のグループホームを除く） ●要支援者は施設入所はできません

要介護認定の仕組みと保険給付額

介護認定を受ける場合①～⑤のような流れとな

ります。まず①被保険者が市町村に給付申請をし

ます。すると、②市町村の職員が実態の調査にき

て、③その結果をコンピューターにかけ一次判定

をします。この結果に、④被保険者のかかりつけ

医の意見書等を資料として、⑤ 5 人の審査員から

なる介護認定審査会で結論を出します。その結果

が自立再調査と点線内の結果となります。

⑤ I 介護認定審査会
保健・医療・福祉の学識経験者
（設置は保険者、共同設置、県委託も可）

1
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所得段階の設定

第 1 段階老齢福祉年金受給者 →基準額 XO. 5 
第 2 段階住民税非課税（世帯） →基準額 XO.75 
第 3 段階住民税非課税者（本人） →基準額

霊［冒霜］住民税課税（基準額＋所得割） ：菜芯言ごi :;5
例）平成12年度の基準額が2,500円とした場合

第 1 段階 1,250円 財政安定化基金拠出金分
第 2 段階 1,875円 同上基金貸付金返済分
第 3 段階 2,500円 十 市町村特別給付経費

ご：言：：言言塁 保健福祉事業経費

i
⑤
低
所
得
者
対
策

（
④
の
よ
う
に
新
た
に
保
険
料
が
発

生
し
た
り
、
⑤
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
場
合
の
1

割
負
担
が
生
じ
、

低
所
得
者
に
は
大
き
な
負
担
が
発
生

す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
か
た
が

た
に
対
す
る
対
策
の
内
容
で
す
）

◇
低
所
得
者
対
策
と
し
て
は
、
ま
ず
保

険
料
の
軽
減
対
策
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
り
五
つ

に
分
類
さ
れ
、
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

●
所
得
段
階
別
の
設
定
状
況
は
下
記
の

と
お
り
で
す

●
保
険
料
は
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
量
に
合

わ
せ
、
3

年
ご
と
に
改
訂
し
ま
す

◇
利
用
料
（
⑤
を
参
照
）
は
原
則
と
し

て
減
免
で
き
ま
せ
ん
が
、
次
の
場
合

に
は
減
免
し
ま
す

り

田
災
害
等
に
罹
災
し
た
場
合

図
施
設
入
所
の
場
合
は
食
事
負
担

◇
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
と
い

う
制
度
を
準
備
し
て
い
ま
す

●
低
所
得
者
が
一
定
額
以
上
支
払
っ
た

有（医学的管理）無

（
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
（
上
表
参

照
）
を
受
け
た
場
合
、
被
保
険
者
に

1

割
の
負
担
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
の
額
は
、
保
険
料
と
は
別
に
納
め

て
も
ら
う
も
の
で
す
）

●
在
宅
の
場
合

保
険
給
付
額
の
1

割
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す

●
施
設
入
所
の
場
合

介
護
に
係
わ
る
給
付
の
1

割
と
食

事
に
つ
い
て
標
準
負
担
額
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す

⑥
和
日
者
負
担

場
合
は
、
一
定
額
以
上
を
後
に
払
い

戻
し
ま
す

(5) 平成10年 8 月 10 日（月）



5 

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館6

闘
5
5
5
5

例
年
皆
様
よ
り
好
評
を
い
だ
だ
い
て
あ

り
ま
す
町
民
文
化
大
学
。
合
年
も
日
程
と

講
師
、
チ
ケ
ッ
ト
の
発
売
が
決
ま
り
ま
し

だ
の
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
受
講
料
ー
、
0
0
0

円

(
3講
座
セ

ッ
ト
）

◇
申
込
方
法

0
村
内
在
住
者

8

月
3
0
日
日
ー

0
村
外
在
住
者

9
月
1
3日
日
ー
（
だ
だ

し
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
受
け
付

け
し
ま
せ
ん
。
）

※
申
込
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時
3
0
分
か

ら
午
後
5

時
1
5
分
で
す
。
な
あ
、
月
曜
日

は
休
館
で
す
。

町
制
施
行

記
念

昭
和
2
8
年
大
分
県
生
ま
れ
。
日
本
大

学
芸
術
学
部
放
送
学
科
卒
業
。
劇
団
民

芸
演
出
部
を
経
て
、
コ
ン
ト
グ
ル
ー
プ

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
結
成
。
日
本
テ
レ
ビ

「
お
笑
い
ス
タ
ー
誕
生
」
第6
回
サ
バ
イ

バ
ル
シ
リ
ー
ズ
で
優
勝
。

N
H
K

第
2

回
新
人
演
芸
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

獲
得
。
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
を
題
材
に
し

た
「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
」
の
作

・
演
出
を
手
掛
け
る
。
ま
た
、
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
、
司
会
者
と
し
て
も
活
躍
中
。

現
在
、
T
B
S

ラ
ジ
オ
「
い
か
が
な
も

の
か
」
に
出
演
中
。

「
ニ
ュ
ー
ス
で

伝
わ
る
こ
と

伝
わ
ら
な
い
こ
と
」

昭
和
3
3
年
東
京
都
生
ま
れ
。
早
稲
田

大
学
教
育
学
部
卒
業
。
昭
和
5
4
年
松
竹

映
画
「
夜
叉
ヶ
池
」
で
芸
能
界
デ
ビ
ュ

ー
。
そ
の
後
「
噂
の
刑
事
ト
ミ
ー
と
マ

ツ
」
「
お
ん
な
太
閤
記
」
等
に
出
演
し
、

昭
和
6
1
年
よ
り
「
オ
レ
達
ひ
ょ
う
き
ん

族
」
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
。
平
成
8

年
、

障
害
を
抱
え
た
長
男
の
成
長
を
綴
っ
た

「
笑
っ
て
よ
、
ゆ
っ
ぴ
い
」
を
執
筆
し
、

そ
の
子
育
て
の
様
子
は
テ
レ
ビ
で
も
紹

介
さ
れ
、
反
響
を
呼
ぶ
。
現
在
、
ド
ラ

マ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
、
講
演
活
動
な
ど
幅

広
く
活
躍
中
。

1
0月
3

日
出

\ 

や
さ
し
い
人
」

「
や
さ
し
い
町

1
0月
2
4日
出

川
み
四

E傘
年
一

昭
和
1
6
年
東
京
都
生
ま
れ
。
昭
和
3
5

年
松
竹
音
楽
舞
踊
学
校
を
首
席
で
卒
業
。

同
年
、
松
竹
歌
劇
団

(
s
k
D
)
へ
入

団
。
昭
和
3
6
年
松
竹
映
画
「
斑
女
」
で

デ
ビ
ュ
ー
。
翌
年
、
「
下
町
の
太
陽
」
で

歌
手
デ
ビ
ュ
ー
し
、
レ
コ
ー
ド
大
賞
新

人
賞
を
受
賞
。
昭
和

4
4年
、
映
画
部
門

で
は
4

人
目
の
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞

を
受
賞
。
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の

さ
く
ら
役
に
代
表
さ
れ
る
庶
民
派
女
優

と
し
て
、
ま
た
、
歌
手
と
し
て
も
親
し

ま
れ
活
躍
中
。

「
歌
う
こ
と

演
じ
る
こ
と

そ
し
て
生
き
る
こ
と
」

1
月

2
0日
曲

発：
売ッ
ト

平成10年 8 月 10 日（月） (6) 
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参議院比例代表選出議員選挙

確定結果

名簿届出政党等の 得票数

名 称 （票）

自由民主党 2,466 

民 主 党 968 

ノム\ 甲 867 

自 由 党 534 

日本共産党 532 

社会民主党 425 

新 社 会 党 135 

自 由 連 合 109 

新党さきがけ 73 

女 性 党 66 

スポーツ平和党 66 

第二院クラブ 49 

青年自由党 14 

維新政党 新風 5 

計 6,309 

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、
投
票

時
閤
が
午
後
8

峙
ま
で
と
2

詩
間
延
長

さ
れ
た
後
、
初
め
て
の
第

1
8回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
の
投
票
が
7

月
1
2日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

閏
票
の
結
果
、
参
議
院
群
馬
嗅
選
挙

区
選
出
議
員
選
挙
で
は
、
中
曽
根
弘
文

さ
ん
、
上
野
公
成
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

甲
和
村
の
投
票
率
は
、
7
3
.
8
6
％
で

3

年
前
の
前
回
に
比
べ
て

3
.
9
4ポ
イ

ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。
合
回
も
郡
内
で

は
最
上
位
、
喋
内
で
も
比
較
的
上
位
と

な
リ
、
膿
平
均
を
1
3
.
1
6ポ
イ
ン
ト
上

回
リ
ま
し
た
。

各
候
補
や
政
党
の
甲
和
村
で
の
得
票

は
次
の
と
お
リ
で
す
。
（
掲
載
は
得
票
順

敬
称
略
）

参議院群馬慄選挙区選出議員選挙確定結果

参
議
院

選
挙
区

候 補 者 名 得票数（票）

中曽根弘文（自由民主党）

上野公成（自由民主党）

山崎睛世（無所

有馬良＿ （日本共産党）

木谷ユリカ（自由連合）

計

属）

2,588 

1, 705 

866 

中
曽
根
弘
文
げ
. 

633 

407 

6, 199 

参議院議員通常選挙行政区別投票状況 開票結果

行政区名 有権者数 投票者数 投票率
順 前回 (H7. 7 、 23) 参議院選

位 投票率 比較増減

斗合田 294 236 80.27 5 72. 19 8.08 

下江黒 267 221 82. 77 3 80.08 2.69 

上江黒 409 303 74.08 10 72.80 1.08 

千津井 491 383 78.00 6 75.00 3.00 

江 口 510 348 68.24 15 67. 71 0.53 

田 島 451 350 77.61 7 72.36 5.25 

南大島 930 692 74.41 , 70. 15 4.26 
新 里 1,208 844 69.87 14 63.32 6.55 

中 クロ 940 624 66.38 16 61. 53 4.85 

梅 原 779 569 73.04 12 68. 76 4.28 

JI I 俣 316 263 83.23 2 77.20 6.03 

須 カ貝ロ 360 289 80.28 4 79. 16 1 12 

大 輪 743 559 75.24 8 73.08 2. 16 

入ヶ谷 103 90 87.38 1 90.00 • 2.62 

矢 島 551 401 72. 78 13 68.44 4.34 

大佐貫 562 412 73.31 11 68.39 4.92 

合計 8,914 6,584 73.86 69.92 3.94 

有権者数 8,914 

選挙区
投票者総数 1

比例区

6,584 

6,584 

選挙区
有効投票 I

比例区

6,199 

6,309 

選挙区
無効投票 I

比例区

385 

275 

上
野
公
成
げ
が
当
選

•一
慎重に行われた開票作業

(7) 平成10年 8 月 10 日（月）



7

月
2

日
現
在
の
行
政
区
別
無
事
故
・

無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
の
結
果
で
は
、
昨
年
同
期
と
同
じ

く
飲
酒
運
転
違
反
が
特
に
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
速
度
超
過
や
無
免
許
運
転

に
よ
る
違
反
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
な
ど
は
、
本
人
の
自
覚
さ
え

行
政
区
別
無
事
故
無
違
反

中
間
報
告

あ
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
転
者

と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
自
覚
し
、
飲
酒

運
転
は
絶
対
に
せ
ず
、
ほ
か
の
運
転
者
に

も
飲
酒
運
転
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事

故
の
な
い
明
る
い
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
事
故
や
違
反
の
少
な
い
ベ
ス
ト

順
位
や
、
多
い
ワ
ー
ス
ト
順
位
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
平
成
1
0
年
1

月
1

日
＼

7

月

2

日
）

飲
酒
運
転
違
反
が

総
務
課

ベスト 5 ・ワースト 5 順位

明
和
村
結
婚
相
談
所
で
は
、
去
る

6

月

3
0
日
に
役
場
で
結
婚
相
談
員
会
議
を
開
催

し
、
今
後
の
結
婚
相
談
事
業
の
進
め
か
た

や
従
来
使
用
し
て
い
た
「
結
婚
申
込
書
」

の
様
式
変
更
等
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
申
込
書
は
、
結
婚
相
談
事
業
を
進

め
る
た
め
の
最
低
限
の
情
報
を
記
入
し
て

も
ら
う
も
の
で
、
今
回
の
協
議
で
は
申
込

者
に
も
書
き
や
す
く
す
る
こ
と
を
中
心
に

改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
の
中
で
は
少
子
化
と
人
口

減
少
社
会
に
な
ら
な
い
よ
う
、

P
R

と
努

力
を
重
ね
、
一
組
で
も
多
く
幸
せ
な
カ
ッ

プ
ル
誕
生
の
た
め
に
推
進
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

な
お
、
相
談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
の

地
区

斗
合
田

下
江
黒

上
江
黒

千
津
井

江
口
江
口
田
島

南
大
島

南
大
島

新
里

氏
名

砂
賀
柾
夫

多
田
邦
雄

森
原
宏

薗
部
静
雄

柿
沼
釣
一

蜜
井
奎
二

奈
良
嘉
夫

島
田
晃
元

島
田
親
司

石
村
く
に

電
話
番
号

洲

7
_
5
1
3
3
 

ヽ

訓
3
6
0
8

(
7155 7
4
4
1
2
1
 

闘
2
3
0
6

闘
3
7
3
7

闘
2
8
3
6

闘
3
1
8
3

闘
3
2
8
2

闘
4
0
6
9

江
原
勉

瀬
下
恒
男

清
水
好
生

立
川
仁
一

藤
野
松
代

田
口
和
晴

田
口
勇

松
本
芳
雄

金
子
利
男

清
水
正
夫

折
原
常
ニ

(84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) 
4 2 3 2 3 2 2 2 3 2 3 
6 7 0 6 4 6 3 2 9 6 1 
2 6 6 3 8 5 4 2 2 5 1 
0 6 9 5 4 6 2 5 3 0 1 

内
線
3
3
2

内
線
3
3
4

順位 行政区 違反率

1 入ヶ谷 0.00 

ベ 2 梅原 8.88 
ス 3 J 11 俣 12.02 
卜 4 新里 13.61 
5 大輪 20.54 

1 田 島 51 02 
ワ 2 江 口 45.45 
l 
3 矢 島 43.54 

ス
卜 4 上江黒 37.62 
5 須賀 32.89 

増

加

総
務
課

結
婚
相
談
員

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

大矢入大大須川梅中新：：：
佐ケ 玩
貫島谷輪輪賀俣原谷里竺

結
婚
の
相
談
は
ぜ
ひ
相
談

員
に

事険
開
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

保
召

4
9
2
6

護介の寸木 画づ りに参加 みませんか

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
懇
談

会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

介
護
保
険
に
関
心
の
あ
る
か
た
、

一
緒
に
明
和
村
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
に
加
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

だ
れ
も
が
介
護
す
る
側
、
介
護

さ
れ
る
側
に
立
っ
て
も
生
き
生
き

と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
ど
の
程
度
村
に
必
要
な
の

か
を
村
民
の
皆
様
が
た
と
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

策
定
懇
談
会
委
員
に
は
、
次
の

項
目
に
該
当
す
る
か
た
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◇
4
0
歳
以
上
で
明
和
村
在
住
の
か

た
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

◇
介
護
保
険
に
関
心
の
あ
る
か
た

ご
希
望
の
か
た
は
、
8

月
3
1
日

同
ま
で
に
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

な
お
、
公
募
で
の
委
員
さ
ん
は

若
干
名
で
す
。

平成10年 8 月 10 日(Jl) (8) 



役場 8(84)3111 

建
設
課

明
和
村
給
水
条
例
の
改
正
に
伴
い
、

「
明
和
村
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

規
則
」
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
村

で
指
定
し
た
事
業
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。な

お
、
給
水
装
置
の
工
事
は
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
で
な
け
れ
ば
で
き

ま
せ
ん
。

内
線
3
5
7

村指定給水装置工事事業者
（順序は50音順）

指定業者名 所在地 電話番号

天笠工業（株） 館林市 (74)4731 

石崎水道工業所 矢 島 (84)4147 

（株）大川工業 千津井 (73) 0721 

（有）金子水道設備 入ヶ谷 (84)2148 

（株） 神 寛 館林市 (74) 2722 

館 東 水 道 館林市 (72)2145 

島田設備工業所 南大島 (84)3282 

高 田 設 備 江 口 (84)3736 

寺田工業（株） 館林市 (73)2056 

冨塚水道工業所 矢 島 (84)3247 

松本水道設備 大 輪 (84)2839 

村
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者
は

1

社

児
童
扶
養
手
当
は
、
現
在
、
母
子
で
生

活
さ
れ
て
い
る
か
た
等
に
対
し
て
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

手
当
の
支
給
を
受
け
る
か
た
等
の
所
得

が
一
定
額
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
手
当
の

全
部
ま
た
は
一
部
の
支
給
を
停
止
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
1
0
年
8

月
以

降
の
月
分
の
手
当
の
支
給
に
関
す
る
所
得

制
限
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
未
婚
の
母
子
の
か
た
で
児
童
が

父
親
に
認
知
を
受
け
た
た
め
に
請
求
で
き

な
か
っ
た
か
た
も
、
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〔
所
得
制
限
限
度
額
〕

本
人

(
2人
世
帯
の
場
合
）

福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

・
全
部
支
給
（
所
得
）
9
0万
4

千
円

（
収
入
）2
0
4
万
8

千
円

•
一
部
支
給
（
所
得
）
1
9
2
万
円

（
収
入
）
3
0
0
万
円

扶
養
義
務
者

(
6人
世
帯
の
場
合
）

（
所
得
）
4
2
6
万
円

（
収
入
）
6
0
0
万
円

（
※
収
入
は
、
所
得
に
対
す
る
目
安
で
す
。

ま
た
、
所
得
制
限
の
適
用
は
、
収
入
額
よ

り
各
種
の
控
除
を
引
い
た
所
得
額
で
決
定

し
ま
す
の
で
、
自
己
判
断
せ
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
）

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

特産品「梨」の
ホームページ開＇圧

国土利用計画法の

一部が改正されます

国
土
利
用
計
画
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
一
定
規
模
以
上
の
土
地

を
取
引
す
る
際
に
行
わ
れ
て
い
る

契
約
前
の
届
け
出
が
9

月
上
旬
か

ら
変
わ
り
ま
す
。

改
正
後
は
、
一
定
規
模
以
上
の

土
地
を
取
得
し
た
者
が
、
契
約
締

結
後
2

週
間
以
内
に
土
地
の
契
約

価
格
と
利
用
目
的
を
記
載
の
う
え
、

届
出
書
を
知
事
あ
て
に
、
村
長
を

経
由
し
て
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進

に
関
す
る
法
律
に
よ
る
届
け
出
は
、

契
約
前
に
別
途
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

ヽ
4
0
L
v
 な

お
、
届
出
書
は
役
場
都
市
開

発
課
に
あ
り
ま
す
。

村
の
特
産
品
と
な
っ
て
い
る
明

和
の
梨
を
広
く
P
R

し
よ
う
と
、

明
和
村
梨
組
合
で
は
7

月
2
5
日
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し

こ
。t
 これ

は
、
直
売
率
の
向
上
と
販

路
拡
大
を
目
指
す
の
が
ね
ら
い
で
、

全
国
的
に
も
取
り
組
み
例
が
少
な

い
オ
ー
ナ
ー
梨
園
制
の
導
入
も

P

R

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
経
済
課

6
闘

国
土
利
用
計
画
法
の
届
け
出
が
必

要
な
面
積

①
市
街
化
区
域2

,
0
0
0
2
m
以
上

②
都
市
計
画
区
域
（
①
を
除
く
）

5
,
0
0
0

可
以
上

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

1
0
,
0
0
0
2
m
以
上

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る

法
律
の
届
け
出
が
必
要
な
面
積

①
市
街
化
区
域2

,
0
0
0

可
以
上

②
都
市
計
画
区
域
（
①
を
除
く
）

5
,
0
0
0
2
m
以
上

都
市
開
発
課

3
1
1
1

ま
た
は
館
林
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー

6
闘
2
2
5
7

ヘ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p

:
/
/
w
w
w
.
s
u
nf
i

e
l
d
.
o
r
.j
p

/
n
a
si
/
 

f
 

役
場
経
済
課

内
線
3
5
2

内
線
3
7
4
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ぁらのゎだ
町制施行記念事業を検討

69人の実施委員会

い

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

町
制
施
行
記
念
事
業
実
施
委
員
会
が

7

月
1
0
日
、
ふ
る

さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
、
啓
発
事
業
や
記
念
式
典
、

記
念
事
業
な
ど
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

1
0
月1

日
明
和
町
に
移
行
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
の
気
運
を
高
め
る
た
め
、
6

月
9

日
の
第

1

回
目
に
続
い
て
今
回
が
2

回
目
。
委
員
構
成
は
、
村
長
、

村
議
会
議
員
、
区
長
、
各
種
団
体
の
役
員
、
学
識
経
験
者

な
ど

6
9人
で
、
今
回
は
第
1

回
実
施
委
員
会
で
の
意
見
・

要
望
の
検
討
結
果

や
表
彰
者
の
選
考
、

町
旗
な
ど
に
つ
い

4
 一

て
協
議
さ
れ
ま
し

こ
。

す
t
う
今
後
は

8

月

1
0

日
開
催
予
定
の
委

ょの一
会
員
会
で
詳
細
に
わ

た
り
検
討
し
、
決

嚢委施
定
す
る
こ
と
に
な

実
っ
て
い
ま
す
。

業事
な
お
、
決
定
内

念已
容
に
つ
き
ま
し
て

———
10 行

は
、
広
報
め
い
わ

9

月
号
で
お
知
ら

施制町
せ
し
ま
す
。

広大なヒマワリ畑に感動
減反・環境対策

米
の
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
の
一

環
と
し
て
、
本
村
と
館
林
市
の
農
家
で
、

栽
培
し
て
い
る
ヒ
マ
ワ
リ
が
、
矢
島
の

谷
田
川
河
川
敷
等
で
見
ご
ろ
と
な
り
、

7

月

1
5日
に
関
係
者
約
5
0
人
が
集
ま
り

見
学
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
減
反
と
環
境
対
策
を
目

的
に
景
観
形
成
作
物
の
ヒ
マ
ワ
リ
の
種

を
2

回
に
分
け
て
ま
い
た
も
の
で
す
。

本
村
の
農
家
6

戸
も
含
ま
れ
て
い
る
谷

田
川
土
手
沿
い
の
約
3

じ
の
花
畑
で
は
、

約
1
0
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
が2
区
ほ
ど
に

成
長
。
訪
れ
た
か
た
は
「
夢
の
世
界
に

入
っ
た
よ
う
で
す
」
と
広
大
な
黄
色
い

花
畑
に
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

準優勝に輝いた明和西小

交通安全子ども自転車群馬県大会

•
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左から松永壮敏君、鯉沼将行君、中丸裕介君、

松島悟君、坂上亮太君、青木貴大君

一面に咲き誇ったヒマワリ

6

月
2
7
日
、
第
3
3
回
交
通
安
全
子
ど

も
自
転
車
群
馬
県
大
会
が
前
橋
市
の
県

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

本
村
の
明
和
西
小
が
団
体
の
部
で
準
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
競
技
を
通
じ
て
小
学
生

に
交
通
知
識
や
自
転
車
の
交
通
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、
交
通
事
故
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
年

1

回
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
学
科
や
実
技
な

ど
の
テ
ス
ト
を
行
い
、
自
転
車
走
行
の

技
術
の
正
確
さ
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
の
部
で
も
4

位
と
健
闘

し
た
坂
上
亮
太
君
は
「
順
位
な
ど
考
え

ず
楽
し
く
競
技
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平成10年 8 月 10 日旧） (10) 



家族のきずなをより深める
中央・西幼稚園のミニ運動会

家
族
と
運
動
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

ミ
ニ
運
動
会
が
6

月
に
西
幼
稚
園
で
、
7

月
に
中
央
幼
稚
園
で

開
か
れ
、
お
ん
ぶ
じ
ゃ
ん
け
ん
騎
馬
戦
、
デ
カ
パ
ン
リ
レ
ー
、

物
干
し
競
争
、
ボ
ー
ル
運
び
リ
レ
ー
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し

こ
。t
 園児

の

「
が
ん
ば
れ

I
.

」
の
声
に
、

大
ハ
ッ
ス
ル

の
お
父
さ
ん

「
普
段
は
仕
事

が
忙
し
く
て
、

こ
ん
な
に
子

ど
も
と
一
緒

に
楽
し
む
の

は
久
し
振
り

な
ん
で
す
よ
」

と
話
し
て
い

ま
し
た
。

快
い
汗
を

流
し
た
ミ
ニ

運
動
会
、
家

族
の
き
ず
な

を
よ
り
深
め

た
よ
う
で
し

こ
。t
 

ベ

けん騎馬叡

デカパンリレー（西幼）

青少年に輝かしい未来を

社会を明るくする運動

駅
前
や
街
頭
で
チ
ラ
シ
な
ど
を
配

布
し
、
社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
を

展
開
し
て
い
る
村
更
生
保
護
婦
人
会

（
会
長
・
泉
田
千
代
子
さ
ん
）
は7
月

1

日
、
役
場
を
訪
れ
青
少
年
の
未
来

を
考
え
る
「
社
会
の
母
」
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
斎
藤
村
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。同

会
は
「
次
代
を
担
う
青
少
年
が

明
る
い
希
望
の
も
と
に
今
日
を
生
き
、

ひ
ら

輝
か
し
い
未
来
を
拓
い
て
い
け
る
そ

ん
な
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
」
と
、

青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
の

理
解
を
行
政
側
に
求
め
ま
し
た
。

んさ田泉るげ上み亮一＿―
-
ロ

を

1
`
{i
ジセソーメ

公共施設にニュースコーナー設置
明和駐在所

ーろ

' 
（ヽ U 1 た〈り
~ -.至主
一~ ,,,' 
a ● /)9l る＇.. 

地域安全ニュースコーナーに目を向ける住民

明
和
駐
在
所
で
は
、
6

月
中
旬
か
ら

村
内
の
犯
罪
の
多
い
地
域
を
重
点
に
、

主
な
公
共
施
設
や
金
融
機
関
な
ど
約
3
0

か
所
の
協
力
を
得
て
「
地
域
安
全
ニ
ュ

ー
ス
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
事
件
・
事
故
捜
査
の
協
力

に
つ
い
て
の
お
願
い
や
交
通
安
全
標
語

な
ど
畝
言
察
署
か
ら
の
広
報
関
係
紙
を
各

施
設
の
待
合
室
等
に
、
駐
在
所
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
に

よ
り
広
報
効
果
を
上
げ
る
の
が
ね
ら
い
。

郷
所
長
は
「
地
域
の
犯
罪
情
報
等
を

い
ち
早
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
防
犯
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

ll 
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▲おみこしを元気よく担ぐ子どもたち（新里）

婆i

7/11 
のまつり

18 \教学院
矢島のまつ
長良神社

7/19 
大佐貫のみこし
御神輿ロード‘

I
[
社

の
神

1
1輪
坂

7
1大
八

粟島神社

7 /11~1 2 
須賀のまつり
須賀公民館

◄

威
勢
よ
く
勇
ま
し
い
さ
さ
ら
（
江
口
）

7/25 
新里のぎょうばん様
地蔵寺

りつま
社
の
神

ー
原
島

, 
7
1梅
三¥
 

、
＼
ー
／田合ほら

舞

2
6

ささ

ら
～
田
寺
る

さ

52

合
王
乗

，
さ

7
1斗
薬
名

ー
の
社
C
|
|
|
|
|
|
|
|
を

～
黒
神
＿

□
\
2

口
《
[

ま
セ

りっまの
社

2
5島
神

7
1田
訪

服
———
-n-

◄

仲
む
つ
ま
じ
い

お
か
め
・
ひ
ょ
っ
と
こ
（
大
輪
）

-— 

7

月
は
、
ま
つ
り
の
月
。
明
和
村
で
は

1
3か
所
で
各
地
区
独
自

の
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。
明
和
村
の
ま
つ
り
は
、
さ
さ
ら
舞

い
や
神
楽
、
み
こ
し
、
カ
ラ
オ
ケ
な
と
さ
ま
ざ
ま
で
、
昔
か
ら
五

穀
豊
穣
や
天
下
泰
平
を
祈
り
、
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
回

は
地
図
を
使
っ
て
、
伝
統
芸
能
や
み
こ
し
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
だ
地
区
の
ま
つ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

，，迫力満点 I

n
 

大人みこし（大佐貫）

平成10年 8 月 10 日囲 (12) 



「骨の貯金」
年
を
と
る
と
と
も
に
、
骨
の
カ
ル
ジ

ウ
ム
量
が
減
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、

骨
の
微
細
な
構
造
が
破
壊
さ
れ
、
ス
カ

ス
カ
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
、
こ
れ

が
「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
で
す
。
特
に
中
高

年
の
女
性
に
多
く
、
6
5
歳
以
上
の
女
性

で
は
半
数
が
か
か
っ
て
い
る
と
推
定
さ

れ
て
あ
り
、
人
口
の
高
齢
化
に
伴
っ
て

増
加
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

口
牛
乳
や
乳
製
品
が
嫌
い

口
小
魚
や
豆
腐
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

口
運
動
が
嘩
い
‘
-
P
外
へ
出
る
こ
と
が

少
な
い

口
や
せ
て
い
る
、
小
柄
で
あ
る

口
胃
の
手
術
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

口
閉
経
を
迎
え
た
女
性
、

7
0歳
以
上
の

男
性

口
身
長
が
縮
ん
で
き
た
‘
背
中
や
腰
が

丸
く
な
っ
て
き
た

口
背
中
や
湮
が
痛
い

あ
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ
と
危
険

で
す
。
早
め
に
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ

lつ
。

①
カ
ル
シ
ウ
ム
を
積
極
的
に
と
る

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
が
一
番
高
い

牛
乳
や
小
魚
、
海
草
な
ど
の
カ
ル
シ
ウ

ム
を
た
く
さ
ん
含
む
食
品
を
積
極
的
に

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
ビ
タ
ミ
ン
D
を
合
わ
せ
て
と
る

ビ
タ
ミ
ン

D

は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収

を
助
け
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン

D

は
、
天
日
干
し
し
い
た
け
や
レ
バ

ー
、
ま
ぐ
ろ
な
ど
の
魚
に
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

③
適
度
な
運
動
を
す
る

運
動
で
適
度
な
刺
激
を
加
え
る
こ
と

に
よ
り
、
骨
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

④
日
光
浴
を
す
る

日
光
を
浴
び
る
と
ビ
タ
ミ
ン

D

の
も

と
が
活
性
化
さ
れ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

⑤
ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
、
過
度
の
ア
ル
コ

ー
ル
を
避
け
る

こ
れ
ら
全
部
が
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
を

妨
げ
ま
す
。
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

ま
し
ょ
う
。

⑥
過
度
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
な
い

過
激
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、
骨
ま
で
や

せ
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
に
か
か
る
と
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
一
番
の
問
題

た
、

で
す
。
＂
寝
た
き
り
I
i
の
原
因
に
な
る
可
能
性
の
高
い
大
腿
骨
頸
部
（
太
も
も
の
つ

け
根
）
骨
折
を
し
た
人
の
8
0
％
に
骨
粗
し
ょ
う
症
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

こ
の
病
気
は
お
年
寄
り
だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
骨
の
成
長
が
ピ
ー
ク
に

達
す
る
思
春
期
に
十
分
な
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
ら
な
か
っ
た
り
、
運
動
不
足
、
ま
し
て

や
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た
り
す
れ
ば
、
将
来
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
若
い
こ
ろ
か
ら
意
識
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
し
、
コ
ッ
コ
ッ
と

「
骨
の
貯
金
」
に
励
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

カルシウムは 1 日 600mgを目標に、現在の食生活に200mgをプラス

' ＇［カルシウム200mgの目安］

1 ●乳製品なら
I .牛乳 200me 
I ・ヨーグルト 200叫

チーズ 30g 
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` ●疇・豆製品なら
豆腐 2/3丁

納豆 2 パック

がんもどき 1 枚----

していますか？

あ
な
た
は

骨
粗
し
ょ
う
症
に

な
り
や
す
い

タ
イ
プ
？

●小魚なら
めざし 3 本

しらす 40g 

にぼし 10 g 

Sこ
村
で
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
の
か

た
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
：
1
0月
5

日
向

1
0月
6

日
図

午
前
1
0時
ー
午
後
3

時

◇
場
所
…
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
検
診
内
容
…
問
診骨密

度
測
定
（
腕
）

今
年
度
は
、
群
馬
県
健
康
づ
く
り
財

団
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
無
料
で
骨
粗
し

ょ
う
症
検
診
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
2

月
中
の
世
帯
調
査
で
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
か
た
の
中
で
、
今

年
度
の
対
象
者
（
今
年
度
中
に
3
0
歳
、

3
5
歳
、
4
0
歳
、
4
5
歳
、
5
0
歳
、
5
5
歳
、

6
0
歳
に
な
る
か
た
）
は
、
改
め
て
申
し

込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

対
象
者
以
外
の
か
た
で
も
今
年
度
中
に

3
0
歳
（
昭
和
4
3
年
度
生
ま
れ
）
に
な
る

か
た
か
ら
6
9
歳
に
な
る
（
昭
和
4

年
度

生
ま
れ
）
ま
で
の
希
望
さ
れ
る
女
性
、

先
着
1
2
0
名
ま
で
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

8

月
2
4
日
同
か
ら
9
月
1
0日
困
ま
で
に

保
健
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

、
T
O

じ
＞

g
 

9,'’’’ 

2
 
4
 

g

)

 

不

5

燥

中

1

乞直

2

(

 

じ
）
根
品
木

さ
包
大

他
大
偉
し

の
き
千
ま
じ
り

そ
ご
ひ
切

. 
幽れ、 1

•9三150:g`j-.......------

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
ポ
ア
イ
ン
ト

骨粗しょう症検診
を受けよう．I
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◇
期
日

9

月

1
3
日
同

◇
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

9

月

6

日
日

ふ
る
さ
と
の
広
場

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◇
対
象
小
学
生
以
上

◇
参
加
費
無
料

◇
申
込
期
限

8

月

2
3
日
同 集

◇
期
日

9

月
1
3
日
同

◇
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
中
学
生
・
一
般

◇
参
加
費
無
料

◇
申
込
期
限

8

月
3
0
日
同

◇
期
日

9

月
1
3
日
同

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
一
般

◇
参
加
費
無
料

◇
申
込
期
限

8

月
3
0
日
同

◇
期
日

9

月

1
9
日
国

◇
会
場
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
一
般

◇
参
加
費
無
料

◇
申
込
期
限

9

月
6

日
同

◇
期
日

9

月

2
0
日
⑪

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場

◇
対
象
一
般

◇
参
加
費
無
料

◇
期
日

◇
会
場

募
1流-~〕

迂）--- --

◇
対
象
一
般

2
1
1

◇
参
加
費
無
料

6
 
6

5

 

M
l

氾
◇
申
込
期
限

8

月
3
0
日
同

4

4

 

館
⑱
夕
⑱

育

6

ン

6

体
セ
会
洋
社
海

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
チ
ェ
リ
ー
ズ

第

4
2
回
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

結

果

◇
申
込
期
限

◇
期
日

9

月

2
0
日
同

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
中
学
生
以
上

◇
参
加
費
無
料

◇
申
込
期
限

9

月
6

日
同

◇
期
日

9

月
2
0
日
同
・
2
7
日
同

◇
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
一
般

◇
参
加
費
無
料

◇
申
込
期
限

9

月
6

日
同

※
各
大
会
と
も
申
込
期
限
ま
で
に
社
会

体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

9

月

6

日
日

優
勝
大
佐
貫

A

準
優
勝
矢
島
・
入
ヶ
谷

D

3

位
南
大
島
上

c

第
1
9
回
老
人
ク
ラ
ブ

ペ
タ
ン
ク
大
会

優
勝
澁
澤
ろ
く

準
優
勝
神
谷
コ
メ

3

位
松
本
ト
ヨ

（
敬
称
略
）

第
9

回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
交
流
大
会

コスモス畑の除草作業を行う参加者

優
勝
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

準
優
勝
特
殊
電
装
閻

野
球
愛
好
会

第

4
0
回
村
民

野
球
大

会
優勝した「ドラゴンズ」

村
体
育
施
設
利
用
団
体
の
人
た
ち
に

よ
る
利
根
川
総
合
運
動
場
周
辺
の
河
川

敷
清
掃
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
7

月

2
6

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

河
川
愛
護
や
環
境
美
化
を
目
的
に
村

と
同
団
体
が
春
と
夏
の
年
2

回
実
施
し

て
お
り
、
今
回
は
雨
の
中
、

2
8団
体
、

2
0
1

人
が
、
河
川
敷
に
散
乱
し
て
い

る
空
き
缶
や
空
き
瓶
な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾

い
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、
河
川
敷
内
の

コ
ス
モ
ス
畑
や
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
な
ど
の
除
草
作
業
も
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
環
境
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ァ
ッ
プ
し
て
い
る
中
、
環
境
保
全
へ
の

協
力
に
対
し
、
一
人
ひ
と
り
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
る
機
会
に
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

2
0
1

人
が
利
根
川

河
川
敷
を
清
掃

平成10年 8 月 10 日（月） (14) 



渡
し
船
壊
想

「
大
利
根
六
百
メ
ー
ト
ル
の
橋
渡
し

役
、
三
月
い
つ
ば
い
で
運
休
、
ク
千
津

井
の
渡
し
I
i
、
船
頭
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
」

こ
れ
は
昭
和
六
十
二
年
の
広
報
め
い

わ
三
月
号
三
ペ
ー
ジ
の
上
段
の
大
見
出

し
で
、
千
津
井
の
渡
し
船
が
三
月
い
っ

ぱ
い
で
運
休
す
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
、

渡
し
船
の
思
い
出
や
長
い
間
船
頭
を
務

め
て
こ
ら
れ
た
三
人
の
か
た
の
写
真
等

も
掲
載
、
特
集
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ょ

昔
か
ら
歌
に
も
詠
ま
れ
、
う
た
わ
れ

た
渡
し
船
、
そ
こ
は
か
と
な
く
詩
情
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
す
が
、
橋
も
な
く

頼
る
は
船
に
よ
る
渡
し
の
時
代
に
あ
っ

て
は
、
渡
し
場
で
は
船
に
乗
る
人
降
り

る
人
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
っ
た

めいわ再発貝
••• 

ふるさとだすねある記
No.36 
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市
）
と
を
結
ぶ
。
明
治
七
年
創
設
。

昭
和
十
一
年
頃
廃
止
。

〇
梅
原
下
の
渡
し
梅
原
字
堤
外
（
東

武
線
鉄
橋
下
流
）
と
対
岸
本
川
俣
字

長
宮
（
羽
生
市
）
と
を
結
ぶ
。
創
設

年
代
不
詳
。
昭
和
十
四
年
頃
廃
止
。

0

江
口
の
渡
し
江
口
字
堤
外
と
対
岸

稲
子
（
羽
生
市
）
と
を
結
ぶ
。
創
設

年
代
不
詳
。
昭
和
二
十
九
年
廃
止
。

0

千
津
井
上
の
渡
し
千
津
井
字
上
の

坪
と
対
岸
発
戸
（
羽
生
市
）
と
を
結

ぶ
。
創
設
年
代
不
詳
。
昭
和
十
三
年

廃
止
。

0

千
津
井
下
の
渡
し
千
津
井
字
八
軒

と
対
岸
上
村
君
（
羽
生
市
）
と
を
結

ぶ
。
創
設
年
代
不
詳
。
昭
和
―
一
十
九

年
よ
り
県
道
今
泉
（
羽

生
市
）
・
館
林
線
の

.

.

.

.

.

.
 

千
津
井
の
渡
し
と
し

て
県
営
に
よ
り
運
行
。

昭
和
六
十
二
年
三
月

廃
止
。

0

斗
合
田
の
渡
し
斗

合
田
字
川
岸
と
対
岸

下
村
君
字
堤
（
羽
生

市
）
と
を
結
ぶ
。
創

設
年
代
不
詳
。
明
治

七
年
斗
合
田
・
飯
野

（
板
倉
町
）
境
に
あ
っ

た
渡
し
を
こ
の
地
に

移
転
。
昭
和
二
十
九

年
廃
止
。

千
津
井
の
渡
し
が
消

え
て
十
年
余
、
の
ど
か

な
渡
し
船
風
景
も
今
は

昔
の
夢
と
感
慨
無
量
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
早
川
久
美
記
）

仕ッし己凶長し船風景

の
で
は
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
村
に
は
そ
の
昔
、
七
つ
の

渡
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
渡

し
の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0

川
俣
の
渡
し
（
別
名
富
土
見
の
渡
し
）

川
俣
字
川
岸
と
対
岸
上
新
郷
字
別

所
（
羽
生
市
）
と
を
結
ぶ
。
創
設
年

代
不
詳
。
江
戸
時
代
に
は
日
光
脇
往

還
の
利
根
川
の
渡
し
と
し
て
、
ま
た

江
戸
幕
府
が
指
定
し
た
関
東
十
六
渡

津
（
渡
船
場
）
に
加
え
ら
れ
た
主
要

な
渡
し
。
明
治
二
十
三
年
川
俣
橋
（
船

橋
）
架
設
に
よ
り
廃
止
。

〇
梅
原
上
の
渡
し
（
別
名
龍
蔵
の
渡
し
）

梅
原
字
堤
外
（
東
武
線
鉄
橋
上
流
）

と
対
岸
上
川
俣
字
龍
蔵
川
岸
（
羽
生

／『

: 
、

館林邑楽地区 館林地区 千代田
板倉地区

明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

小西医院川田（耳）医院 増田医院小苦根医院 わだらせクリニック 竹越医院
8 月 23 日

匹 (86)2261 匹（72)3314 匹（72)1387 匹（72)7707 8 (77) 2727 匹 (84)3137

日
真中医院川村医院 田内医院慶友病院 館林地区と 館林地区と

8 月 30 日
8 (72) 1630 匹 (72) 1337 匹（72) 3855 匹（72)6000 同じです。 確認でし 時ま g 4 1 同じです。

当
浜野病院合村クリニック 神尾医院礫川堂医院 井上医院 館林地区と 喜［し で；。 塁が芍拭9 月 6 日
匹 (88) 5678 匹 (70)2221 匹（75)1288 匹 (74)0184 匹 (82)1131 同じです。

番
白沢医院川田医院 大塚医院岡田医院 館林地区と 小西医院

9 月 13 日
匹（72) 1600 匹 (72)3724 匹（72) 0176 匹（72)3163 匹 (86)2261 

て眉
同じです。 :、●

医
さ

ゆたか医院海宝病院
ぃ。 外科

9 月 15 日
匹（73)7308 畠匹（74)0811

\ ノ

(15) 平成10年 8 月 10 日（月）



くらしの相談

l 邑楽福祉事務所 匹（73)2141 こ
福祉事務所では、生活・法律など

の問題をかかえてお困りのかたを対

象に、くらしの相談を実施します。

お気軽にご相談ください。

◇日時 9 月 29 日（火） 午後 1 時30分

~ 4 時
◇場所村老人福祉センター

◇内容福祉全般・法律相談

◇予約・問い合わせ 電話で役場福

祉課8(84)4926 または邑楽福祉事

務所生活福祉課ヘ

※法律相談は弁護士が担当するため、

前日正午までに予約が必要です。

村営住宅

入居者募集

l 役場建設課 匹（84)3111 --
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 6 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

介護支援専門員
実務研修受講試験

県庁高齢政策課介護保険準備室

匹 027(223)1111

介護支援専門員は、平成12年 4 月

の介護保険制度施行に伴い、介護サ

ービス計画の作成などに従事する職

種です。介護支援専門員になるには

実務研修受講試験に合格した後、実

務研修を修了することが必要です。

◇試験日時 10月 11 日（日） 午前10時

◇会場 県立女子大学ほか 6 会場（会

場は県が指定します）

◇試験内容 介護支援専門員実務研

修を受講するために必要な専門的

知識についての筆記試験

◇受験資格保健・医療・福祉分野

で所定の実務経験がある人

◇受験料 7,000円

◇出願期間 8 月 20 日（木）から 31 日（月）

◇出願用紙配布場所 役場福祉課（老

人福祉センター内）、邑楽福祉事務

所、館林地域保健所ほか

安全運転管理者の

届出はあ済みですか

l 館林警察署 匹（75)0110
次のとおり、事業所の業務に関し

ての交通事故防止等のため、自動車

の使用者に対して、法律（道路交通

法第74条の 2) により自動車の使用

者（事業所）は、安全運転管理者を

選任・届出義務がありますので、未

選任の場合は選任・届出されるよう

お願いします。

なお、選任届出義務があっても選

任しなかった場合は、 5 万円以下の

罰金が課せられることになります。

◇安全運転管理者設置義務事業所は

0 マイクロバスや 5 台以上の自動車

を使用している事業所等です。

〇さらに、 20台以上の自動車を使用

している事業所などは、台数に応

じた「副安全運転管理者」も設置

することになります。

◇任務は、自動車の使用に関し、自

社内での運転業務や自動車の管理

等を行い、運転者が安全運転をす

るよう指導教育する責任者です。

◇安全運転管理者は、 20歳以上 (20

台以上の事業所は30歳以上）で、

自動車の管理経験が 2 年以上のか

たで従業員のかたを指導できる社

長・専務・支店長さん等

また、副安全運転管理者は、 20

歳以上で、自動車の管理経験が 1

年以上のかた

◇該当する事業所は、速やかに館林

警察署に選任・届出をしてくださ

い。ただし、自動車運送事業者（青

ナンバー）等は除かれます。

群馬県救急医療

懇談会開催

l 館林厚生病院 匹（72)3140
◇日時 9 月 5 日（土） 午前 9 時～

◇場所館林市三の丸芸術ホール

◇内容特別講演鹿児島大学助教

授 有川和宏先生 「高気圧酸素

療法ー最近のトピックス」

県内の医師・看護婦・救急隊員等

による救急医療に関する講演・体

験等の意見発表

救急医療器械器具・高規格救急車

・地震体験車等の展示コーナーも

設け直接体験できます。

◇入場料無料

臨床検盃技師募集

l 館林厚生病院 匹（72)3140
館林厚生病院では、 10月採用の職

員を募集します。

◇職種・人員 臨床検査技師 1 人

◇応募資格 日本国籍のあるかたで

昭和48年 4 月 2 日以降に生まれた

かた

◇願書締切 8 月 31 日旧）

◇提出書類履歴書、臨床検査技師

免許の写し

◇試験作文・面接

◇申し込み館林厚生病院庶務課ヘ

福祉入門スクール開催

邑楽郡社会福祉協議会（邑楽福祉事

務所内） 匹（73)2141

◇日時 9 月 26 日田午前 9 時30分

～午後 3 時30分

◇会場 おうらヤングプラザ（邑楽町）

◇内容介護保険、福祉の仕事、体

験学習、ビデオ学習など

◇参加費 無料（昼食は主催者が用

意）

◇募集人員 28人（受付順）

◇申し込み 9 月 11 日（金）までに電話

または FAX (72) 6603で邑楽郡社

会福祉協議会へ

太田産業技術専門校

学生募集

l 太田産業技術専門校
匹（31)1776 

◇募集科目・期間・定員

ONC オペレータ科＝ 6 か月・ 20人

〇溶接科＝ 6 か月・ 20人

◇応募資格職業に必要な技術を身

につけたいかた

◇願書受付・選考日 8 月 3 日（月）～

9 月 25 日（金） 定員に達するまで随

時受付・選考します。

◇選考方法成人者＝簡単な筆記試

験、面接試験未成年者＝学科試

験、面接試験

◇提出書類成人者＝入校願書、健

康診断書未成年者＝入校願書、

健康診断書、成績証明書

◇授業料・受験料無料

◇申し込み 県立太田産業技術専門

校（太田市新野町157-1)

平成10年 8 月 10 日（月） (16) 



一
の

< 両毛交流スタンプラリー
に参加しませんか

村の無料法律相談

◇日時＝ 9 月 10 日（木）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受付＝ 9 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

乳 1日
Jし 健 吟

5ジ

◇日時＝ 9 月 10 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝9年9月、 10年2月、 5月生

健 康 相 ＝火
詠

◇日時＝ 9 月 1 日（火）・ 17 日（木）

午前9時30分～ 10時30分受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

◇日時＝ 9 月 16 日（水）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 9 月 17 日（木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年 金 相 畝畝
◇日時＝ 9 月 17 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

今 月 の納税

◇村県民税、国民健康保険税、国民年

金保険料、水道料金

◇納期限＝ 8 月 31 日旧）

l 役場企画課
8(84)3111 

圏域内20市町村のスタンプを集め

て応募すると、抽選ですてきな賞品

が当たります。

◇期間 9 月 12 日出～ 11 月 29 日（日）

◇ガイドマップ入手 役場企画課で

9 月 1 日（火）から無料で配布します。

◇参加資格 どなたでも参加できま

す。

◇賞品特賞ハワイペア旅行 1 本、

金賞 国内ペア旅行 6 本、その他

20市町村賞、両毛 6 J C 賞、企業

協賛賞

◇応募万法 「ファミリーコース」

または「歴史散策コース」のいず

れかを選択し、そのコースの20市

町村のスタンプを集めたら、 12月

14 日（月）までに、役場企画課に持参

するか、郵送(〒370-0795明和村

大字新里288) してください。

ダイヤモンド婚者
金婚者は届け出を

役場福祉課（老人福祉センター内）
匹 (84)4926

村では、 9 月に老人福祉大会を予

定しています。その席上、ダイヤモ

ンド婚者・金婚者顕彰を行いますの

で、該当者は届け出をしてください。

ダイヤモンド婚者は、昭和13年12

月 31 日以前に結婚届け出をされたか

た。金婚者は、昭和23年 1 月 1 日か

ら 12月 31 日までの間に結婚届け出を

されたかたです。

該当者は、 8 月 20 日（木）までに福祉

課へご連絡ください。

母子寡婦福祉

資金のご案内

役場福祉課（老人福祉センター内）
匹 (84)4926

県では、母子（寡婦）家庭の子ど

もが高校や大学、専門学校等に進学

する場合、入学金や学費その他の必

要な経費に充てるための母子寡婦福

祉資金の貸付を行っています。貸付

額は進学先により異なります。

詳しくは、役場福祉課または邑楽

福祉事務所匹（73)2141へお問い合わ

せください。

館林地区消防組合

消防職員募集

館林地区消防組合消防本部

B (72) 3171 

館林地区消防組合では、平成11年

度採用の消防職員を募集します。

◇募集人員若干名

◇応募資格 消防組合管内に住んで

いる短大卒業（卒業見込みを含む）

のかたで、昭和49年 4 月 2 日から

昭和54年 4 月 1 日までに生まれた

者、高校卒業（卒業見込みを含む）

のかたで、昭和51年 4 月 2 日から

昭和56年 4 月 1 日までに生まれた

者、いずれも日本国籍を有するか

た。

ただし、管外に住んでいても、

家族が管内に住んでいれば応募で

きます。

◇応募期間 8 月 17 日（月）～ 9 月 4 日

（金） （土・日曜日を除く）

◇提出書類履歴書、学業成績証明

書、人物証明書

◇申し込み館林地区消防組合消防

本部総務課庶務係へ

狩猟免許試験開催

l 東部林業事務所
匹 0277(52)7373

◇日時 9 月 1 日（火） 午前 9 時

◇会場群馬県クレー射撃場（安中

市中宿2,004)

◇申し込み 受験期日の10 日前まで

に狩猟免許（更新）申請書、医師

の診断書、写真（縦3.6センチ横2.4

センチ）、手数料5,300円を添えて

東部林業事務所へ

行万不明の人を

探す相談所開設

l 館林警察署 公（75)0110
警察では、「行方不明の人を捜す相

談所」を開設し、行方不明者の発見

・保護および身元不明死体の身元確

認を目的として相談を受けます。

◇開設日 8 月 1 日（土）～ 31 日旧）

◇開催場所 群馬県警察本部刑事部

鑑識課（前橋市元総社町523 県警

察鑑識科学センター内）

◇開設時間 月曜日から金曜日まで

の午前 9 時から午後 4 時まで

し
、

(17) 平成10年 8 月 10 日囲 8 月30 日（日～ 9 月 5 日（土： 防災週i
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ン
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
い
ま
が
青
春
い
つ

も
青
春
」
で
年
令
を
重
ね
た
人
た
ち
が

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
を
す
る

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
私
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
は
シ
ニ
ア
の
陸
上
競
技
ク
ラ

ブ
と
し
て
村
の
体
協
に
加
盟
し
て
各
自

得
意
と
す
る
種
目
で
大
会
に
参
加
を
し

て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
連
盟
に
登
録

さ
え
す
れ
ば
各
県
、
関
東
、
ア
ジ
ア
、

世
界
大
会
に
ま
で
予
選
な
し
で
出
場
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
を
作
り
目
標
を
立

て
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
仲
間
と
の
出

会
い
を
喜
び
、
楽
し
み
な
が
ら
の
挑
戦

は
若
い
時
の
よ
う
に
心
が
燃
え
る
も
の

で
す
。
ま
さ
に
青
春
の
時
と
言
い
た
い

わ
け
で
す
。
米
国
の
詩
人
、
サ
ム
エ
ル

・
ウ
ル
マ
ン
の
詩
の
一
句
に
「
青
春
と

は
人
生
の
あ
る
時
期
で
は
な
く
、
心
の

持
ち
か
た
を
言
う
」
と
言
っ
て
お
り
ま

す
。
心
の
若
さ
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

思
い
な
が
ら
仲
間
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
少
し
ば
か

り
青
春
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

村の人口と世帯
8 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,322戸(- 4) 

人口総数 11, 675人（＋ 1 1)

急
7 月の救急車出動回数

病 12件 交通事故 4 件

男 5,870人・女 5,805人

〈 7 月中の動き〉

出生 7 人・死亡 7 人

転入 34人・転出 23人

その他 6 件

代
表
始
澤
重
信

合

附
闘
N
脱
I
-i
瞑
技

り
―
フ
フ

計 22件

石小鈴蓮松関坂
川林木見本口上氏私

た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
美
し
い
花
。

こ
の
ほ
ど
減
反
・
環
境
対
策
の
た
め
、
広
大
な

農
地
に
栽
培
さ
れ
裟
祀
ん
マ
ワ
リ
が
咲
き
そ
ろ
い
、

あ
た
か
も
黄
色
い
絨
緞
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
で

幻
想
的
な
世
界
を
思
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
農
家

の
か
た
の
目
に
見
え
な
い
苦
労
が
実
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
®

今
月
号
の
健
康
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い

て
で
す
が
、
皆
さ
ん
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
あ
て
は
ま
る
項
目
が
あ
り
ま
し
た
か
？

骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
ら
な
い
た
め
、
普
段
か
ら

カ
ル
シ
ウ
ム
を
積
極
的
に
と
る
な
ど
予
防
に
心

掛
け
た
い
も
の
で
す
。
©

夏
ま
つ
り
の
記
事
に
地
因
を
載
せ
た
の
は
レ

イ
ア
ウ
ト
の
関
係
も
あ
り
ま
す
が
、
例
年
夏
ま

つ
り
の
照
会
が
あ
る
の
で
加
え
ま
し
た
。
日
に

ち
等
多
少
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
来
年

の
夏
ま
つ
り
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
⑱

鯰

集

使

記

落下榎瀬奈荒柏
合山本下良井木氏

か原
き梅好源 とよ名あ太だ拓芝怜gさ琴忌美み莉り名をぅ
ち子男三武らね く印巳み菜なね彩な怜召愛ぇ 杖）

81 81 87 77 59 83 71 畠や疇恵昌清貰陽智祐淳浩克幸清自で
す み喜町世み恵通子彦美司子子美明枝隆名たご
功や市帯 性
が子郎子主 男男女女女女女別

矢梅新斗大梅中地最大上中新上江南地薮
合 称佐江 江大

島原里田輪原谷区略貫黒谷里黒 □ 島区喜
％殆狐％ ％属賃開一％元殆麗妬％ ％闘

※褐靱を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。

平成10年 8 月 10 日（月） (18) 

正

信
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力強い和太鼓が鳴り響く中、勇壮なかけ声とともにあ御

輿が出陣し、祭り気分は一気に最高潮ヘ―住民総参

加の活気に満ちだ納涼祭が繰り広げられましだ。

今月の主な紙面

•町制施行による事務の手続き…②～④

•町制施行記念事業が決定……⑥～⑦

・村内の長寿者を紹介…………⑧～⑨



村から町へ

が明利町になり ます

事務 の 手続き 役場 匹 (84)3111

:geo  
—‘‘ 

政は←エ
省町利コ
の制用 l
協麓くは
皇悶だが
得広さき
てくいを
、p

工 R
コす
l る

.

.

.

 

明
和
村
大
字
新
里
二
八
八
番
地

• 

明
和
町
新
里
二
八
八
番
地

住
所
例

「
明
和
町
」
誕
生
の
日
、
1
0
月
1
日
が
近
づ
い
て
き
ま
し

だ
。
明
和
村
を
明
和
町
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
県
議
会

の
議
決
を
経
て
7

月
3
0
日
に
県
知
事
決
定
と
な
り
ま
し
だ
。

さ
ら
に
、
8

月
3

日
に
自
治
省
へ
届
け
出
と
な
り
、
自
治
大

臣
の
告
示
(
9月
中
旬
予
定
）
を
待
つ
段
階
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
町
制
施
行
に
伴
い
住
所
変
更
な
ど
の
手
続
き
が
、

で
き
る
だ
け
少
な
く
な
る
よ
う
各
関
係
機
関
と
の
調
整
を
進

め
て
い
ま
す
。
合
月
号
で
は
、
公
共
ま
だ
は
公
共
性
の
高
い

主
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
手
続
き
の
必
要
性
や
そ
の
方
法

を
一
問
一
答
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
汀
旦□
□戸
·
要
に

1
0
月
1
日
か
ら
は
、
明
和
村
が
明
和

町
に
な
り
ま
す
。
ま
た
「
大
字
」
の
文

字
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

は
が
き
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
は
が
き
は
、
明
和
町
誕
生
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
お
り
、
村
で
は

5

万
枚
を

作
成
し
、
2
万
枚
を
各
世
帯
等
に
無
料

配
布
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
3
万
枚

は
川
俣
郵
便
局
、
江
黒
郵
便
局
な
ど
で

有
償
発
売

(
1枚
4
5
円
）
さ
れ
ま
す
の

で
、
友
人
、
知
人
や
取
り
引
き
先
へ
の

連
絡
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
企
画
課

6
内
線
3
4
0

門 1:10 冒ご悶明‘’~
喜 11 夏；塁［『発舞
せの日し掲すは 1丁＊＋
でかて載る‘しの

住ごら無しこ自ま証

且闊イ［旦：［覧す明
匹く民発目な臣 書

塁：胃［子＇［言を
3 い口ま←すホ
3 0 です °を
8 交。を、そ受

門誓夏し、い。；喜戸、：9
喜：：賃：］貪：冑書新
せえは票の日まい表きし
ま‘の謄かすて示替い

住す新写本ら゜は、鷹え住

塁゜し＼し、オ］は‘ 自住ま所
匹 住印本住 動民す云
内 所鑑や民 的記
線＾登附課に録 直
3 本録票で 書‘ に
3 籍証の発 き印
8 -----、明写行 替鑑

〇
□い
い
立
汀
と

国
民
健
康
保
険
証
は
、
1
0
月
1
日
の

更
新
の
際
に
明
和
町
を
保
険
者
と
す
る

も
の
を
発
行
し
、
今
ま
で
の
も
の
と
引

き
替
え
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
住
民
課

6
内
線
3
3
7

:tt]福0
1 口翡置不手
°‘日療要続
まそ以受でき
たの前給すは
‘まに者

10 ま交証
月使付⑱
1 用・は
日し更‘
以て新平
筐いさ成
にたれ 10

交
付
•
更
新
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

町
に
な
っ
た
も
の
を
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
6
闘
4
9
2
6

門 1し□ 冒老、：
胄］合：冒貪引新
せ゜まを健きし
で保受替い
の険給ぇ受

》 9 冑ま給
とすはす者
弓 I る‘証
きも 10 と
贄の月
ぇを 1
を発日

住
民
課
6
内
線
3
3
7

e
□
"
[
 

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
る
か
た
、
ま
た
は
受
給
し
て
い
る
か

た
の
住
所
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

で
一
括
変
更
処
理
さ
れ
ま
す
の
で
、
特

別
な
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

証
書
や
年
金
手
帳
な
ど
の
住
所
変
更
も

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
も
、
農
業
者

年
金
基
金
で
一
括
処
理
さ
れ
ま
す
の
で

変
更
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
国
民
年
金
…
住
民
課

6

内
線
3
3
7
厚
生
年
金
…
太
田
社
会

保
険
事
務
所
6
閥
3
7
1
1
農
業
者

年
金
…
農
業
委
員
会

6
内
線
3
5
1

平成10年 9 月 10 日（木） (2) 



10月ー日から明和村

町制施 一
丁

‘
、
’ にょる

百門口::t‘’~
｝胄i l i羹畠不手
1 せせの業険要続
1 んで務のでき
太゜‘セ保すは
田 変ン険
社 更夕証
会手 l に
保 続でつ
険 きーい

百、：、誓；
所要理‘

: ;、賃fこ昇い、：
す。喜げ［ ] ］皇な自
にま‘°所れり動
つす書 はのま書
い°き ‘金すき

□ /9 畠冒 替
読‘に的関 X 
み口要にな に
替座す 書ど
え振る きに
と替期 替届
なな間 ぇけ

冒そ胄ばノ、 0
覧 □ 賃t交希
ナです 1 な換望
ンに゜日どしに
バ登 かのまよ

]09 畠：すり
レれ 和バ
l た町 l
ト場 のプ
で合 もレ
差はの l
し‘ をト

•
更
新
前
に
変
更
希
望

す
る
時
は
手
続
き
を

運
転
免
許
証
に
つ
い
て
は
、
明
和
町

施
行
後
の
更
新
時
に
新
し
い
住
所
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
変
更
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
身
分
証
明
な
ど
の
関
係
で

更
新
前
に
住
所
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
本
人
が
直
接
、
館
林
威
言
察
署

の
窓
口
で
、
本
籍
と
住
所
の
変
更
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
数
料
は
無
料

で
す
。

問
い
合
わ
せ

1
0
 

冑冑不ヽ日~
9 直冒自表
にや登動題
な建記書部
り物簿きは

口□ 替
°在いス
がてに

a: に題

゜変本更籍よ匡
き所
をの

東
毛
旅
券
セ
ン
タ
ー

6

館
林
警
察
署
6
⑮
0
1

｀り 9」｀合畠闊齋パ。
5 -g-。い終 の名はス
o 名 てぺ 変まなポ不手
〇せ は l 更で< |要続

‘ジ 手の‘卜でき
本の 続表本そすは
人所 き示籍の
が持 はのにも
訂人 必たつの
正記 要めいに
し載 あ‘ては
ての り本も住
く住 ま籍都所
だ所 せや道の

] ［口［gて、ロヽロ~
］胄 夏畠信不手
せ 手所翠要続
続で許でき
き一可すは
の括に
必処つ
要理い
はさて
あれは
りま ‘ 
ます館
せの林

村
か
ら
町
に
な
っ
て
も

税
金
は
変
わ
り
ま
せ
ん

住
民
税
に
つ
い
て
は
、
町
に
な
る

こ
と
で
税
率
、
税
額
な
ど
が
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
税
に
は
均
等
割
と
所
得
割
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
地
方
税
法
で
標
準

税
率
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
均
等
割
に
つ
い
て
は
人
口
に

よ
っ
て
税
率
が
異
な
り
ま
す
が
、
人

口
が
5

万
人
を
超
え
る
市
で
な
け
れ

ば
変
わ
り
ま
せ
ん
。

館
林
地
域
保
健
所
6
⑰

゜新更し新し、時住に
所は
に

支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
希
望
に
よ
り
明

和
町
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
交
換
し

ま
す
。
こ
の
場
合
、
従
来
の
も
の
を
住

民
課
窓
口
に
お
持
ち
に
な
れ
ば
無
料
で

交
換
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
税
務
課

6
内
線
3
4
3

甲
区
、
乙
区
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
権

利
者
の
住
所
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
申

請
が
な
け
れ
ば
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。
権

利
関
係
に
異
動
が
な
け
れ
ば
変
更
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
続
や
譲
渡
な

ど
の
登
記
申
請
に
は
住
所
変
更
が
必
要

で
、
そ
の
際
に
は
町
が
発
行
す
る
無
料

の
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

の
住
所
変
更
の
登
記
に
つ
い
て
は
、

登
録
免
許
税
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
前
橋
地
方
法
務
局
館
林

出
張
所
6
⑰
3
1
3
9

証
明
書
…
住
民
課
6
内
線
3
3
8

銃
刀
所
持
許
可
、
古
物
商
許
可
、
金

属
屑
商
許
可
、
風
俗
営
業
許
可
に
つ
い

て
は
、
本
籍
と
住
所
の
変
更
が
必
要
で

す
。許

可
証
と
印
鑑
、
官
報
写
し
の
証
明

書
を
お
持
ち
に
な
り
、
威
言
察
署
で
変
更

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
館
林
叙
言
察
署

6
旧
0
1

1
0
 

(3) 平成10年 9 月 10 日（木）
言＇



＿村から町へ

尉］扉畠よな口眉そ儡塁］｛去~
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p斤合意書へおて名書のが‘や人
匹わし＾記‘は称を際必法読登箋：名
(72) せて B 入変‘変添に要人み記更称
3 < 4 置更登更付はで自替に登変
1 前だ判 登録にす町す体えつ
3 橋さサの記免ょるが゜の規ぃ記更
9 地いィと申許るこ発 住定て申に
方°ズお請税登ど行 所がは請よ

喜 ；ど冑呈扉匁t ~冑自をる
局 各す様要請り証 更ま動
館 法塁式：書］科 登せ書
林人、は。に。の記んき

株式会社変更登記申請書 厄入 店本 喜負 覧、l 

1 商 号 甲乙工業 株式会社 ! 群馬県邑楽郡明和町梅原5,555番地
1 本 店 群馬県邑楽郡明和村大字梅原5,555番地 l 申請人 甲乙工業株式会社

倒畠更に社会1 登記の事由 名称変更による本店の変更 I I I l l 群馬県館林市高根町2,222番地

1 登記すべき事項 代表取締役甲野太郎 ⑲ 
平成10年10月 1 日名称変更による本店の変更 : （登記所への届け出印） よる の
本店 群馬県邑楽郡明和町梅原5,555番地 l 

l 

赤之l l 群馬県邑楽郡明和町梅原3,333番地
1 登録免許税 登録免許税法第5条第5号の規定により非課税 : 

上記代理人乙野二郎 ⑲ 塁1 添付書類 証明書 1 通 l 

l 

委任状 1 通
I 

I I I 前橋地方法務局館林出張所 御中
記

上記のとおり登記の申請をします。

i 
平成10年 月 日

l 

l 

オ朱式会社変更登記申請書

」記心 貸取締役 扉変更 株会式1 商 号 甲乙工業株式会社 群馬県邑楽郡明和町梅原5,555番地
1 本又 店 群馬県邑楽郡明和村大字梅原5,555番地

申請人 甲乙工業 株式会社
1 登記の事由 名称変更による本店及び代表取締役の住所変更

1 登記すべき事項 群馬県邑楽郡明和町梅原2,222番地

平成10年10 月 1 日名称変更による本店の変更 代表取締役甲野太郎 ⑮ 

[ 更 口社
本店 群馬県邑楽郡明和町梅原5,555番地 （登記所への届け出印）
平成10年10月 1 日名称変更による代表取締役 本店る 変の甲野太郎の住所変更

群馬県邑楽郡明和町梅原3,333番地
住所 群馬県邑楽郡明和町梅原2,222番地

上記代理人乙野二郎 ⑮ び及 登更1 盗録免許税 登録免許税法第5条第5号の規定により非課税

1 添付書類 言正明書 2 通
前橋地方法務局館林出張所 御中

委任状 1 ー通 記
上記のとおり笠記の申請をします。

平成10年 月 日

l 

l 

有限会社変更登記申請書

；質 喜変更 9更に 贔会1 商 号 甲乙工業 有限会社 群馬県邑楽郡明和町梅原5,555番地
1 本 店 群馬県邑楽郡明和村大字梅原5,555番地 申請人 甲乙工業 有限会社

1 登記の事由 名称変更による本店の変更 群馬県館林市商根町2,222番地

1 登記すべき事項 代表取締役甲野太郎 ⑲ ょ社
平成10年10月 1 日名称変更による本店の変更 （登記所への届け出印）
本店 群馬県邑楽郡明和町梅原5,555番地 るの

登録免許税 登録免許税法第5条第5号の規定により非課税
群馬県邑楽郡明和町梅原3,333番地 赤之

1 
上記代理人乙野二郎 ⑰ 塁1 添付書類 証明書 1 通

委任状 l 通
前橋地方法務局館林出張所 御中

上記のとおり登記の申請をします。
記

平成10年 月 日

l 

l 

有限会社変更登記申請書
l I 

＾詞ノrし ' 虐 有1 商 号 甲乙工業 有限会社
: 群馬県邑楽郡明和町梅原5,555番地1 本 店 群馬県邑楽郡明和村大字梅原5,555番地 ー記例入 び ム限コ、1 登記の事由 名称変更による本店及び取締役並びに監査役の住所変更 : 申請人 甲乙工業有限会社

1 登記すべき事項 I 群馬県邑楽郡明和町梅原2,222番地
平成10年 10 月 1 日名称変更による本店の変更 I 

＇よ社l 

代表取締役甲野太郎 ⑲ 本店 群馬県邑楽郡明和町梅原5,555番地 I 

平成10年 10 月 1 日名称変更による取締役
I 

（登記所への届け出印）l 

甲野太郎，甲野一郎の住所変更 I 

住所 群馬県邑楽郡明和町梅原2,222番地
I I 

<更 [ る 9の平成10年 10 月 1 日名称変更による監査役
I 

群馬県邑楽郡明和町梅原3,333番地
甲野 花子の住所変更 上記代理人乙野二郎 ⑲ 
住所 群馬県邑楽郡明和町梅原2,000番地

1 翌録免許税 笠録免許税法第5条第5号の規定により非課税

l 添付書類 証明書 4 通 前橋地方法務局館林出張所 御中
督記委任状 1 通

上記のとおり登記の申請をします。

平成10年 月 日
) 

平成10年 9 月 10 日（木） (4) 



大
佐
貫
地
内
の
大
幸
化
成
株
式
会

社
（
代
表
取
締
役
社
長
浦
野
和
夫 代表取締役社長

浦野和夫さん

故
・
鈴
木
好
男
さ
ん
（
新
里
・
享
年

8
7
歳
）
に
、
こ
の
た
び
従
五
位
勲
五
等

双
光
旭
日
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
五
年
か
ら
昭
和

さ
ん
）
は
、
創
業
3
0
周
年
を
記
念
に

群
馬
県
知
事
提
唱
の
「
一
郷
一
学
」

運
動
の
推
進
費
の
一
部
と
し
て

7

月

2
8
日
、
村
に1
0
0

万
円
を
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

村
で
は
高
額
な
寄
附
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
寄
附
の
趣
旨
を

尊
重
し
、
教
育
文
化
の
向
上
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
幸
化
成
⑱
村
に

1
0
0
万
円
寄
附

故・鈴木好男さん

故. 
勲
五
等
双
光
旭
H

章

四
十
五
年
ま
で
の
四
十
年
間
に
明
和
村

や
板
倉
町
、
館
林
市
内
の
小
・
中
学
校

教
諭
、
館
林
市
立
六
郷
中
学
校
長
、
同

第
三
小
学
校
長
な
ど
を
歴
任
し
、
永
年

に
わ
た
り
教
育
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

ま
た
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
昭
和
五

十
五
年
ま
で
明
和
村
教
育
委
員
会
教
育

委
員
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
平
成
二
年

ま
で
村
社
会
教
育
委
員
を
歴
任
。
さ
ら

に
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
十
五
年
間
、

村
公
民
館
書
道
教
室
講
師
と
し
て
多
数

鈴
木
好
男
さ
ん
に

竹越 功さん

の
村
民
の
指
導
に
活
躍
さ
れ
、
昭
和
六

十
年
か
ら
六
年
間
に
は
、
村
文
化
協
会

長
と
し
て
村
の
文
化
振
興
に
尽
力
さ
れ

る
な
ど
、
教
育
文
化
の
向
上
に
多
大
な

功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

国
保
運
営
協
議
会
委
員

国
民
健
康
保
険
法
施
行
6
0
周
年
の
記

念
式
典
が
7

月
2
8
日
、
群
馬
県
市
町
村

会
館
で
開
か
れ
、
式
典
の
席
上
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
育
成
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
か
た
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
の
竹
越
功
さ
ん
（
新
里
）

が
群
馬
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

竹
越
さ
ん
は
、
昭
和
3
7
年
7

月
か
ら

現
在
ま
で
3
5
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
特
に
当
事
業
に
対
し
医

院
を
開
業
し
て
い
る
こ
と
か
ら
事
業
内

容
に
つ
い
て
も
詳
し
く
、
健
全
財
政
の

堅
持
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
当

事
業
の
育
成
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

知
事
表
彰
に

竹
越
功
さ
ん

農
業
共
済
事
業
の
普
及
推
進
の
た
め

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
、
斎
藤
村
長
お

よ
び
入
ヶ
谷
の
須
藤
順
一
さ
ん
に
8

月

2
0
日
、
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合

管
理
者
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

斎
藤
村
長
は
、
同
組
合
の
副
管
理
者

と
し
て

8

年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、

農
業
共
済
事
業
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

ま
た
、
須
藤
さ
ん
は
、
損
害
評
価
員

と
し
て

9

年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、

農
業
共
済
事
業
の
普
及
推
進
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。 ` 

須藤順一さん 斎藤 憲村長

農
業
共
済
事
業

功
労
表
彰
に

斎
藤
憲
村
長

須
藤
順
一
さ
ん

◇
運
動
の
重
点
項
目

◎
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

現
在
、
商
齢
者
の
交
通
事
故
が
加

害
・
被
害
と
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

お
出
か
け
の
際
に
は
一
層
の
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
ジ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

ジ
ー
ト
等
の
着
用
の
徹
底

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
の
交
通

死
亡
事
故
が
、
依
然
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
衝
突
時
の
安
全
性
を
重
視

し
た
自
動
車
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

締
め
る
こ
と
で
、
よ
り
有
効
に
機
能

し
ま
す
。
大
切
な
人
を
悲
し
ま
せ
な

い
た
め
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
つ

か
り
締
め
て
、
安
全
運
転
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

◎
通
勤
・
通
学
時
の
交
通
事
故
防
止

通
勤
目
的
時
の
事
故
発
生
率
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
自

宅
を
出
発
す
る
「
ゆ
と
り
出
勤
運
動
」

な
ど
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◇
ス
ロ
ー
ガ
ン

あ
な
た
が
主
役
I
.

交
通
安
全

◇
期
間

9

月

2
1日
同
ー
3
0日
困

交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国

(5) 平成10年 9 月 10 日（木）



21 世紀に向かって飛躍するまち―-

平成10年10月 1 日

ふるさとの広場

町制施行をp R するエコーはがき

町制施行により、 10月 1 日ガら明和村は「明和町」になり

ます。そこで村では、町制施行をあ祝いし、これを契機にさ

らにまちづくりの気運を高めるだめ記念事業に取り組みます。

このだめ、村長や村議会議員をはじめ69人の各種団体の代表

者などで構成する町制施行記念事業実施委員会で 6 月から検

討してきました結果、このほどその全容がまとまりましだの

で、事業の概要をあ知らせします。

1つつ云西場翔顔＇

R
 
で

プレート

明和町へ

町
制
施
行
に
つ
い
て
の
気
運
を
高
め
、

明
和
町
を
広
く
内
外
に
P
R

す
る
た
め

1
0
月1

日
前
後
に
啓
発
事
業
を
行
い
ま

啓
発
事
業

明
和
町
を

p
 

す
。主

な
事
業
で
は
胸
章
と
し
て
プ
レ
ー

ト
や
バ
ッ
ジ
を
作
製
し
、
記
念
事
業
実

施
委
員
や
役
場
職
員
、
幼
稚
園
・
保
育

園
児
ら
に
配
布
す
る
ほ
か
、
の
ほ
り
旗

や
懸
垂
幕
を
役
場
な
ど
の
公
共
の
場
に

掲
げ
ま
す
。
ま
た
、
P
R

用
エ
コ
ー
は

が
き
5

万
枚
を
作
成
し
、
2

万
枚
を
全

戸
に
無
料
配
布
す
る
ほ
か
3

万
枚
を
村

内
の
郵
便
局
な
ど
で
有
償
発
売
し
ま
す
。

1
0
月1

日
に
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

で
町
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放
送
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
村
内
3

か
所
で
祝
砲
を
打
ち

上
げ
、
セ
ス
ナ
機
や
ア
ド
バ
ル
ー
ン
な

ど
で
も
広
報
し
ま
す
。

E白
9白
り
嗣“
5
,
!

』
蜘
西

町
制

目

H

臼
塁

／ゞッジ

プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
説
明

明
和
町
の
頭
文
字
「
M
」
を
使
い
な

が
ら
利
根
川
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

デ
ザ
イ
ン
で
す
。
流
れ
の
中
の
一
本
の

赤
い
線
が
、
明
和
町
民
の
力
の
結
集
と
、

町
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
ー

を
意
味
し
ま
す
。
右
上
の
白
い
円
は
”

水
面
に
輝
く
光
1
1

明
る
い
未
来
1
1を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

バ
ッ
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
説
明

大
陽
と
花
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
デ
ザ
イ

ン
で
す
。
明
和
町
の
明
る
い
未
来
、
花

開
く
文
化
、
笑
顔
の
集
う
町
民
の
和
と

い
う
よ
う
な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

ま
す
。

’/'/ /' 
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芯邑遍
国道122号の横断歩道橋に掲げられた横断幕

平成10年 9 月 10 日（木） (6) 



第 1 回町民体育祭で、生涯スポーツの輪

大きく広げましょう（昨年の体育祭）

記
念
事
業
で
は
、
1
0
月
1
日
因
午
前

1
0
時
か
ら
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
記

念
式
典
を
開
催
し
、
自
治
功
労
者
の
表

彰
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
午
後

7

時
か
ら

記
念
公
演
と
し
て
「
明
和
町
誕
生
記
念

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
（
歌
謡
と
お
笑

い
）
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
1
1
月
1
日

同
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
散
策

ゃ
1
1
月
認
日
同
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ

イ
バ
ル
な
ど
も
行
い
ま
す
。

冠
事
業
は
、
通
常
行
わ
れ
て
い
る
各

種
共
催
事
業
で
、
記
念
事
業
実
施
委
員

会
が
選
定
し
た
事
業
で
す
。
1
0
月3
日

田
の
町
民
文
化
大
学
を
皮
切
り
に
、
1
0

月
1
0
日
田
の
文
化
庁
寄
席
芸
能
、
1
0
月

1
1
日
⑪
の
第
1
回
明
和
町
民
体
育
祭
な

ど
、
平
成
1
1年
3
月
ま
で
の
間
に
行
わ

れ
る
主
な
事
業
が
選
定
さ
れ
、
よ
り
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
内
容
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。

記
念
事
業

あ
よ
び
冠
事
業

町制施行啓発事業および記念式典等 記念事業および冠をつける各種共催事業

区分 事業名 事業概要 事業 名 実施日 会場・事業概要

・啓発用プレート・バッ

ジの配布

啓
発
事
業

(
1
0月
1

旦
則
）

．のぼり旗の掲出

．懸垂幕・横断幕の掲出

・啓発シールの作成

記念事業実施委員・役場職

員、幼稚園児、保育園児等に

配布

・村内公共の場に掲出 (200本）

・役場ほか公共の場に掲出

(8 垂れ）

・封筒に「10月 1 日町制施行」の

シール貼付

記念事業

・記念公演

10月 1 日

午後 7 時

開演

ふるさと産業文化館

甲和町誕生記念バラエティ
ーショー

出演者

深山浩二（司会兼）

立川談四楼（落語）

若條まゆ美（歌手）

すず風にゃん子・金魚（漫才）

・ヘリコプターによる

空中散策
11 月 1 日

ふるさとの広場

文化祭と同峙開催
．庁用車両ウインドシー

ト作成
• 36台の庁用車両に貼付 ・サッカーフェスティ

ノゞル
11 月 22 日 利根川総合運動場

・オフトーク通信
• 10/1 日朝

ジを放送

町長のメッセー
冠をつける各種共催事業

啓
発
事
業
(
1
0
月
1

日
後
）

・煙火

・セスナ機による広報

• 10/1 日朝 町内 3 か所にお

いて「祝砲」

• 10/1朝 邑楽・館林管内

・アドバルーン掲出
•町内 3 か所 2 日間掲出

(10/1 • 2) 

・エアーアーチの設置
・役場正門前 実 6 日間設置

(10/1~8) 

•新聞への広告掲載等 •上毛新聞〔9/26山〕その他

啓
発
事
業

・エコーはがきの作成
·PR用はがき 50,000枚作成

うち 20,000枚無料配布

式
典

•町制施行記念式典

其月日 ： 10 月 1 日 10時～

会場：ふるさと産業文

イじ館

・記念式典

・自治功労者表彰

・作文最優秀者等表彰及び最

優秀者朗読披露

記
念
行
事
等

(
1
0月1
日
）

・記念品の配布
・全家庭

・管内小中高校在校生

•町制施行記念作文募集

・テーマ「私たちの町の未来」、

「21世紀に向けての町づくり」

（小学 5 、 6 年生及び中学生）

•町制施行記念要覧刊行 ・記念式典時及び毎戸配布

•町民文化大学 (3 回）

・文化庁寄席芸能

•第 1 回明和町民体育祭

•町ペタンク大会

・文化祭、菊花展

・健康まつり

•町民チャリティーゴルフ大会

・文化事業歌謡ショー (3 回）

•町近県親善ソフトボール大会

•町民水泳大会

•第 1 回明和町成人式

•新春町民マラソン大会

・芸能発表会

・公民館まつり

・明和町剣道大会

10 月 3 日

10 月 24 日

11 月 20 日

10 月 10 日

10 月 11 日

10 月 15 日

10月 30 日～
11 月 1 日

11 月 1 日

11 月 10 日

11 月 11 日

12 月 6 日

3 月（予定）

11 月 15 日

11 月 29 日

1 月 15 日

1 月 17 日

2 月中旬

3 月上旬

3 月中旬

ふるさと産業文化館

講師：松崎菊也

講師：石井めぐみ

講師：倍賞千恵子

ふるさと産業文化館

出演者：桂米丸，口遊亭）ド遊三ほか

ふるさとの広場

老人福祉センター

ふるさと産業文化館

保健センター

板倉ゴルフ場

ふるさと産業文化館

出演者：由紀さおリ・安田祥子

出演者：神崎ゆうこ

出演者：小椋桂（予定）

利根川総合運動場

海洋センター

ふるさと産業文化館

ふるさとの広場及びその周辺

老人福祉センター

中央公民館

社会体育館

(7) 平成10年 9 月 10 日（木）
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ざぃます
村内最高齢者は小菅塩三郎さん (95)

ｮ 
テレビ鑑賞

ｮ 
特になし

ｩ 
規則正しい生

活をすること

®
…
趣

(… 

⑦
好
き
な
〈
良
べ
物

◎
嫌
い
な
食
べ
物

©
…
秘
け
つ
・
信
条

長
寿
者
ベ
ス
ト

1
0

昧

9 月 15日は敬老の日です。長年

にわたり社会に貢献してこられだ

あ年寄りの皆さんに感謝し、心か

ら長寿のあ祝いを申し上げます。

平成10年 8 月31 日現在の本村の人

口は 11, 701人です。そのうち65歳

以上のあ年寄りは 1,988人で全村民

の 17. 0％を占めています。これか

らもあ体を大切にして、いつまで

もあ元気にあ過ごしください。

①小菅塩三郎さん (95)

ｮ 
テレビ鑑賞

⑪ 

特になし

ｩ 
好き嫌いしな

いで食べるこ

と
/ 

ｮ 
テレビ鑑賞

ｮ 
特になし

ｩ 
規則正しい生

活をすること

ｮ 
テレビ鑑賞

⑪ 

①野菜類

⑰肉・魚類

ｩ 
規則正しい生

活をすること

②堀口くらさん (95) ③機村伊吉さん (95) ④奈良原のぶさん (95)

ｮ 
囲

ｮ 
特になし

ｩ 
身体を動かす

こと

碁

ｮ 
テレビ鑑賞

ｮ 
特になし

ｩ 
くよくよしな

いこと

ｮ 
テレビ鑑賞

ｮ 
特になし

ｩ 
くよくよしな

いこと

⑤吉田源次郎さん (94) ⑥飯塚げんさん (94) ⑦泉田せつさん (93)

ｮ 
テレビ鑑賞

⑪ 

特になし

ｩ 
何でも食べる

こと

ｮ 
テレビ鑑賞

ｮ 
特になし

ｩ 
くよくよしな

いこと .........,,.~-:•... • 
• ·.·..・・ゞ• ・

ｮ 
テレビ鑑賞

あみ物・散歩

⑪ 

特になし

ｩ 
くよくよしな

いこと

⑧石蝸榮太郎さん (93) ⑨奈良孝次郎さん (93) ⑲関口みつさん (93)

「敬老の日」あよび「老人保健福祉週間」 9 月 15 日～21 日 平成10年 9 月 10 日（木） (8) 



長寿おめでと
村内長寿者ベスト 100

(8 月31 日現在、敬称略）

順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主 順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主

1 小菅塩三郎 男 95 南大島 ふ み 51 酒井 孝 男 89 千津井 孝

2 堀 ロ < ら 女 95 新 里 武 徳 52 奈良 ま つ 女 89 田 島 保

3 機村伊吉 男 95 斗合田 久 七 53 田 口 も ん 女 89 須 賀 和 晴

4 奈良原 の ぶ 女 95 矢 島 昭三郎 54 栗原 な を 女 89 下江黒 な を

5 吉 田 源次郎 男 94 新 里 .只E口•• 55 阿部 ま さ 女 89 斗合田 直

6 飯塚 げん 女 94 千津井 金 56 神谷長治 男 89 梅 原 長 治

7 泉 田 せつ 女 93 中 クロ 辰 雄 57 石川 r 疋-±:-ロ 男 89 南大島 ケ疋 吉

8 石崎榮太郎 男 93 矢 島 徳 江 58 蓮見 な か 女 88 南大島 義 政, 奈 良孝次郎 男 93 田 島 正 己 59 須藤 きよの 女 88 江 口 隆 司

10 関 口 み つ 女 93 梅 原 正 義 60 多 田 つ や 女 88 上江黒 好

11 橋本賓一郎 男 92 斗合田 武 雄 61 新井慶作 男 88 田 島 徳一郎

12 橋本つ ま 女 92 斗合田 和 夫 62 今成政重 男 88 須 カ貝ロ 勝 男

13 多 田 佐衛 男 92 上江黒 浪 子 63 奥澤精兵 男 88 汀こ 口 精 丘グ 、

14 奈良原 よ し 女 92 矢 島 よ し 64 小林金三郎 男 88 南大島 貞 雄

15 小林 き し‘ 女 92 南大島 次 雄 65 奈良原 知司 男 88 千津井 知 司

16 柴崎信義 男 92 梅 原 信 義 66 和 田 V ヽ と 女 88 上江黒 紘

17 秋野千代 女 92 新 里 猛 67 飯塚 貞 男 88 千津井 貞

18 橋本彦太郎 男 91 斗合田 文 次 68 柴崎 力 ン 女 88 梅 原 孝

19 多 田 肖、旱． ー 男 91 上江黒 ‘｛‘子吉 69 大牧 '---一 う 女 88 大 輪 豊

20 ‘8’召‘‘ 内福太郎 男 91 下江黒 敏 司 70 長谷川 て る 女 88 千津井 柳 作

21 多 田 あ さ 女 91 上江黒 浪 子 71 松本 よ し 女 88 大 輪 軍次郎

22 泉 田 し う 女 91 矢 島 光 72 菌部 き < 女 88 千津井 加

23 今成 き み 女 91 江 口 賓 ィ／志志 73 奈良 フ ク 女 88 田 島 貞 男

24 関 口 夕 ケ 女 91 江 口 、作、主ぅ 治 74 荒木松次郎 男 87 須 プ只ロ 剛

25 井上応 洛 女 91 新 里 昭 75 南部窟子 女 87 須 カ只ロ 公 男

26 佐藤敏夫 男 91 下江黒 敏 夫 76 奈良 ス イ 女— 87 田 島 ス イ

27 高瀬 し‘ ね 女 91 田 島 政 江 77 田 村 し か 女 87 千津井 博

28 関根セ ン 女 91 南大島 勇 78 三宅米子 女 87 中 クロ 廣 明

29 石崎四十司 男 91 矢 島 昭 79 山 田 早キにニコ 一 男 87 新 里 杯禾

30 久保庭 卜 ク 女 91 新 里 卜 ク 80 今成文一 男 87 南大島 不二也

31 北 島忠四郎 男 90 田 島 政 81 松本 た み 女 87 大 輪 秋 夫

32 門 間 し‘ < 女 90 大 輪 徳 吉 82 小林 ま を 女 87 下江黒 安 治

33 松本末吉 男 90 千津井 進 83 小田木 ク ラ 女 87 新 里 邦 夫

34 原 島 あ き 女 90 上江黒 勝 治 84 新井初太郎 男 87 江 口 初太郎

35 森尻梅子 女 90 新 里 戸事欠 85 岩崎歳松 男 87 入ヶ谷 歳 松

36 坂上 V ヽ ぅ 女 90 中 クロ 匡 良 86 篠木 し‘ き 女 87 大佐貫 茂 雄

37 福 田 と し 女 90 大 輪 官 87 落合 卜 ヨ 女 87 大 輪 旭

38 吉永サ 卜 女 90 千津井 陽 88 蓮見 夕 力 女 87 南大島 冨 ぶ（ロム

39 酎比地 し‘ ち 女 90 梅 原 粛澤茂 89 清水 V ヽ と 女 87 矢 島 榮

40 福 島 ち よ 女 89 南大島 重 治 90 金 田 ミツヱ 女 87 大佐貫 達 也

41 横塚かつ 女 89 千津井 保 91 松本 よ し 女 87 大 輪 政 ラ乃

42 田 口 ヱ イ 女 89 矢 島 博 重 92 清水泰一 男 87 梅 原 川島勲

43 坂上 さ < 女 89 中 クロ さ < 93 齋藤幸市 男 87 新 里 鐵 夫

44 須藤種一 男 89 江 口 種 94 田 中 稲太郎 男 87 矢 島 稲太郎

45 竹 内 ツ キ 女 89 南大島 弘 明 95 青木 と み 女 87 田 島 ．只E口. 

46 本澤長治 男 89 南大島 長 治 96 金子つ ね 女 87 入ヶ谷 利 男

47 矢澤仁作 男 89 南大島 正 夫 97 丸 山 あ き 女 86 斗合田 新

48 今成 た け 女 89 南大島 不二也 98 坂庭 さ し‘ 女 86 矢 島 さ し‘

49 砂賀 り ん 女 89 斗合田 り ん 99 小菅榮次郎 男 86 南大島 榮次郎

50 奈 良 ち し‘ 女 89 田 島 文 男 100 吉 田 み さ 女 86 新 里 修

(9) 平成10年 9 月 10 日（木）



△納涼祭の会場を暑さも忘れて練り歩く（子どもみこし）

夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
合
年
も
予
定
通
り
8
月

2

日
に
行
わ
れ
だ
納
涼
祭

合
年
で
7

回
目
を
薮
え
る
納
涼
祭
も
、
村
と
し
て
行
わ
れ
る
の
は
合
回
で
最
後

祭
の
途
中
、
雷
雨
に
み
ま
わ
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
だ
が

雨
が
上
が
っ
た
後
は
皆
、
暑
さ
も
忘
れ
て
納
涼
祭
を
楽
し
み
ま
し
だ

ま
だ
初
め
て
の
ジ
ョ
ー
タ
イ
ム
や
フ
ワ
フ
ワ
パ
ン
ダ
も
好
評
で

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
で
は
夏
の
夜
空
に
花
が
咲
き
ま
し
だ

合
回
は
村
と
し
て
最
後
の
祭
な
の
で
多
く
の
写
真
を

思
い
出
と
と
も
に
あ
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す

忘
れ
て

口
“

△ 10月 1 日明和町誕生．I （仕掛花火）

▽鐘開き

平成10年 9 月 10 日（木） (10) 



△度胸があるな～ （きやリ・はしご乗り）

△はい．1 あさかなのできあがり （ジョータイム）

△秋空に舞う鶴のように （民踊）

△賞品はオレがもらっだぜ．I

▽焼そば、もらっちゃったC

(9 アタック）

（無料配布）

屯
心n
a

閑
E
ら
出
旦1

年
1＿
ー
ロ

レ
△観客席は超満員．I

△ちびっ子の人気者Q

△勇壮な獅子

（フワフワパンダ）

（江口のささら）

△雷鳴のように鳴り響く和太鼓

△笠を上手に使って踊る八木節

(11) 平成10年 9 月 10 日（木）



村
お

か

知
ら
ら
の
せ

会
社
員
や
公
務
員
（
第
2

号
被
保
険
者
）

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
、
第
3

号

被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第

3

号
被
保
険
者
と
し
て
の
届
け
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
度
届
け
出
を
し

て
も
転
職
や
退
職
、
就
職
な
ど
で
本
人
や

配
偶
者
の
年
金
の
加
入
状
況
が
変
わ
る
た

び
に
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
遅
れ

た
り
、
忘
れ
た
り
す
る
と
、
そ
の
期
間
は

保
険
料
未
納
扱
い
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
民
課

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
個
人
が
負
担
す

る
も
の
で
は
な
く
、
会
社
員
や
公
務
員
が

加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
ま
と
め
て
負

担
し
て
い
ま
す
。

内
線
3
3
7

国
民
年
金
第
3

号
被
保
険
者
は
届
け
出
に
注
意
を

村
で
は
、
平
成
1
0
年
度
か
ら
生
ご
み
処

理
機
器
購
入
者
に
、
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

1

世
帯
1

基
を
限
度
と
し
て
購
入
費
用

の
％
以
内
で
2
0
,
0
0
0

円
を
上
限
に
助

成
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
か
た

環
境
保
健
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
6
8
6

は
環
境
保
健
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内

6

闘
4
6
8
6
)
へ
連
絡
し
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

生
‘
、こ

み
処
理
機
購
入
者
に
助
成
し
ま
す

明
和
村
民
（
原
告
石
川
俊
夫
、
高
橋
正

雄
、
江
森
浩
）
の
か
た
か
ら
「
明
和
村
が

集
め
た
粗
大
ご
み
を
適
切
な
処
理
を
せ
ず

に
、
村
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
埋

め
た
、
こ
れ
を
搬
出
し
、
元
の
と
お
り
に

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
の
訴

訟
に
つ
い
て
の
第
1

回
口
頭
弁
論
が
8

月

5

日
、
前
橋
地
方
裁
判
所
（
村
田
達
生
裁

判
長
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
に
は
、
原
告
側

3

名
と
被
告

側
代
理
人
2

名
（
森
尻
弁
護
士
、
福
島
弁

護
士
）
が
出
廷
し
ま
し
た
。

村
側
と
し
て
は
、
原
告
か
ら
の
訴
え
は

事
実
と
は
違
う
た
め
、
答
弁
書
を
提
出
し
、

全
面
的
に
争
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
1

回
口
頭
弁
論
開
か
れ
る

住
民
訴
訟
問
題

（
粗
大

‘
、こ

総
務
課

み
処
分
）
で

内
線
3
3
2

ご協力ありがとうございましだ

福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

6
闘
4
9
2
6

社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
明
和
村

実
施
委
員
会
と
保
護
司
会
が
中
心
と

な
り
、
村
民
の
皆
様
に
募
金
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
結
果
、
多
額
の

浄
財
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
浄
財
は
、
運
動
の
主
旨

に
の
っ
と
り
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
募
金

4
0
1
,
3
8
5

円

「
社
会
を
明
る
＜
す
る

運
動
」
封
筒
募
金

村
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
赤

十
字
事
業
に
つ
き
ま
し
て
格
別
な
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
本
年
も
多
額
の
社
費
（
寄

附
金
）
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
金
は
、
災
害
救
助
を

は
じ
め
と
し
て
国
際
救
護
活
動
や
各

種
の
社
会
福
祉
活
動
な
ど
に
使
わ
れ

る
た
め
、
早
速
全
額
日
本
赤
十
字
社

群
馬
県
支
部
へ
送
金
し
ま
し
た
。

◇
社
費

2
,
3
9
7
,
5
0
0

円

日
本
赤
十
字
社

の
社
費
（
寄
附
金
）

平成10年 9 月 10 日（木） (12) 
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明
和
村
で
は
平
成
1
0
年
度
成
人
式
を
来

年
1

月
1
5
日
（
成
人
の
日
）
に
実
施
い
た

し
ま
す
。

従
来
、
9

月
2
3
日
（
秋
分
の
日
）
に
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
今
年
度
か
ら
変
更
し

て
1

月
1
5
日
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
理
由

等
に
つ
い
て
は
前
月
号
「
広
報
め
い
わ
」

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
で
す
。

本
村
で
は
こ
れ
等
を
機
に
、
よ
り
よ
い

成
人
式
、
成
人
者
の
皆
様
が
一
人
で
も
多

く
参
加
で
き
る
式
に
す
る
た
め
、
実
行
委

員
会
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

わ
れ
と
思
う
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
＜

だ
さ
い
。

◇
実
行
委
員
会

定
数
3
2
名
(
1
6
行
政
区
男
女
1

名
ず
つ
）

◇
対
象
者

平
成
1
0
年
度
成
人
式
対
象
者
（
昭
和
5
3

年
4

月
2

日
か
ら
昭
和
5
4
年4
月
1

日

ま
で
の
生
ま
れ
で
本
村
に
住
民
登
録
し

て
い
る
者
、
な
ら
び
に
本
村
出
身
者
で

本
人
よ
り
申
し
出
が
あ
っ
た
者
）

◇
内
容

会
議
を
開
催
し
協
議
検
討

◇
応
募
・
問
い
合
わ
せ

明
和
村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（

6

中
央
公
民
館
内
闘
4
4
9
1
)
へ

成
人
式
実
行
委

教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課

6
闘
4
4
9
1

員
を
募
集

[
[
1式年
は
ー
月

1
5日

7

月
1
2
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
の
投
票
総
参
加
運
動
成
績
優
良
地

区
表
彰
式
（
村
内
行
政
区
単
位
）
が
8

月

6
日
、
1
6
行
政
区
の
区
長
ら
2
0
人
ほ
ど
が

出
席
し
て
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

投
票
率
第
1

位
1
1

入
ヶ
谷

(
8
7
.
3
8
%
)

、

第
2

位
1
1

川
俣
（
8
3
．
認
％
）
、
第
3

位
1
1

下
江
黒

(
8
2
.
7
7
%
)
の
上
位
3

行
政
区

長
に
原
D
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
代
の
金
一
封

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
の
参
院
選
投
票
率
ま
た
は

選
管
目
標
率
を
上
回
っ
た
行
政
区
に
贈
ら

総
務
課

れ
る
努
力
賞
は
、
上
位
3

行
政
区
以
外
の

認
行
政
区
長
に
贈
ら
れ
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま

し
た
。

原
口
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
村
の
投

票
率
が
7
3
.
8
6
％
と
前
回
よ
り
も
3
.
9
4

ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
の
は
、
投
票
時
間
の

延
長
の
効
果
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

な
お
、
各
行
政
区
の
投
票
状
況
は
広
報

め
い
わ
8

月
号
、
7

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

内
線
3
3
2

原口委員長から表彰される金子入ヶ谷区長

参
院

選
の
投
票

優
良
地
区
を
表
彰
ぃ
恥

10月は土地月間です 地価評価無料相談会を開催

土
地
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
限
ら

れ
た
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
日
常
生

活
や
経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
基
盤

で
す
。
そ
こ
で
、
土
地
に
つ
い
て
の

関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
こ
の
月
間
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

▽
土
地
利
用
や
取
引
に
当
だ
っ
て
は

「
土
地
基
本
法
」
に
定
め
ら
れ
た

次
の
4
つ
の
基
本
理
念
を
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

0

土
地
は
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま

す
〇
適
正
に
、
計
画
に
従
っ
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

0

投
機
的
な
土
地
取
引
を
行
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん

0

土
地
の
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益

に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め
ら

れ
ま
す

▽
土
地
を
売
買
す
る
と
き
は

地
価
公
示
・
地
価
調
査
価
格
を
調

べ
、
売
買
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
地
価
評
価
無
料
相
談

県
な
ど
で
は
「
地
価
評
価
等
に
関

す
る
無
料
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

0

期
日
1
0
月
1

日
困

0

時
間
午
前
1
0
時
＼
午
後

3

時

0

会
場
太
田
市
役
所

0

相
談
担
当
者
卸
群
馬
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
に
所
属
す
る
不
動
産

鑑
定
士

0

問
い
合
わ
せ
県
庁
地
域
整
備
課

(
6
0
2
7
.
2
2
3
.
1
1
1
1
)
 

都
市
開
発
課

内
線
3
7
1

(13) 平成10年 9 月 10 日（木）
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夏の疲れ ためていませんか. 
[ 健康づくりのための休養指針（厚生省） ] 

①生活にリズムを
早めに気づこう、自分のストレスに

睡眠は気持ち良い目覚めがバロメーター

入浴で、からだも心もリフレッシュ

旅に出かけて、心の切り換えを
・休養と仕事のバランスで能率アップと疲労防止

f 

③生活の中にオアシスを
・身近な中にも憩いの大切さ
・食事空間にもバラエティーを

・自然とふれあいで感じよう、健康の息ぶきを

②ゅとりの時間でみのりある休養を
1 日 30分、自分の時間を見つけよう
生かそう休暇を、真の休養に
ゆとりの中に、楽しみや生きがいを

ーぷ

④出会いときずなで豊かな人生を
見出そう、楽しく無理のない社会参加
きずなの中ではぐくむ、クリエイティブ・ライフ

盛
暑
の
夏
は
過
ぎ
ま
し
だ
が
、
夏
場
に
水
分
や

冷
だ
い
物
の
食
べ
過
ぎ
で
〈
良
欲
不
振
を
起
こ
し
た

り
、
冷
房
に
あ
だ
り
過
ぎ
で
、
9
月
に
な
っ
て
も

だ
る
さ
の
残
る
か
だ
が
だ
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

一
日
の
疲
れ
は
そ
の
日
の
う
ち
に
、
一
週
間
の
疲

れ
は
休
日
に
、
疲
れ
だ
時
は
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
、

こ
れ
が
疲
労
回
復
の
鉄
則
で
す
、
何
も
し
な
い
で

ご
ろ
ご
ろ
寝
て
ば
か
り
い
る
の
は
逆
効
果
。
適
度

に
体
を
動
か
し
、
食
事
や
入
浴
．
睡
眠
な
ど
の
生

活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
疲
労
を
だ
め
こ
ま
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

. 
疲労を解消させる 7 つのポイント

7
 
6
 
5
 

4
 
3
 
2
 

. 

疲
れ
を
感
じ
た
ら
、
姿
勢
を
変
え
た

リ
、
ほ
か
の
行
動
を
。
軽
い
運
動
も

効
果
的
。

行
き
詰
ま
っ
た
と
き
に
は
気
分
転
換

を
。
趣
味
や
運
動
で
、
心
と
か
ら
だ

を
ほ
ぐ
そ
う
。

い
つ
も
よ
リ
早
起
き
し
て
み
る
。
ゆ

と
り
を
も
っ
て

1

日
を
さ
わ
や
か
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
。

動
か
す
と
き
は
し
っ
か
リ
か
ら
だ
を

動
か
し
、
休
む
と
き
は
休
む
。
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
生
活
習
慣
を
。

野
菜
が
不
足
す
る
と
、
疲
労
や
倦
怠

感
を
招
き
や
す
い
。
野
菜
の
豊
富
な

献
立
に
。

休
日
を
上
手
に
過
ご
す
。
家
族
と
の

団
ら
ん
な
ど
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
有
意
義
な
過
ご
し
方
を
し
ょ
う
。

夜
は
遅
く
て
も
1
2
特
に
は
寝
る
よ
う

に
す
る
。
1

日
最
低
7

時
間
の
睡
眠

時
間
を
確
保
し
よ
う
。

平成10年 9 月 10 日（木） (14) 



臼特集

防災行動力を身につける

避
難
す
る
と
き
、
と
っ
さ
に
必
要

な
物
を
持
ち
出
せ
る
よ
う
、
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
ま
と
め
、
非
常
持

ち
出
し
袋
と
し
て
備
え
て
お
く
こ
と

が
大
事
で
す
。
こ
の
袋
は
目
に
つ
き

や
す
い
と
こ
ろ
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

袋
の
中
身
は
と
き
ど
き
点
検
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
使
用
期
限
な
ど

を
確
認
し
て
、
中
身
を
入
れ
替
え
る

よ
、
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

非常持出袋の

中身を点検

“ 

家庭の防災対策も

年に
災害に対する日ごろの備えは、家族と家を災害から守るための

基本です。以前に備えておいたからと安心せず、年に 1 度は家

庭での防災対策を家族みんなで再確認することが大事です。

• 

非常持ち出し品リスト
家族それぞれのリュックに準備しておこう

飲料水
非

インスタントラーメン
常

缶詰
食

品
ビスケット

チョコレート

傷薬
救

胃腸薬
争/[>,¥ 

脱函綿
用

品
ばんそうこう

包帯

] 
ミルク

紙おむつ

ほ乳びん

貴
重
D
O
O

セーター

衣
ジャンパー類

下着
類

毛布

厚手の手袋

ヘルメット

携帯用ラジオ

そ 予偽電池

の
マッチ

ロウソク
他 ナイフ

缶切リ

懐中電灯

▼貴重品は非常持ち出し袋とは別に管理しましょう

現金 (5 万円程度。お札と小銭に分けて）

通帳、印鑑

家
の
中
を
安
全
地
帯
に
す
る
た
め

に
は
、
次
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
で

す
。

①
家
具
類
が
転
倒
し
な
い
よ
う
に
、

し
つ
か
り
固
定
す
る
。

②
電
灯
な
ど
が
落
下
し
な
い
よ
う
に
、

固
定
す
る
。

③
窓
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
飛
び
散
ら
な

い
よ
う
に
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
用
フ

ィ
ル
ム
な
ど
を
張
る
。
―

④
棚
の
上
に
は
、
重
い
も
の
、
角
の

あ
る
も
の
、
ガ
ラ
ス
製
品
を
置
か
な

ヽ
'
0

じ
＞

`> II q.

‘` 
年に 1 度は

家族で

防災会議を

地
震
が
発
生
し
た
と

き
、
あ
な
た
の
家
の
中

は
安
全
で
す
か
。
家
具

が
倒
れ
た
り
、
棚
の
物

が
落
ち
て
き
た
り
す
る

と
、
思
わ
ぬ
け
が
を
し

て
し
ま
い
ま
す
。

会
社
や
学

校
な
ど
外
出

先
で
地
震
に

遭
っ
た
と
き
、

ど
う
や
っ
て

家
族
と
連
絡

を
と
り
ま
す
か
。

い
つ
、
ど
こ
で
地
震
に
遭
っ
て
も
、

あ
わ
て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
防

災
会
議
を
開
き
、
次
の
よ
う
な
こ
と

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

．
避
難
ル
ー
ト
を
歩
い
て
み
る

・
緊
急
時
に
は
ど
う
や
っ
て
連
絡
を

と
り
合
う
か
（
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ャ
ル
な
ど
）

．
避
難
す
る
と
き
、
子
ど
も
や
お
年

寄
り
の
面
倒
を
だ
れ
が
み
る
か

．
避
難
す
る
と
き
、
だ
れ
が
何
を
持

ち
出
す
か

・
非
常
持
出
袋
は
ど
こ
に
置
く
か

・
救
急
医
薬
品
や
消
火
器
の
点
検

・
家
族
の
役
割
分
担
を
ど
う
す
る
か

1 度は確認を

●家貝類
L 字金具で固定

二段重ねの家具は
平型金具で固定

●照明器具

家の中を

安全地帯に

チェーンなどで
天井に 3 点固定

開き扉には掛け金を

●ガラス
ガラス飛散防止フィルムを張る

●ピアノ
ピアノ移動防止器具をつける

(15) 平成10年 9 月 10 日（木）



ぁらのゎだぃ
中学生に豊かな国際感覚を

中学生国際交流研修事業壮行会

抱負を語る生徒代表者

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

8

月
3

日
、
中
学
生
国
際
交
流
研
修
事
業
の
壮
行
会
が
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、
村
長
、
助
役
、
議
長
、
教
育
委
員
ら
が
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
る
生
徒
1
0
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

今
年
で
2

回
目
を
迎
え
る
こ
の
事
業
は
、
中
学
生
に
豊
か
な

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
る
も
の
で
、

8

月
1
5
日
か
ら
2
5
日
ま
で
の

1
1
日
間
の
日
程
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
コ
ー
ロ
ー
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
の
体
験
入
学

や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る

文
化
や
生
活
の
違
い
な
ど

直
接
体
験
し
学
ぶ
も
の
で

す
。
生
徒
た
ち
は
「
言
葉

の
壁
は
厚
い
け
ど
、
笑
顔

で
話
し
か
け
友
達
を
た
＜

さ
ん
つ
く
り
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

派
遣
生
徒
は
次
の
か
た

が
た
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽
3

年
生
砂
賀
佑
樹
、

北
島
直
哉
、
奈
良
和
樹
、

今
泉
潤
、
泉
田
ひ
ろ
み

▽
2

年
生
黒
澤
幸
広
、

橋
本
尚
人
、
儀
川
光
、
早

川
雅
美
、
篠
木
明
日
香

梨とぶどうの産地を PR
幹線道路に案内看板を設置

梨
と
ぶ
ど
う
（
巨
峰
）
の
特
産
地
に
な

っ
て
い
る
村
で
は
こ
の
ほ
ど
、
果
樹
生
産

地
案
内
看
板
を
村
内
幹
線
道
路
の
主
要
な

7

か
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
農
業
農
村
活
性
化
総
合
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
、
果

樹
生
産
地
帯
の
ル
ー
ト
を
明
確
化
し
、
よ

り
一
層
消
費
者
へ
の
利
便
性
の
向
上
を
図

り
、
直
販
体
制
の
確
立
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

看
板
は
「
梨
の
里
」
「
梨
街
道
」
「
ぶ
ど

う
の
里
」
と
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
書
か
れ
た

3

種
類
で
、
国
道
や
県
道
、
広
域
農
道
沿

い
の
産
地
周
辺
に
設
置
。
村
で
は
、
明
和

の
梨
、
ぶ
ど
う
の
P
R

に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

産地周辺に設置された果樹生産地案内看板

、一

逃 くまで飛んだよ
手づくり水鉄砲

水の飛ばし比べをしている子どもたち

中
央
公
民
館
主
催
の
夏
休
み
教
室
「
手

づ
く
り
あ
そ
び
•
水
鉄
砲
」
が
8

月
8

日
、

小
学
生
ら
1
8
人
が
参
加
し
て
同
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
昔
遊
び
を
今
に
再
現
し

伝
承
を
図
る
と
と
も
に
、
集
団
遊
び
の
楽

し
さ
を
味
わ
う
の
が
ね
ら
い
。

参
加
者
は
、
講
師
の
大
沢
新
一
先
生
か

ら
、
真
竹
の
切
り
方
や
節
の
穴
の
あ
け
方

な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、
水
鉄
砲
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
完
成
す
る
と
さ
っ
そ

く
前
庭
で
、
友
達
と
水
の
飛
ば
し
比
べ
を

し
な
が
ら
「
け
っ
こ
う
遠
く
ま
で
飛
ん
だ

の
で
う
れ
し
か
っ
た
」
と
手
づ
く
り
の
水

鉄
砲
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

平成10年 9 月 10 日（木） (16) 



明和 FCが県第 3 代表に

関東少年サッカー大会

7

月
3
1
日
か
ら3
日
間
、
山
梨
県
河

口
湖
町
で
開
か
れ
た
第
認
回
関
東
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
に
、
本
村
の
少
年
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
明
和

F
C

（
監
督
落
合

康
秀
）
が
群
馬
県
第
3

代
表
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
関
東
各

都
県
か
ら
2
4
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
予
選

リ
ー
グ
、
順
位
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ

り
試
合
が
行
わ
れ
、
明
和
F
C

は
3

位

グ
ル
ー
プ

(
8チ
ー
ム
）
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
第
2

位
の
成
績
で
し
た
。
大
滝
主
将

は
「
J
リ
ー
グ
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
も
数

チ
ー
ム
参
加
し
た
大
会
に
一
緒
に
プ
レ

ー
で
き
て
楽
し
い
思
い
出
に
な
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

関東少年サッカー大会に出場した甲和 FC

夏の夜の

浴衣姿で元気良く踊る薗児たち

夢

保育園の七夕まつり

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
引
き
渡
し
式

が
8

月
認
日
、
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
、

3

台
を
各
分
団
に
配
備
し
ま
し
た
。

今
ま
で
使
用
し
て
き
た
小
型
ポ
ン
プ

積
載
車
両
は
更
新
時
期
に
あ
た
り
、
7
0
0

Q
の
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
替

え
増
強
配
備
し
た
も
の
で
す
。
ポ
ン
プ

の
放
水
量
は
、
毎
分
2
3
m以
上
の
性
能

を
有
す
る
な
ど
火
災
現
場
に
即
応
し
た

最
新
型
の
自
動
車
で
、
初
期
消
火
に
威

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

式
で
斎
藤
村
長
は
、
参
加
し
た
約
8
0

人
の
消
防
団
員
に
「
防
災
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
購
入
配
備
し
た

の
で
一
日
も
早
く
取
り
扱
い
に
慣
れ
て
、

十
分
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

七
夕
は
、
ひ
こ
星
と
織
り
姫
が

一
年
に
一
度
出
逢
う
日
。

村
の
保
育
園
で
は
、
七
夕
に
ち

な
ん
で
8

月
4

日
の
夜
に
中
央
保

育
園
、
8

月
6
日
の
夜
に
西
保
育

園
で
毎
年
恒
例
の
七
夕
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
色
と
り
ど
り
の
浴

衣
に
着
替
え
て
、
七
夕
ま
つ
り
の

た
め
に
作
っ
た
短
冊
や
ち
ょ
う
ち

ん
な
ど
の
飾
り
の
中
、
親
子
で
歌

っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

こ
。t
 

初期消火に威力を発揮

水槽付消防ポンプ自動車配備

各分団に配備された水槽付消防ポンプ自動車

お茶のたて方を体験

デイサービスセンター

お茶会を楽しんでいるお年寄りたち

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

8

月

2
2
日
、
お
茶
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め

お
茶
会
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
同
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、

中
島
一
佳
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
5

月

か
ら
毎
月
1

回
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

通
所
者
1
8
人
は
茶
せ
ん
を
使
っ
て
お
茶

の
た
て
方
、
飲
み
方
な
ど
を
教
わ
り
ま

し
た
。ま

た
、
今
回
は
館
林
商
工
高
校
の
J

R
C

の
部
員
4

名
も
参
加
し
、
お
年
寄

り
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
お
年
寄
り
は
「
と
て
も
お

い
し
い
お
茶
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
体
験
で
き
て
、
毎
日
充
実
し
て
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
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◎
表
彰
基
準

◇
村
民
が
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
お
い

て
優
秀
な
成
績

(
3位
以
内
）
を
収

め
た
者

◇
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
団
体
を
個

人
と
み
な
し
ま
す
。

◎
対
象
期
間

◇
平
成
9

年
1
0
月1
日
か
ら
平
成
1
0
年

9

月
3
0
日
ま
で

◎
表
彰

◇
1
0
月
1
1
日
同
開
催
の
町
民
体
育
祭
の

開
会
式
前
に
行
い
ま
す
。

※
該
当
者
（
団
体
）
は
、
9
月
3
0
日
因

ま
で
に
杜
会
体
育
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

、
『

O

し

該
当
者
（
団
体
）
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

◇
日
時
1
0
月
3

日
か
ら
且
月
2
1
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
午
後

2

時
1
3

寺廿
◇
対
象
者
村
内
在
住
の
5
1
6
歳
児

（
就
学
前
児
童
）

◇
募
集
人
数
2
0
人

◇
参
加
費
入
会
金

5
0
0

円
会
費

2
,
0
0
0

円

(
8回
分
）

◇
募
集
期
間

9

月
2
0
日
同
午
前9
時

か
ら
3
0
日
困
ま
で

◇
申
し
込
み
参
加
費
を
添
え
て
海
洋

セ
ン
タ
ー
ヘ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
に
際
し
て
は
、
長

期
水
泳
教
室
（
幼
児
ア
ク
ア
）
に
在

籍
し
て
い
な
い
児
童
を
優
先
し
ま
す
。

幼
児

短
期

競
技
優
秀
者
（
団
体
）

を
表
彰
し
ま
す

＼不流ーツ
ゴ〕---

社会体育館

8 (84) 4626 

海洋センター

8(84)5511 

◇
期
日
1
1
月
1
0
日
因

◇
会
場
板
倉
ゴ
ル
フ
場

◇
対
象
村
内
在
住
、
在
勤
者

◇
募
集
人
数

2
0
0

人
（
先
着
順
）

◇
参
加
費

1
0
,
0
0
0

円
（
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
代
含
む
）

◇
申
し
込
み
9
月
1
6
日
因
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

町
制
施
行
記
念
第
1

回
町
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

募

---

ア

ク
ア

水
泳
教

集
室

村
民
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
、
8

月
認
日
午
前
8

時
か
ら
午
後
8

時
ま
で
の
認
時
間
、
中
学
校
校
庭
で
開

か
れ
ま
し
た
。

合
併
3
5
周
年
を
記
念
し
て
、
平
成
2

年
か
ら
開
催
し
て
い
る
こ
の
大
会
は
、

参
加
者
の
心
の
ふ
れ
あ
い
や
つ
な
が
り

を
つ
く
る
の
が
目
的
。
試
合
は
、
村
の

木
「
つ
げ
」
組
と
村
の
花
「
き
く
」
組

の
対
抗
に
よ
り
、
斎
藤
村
長
の
始
球
式

で
開
始
さ
れ
、
6
0
分
か
ら
9
0
分
間
の
リ

レ
ー
方
式
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
登
録
チ
ー
ム
、
中
学

生
、
小
・
中
学
校
P
T
A

、
各
種
団
体

な
ど
2
0
チ
ー
ム
、
延
べ
約
3
5
0
人
が
参
加

し
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

第
9

回
村
民
マ
ラ
ソ
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

結

果

)

_

 
講
習
会

◇
期
日

9

月
2
6
日
田

◇
時
間
午
前

9

時
3
0
分
＼

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
種
目
ボ
ッ
チ
ャ
・
ス
マ
イ
ル
ボ
ー

リ
ン
グ

◇
対
象
親
子
（
小
学
生
）

◇
参
加
料
無
料

◇
申
し
込
み
当
日
、
社
会
体
育
館
で

受
け
付
け
し
ま
す
。

ス
ポ
ー

ツ

フ
ァ

-

l

-

村
子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が

8

月
認
日
、
社
会
体
育
館
で
1
7
チ
ー
ム

約
4
0
0
人
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
さ
わ
や
か
な

第
7

回
村
子
ど
も
会

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

..L 

熱戦を繰り広げる選手 明中ソフト代表者の選手宣誓

邑
楽
郡
夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

7

月
5

日
、
1
2
日
、
利
根
川
総
合
運
動

場
で
開
か
れ
、
郡
内
か
ら
2
2
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
熱
戦
を
展
開
し
た
結
果
、
男

子
A
ブ
ロ
ッ
ク
で

M
S
C

フ
レ
ン
ド
が

3

位
と
な
り
ま
し
た
。

第
2
1
回
邑
楽
郡

夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

準
優
勝
新
里

第

1
3
回

明
和
村
長
杯
野
球
大
会

勝
敗
は
、
5
6
回
ま
で
進
み
1
1
2
対

8
2で
、

3

年
ぶ
り
に
つ
げ
組
が
勝
利
を
収
め
ま

し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
、
フ
ァ

イ
ン
プ
レ
ー
賞
、
敢
闘
賞
の
表
彰
や
勝

敗
チ
ー
ム
と
得
点
の
予
想
投
票
も
行
わ

れ
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

優勝した「大輪子ども会」

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
大
輪
子
ど
も
会

準
優
勝
新
里

B

子
ど
も
会

3

位
梅
原
子
ど
も
会

3

位
田
島
子
ど
も
会

平成10年 9 月 10 日（木） (18) 



明
和
村
大
字
入
ヶ
谷
・
館
林
市
入
ヶ

谷
町
と
「
入
ヶ
谷
」
の
名
の
つ
く
二
つ

の
地
域
が
あ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
よ
く

ご
存
じ
の
こ
と
で
す
。
地
理
的
に
は
、

谷
田
川
を
挟
ん
で
明
和
村
の
入
ヶ
谷
が

右
岸
（
川
の
両
岸
の
区
別
は
川
下
に
向

か
っ
て
右
手
側
が
右
岸
、
左
手
側
が
左

岸
）
、
館
林
市
の
入
ヶ
谷
町
が
左
岸
と
、

ほ
ぼ
東
西
に
並
ん
だ
位
置
に
あ
り
ま
す
。

で
は
な
ぜ
同
じ
地
名
が
と
疑
問
を
持
た

れ
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
昔
か
ら
あ
っ
た
入
ヶ
谷
村
が
明
治
二

十
二
年
の
町
村
制
施
行
の
際
に
二
つ
に

分
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
今
か
ら
時
代
を
少
し
さ
か

の
ぼ
り
、
昭
和
二
十
九
年
か
ら
同
三
十

年
の
町
村
合
併
に
よ
る
明
和
村
や
館
林

市
の
誕
生
す
る
以
前
、
右
岸
の
入
ヶ
谷

めいわ再発貝
••• 

ふるさとだすねある記
No.37 

［入ヶ谷村今昔おぼえ書き］

谷田川を挟んだ 2 つの入ヶ谷地区
（右側が明和村）

じ
）
＝
―
-
ロ

は
旧
佐
貫
村
、
左
岸
の
入
ヶ
谷
は
旧
三

野
谷
村
の
大
字
と
し
て
、
そ
の
当
時
は

一
般
的
に
そ
れ
ぞ
れ
佐
貫
入
ヶ
谷
、
三

野
谷
入
ヶ
谷
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

入
ヶ
谷
村
が
い
つ
ご
ろ
で
き
た
か
は

不
明
、
そ
の
地
名
に
つ
い
て
は
「
邑
楽

郡
町
村
誌
材
料
」
（
明
治
二
十
二
年
刊
）

に
よ
る
と
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）

以
前
は
「
入
小
屋
」
と
言
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
十
二

月
ま
で
の
間
（
年
月
不
詳
）
に
「
入
ヶ

谷
」
と
変
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

江
戸
時
代
安
政
二
年
（
一
七
五
五
）

五
t
‘
館
林
藩
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
「
封

内
経
界
図
誌
」
（
館
林
市
立
第
一
資
料
館

蔵
・
領
内
の
各
村
ご
と
の
絵
図
と
概
要

を
記
録
し
た
も
の
）
（
村
誌
―
―
―
五
八
頁
掲

載
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
館
林
藩
領
で
あ

っ
た
入
ヶ
谷
村
の
家
数
（
三
六
）
、
人
数

（
一
四
五
）
等
、
様
子
の
一
端
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

さ
て
明
治
二
十
二
年
に
新
町
村
制
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
が
「
群
馬
県
邑
楽
郡

新
町
村
区
域
取
調
書
」
（
明
治
二
十
一
年
）

に
よ
れ
ば
、
須
賀
・
大
輪
・
大
輪
沼
新

田
・
川
俣
・
大
佐
貫
・
矢
島
の
六
村
区

域
と
入
ヶ
谷
村
の
う
ち
八
反
田
・
神
谷

・
定
棚
・
十
郎
地
の
四
字
地
を
併
せ
て

佐
貫
村
、
入
ヶ
谷
村
の
前
記
四
字
地
を

除
く
区
域
は
三
野
谷
村
に
入
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
佐
貫
村
の

大
字
と
な
っ
た
入
ヶ
谷
の
戸
数
は
四
、

人
口
は
一
八
、
三
野
谷
村
の

大
字
と
な
っ
た
入
ヶ
谷
の
戸

数
は
四
0
、
人
口
は
ニ
―
―

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昭
和

三
十
年
の
明
和
村
大
字
入
ヶ

谷
の
戸
数
は
二
七
、
人
口
は

一
五
六
、
平
成
十
年
八
月
末

の
戸
数
は
三
七
、
人
口
は
一

一
八
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
入
ヶ
谷
村
が
二
つ
に

分
か
れ
た
昔
を
簡
単
に
振
り

返
っ
て
み
た
わ
け
で
す
が
、

こ
の
二
つ
の
入
ヶ
谷
の
間
に

は
今
で
も
昔
か
ら
の
慣
習
と

い
う
か
、
鎮
守
の
祭
典
を
は

じ
め
冠
婚
葬
祭
等
の
つ
き
あ

い
に
、
深
い
つ
な
が
り
が
残

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。（

早
川
久
美

/ 

: 
ヽ

館林邑楽地区 館林地区 千代田 変更※1こ耳◎鼻科科人の祝• は日板倉地区
明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

なにみI ゆたか医院海宝病院
る限一

9 月 15 日 ；りB (73) 7308 匹 (74)0811

』り間一日 9 月 20 日
土井クリニック小倉医院 橋田クリニック永寿堂医院 館林地区と 館林地区と

ft (72) 8841 ft (72) 0606 匹 (72)0001 B (72) 4469 同じです。 同じです。 まは (7匹2) 

記念病院慶友病院 ょ｀ 3 
9 月 23 日 認ヽ 1 1 

当 匹（72)3155 8 (72) 6000 時ま 凸4 

落合医院 大神医院 横田（圭）医院 竹越医院
しで が

9 月 27 日
最上医院 わだらせりリニック てで

闊匹 (72)3160 匹 (62)2200 匹（72)0255 匹（74)3763 匹（77)2727 匹 (84)3137 かす゚
ら

し

番 根岸医院 川田（耳）医院 吉田内科クリニック 新橋病院 館林地区と 館林地区と 冒 ま

10 月 4 日 す
匹（72)3262 8(72)3314 匹（70)7117 匹 (75)3011 同じです。 同じです。

し
゜て

^ 汀
星野こどもりリニッグ 川島脳外科 ：こ

医
10 月 10 日

匹（70)7200 匹（75)5511
さ

昇し＼

゜
10 月 11 日

小西医院 川村医院 松井内科医院 小曽根医院 井上医院 館林地区と
喜匹 (86)2261 B (72) 1337 8 (75) 9880 匹（72)7707 匹 (82) 1131 同じです。
ノ
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村営住宅

入居者募集

l 役場建設課 匹（84)3111 -
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 5 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

危険物取扱者試験

が行われます

l 明和分署 冗（84)3131 こ
平成10年度第 2 回危険物取扱者試

験（甲種、乙種、丙種）を実施しま

すので希望者はお申し込みください。

◎準備講習会

◇日時 10月 29 日（木） 午前 9 時～

◇会場館林市郷谷公民館

◇受講料 6,800円

◎試験

◇日時 11 月 15 日（日） 午前 9 時～

◇会場 太田市関東学園大学ほか

◇受験料 甲種5,000円、乙種3,400

円、丙種2,700円

◇申し込み 9 月 30 日（水）～ 10月 9 日

（金）までに明和分署へ

板倉ニュータウン
宅地分譲

県庁ニュータウン建設課

匹 027(223)1111

◇所在地板倉町朝日野

◇区画数 81区画

◇面積 204. 86m2 (1 区画） ~ 

260. 55m2 (1 区画）

◇分譲価格 1,708万5,300円 (1 区

画） ～ 2,242万3,200円 (1 区画）

◇最多価格帯 1, 900万円台 (29区画）

◇受付期間 10月 10 日 (±)~10 月 25 日（日）

◇受付場所 板倉ニュータウン総合

案内所

◇抽選日 11 月 1 日（日）

◇王な申込資格 ・自ら居住するた

めの専用住宅を必要としているか

た ・分譲代金を即金で支払うこ

とができるかた ・同居する家族

があるかた

※詳しくは、県庁ニュータウン建設

課ヘ

自然の家ウォーキング
参加者募集

県立東毛少年自然の家
ff 0277 (78) 5666 

◇日時 10月 18 日（日） 午前 9 時～午

後 1 時30分（雨天決行）

◇会場 群馬県立東毛少年自然の家

（藪塚本町）

◇参加対象 家族または友達同士の

グループ・個人

◇内容 ハイキング・野外での昼食・

ゆうまちゃん人形が当たる抽選会

◇募集人数 300名（先着）

◇参加費 1 人500円（食事付）

◇募集期限 10月 8 日（木）

◇申し込み 県立東毛少年自然の家

に電話で氏名、住所、電話番号、

学年等をお知らせください。 (FA

x 、郵便は不可）

青年海外協力隊員

募集説明会

l 県庁国際課 匹 027(223)1111
あなたの技能・技術を開発途上国

で生かしてみませんか。

青年海外協力隊では、隊員の募集

説明会を開催します。

◇日時 11月 6 日（金） 午後 6 時30分～

8 時30分

◇会場太田商工会議所

◇対象 20歳から 39歳までの日本国

籍を持つ心身ともに健康な青年男

女

◇内容応募要領の説明や帰国隊員

の体験発表、協力隊事業の紹介映

画上映等を行います。

※平成10年度の隊員募集期間は、 10

月 15 日（木）～ 11 月 30 日旧）です。

調停相談会開催

l 館林簡易裁判所
匹（72)3011 

館林調停協会では、調停相談会を

無料で開催します。秘密は固く守ら

れますので、交通事故、金銭貸借、

土地家屋、相続等でお困りのかたは

お気軽にご利用ください。

◇日時 9 月 24 日（木）・ 25 日（金）

午前10時～午後 3 時

◇場所館林市六郷公民館

◇相談員弁護士、調停委員

緑 化 講 座

l 県緑化センター 公 (88)7188
家庭緑化を進めるため、 10月は「初

めてハーブを栽培する方へ」をテー

マとして開催します。

◇日時 10月 15 日（木）午前10時～正午

◇場所 県緑化センター（邑楽町）

◇講師藤田浩子先生

◇募集人員 50名

◇参加費無料

◇申し込み 群馬県緑化センターへ

※このほかにも、毎週木曜日午前10

時から午後 3 時まで「緑の相談室」
を開設して相談に応じています。

太田産業技術専門校

学生募集

県立太田産業技術専門校

s (31) 1776 

県立太田産業技術専門校では、平

成11年度の高卒者コースの生徒募集

を開始します。

◇募集科目・期間・定員

機械システム科・ 2 年制・ 20人

電子システム科・ 2 年制・ 20人

自動車整備科 ・ 2 年制・ 20人

機械製図科 ・ 1 年制・ 20人

OA経理科 ・ 1 年制・ 30人

◇応募資格 高等学校卒業以上のか

た・同卒業見込みのかた（性別を

問いません）

◇願書受付 9 月 24 日（木）～ 11 月 11 日（水）

◇選老日 11月 16 日旧）

◇授業料・受験料無料

◇申し込み 県立太田産業技術専門

校（太田市新野町157-1) へ

「群馬銀行環境

財団賞」募集

阻オ）群馬銀行環境財団

匹 027(255)6170

◇募集テーマ 0快適な街づくりへ

の研究・提案 0住み良い環境づ

くり活動

◇応募資格 県内の営利目的でない

法人・団体（学校は除く）、個人

◇財団賞入賞 5 点を選び、総額50

万円

◇応募締切 12月 21 日旧）

◇問い合わせ 翻群馬銀行環境財団

事務局へ

平成10年 9 月 10 日（木） (20) 



くらし
の
楯報

町の無料法律相談

◇日時＝ 10月 12 日旧）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和町民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受付＝10月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

乳 I日
ノし 健 吟

5ク

◇日時＝10月 8 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝9年10 月、 10年3 月、 6月生

健 康 相 吾火
ロ火

◇日時＝10月 6 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

◇日時＝10月 15 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝10月 15 日（木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年 金 相 吾火
ロ火

◇日時＝ 10月 15 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

今 月 の納税

◇固定資産税、国民健康保険税、国

民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 9 月 30 日（水）

(21) 平成10年 9 月 10 日（木）

中央公民館教養講座

ジャズのタベ

l 中央公民館 匹（84)4491
明和村在住のジャズヒアニスト内

藤かおるさんほか 3 人のメンバーに

よるジャズコンサートを開催します。

サックスやトランペットも含めた、

ジャズのしらべを心ゆくまでごたん

能ください。よく親しまれている曲

も涼奏します。

◇日時 9 月 26 日（土） 午後 6 時30分

~8 時30分

◇会場 ふるさと産業文化館

◇入場料無料

◇申し込み 中央公民館へ

9 月は屋外広告物

美化月間です

県庁都市計画課

匹 027(223)1111

屋外広告物は、経済や文化活動に

欠かせないものです。

しかし、無秩序な表示は周囲の美

観や風致を損なうだけでなく、公衆

に危害を及ほすことにもつながりま

す。

県では、この月間中「第 3 回屋外

広告物コンクール入賞作品展」を開

催するとともに、張り紙や張り札、

立て看板などで屋外広告物条例に違

反するものについては一斉除去など

を行います。

快適で潤いのあるまちづくりのた

め、屋外広告物の適正な表示、管理

にご協力ください。

がん電話相談

群馬県健康づくり財団

匹 027(269)7812

◇日時 9 月 16 日（水）・ 17 日（木）・ 18 日

（金） 午前10時～午後 3 時

◇対象者 がんに対する不安をもっ

ている人・家族等

◇相談に応する者 ひまわりの会々

員（胃・乳腺·子宮がんの克服者

で、医師等資格者ではありません）

◇相談内容相談者の療養上や術後

の経過等、日常生活の中での不安

に対し、会員が自らの体験に基づ

く、がん克服の適切なアドバイス

◇電話番号 027 (269) 8076 • 8078 

自動車の免許取得に

3 万円を補助します

役場福祉課（老人福祉センター内）
匹（84)4926

館林自動車教習所では、普通自動

車免許の教習を受ける場合、次のと

おり補助を行っています。

◇対象 母子・父子家庭および父母

のいない家庭の 18歳以上20歳未満

のかた

◇補助額 3 万円

◇申し込み福祉課発行の証明書（随

時発行します）を添え、同教習所

匹（72)3524ヘ

巡回行政相談

役場福祉課（老人福祉センター内）
8(84)4926 

◇日時 10月 14 日（水） 午前10時～午

後 3 時

◇場所東部児童館

◇日時 10月 16 日（金） 午前10時～午

後 3 時

◇場所館林市農協佐貰支所

( 

母子家庭のかだの相談は

母子福祉協力員に

l 邑楽福祉事務所 匹（73)2141
母子・寡婦家庭のかたの相談を受

けるために、次のかたが母子福祉推

進協力員となっております。

お悩みになっていること等があり

ましたら、ご相談ください。なお、

皆さんのプライバシーは口外いたし

ませんので安心してお話しください。

◇8月和村の母子福祉推進協力員

原口正江さん匹（84)3974

9 月は障害者

雇用促進月間です

l ／＼ローワーク館林匹（75)8609
ハローワーク館林では、障害者の

雇用を促進するため障害者と企業の

かたとの集団面接会を開催します。

◇日時 10月 12 日（月） 午後 1 時30分

~3 時30分

◇場所 邑楽共同福祉施設（邑楽町

中野3197)

10月は「中小企業勤労者財形制度普及促進月間」です

し
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大
正
琴
の
美
し
い
音
色
に
ひ
か
れ
、

平
成
八
年
の
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

五
十
、
六
十
代
の
主
婦
が
中
心
と
な
り
、

友
違
つ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
毎
月
第

一
、
第
三
土
曜
の
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
―
―
一
時
三
十
分
ま
で
、
中
央
公
民
館
で

練
習
し
て
い
ま
す
。

講
師
の
江
森
ユ
キ
子
先
生
の
名
付
け

た
、
ク
ラ
ブ
名
の
『
輝
か
が
や
き
」
は

「
私
た
ち
は
何
時
も
輝
い
て
い
る
」
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
忙
し
い
仕
事
の
合
間
を

ぬ
っ
て
や
っ
て
い
る
の
で
、
一
緒
に
練

習
す
る
の
は
楽
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、

家
に
帰
っ
て
時
間
を
見
つ
け
、
一
人
で

じ
っ
く
り
弾
く
の
も
技
術
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

今
は
十
一
月
の
文
化
祭
に
向
け
て
黒

田
節
を
始
め
た
所
で
す
。
み
ん
な
で
集
っ

て
練
習
す
る
の
は
、
気
分
転
換
に
も
な

り
ま
す
し
、
生
活
に
め
り
は
り
が
出
ま

す
。大

正
琴
に
興
味
の
あ
る
か
た
は
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
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村の人口と世帯
9 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,329戸(+ 7) 

人口総数 11, 701 人 (+26)

急
8 月の救急車出動回数

病 10件 交通事故 3 件

男 5,878人・女 5,823人

〈 8 月中の動き〉

出生 14人・死亡 5 人

転入 31 人・転出 14人

その他 3 件

代
表
瀬
下
一
江

合

A
I
E琴

輝

計 16件

口
あ
め
で
だ

氏
小須清青鯉 ，磯須齋風江松早森須久江加金平
松藤水木沼氏→0 野藤藤間原本瀬尻加野森藤子田
原 未み 由ゅ
ス親利賢丘名在う菜な恭ご友忘清： 大g 彩さ快忍鉄；航ら千ち香力‘ 名
ワ司治ー酋 く変敬象恵ぇ美み亮呈輝き蒼言甲き斗と也ゃ平：浩g里り梓詈

85 64 18 48 67 畠や真正博泰裕良り徳真 信信博一直 由光美 佐 英浩：義順幸鳳
里 ン覚一旦博美佐功佳豊 ニ

世み子利子章子治遺弓江郎子美子秋子栄子士；人子寿名
帯心。 性ーマ
主へ女男女女男男女女男男男女女女別

南江矢須大地薮中江中梅大新中南須中斗梅南新地薮
大佐称 大合大
島口島賀貫区略谷口谷原輪里谷島賀谷田原島里区畠
% % % % % ]喜一％ % % % % % % % % ％陥砂磁殆闘

※掲載を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。

平成10年 9 月 10 日（木） (22) 

1
0月
1

日
か
ら
明
和
村
は
「
明
和
町
」
に
な

り
ま
す
。
県
内
で
は

3
3番
目
の
町
の
誕
生
と
な

り
、
こ
れ
を
記
念
し
て
「
明
和
町
誕
生
記
念
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
を
は
じ
め
「
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
空
中
散
策
」
や
「
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で

す
。
詳
し
く
は
今
月
号
の
7

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。
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